




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝露が陽ひの光と共に空へと昇る。

　ファイが生まれ育ったマグノリアより北に位置するダグウッドは、秋の訪れが早い。窓の向こうではオリーブが収穫の時期を迎えていた。

　石造りの王宮に、ひたひたとファイの足音が響く。蓄えられた夜の冷気が履物を通り抜け、つま先を冷やした。ファイはたまらず早足になると、赤の宮殿の一番奥にある部屋を目指す。

　温かい湯の入った水筒を手にファイが忍び足で入ったのは、この国の第一王子が住まう部屋だ。緋ひ色いろの布が日差しを遮った部屋の奥では、主あるじが眠っている。

　ファイは獅し子し脚の脇机に水筒を置くと、部屋の一番奥にある立派な寝台へと歩み寄った。

「紅こう耀きさま」

　大きな寝台に金色の髪を散らして眠る紅耀は、ファイの声を聞いて頭上の丸い耳をぴくりと震わせたが、起き上がる気配はない。空色に輝く虹こう彩さいは少しも覗のぞかず、精せい悍かんな顔を形作る高い鼻び梁りようと適度な厚みを持つ唇も、沈黙を保ったままだ。

「今朝は白はく王おうさまとご一緒にお食事をお摂とりになるのですから、そろそろお支度ください」

　この夏で二十一歳となった紅耀だが、その寝起きの悪さは王宮でも有名だ。だからといって、紅耀の身の回りの世話を任されている以上、国王との食事の席に紅耀を遅れさせるわけにはいかない。

　ファイは寝台から離れると、水筒の湯を使って茶の用意をした。茶葉に湯を注ぎ、花の香りで部屋が満たされたのを確認する。それから光を遮る緋色のカーテンを開いた。

「紅耀さま、朝です」

　もう一度声を掛けると、眩まぶしげに顔を顰しかめていた紅耀は、無理やり眠気を引きはがすようにして身を起こす。朝日に煌きらめく金の髪が、裸の肩をさらりと流れ落ちるのを見て、ファイは慌てて背を向けた。

　紅耀は何度忠言しても裸で眠ることを止やめない。真冬になればダグウッドの気温はぐっと下がる。それでも毛布を足すだけで、その習慣を変えることはなかった。

　逞たくましい肩が目に入り密ひそかに胸を高鳴らせたファイの背後から、ガウンを羽織る衣きぬ擦ずれの音がさらさらと響く。

「さあお茶を──……」

　振り返りかけたファイの身体からだに、後ろから紅耀が圧のし掛かった。

　ファイは猫を祖先に持つ一族らしく小柄で細身だ。そこに頭ひとつ長身なうえ、立派な体たい軀くの紅耀が圧し掛かれば、立っているだけでも大変だった。足にぐっと力を込め、ファイはなんとか踏みとどまる。

「紅耀さま……」

　紅耀は獅子を祖先に持つ、ダグウッド王家の第一王子である。紅耀は燦さん爛らんたる容姿に、王族らしい雄ゆう渾こんさを併せ持っていた。その上、人柄は快活で素直だ。紅耀に近ければ近いほど、彼を慕う人間は多い。

　そんな紅耀だが、ふいにこうしてファイに甘えかかることがあった。そうしてしまう理由はなんとなく察しがついている。言葉にはしないが、紅耀は白王と顔を合わせる時、少し気を張ってしまうのだ。

　父親である白王を、紅耀が苦手としているわけではない。むしろ敬愛するからこそ、その期待に応えたいという思いで気を張ってしまうのだとファイは思う。

　ダグウッド国の王、白王は黙って座っているだけでも恐ろしいほどの威厳を放つ。ファイも初めて拝謁を賜った際には、同じ広間に居るというだけで、肌がピリピリと痺しびれるような緊張を味わったものだ。

　次の国王となるべく育てられた紅耀は白王を見習い、立場を強く意識した振舞いを心がけていた。敬愛するあまり、その気持ちの分だけ親子としての親しさが遠のいていくのかもしれない。

　そんな中でも紅耀の努力は実を結びつつあった。王宮に住まう者だけでなく国民も、文武に優れた紅耀が次の王として立つことを期待している。

　前のめりの姿勢になった紅耀の髪が、ファイの華きや奢しやな肩に滑り落ちる。髪も目も黒いファイに、その金色の髪はとても美しく映った。

　こうして紅耀は時折ファイをその逞しい腕で引き寄せ、体温を分け合うように抱きしめる。辛つらいとも苦しいとも言葉にはしない。けれど強く立派であることを己に課す紅耀の、内心を吐露するようなその親愛表現は、ファイの胸を甘くくすぐる。心を許されているのだと思うと、たまらなく嬉うれしかった。
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「いい匂いがする」

「はい。白香茶を淹いれてあります」

　花の香りを移した茶は、とろりとしていて甘みがある。朝あさ餉げの前に飲めば、身体を温めてくれるうえ、消化を促すとされていた。紅耀も好んでくれているため、白王と会う日の朝には白香茶を用意することが、半ば習慣と化している。

「茶ではない……ファイ、お前だ」

「いつもと変わりませんが」

「いや……少し甘い」

「ですからそれはお茶の…………紅耀さま、お腰のものをお仕舞いくださいませ」

　くん、と香りを嗅かぐために紅耀がファイの身体を抱き寄せれば、その逞しい身体がひたりと張りつく。背中から抱えられたファイの腰に、紅耀の立派すぎる猛たけりが触れていた。

「仕方ないだろう。雄の性さがだ」

　離れて欲しいと訴えたのに、紅耀は反対にファイの腰にその猛りを、ぐりぐりと押し当ててくる。ファイは春に十七歳になったところだが色事に疎い。誰とも肌を重ねたことがないばかりか、未だ自らのものを弄いじるのにも抵抗を覚えるほどに初心うぶだった。

　紅耀の体つきに比例した立派なものを押し当てられ、かっと熱った身体を縮こまらせる。激しく打つ胸を押さえながら、ファイは髪色と同じ黒い毛に覆われた三角の耳を、ぴくぴくと震わせた。

「今晩……どなたかお呼びになりますか？」

　どなたか、というのは紅耀の色欲を満たしてくれる相手のことだ。公にはできないが、王宮には夜よ伽とぎをする者たちが住んでいた。

　ダグウッドの王族は特別な力を持っている。誰彼となく手をつけた挙句、その力を持つ子が知らぬうちに王宮の外へと出ることがあれば、王国内に混乱が訪れることは間違いない。側室を設けないダグウッド王室は、何代も前からこの策で混乱の元を断ってきた。

　踊り子と呼ばれる女性たちが表向きの仕事のほか、王族の褥しとねに侍はべることがあると、王宮に住まう者は誰でも知っている。庭先で偶たまに見かける踊り子たちは輝くように美しく、小鳥のように軽やかな声で話した。

「いや、いい。おまえにしておく。丹精を尽くしてくれるか？」

「紅耀さまっ」

　すり、といま一度腰のものを擦りつけられ、それ以上染めようのないほどに、ファイは頰を紅あかく色づかせる。

　下世話な話が得意でないファイを、紅耀は近ごろ頻繁にからかうようになった。冗談だと分かっていても、軽く受け流せないファイを面白がっているのだと知っているが、どうしてもうろたえてしまう。

　国で一番魅惑的だとも言われている紅耀に甘く囁ささやき続けられれば、あり得ないことだと分かっていても勘違いしそうになるのだ。

　──男のわたしがお相手になるはずもないのに。

　長い指でファイの顎あごを撫なでる紅耀の腕からするりと抜け出す。猫の一族らしい身のこなしで紅耀に向き直ると、紅耀がはだけたままにしていたガウンの前を閉じた。

「お茶が冷めてしまいます」

　ファイは精一杯改まった声で言うと、ツンと顎を反らせる。

「つれないやつだ。淋さびしい時はいつでも閨ねやに来るといい」

　ファイの小さな身体なら横に譲らずとも眠れるだろうと紅耀は笑い、螺ら鈿でん細工の美しいテーブルについた。寝起きの悪い紅耀がすっきりとした顔で笑っている。ファイとのこのおかしなやり取りで、白王との顔合わせに強こわ張ばっていた心が解ほどけたのなら良かった。

　ファイはその緋ひ牡ぼ丹たん色に染まった頰に心の乱れを残しながら、もう一度白香茶を淹れるため、水筒を手にした。
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　マグノリア王の息子として生まれたファイが、ダグウッドの王宮へ来たのは三年と少し前。十四の誕生日を迎えてひと月も経たたない頃だった。

　深い緑に囲まれた小高い丘の上の小国、マグノリアには猫を祖とする種族が暮らしている。ダグウッド国民の平均的な体つきから比べて、一回り以上小柄な体軀をしていた。耳と尾は様々な毛色があるが、髪と眸ひとみは共通して黒い色をしている。

　マグノリア国のある丘の上は豊かだったが、そこに至るまでの山道は険しく、隔離された土地だ。旅人が迷い込むようなこともない。王宮を中心に、人々は円を描くように広がって家を建て、暮らしていた。田畑で穀物や野菜を作り、山や川で穫れるものは皆で分け合う。さほど国土は広くないが、作物が豊かであるため争い事は少なく、皆が温厚だった。

　雪が溶け、春がもうすぐそこまで来ているという時分、ファイは六つ上の兄、ディーと領土の見回りに出かけた。見回りといっても、ダグウッドとは比べ物にならぬほど狭い土地だ。馬を駆けさせれば一日で回ることができる。

　冬の間に崖がけ崩くずれが起きていないか、獣に荒らされた場所がないか、ふたりで目を行き渡らせながら馬を走らせ、やがて丘の端、切り立った崖にたどり着いた。冬の重たい空が広がっているが、雪解け水の香りに交じって春の香りを確かに感じる。吹き上げる風がファイの肩まで伸びた髪を揺らした。

「丘から降りたずっと先に、様々な種族が暮らしている」

　ディーは遠くを見やりながら言う。すでに父王と共に国民のため働いていた兄は、ファイたちとは違う祖を持つ種族が周辺に国を作って暮らしていること、それぞれが同じ種族同士でまとまって暮らしつつも国交を持ち、他国の良いところを取り入れているのだということを教えてくれた。

　高台から見下ろす先々まで森が広がっており、とても誰かが暮らしているようには見えない。だが、ファイたちが目を凝らしても見えないほど遠くには、知らない世界が存在しているのだ。そのことはファイの好奇心を擽くすぐった。

「いつか丘の先の国に行ってみたいです」

　無邪気に言ったファイも、その言葉に大きく頷うなずいたディーも、夢のような話だと思っていた。長く生きていればそういうことが起きるかもしれない、というような漠然とした思いだ。

　よもやそれから二年もしないうちにそれが現実となるとは、知る由もなかった。










　その年の暮れ、収穫を終えた畑を整理し冬支度をしていたマグノリアの民の元に、ダグウッドからの使者がやって来た。

　マグノリアの書物には、他国に関する記述が殆ほとんどない。丘の下に様々な種族が居るということは確かなようだが、どんな種族が居るのかについての記述は詳細でなかった。

　見慣れぬ金色の毛を纏まとった丸い耳の大男は、ダグウッド王の使いであると名乗りをあげ、身に着けていた剣を自ら手放して見せた。使者によれば、ダグウッドはマグノリアの隣国にあたるらしい。

　民たちが不安げな顔で見守るなか王宮までやってくると、マグノリア王の前に跪ひざまずく。後ろに伸びた尾も金色で、その先端だけが色の違うふさふさとした毛に覆われていた。

「ダグウッドの使者と聞くが……」

「はい。マグノリア王さま。わたしはダグウッド王の使いでこちらへ参りました。美しき森の国の王に申し上げます。先般よりダグウッド国の先、遠く離れた場所で領地をめぐって諍いさかいが起こっています」

「なんと……」

　使者の言葉の意味を全て理解したわけではなかった。だが、恐ろしいことが起きているのだということだけはファイにも分かる。いつになく険しい顔をした父王の姿がそこにあった。

　事態を見守るファイはきっと唇を引き結んでいたが、不安が伝でん播ぱした幼い手は小さく震えている。それを見かねたディーはファイの手を一度強く握り、その身の陰に導いてくれた。

「諍いは小競り合いにあらず、ひと月が経った今も国を越えて広がっています。この戦いがいつまで続くのか、どこまで広がっていくのか誰にも分からない状況と言えるでしょう」

　男の声は力強く、事態の重さをマグノリア王に伝えようとする切実な響きがあった。すっかり薔薇ばらの枯れた王宮の庭を囲むように民たちが大勢集まっているが、その中の誰ひとり戦いになど参加したことはない。

　山の奥にひっそりと広がるマグノリアは、有史以来一度も他種族と争うようなことはなかった。ゆえにこの国に騎士や兵は存在しないのだ。

「『ダグウッドに帰属するならば、大戦の火の粉が降りかからぬよう、ダグウッドの兵がマグノリアを守る』と、白王さまは申されております」

　おお……と小さな呟つぶやきが何重にも広がる。使者がひと際声を大きく上げたのも、この言葉に重要なことが秘められていると、民たちに伝えるためだ。

　大戦という言葉に、その場にいた誰もが慄おののいている。遠い国での出来事とはいえ、マグノリアにも火の粉が降りかからぬとも限らない。兵を持たないマグノリアに他国が兵を送りこめば、周囲に逃げ場のない丘の上の小国など、あっという間に壊滅する。

　だが、同種族だけでひっそりと暮らしてきたマグノリアが属国となれば、生活はどうなってしまうのか。双方の不安が襲い、その場にいる人々に動揺が広がっていく。

「猶予をもらいたい」

　マグノリア王は即答を避け、まる二日、長老たちとの話し合いを重ねた。ただ成り行きを見守るばかりだったファイは、夜になり話し合いの場から出てきたディーに問う。

「兄さま……わたしたちも戦いに行くことになるのでしょうか」

「それは分からぬ……だが、使者はダグウッド王に忠誠を誓うことが、庇ひ護ごの条件だと言っていた。忠誠を誓うということは、全ての求めに応じなければならないということになる……」

「……そう、なのですね……」

　ファイはまだ子どもであり体つきも小さい。本当にマグノリアから兵が出るとしても、選ばれる可能性は低いだろう。だが、ディーはマグノリアの中では体たい軀くも良い。聡そう明めいで温厚なディーに争いなど似合わないが、そうなった時、ディーが民の先頭に立つのは間違いないように思えた。

　話し合いの場に参加できないファイは、ただ山の神に祈る。この国の豊かな森と民が守られるようにと。

　そうして三度目の夜が明けた朝、王は決断した。使者はダグウッド王からの救いの手であるとし、国民を守るためにダグウッドに帰属することを受け入れたのだ。

「ご英断、感謝いたします」

　マグノリア王の決断を受け取った使者は、急ぎダグウッドへと戻っていった。

　使者から定期的に受け取る知らせでは、次々と争いの輪が広がっているようだった。だが、ダグウッドからマグノリアに、「兵を出陣させよ」という命が下ることはなかった。それというのも、ダグウッドには有翼騎士団という無敵の重騎兵がおり、彼らの力でダグウッドは他国に攻め入る隙を与えてなかったためだ。

　マグノリアの民は、日々の営みを続けながらも常に不安を抱いて暮らしていたが、それから一年もしないうちに大戦は終結した。

　勝利を収めたのは、虎を祖とするシニフ、熊を祖とするマートル、獅し子しを祖とするダグウッドの三国だった。それぞれが周辺国を帰属させる形で大きな力を持ち、睨にらみ合った末、停戦協定により大戦は終結したのだ。

　使者より知らせを受けたディーとファイの兄弟は、切り立った崖の上に立ち、あの日のように遠く広がる山々を眺めた。

「大戦が終わってほっとしました」

「そうだな。民を危険に晒さらすことなく停戦を迎えられ、本当に良かった」

「はい」

　王族として民を守れたことに勝る幸いはない。ファイとディーは微笑ほほえみあった。これで全てが元通りになるとは思わない。だが、戦いが遠のいたことは喜んでいいだろう。

　ダグウッドはマグノリアを含む帰属国に対し、幾いく何ばくかの品を納めることを命じた。これからも国々を守るための兵力を維持するのに、必要な資金である。だがそれは国にとって負担となるほど多くはなく、治世についてもこれまでどおりそれぞれの国王が行うことになった。

　本当に使者が言った通り、ダグウッド王に忠誠を捧ささげることこそが庇護の条件となったのだ。国民に何らかの負担を掛けることなく事態をやり過ごすことができ、国王を始めとした王族は胸を撫でおろしていた。

　ところが、花が咲きほころぶ間もないうちに、マグノリア王は新たな決断を迫られる事態に陥る。属国のひとつサーバルが、ダグウッド王に国王の娘を預けたいと申し出たためだ。

　決してダグウッドを、白王を裏切らない忠誠の証あかしとして、大切な姫をダグウッド王宮へ送り出したと聞き、他の属国もこぞって姫を向かわせた。どの国もダグウッドの庇護なしでは国を守れぬと思ってのことだ。ダグウッド王を裏切らないことの証として……また、姫が王族の寵ちよう愛あいを受けることになれば、その結びつきがことさら強固になると目もく論ろんで。

　マグノリア王にも娘はいた。けれどファイの五つ下の妹ローズは、先月九歳の誕生日を迎えたばかりの、ほんの子供だった。

「いくらなんでも幼い」

　ダグウッドの王宮に行ったローズがどんな生活を送るのか、誰にも分かりはしない。他国の姫と寵ちようを競うような年齢でもなく、親元を離れるには幼すぎた。だが、他国のように姫を送らなければ忠誠が足りぬと思われても仕方ない。民のためとは分かってはいたが、王も王妃もローズをダグウッドに行かせることを決断できずにいた。

　マグノリアが手をこまねいているなか、属国は次々と娘を送り出し、ついにマグノリアは姫をダグウッド王宮に送り出していない唯一の国となった。

「わたしが行きます」

　ファイは自ら父王にそう申し出た。娘でなければならないと、ダグウッド王に言われたわけではない。忠誠を誓うと示すことができればいい。とすれば、ダグウッドに赴くのがファイでも構わないはずだ。

　ファイには兄のディーがおり、すでに父王の片腕として働いている。三人きりの兄弟でローズに代わることができるのは、ファイしかいなかった。

「これからもマグノリアの民が平和に暮らせるよう、わたしにできることをさせてください」

　それこそが王族の役目なのだ。王族のひとりとして民のためにできることを考えた時、それが一番の方法だった。

　ファイの固い決意を知り、ローズを行かせるよりはと、父王も渋々頷いた。










　それから数日して、ファイは幾人かの供を連れて丘を降り、ダグウッドへ入った。初めてマグノリアから出たファイには驚くことがたくさんあった。

　広大な国土は隅々まで豊かなわけではなかった。緑豊かなマグノリアと違い、ダグウッドには瘦やせた土地、乾いた土地、湿った土地など、様々な土壌があった。それらを見ながら旅をし、ようやくファイたちは王宮のある都へとたどり着く。

　さすが都は綺き麗れいに整地され、立派な建物がいくつも並んでいる。中でも森の手前に建つ王宮の煌びやかさは、遠目にも際立っていた。

　平らに磨かれた石造りの王宮は、敷地にいくつかの宮が離れて建つ。それぞれ公務を行う場所、王の住まい、王族の住まい、王宮を守る近衛このえ師団の詰所などに分かれているようだ。

　建物の間にある中庭には木々や花が美しく整えられており、華やかなダグウッドにあってマグノリアを思い起こさせた。

　どこもかしこも手入れの行き届いた王宮に、ファイはただただ驚くばかりだ。

「お疲れでいらっしゃるでしょうから、白王さまへのご挨あい拶さつは明日になさってください」

　そう侍従に言われたファイは仮の寝所で一晩を過ごし、翌日になり白王と顔を合わせることとなった。導かれた先は公務を行う太陽の宮殿だ。床から天井まで余すところなく煌びやかな黄金色の装飾が凝らされている。

　やがてその広間に姿を見せた白王は、極めて雄偉であった。ダグウッドの国民はマグノリアの民と比べれば、誰もが大きい姿態を有している。だが、白王には大きいだけではない独特の力強さがあった。種族の違いがあるためはっきりとは分からないが、ファイの父王より十は上になるだろう。金色の髪はやや波うち、顎あごには髪と同じ色の髭ひげを蓄えている。

　隣に王妃の高こう良ら、第二王子の李り来らいと第三王子の貞て宇うが並ぶその席で、ファイは敷物に片かた膝ひざをつき頭こうべを垂れた。白王より王妃によく似た王子たちは十二歳と九歳とのことだったが、九歳の弟王子ですら、十四歳になったファイよりもずっと体つきが良い。

「遠いところよく来てくれた。マグノリア王の賢慮に感謝している。これからも互いの繁栄を願い、力を合わせよう」

「ありがとうございます。若輩ではありますが、白王さまに感謝の気持ちを捧げ、お役に立てるよう力を尽くします」

　ファイは頭を垂れたまま白王へ誓いの言葉を口にする。

　昨日到着を告げた際、翌日にならなければ白王と謁見できないと言われ、このまま追い返されるのではないかと危き惧ぐしていた。けれどそれは杞き憂ゆうだった。他の国と違い王子であるファイが来たことを、白王は言葉通り歓迎してくれているように見える。

　穏やかに話す白王だったが、同じ間に居るというだけで、ファイは肌が粟あわ立だつほどの緊張を感じていた。ファイの本能が白王を強い相手と認め、恐れている。

「そう気張らずともよい。いずれは重役を頼むことになるだろうが、まだそれには早い。こちらの風土にも慣れないだろう。当面は息子たちの遊び相手になってくれると良いのだが」

「はい！　わたしにできることなら、なんでもさせていただきます」

　自分にどのような役が与えられるのか。もしくは、よそ者として王宮の隅に囚とらわれたような生活を送るのか。推論すら持てない状況に不安を覚えていたファイを、白王は王子たちの相手にと言う。

　──光栄の至りだ。

　ますます白王への畏い敬けいの念を高めたファイは、ふたりの王子に誠意をもって仕えようと決め、翌朝王妃の元を訪れた。

「本日よりどうぞよろしくお願いいたします」

　腰を折って挨拶をするファイを、王妃は扇越しに冷たい目で見た。ふたり目の妻だという王妃は、白王と比べるとずっと年若い。眦まなじりに向かいきりりと上がった美しい眸が細められ、頤おとがいが横を向く。

「どこの誰かも分からぬ者に、わたくしのかわいい子どもたちを預けるはずもないでしょう。それくらいのことは、考えれば分かるはずです。白王が本気で遊び相手にとおっしゃったとでも思って？」

「……そんな…………」

　勘違いも甚だしいと眉まゆを顰ひそめられ、ファイは消えてなくなりたいと願った。確かに王妃の言うことは正しい。他国から来たばかりの者が……しかも、帰属する国の者が、王族の傍そばで仕えることなどあるはずがないのだ。

　表面上帰属するとひれ伏していても、遺恨を持っていないとも限らない。マグノリアは武力で制圧されたわけではないが、ダグウッドへの帰属を受け入れず、争った国もあったと聞く。

　もちろん反旗を翻すようなことをすれば、ダグウッド王は許さない。それを分かっていて寝首を搔かくような真似まねをする者がいるとは思えないが、王妃がファイを信頼できないというのも無理はなかった。

「申し訳ございません……」

「とはいえ、白王に勝手をしたと思われるのも困りますから……そうですね。あなたにはあの子たちの馬の世話を頼みましょう」

「はい…………」

　ファイは自ら王子たちに、馬の世話をさせて欲しいと願い出るよう王妃から言われ、その通りにした。










　紅耀との出会いはよく晴れた日の夜更けだった。厩うまやで王子たちの馬、ウミとハナの毛を梳すいてやっていると、声を掛けられた。

「こんな夜更けに子どもがなにをしている？」

　険を含んだ声が、厩の入り口あたりから届いた。月明りを背にした人物は、驚いているファイのところまで真っすぐに歩いてくる。歩幅の大きさから大柄な人物だということは分かったが、間近に立つと一回り以上も大きいと分かり、ファイは小さく震えた。ダグウッドに来てしばらく経つが、未だに体軀の違いに慄いてしまう。

「見かけない顔だな。名は？」

「ファイと申します」

　向かい合ってようやくその男の顔を見たファイは、はっと息を吞む。右側から差す月光が男の彫りの深い顔立ちを照らした。形の良い鼻び梁りように切れ長の眸。縁を金色の睫まつ毛げが彩るくっきりとした二ふた重え瞼まぶたの下で、空色の光彩がいぶかしげにファイを見ていた。

「あの……紅耀さま、でしょうか」

　風雅な男の姿にファイは思い当たるところがあった。白王によく似ているのだ。威厳を湛たたえた白王の若かりし頃は、きっとこんな青年だったのではないかと思わせる面影がある。

　目の前の男は、獅子王の血筋を引く王族らしい神々しい光を纏まとっている。そう考えれば男の正体は白王の息子、紅耀以外にないと考えた。

「その通りだ。分かっているなら今一度問う。おまえはここで何をしている？」

「わたしは王妃さまより、李来さまと貞宇さまの愛馬の世話を任されております。ウミもハナも毛を梳いてやると喜ぶものですから、つい夢中になっていました」

　ファイは属国とはいえ他国の王子だ。王宮でもそれなりの扱いを受けているが、それは表面上にすぎない。金色の美しい髪と耳を持つ人々の中に、ファイのような漆黒の髪や眸をした者が混ざれば、どうしても浮いてしまう。

　その見た目同様、ダグウッドに馴な染じみきっていないファイを、いち早くこの馬たちは受け入れ、存在を許してくれていた。エサをやり、水を与え、毛繕いをするファイの存在を認め、必要としてくれている。

　ゆえにファイは、厩にいる時が一番心安らぐ時間となっていた。話をしたり、歌を唄うたったりしながら毛繕いをして、気づけば夜が更けていることも多い。

　ファイを見る紅耀の顔が、いっそう怪け訝げんさを増した。

「もしや……おまえはマグノリアの……？」

「はい。マグノリアから参りました」

　白王と謁見した場に紅耀が居なかったのは、国境警備の視察に出ていたためだった。ファイの三つ上、十七歳になる紅耀は、成人したのを機にこの春から騎士を率いる役に就き、白王の片腕として働いているそうだ。

　長らく王宮を離れていた紅耀にも、ファイの存在は伝わっていたらしい。嬉うれしくなってファイは微笑みを向ける。

「マグノリア王より預かった王族に、馬の世話をさせているのか……」

「はい。初めは王子たちの遊び相手にとおっしゃっていただいたのですが、わたしには恐れ多く……」

「継は母はか……」

　紅耀にははっきり告げなかったが、大方察したのかもしれない。言葉を失った様子で黙り込む紅耀に、ファイはにっこりと笑んだ。

「ここの馬たちは、マグノリアの子たちよりずっと身体が大きいんです。初めは気性が荒かったらと心配しておりました。ですが、とっても優しくて賢い、いい子たちばかりですね」

　九歳の貞宇が乗るハナさえ、ファイがマグノリアで大切にしていた、相棒のルーシェより大きい。騎士の乗る馬たちはもっと大きかった。

「そうだな……賢くなければ戦地には連れていけない」

「戦地……ですか」

「ああ。現在停戦しているとはいえ、いつまた戦いが始まらないとも限らない」

　停戦協定を結び、平穏を取り戻したのだとファイは思っていたが、紅耀の考えは違うらしい。国境警備を視察して回っていたのも、その向こうにあるシニフ国と、マートル国への警戒を怠らないためだった。

「マグノリアも……マグノリアの民も戦地に行くのですか？」

「いや、可能性は薄い。おまえを……ファイを見ていれば分かるが、マグノリアの者たちは身体が小さいうえ、戦闘に適した能力も持たない」

「そう……ですか」

　先の大戦では、マグノリアの民が直接戦地に赴くことはなかったが、再開されればどうなるか分からないと心配していたのだ。ほっとして肩を降ろしたファイに、紅耀は笑って言った。

「どちらにしろ、子どもがそんな心配をするな」

　紅耀の言いように、ファイはむっとして言い返す。

「お言葉ですが、紅耀さまは十七歳でいらっしゃると聞いております。わたしと三つしか違いません。ですからそのように……」

「ファイは十四なのか？　てっきり貞宇と同じくらいかと」

　子ども、子どもと言われるほど幼くもないとファイが主張すれば、紅耀は美しい眸を見開いて驚きを露わにした。

　それもそのはず。紅耀が比較対象として持ち出した貞宇は、まだ九歳だ。子どもと言われたところで、さすがのファイもそこまで幼く見られているとは思ってもいなかった。

　相手は紅耀だというのに、ファイの頰は丸く膨れる。

「怒ったのか？」

「……いえ。ダグウッドの皆さまが、わたしを見ておかしな顔をなさるわけが分かりました」

　普通に返したつもりで、ファイの声はツンと尖とがっている。驚きと共に恥ずかしさに襲われていたファイは、知らず知らず不ふ貞て腐くされた態度になっていた。

「やはり怒っているではないか」

「……紅耀さまがはっきりおっしゃってくださったおかげで謎が解け、すっきりといたしました。感謝しております」

　ファイは膨れながらも頭を下げる。白王が王子たちの遊び相手にと言ったのも無理はない。他の仕事を頼むには幼いと思ったのだろう。

「そんなに怒るな。膨れた顔もかわいいが……」

　そこで紅耀は一度言葉を切る。かわいいと、子どもに向ける言葉を使ったことで、またファイの眸に剣けん吞のんな色がともったからだ。隠しきれないほど憤ふん懣まんを表に出したファイを見て、紅耀は口元を歪ゆがませた。それが笑いを嚙かみ殺ころしている表情だとファイは気づかない。

「詫わびをしよう。明日、日が暮れる頃迎えに来る。いいな？」

　輝く空色の双そう眸ぼうがファイを覗のぞき込んだ。月明りに煌きらめく眸に見つめられるうち、ファイの怒りは静まっていく。

「駄目か？」

「……駄目ではありませんが」

「よし。約束したぞ」

　紅耀はファイがしっかりと頷うなずくのを確認して厩から出て行った。薄闇の中にあっても、紅耀の金色の髪はキラキラと輝き、美しい。その髪同様真っすぐに伸びた逞しい背中を、長いことファイの目は追っていた。










　翌日も、一日中馬たちの世話をして過ごした。けれどずっと紅耀との約束が頭を過よぎり、そわそわと落ち着かない。そんなファイの様子が気になるのか、ウミもハナも鼻を擦り寄せて様子を窺うかがってきた。

「くすぐったいよ……」

　鼻息が肌を掠かすめ、ファイは笑う。

　夕暮れ前に部屋に戻ったファイは、硬く絞った布で身体を拭ふき、新しい服に着替えた。朝からずっと馬たちと過ごした格好のままでは、あまりに失礼だと思ったのだ。

　本当は湯を使いたかったが、ファイの住まう部屋は、他国の姫たちが暮らす部屋と同じ宮の中にある。それぞれに融通を頼み、ファイの都合で浴場を使いたいと申し出ることは憚はばかられた。

　ファイは足首で軽く絞られた麻製の下した穿ばきを替え、その上に薄藍あい色いろの上衣を襟を交差させて羽織る。それから腰を草花柄の刺し繡しゆうを施した帯で縛り、襟を軽く抜いて整えた。

　ダグウッドの男性は、襟つきのシャツの上に足首近くまであるクルハという上着を羽織り、ベルトで留める。甲かつ冑ちゆうを着る騎士はひざ丈のクルハを着用した。そしていずれの場合も足元はぴったりとした長靴が覆う。素材もマグノリアのものとは違い、やわらかく動きやすそうだ。ファイもいずれ衣装を整えるつもりはあったが、夏が終わるまではと、マグノリアの装束で通していた。

　ファイは着替えを済ませると厩へ戻る。厩は太陽の宮殿と対になる王の住まい、月の宮殿の更に奥にあった。森の手前、なだらかな草原が広がる場所から夕陽が沈みゆくのが見えている。

　日中の熱さが和らいで僅わずかながら吹いてきた風に、ファイは砂の香りを嗅かぎ取った。森林に囲まれていたマグノリアにはなかった風だ。

　そんな感慨に耽ふけっていると、ファイの気配に気づいたウミとハナが、厩の中から呼ぶ。もっと毛を梳いて欲しいということだろう。けれどせっかく汗を拭いて着替えてきたのだ。厩に入ればまた匂いがついてしまう。ファイがどうしようかと厩を窺っていると、いくつか重なった蹄ひづめの音が響いてきた。

「待たせたか」

「紅耀さま」

　振り返れば、薄藍のクルハを羽織った紅耀が黒毛の馬に跨またがっていた。ファイが世話をするウミやハナより幾回りも大きい立派な馬だ。紅耀の後ろには同じく馬に跨った近衛兵の姿がある。

「馬は乗れるか？」

「はい。マグノリアでは乗っておりました。ですが……こちらの馬は大きくて」

「そうだな。では俺と一緒に乗っていけ」

　馬上から伸ばされた手に恐る恐る手を掛ければ、紅耀によってファイの身体は易々と持ち上がった。鞍くらの上はファイの背丈よりずっと高い。背中から紅耀の腕がファイの身体をしっかりと抱きとめていてくれるが、見慣れない光景に胸がドキドキと打ち始める。

「大丈夫か？」

「は、はい……」

　クルハに焚たきしめられた香が風に乗り、ファイを包んだ。甘いのにしつこくないその香りは、いつまでも追いかけたくなる不思議な香りだった。

「行くぞ」

　ファイを乗せ紅耀の馬が駆ける。裏門を抜け森の脇を通り、迷いなく進んでいく。その足はどんどん速くなり、風を切る。振り落とされれば命はない。小さく震えたファイの身体を、紅耀がその胸に引き寄せる。

「案ずるな。俺を乗せて黒くろ鳶とびが暴走することはない。もう少し行けば道も開けてくる」

　左右に迫る木々に飲み込まれそうな細道には薄闇が広がっており、揺れる影が恐ろしげに見える。風が葉を揺らしていると分かっていても、森が一体となってファイたちを飲み込もうとしているように感じられるのだ。

　けれどそれも紅耀の言うとおり、終わりがくる。森から抜けた先にはまだらに地表を覗かせる草原が広がっていた。背の低い木がぽつりぽつりと佇たたずむ間を、三頭の駿しゆん馬めが駆ける。

　森を抜ける間に辺りはすっかり夜に沈んでいた。地と空とを分ける稜りよう線せんを浮かび上がらせているのは星々の輝きだ。

「わあ……」

　思わずファイは感嘆を漏らした。見渡す限り遮るもののない場所で、星々だけが静かに瞬いている。夜が深くなればなるほどに、星たちは生き生きと輝いていった。

　森からどんどんと離れたファイたちは、月に向かって馬を走らせた。砂地に入り足場が悪くなる。だがダグウッドの馬たちは、そんなことをものともせずに進んでいった。

「寒くないか？」

　紅耀は何もない場所で馬を止めた。太陽を失った地上の気温は下がり続けているが、ファイは背中に紅耀の熱を感じているおかげで温かい。

「大丈夫です」

　その体温に、改めてダグウッドの第一王子の腕の中にいる、不可思議な状況を思い知らされた。マグノリアを出て以来、ファイは衝撃的な経験をいくつも重ねてきたが、今のこれもなかなかに稀け有うな体験だろう。

「降りるぞ」

　紅耀は馬上にファイを残し、軽やかな身のこなしで砂地に降りると、次はおまえだとばかりに手を伸ばす。上向いた眸に星の煌めきが映り、ファイは吸い寄せられそうになる。馬に乗せた時と同じように軽々と抱え上げられ、ファイはとさりと砂地に降り立った。

　本当に何もない、ただ砂地だけが広がる場所だった。ダグウッドの王宮に至るまでの道中、枯れた土地もいくつか見てきたが、これほど広い砂地を見たのは初めてのことだ。

　景色をぐるりと見まわし驚くファイの後ろでは、騎士たちが砂地に絨じゆう毯たんを広げ紅耀のための座を整えていく。紅耀が絨毯に腰を落ち着ければ、小さなテーブルが置かれ、そこに湯気の立つ飲み物が差し出された。

「ファイ、隣に来い」

「……はい」

　恐れ多いが、紅耀の意に逆らうこともできず、ファイはひとり分空けた隣に腰を下ろした。辺りに何も遮るもののない砂地に、じわり夜の冷気が沁しみていく。

「綺き麗れいな眺めですね」

「ああ……本当に。星々がいくつもの光の矢となって降り注ぎそうだ」

　紅耀が口を閉ざせば、何の音も生まれない。息遣い程度では風に攫さらわれて耳に届く前にはどこかにいってしまう。ふたりは黙ったまま、しばらくその見事な星空に見入っていた。

「なぜファイはダグウッドに来た？」

　しばらくして芯しんの通った声で紅耀が訊きいた。その力強い響きが消え去る少し前に、ファイは口を開いた。

「ダグウッド王に感謝の気持ちをお伝えするためです」

「……感謝？」

「はい。先の大戦でマグノリアは、ダグウッド王に助けていただきました。兵を持たない小国が大戦に巻き込まれれば、多くの民が命を失ったでしょう。美しい国もまた、その姿を変えることになった……けれど、ダグウッド王が使者をお送りくださり、庇ひ護ごをいただきました。おかげで民たちは誰ひとり命を失うことなく、今も健やかに過ごしております」

　ダグウッドの属国となったマグノリアだが、内政に口出しされることもない。おかげで大戦の前と後とで何も変わらず暮らしている。多少の献上金を納めているが、保たれる静かな暮らしの代償としては少なすぎるほどだ。

「なるほど……だが、他の国は娘を送ってきたぞ」

「はい。それにつきましては申し訳なく思っております。ですが妹はまだ幼く、王宮に置いていただいてもご迷惑をお掛けするばかりかと……」

「心配だったのであろう？　ダグウッドの王族は猛々しく、姫君になにをするか分からないと」

「それは……」

　ファイは言いよどむ。確かにそれはダグウッドに赴く前、ファイの中にも心配事としてあった。マグノリアにやってきた使者としか対面したことはなかったが、ダグウッドの民は体つきからして違っていた。マグノリアの成人した男たちより一回り大きな体たい軀くに、立派な筋肉を蓄えた使者は、礼節のある振舞いをしていても最後まで恐ろしく感じられたものだ。

　このような男たちにかかれば、妹のローズの抵抗など蝶ちようの羽ばたきにしか感じられないだろう。幼い姫と知りつつも、意に添わぬ無体なことをする者がいるかもしれないと、悪い想像を巡らせたこともあった。

　国交を持たないゆえに、ファイたちは恐れることしかできなかったのだ。

「実際に来てみたらどうだ？」

「はい……身体の大きさの違いにまだ慣れぬところはありますが、行き過ぎた心配だったと分かって安心いたしました」

　何不自由なく過ごしているとは言わないが、乱暴なことをされたり意に添わぬことを強要されたりといったことはない。馬の世話をすることが、ダグウッド王への感謝となっているだろうかと考えることもあるが、今はこの国に慣れることも大切だ。不満を言っている場合ではない。

「そうか……」

　紅耀の顔が浮かないことに気づき、ファイは慌てて言い添える。

「私は……自分が王族に生まれたことを理解した時から、民のために生きることが使命なのだと思ってきました。幸いマグノリアには世継ぎとなる兄がおります。私よりもずっと健康で聡そう明めいな兄ですから、これからもマグノリアを導いていってくれるでしょう。私が自らの役割を果たすことでマグノリアの安泰を守ることができれば、王族に生まれた使命を全うすることができると思うのです。ですから……ダグウッド王のお力になれるよう、この国に来られて良かったと心から思っています」

　ファイは噓うそ偽りのない心の内を紅耀へと伝えた。いつかその想いがダグウッド王にも届くといい。マグノリアのために。

「まだ幼いのに立派な心掛けだな」

「……幼い」

「いや、そういう意味じゃない。おまえが王族として立派な志を持っていることは分かった。だがまだ十四だろう？　大人のような振舞いをするだけでなく、遊んだり学んだりする時間も大切だと……白王はそう思われて、弟たちの遊び相手にとおっしゃったのだろう。それなのに王妃が勝手な真似を」

　静かな言葉の中に紅耀の憤りを感じ、ファイは息を吞のむ。

　白王が李来と貞宇の遊び相手としての役割を与えたのは、ファイが彼らと同年代に見えていたからだと思っていたが、紅耀の言葉を聞き、そちらの説が正しいような気がしてくる。賢王と称される白王を、暗に見くびってしまっていたことを、ファイは恥じた。

　それよりも、紅耀が王妃に憤りを向けたことのほうが気にかかった。紅耀の母は彼が幼い頃に病気で亡くなったという。その後迎えた王妃が高良で、李来と貞宇は高良の産んだ子となる。

　紅耀だけが王子たちと離れ、赤の宮殿に暮らしているのはそういった事情もあるのだろうか。

　ファイはそこに気がかりを感じたが、なんと問いかけていいか分からずにいるうち、紅耀は話を変えた。

「ファイ、ここが何と呼ばれているか知っているか？」

「……ここ、とは？」

「この砂地だ。ここはかつて王宮から続く森だった」

　ファイは驚き、周囲を見回す。後方にファイたちの通った森が見えるほかは、見渡す限りが砂地になっている。星々の照らす稜線は遥はるか遠い。おそらくその辺りまでこの砂地は続いているのだろう。それがかつては木々の生える森だったと聞き、空恐ろしくなる。

「百年ほど前から木々が枯れ、生き物が暮らせなくなり、砂地となった……ゆえに死の森と呼ばれている」

「死の……」

　恐ろしい名のつく場所とは思えないほどに、星空は美しい。降り注ぎそうな満天の星たちが、澄んだ空気の向こうに無む垢くな光を湛えている。

「西は更に酷ひどい状況と聞く。ダグウッドより早い速度で死の森が広がり、人々は山奥へと追いやられていっているそうだ。大戦が起こったのも、このままでは民が飢えるという恐れからだった。死の森が世の均衡を奪っていく」

　じっと砂地を見据える紅耀の横顔に、ファイは事の深刻さを知る。マグノリアは丘の上に広がる国で、緑に囲まれた土地だ。遠くでこのようなことが起きていることも知らずにいた。

　マグノリアの森が死んでいったら……作物が実らなくなり、生きる糧を得られなくなったとしたら、やはりマグノリアの民たちも新たな土地を探しに出るしかない。

　大戦の始まりは、誰しもが生きるためだったのだ。

「だからといって奪い合うだけではどうにもならないんだがな……今はまだ解決する策が見つけられない。国の民が生活を脅かされることがなきよう、守りゆくしかないのだ」

　国境警備を視察してきた紅耀の想いが、手に取るように分かった。王族として民が日々を心易く過ごせるようにと、紅耀も懸命に働いている。

　言葉もなく横顔を見つめているファイに向き直った紅耀は、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「おまえが真面目なことを言うから、つい俺まで語ってしまったではないか」

「あ……」

　照れ隠しのつもりか、紅耀は乱暴にファイを抱き寄せ、横にあった毛布でふたりの身体をまとめて包んだ。

「冷えてしまったな」

　突然抱き寄せられた驚きと緊張に包まれているファイに気づかないのか、紅耀は背中から抱きしめるようにして、更にしっかりとファイを腕の中に入れた。

　二杯ずつ茶を飲みきるまで、互いのことを聞き合った。どちらかの国にしかない食べ物のこと、家族のこと、先の大戦のこと……思いがけず気さくに話してくれる紅耀のおかげで、ファイもやがて緊張を解きほぐしていった。

　──兄さんといる時みたいだ。

　紅耀との歳の差は兄のディーとの歳の差ほどないが、大人びているからか兄と過ごした時間を思い出させた。幼いころから国のことや王族の心得をファイに教えてくれたのはディーだ。紅耀との時間はマグノリアにいる兄きよう妹だいを思い出す、そんな穏やかな時となった。










　その数日あと、ファイは紅耀の住む赤の宮殿へ呼ばれた。他の宮殿よりも小さな赤の宮殿は、紅耀のためだけの住まいだ。石造りの廊下を進んだ一番奥が、紅耀の私室になっている。大きく窓が開かれた気持ちのいい空間で、紅耀は待っていた。

「今日からは俺の傍で過ごせ。白王にはファイが見た目よりずっと大人で、王族の誇りと信念を持っていることを伝えた。弟たちの遊び相手にしているには惜しい、俺の傍でダグウッドを学ばせたいと申し出て、許された」

「……本当ですか……！」

　李来や貞宇のためにウミやハナの世話をするのは嫌ではなかった。けれどマグノリアのため、ダグウッドのため、白王のためと、ファイは遥はる々ばるここまでやって来たのだ。もっと役立つことをしたいという願いは、心の奥に持ち続けていた。いずれ白王の跡を継ぎ国王となる紅耀が、ファイを側近にと願ってくれたのだ。こんなに喜ばしいことはない。

　──それに……わたしは紅耀さまのことが好きだ。第一王子と聞いて構えていたところがあったが、話しやすくて優しいかただった。

　白王へ自ら願い出てくれた紅耀のため、絶対に役に立つ側近になろうと、ファイは深く心に刻む。

「俺のために生きると誓うか？」

「はい！　誓います」

　迷いなく誓ったファイに向けて紅耀は笑みをくれると、自らの腕から引き抜いた飾りをファイに与えた。金糸で編まれた腕輪には、見事な赤い石が輝いている。

　今のファイには勿もつ体たいない品だ。だが、紅耀に返そうとは思わない。その代わりに、いつかその品を与えられるに相応ふさわしい存在になろうと、強く、強く決意した。
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　ファイの仕事は多岐にわたる。紅耀が不自由を感じることなく生活するための、全てを担っているからだ。紅耀が寝支度を整えてから目覚めの時間までが、ファイの自由となる時間と言っても過言ではない。

　国の政策を語らうような場には出られないが、紅耀は会議の内容を余さずファイに教えてくれる。

　そして時には意見を求められるようなこともあった。もちろんファイが有益なことを言えるわけではない。それでも紅耀は、ファイに学び考える機会を与えてくれた。

　紅耀が私室に戻った後で残り湯を使わせてもらい、寝支度を整えると、王宮の書庫から借り受けた本を読む。今はダグウッドの歴史や、周辺国との関係の変遷について学んでいた。

　おそらくファイが、マグノリアに戻って国政を助けることはない。兄のディーが父親の跡を引き継ぐことは間違いないだろう。マグノリアにいた時には、そんな兄の補佐をできればと考えていたが、ダグウッドに来て、紅耀の傍に仕えるうち考えを変えた。

　ファイはファイなりに、ダグウッドでマグノリアのためにできることをする。そのためにダグウッドのことを学び、紅耀の役に立てるようにと努力しているところだ。

　いずれ紅耀が王となれば側近として働いてもらうと言われているが、今のまま身の回りの手伝いが中心となるかもしれない。それでも何かの折、少しでも紅耀の手伝いができればいいと思っている。

　ファイはダグウッドについて学び始めて間もない頃に、ダグウッド王族特有の力について知った。獅し子しを祖先に持つダグウッドの民は、耳と尾にその名残を残す。だがダグウッド王族に限っては、祖の姿に変化する能力を有しているという。そのうえファイが読んだ書物によれば、その獅子の国を治める王族は、空を翔かける翼を持つと記されていた。

　真偽を確かめようと、ファイはたまらず紅耀に訊きいた。

「なんだ。今頃知ったのか」

　眼前の紅耀が獅子の姿にもなると聞き、絶句しているファイを、紅耀は謁見の間のある太陽の宮殿の廊下へと連れていく。そこには翼を広げて王座を囲む獅子たちの姿が描かれていた。先代王族の姿を絵に写したものだと教えられる。

「綺き麗れい……」

　威厳と屈強さを感じさせる絵にファイは感嘆をもらす。ふさふさとした鬣たてがみに囲まれた獅子の表情は、ゆったりと寛いだものでありつつも、高潔さを滲にじませている。そして何より、広げられた翼の美しさにファイは息を吞んだ。

　これほど広大な土地に王国を築き、治世してきた王族の真の姿は、一瞬でファイを魅了した。

「俺が怖くはないか？」

「いえ。驚きましたが、神々しくて美しくて……姿が変わっても、紅耀さまと眸が同じですから、怖いとは」

「そうか」

　ファイが獅子の姿の王族を恐れないと言うと、紅耀は空色の澄んだ眸を嬉うれしげに細めた。その笑顔を見ると、なぜかファイの胸の内に潤んだ感情が広がっていく。それが何なのかは分からぬまま、ファイは紅耀に仕えてきた。

　立場も違えば能力も違う。そんなファイのことを紅耀は侍従としてだけでなく、弟のようにかわいがってくれた。




　──あれからもう三年か。

　ダグウッドに来て三年と少し。まだまだ足りないところは多いが、忠誠心だけは誰にも負けぬと自負している。

　ファイの部屋は、紅耀の部屋に一番近い場所に用意されていた。すなわち紅耀の部屋を訪れる者たちは、全員がファイの部屋の前を通ることになる。

　ファイが眠りにつこうかという頃、密かな足音が部屋の前を通り過ぎた。念のためにと扉を薄く開けば、黒いマントから薄いドレスをはみ出させた女性の姿が見える。紅耀の部屋の前で立ち止まった女性が小さく合図を送ると、部屋の扉が開く。紅耀の姿は見えなかったが、人影は紅耀の部屋へと消えた。

　部屋の明かりに光った白い足首を飾る金色の輪。それは女性が踊り子であることを告げていた。

　──なんだ。やっぱり踊り子をお呼びになったのだな……。

　ファイは今朝のやり取りを思い出す。淋さびしい時はいつでも来るといいと言ってくれたが、実際に紅耀が閨ねやに招いたのは、美しい踊り子だった。ファイに取次ぎを頼まなかったということは、紅耀は自ら踊り子に声を掛けたのだろうか。

　その様子を頭に浮かべたファイの眸は、廊下の闇を吸ったように暗く沈む。それはファイが秘密を守れない人間だと思われていることと等しい。今までに一度だって紅耀を裏切るようなことをしたことはないというのに、紅耀はファイに取次ぎを頼まなかった。

　信頼されていなかった。そのことが、ファイの胸にずんと圧し掛かる。悲しい。辛い。情けない。様々な感情が入り乱れ、胸がずくずくと痛んだ。

　それは単純に信頼関係の問題だと、その時のファイは思っていた。










　一週間ぶりに晴れた朝、珍しく紅耀はファイが部屋を訪れるより早く目覚めていた。ガウンを羽織ってはいるが、腰こし紐ひもをゆるく結んだだけの胸元からは、逞たくましく張った筋肉が覗のぞいている。ファイも華きや奢しやな体つきを改めたいと思っているが、元から種族が違う。猫族のファイがどれほど鍛えたとしても、紅耀のようにはなれそうにない。

「遠乗りに行くぞ」

　口元をほころばせた紅耀に言われ、「はい！」と弾はじけるような声で返す。

　ファイが王宮を出るのは紅耀が外出する時だけだ。その外出でも軍を統率しているような時には、もちろんついていけない。華やかな王都の市場を忍んで歩くのも楽しいが、紅耀が少ない護衛と共に遠乗りに行くのに随行させてもらうのが、ファイの一番の楽しみだった。

　顔一面に喜色を浮かべたファイを見て、紅耀は満足そうに頷うなずいた。

「支度を頼む」

　ファイは、紅耀が朝あさ餉げを食す間に遠乗り用の衣服を整えると、慌てて自室に取って戻り、自らも丈の短いクルハに着替えた。

　二十一歳になった紅耀は、本格的に有翼騎士団を指揮する立場になった。そのため夏の間は、忙しい日々が続いていた。白王の元に呼ばれることも増え、休みも殆ほとんど取れなかったのだ。久しぶりの遠出にファイは、心を浮き立たせながら支度を整えた。

　外に出れば澄んだ空がどこまでも続いている。ファイは厩うまやから出されて興奮状態にある愛馬を撫なでた。

　ファイ自身も王族として幼い頃から馬に乗る訓練をしてきた。けれどダグウッドの騎士たちの使う馬は大きすぎて、ファイには乗りこなすことができない。ファイのためにと、紅耀が特別に連れてきてくれた小柄な葦あし毛げの馬が、ファイの相棒だ。

「ゆっくり行くが、ついてこられないと思ったら無理をするな。途中で待っていてやる」

「はい」

　先頭を行く紅耀に続いてファイも馬を走らせる。後ろからは近衛兵が二人、同じく馬でついてきた。王宮の裏に続く森を、紅耀が軽やかに駆けていく。紅耀に劣らない勢いで走り抜ける馬から振り落とされぬよう、ファイはしっかりと手綱を握る。

　馬が駆けるのと一緒にファイの鼓動も駆け上がった。ファイは置いて行かれるものかと、紅耀の勇ましく男らしい背中を一心に追う。忘憂草で染めた赤に黄色を混ぜたような上衣が、はたはたと風に翻っている。

　出会った頃の紅耀は、今より体つきが細かった。もちろんファイよりはずっと大きかったが、猛も者さ揃ぞろいの有翼騎士団の中では華奢に見えたほどだ。だが、この三年余りの間にめきめきと体つきは大きくなり、少年だった頃の名残はない。

　変わらないのはずっと優しい心根だ。年下で小柄なファイはとかく構いたくなるらしく、弟のように扱おうとする紅耀に、「わたしは紅耀さまの従者です」と言わなければならないほどだ。

　どんどん王の後継者として立派になっていく紅耀を傍で見守ることができて、ファイは誇らしい気持ちでいっぱいだった。いずれ王としてダグウッドを繁栄させていく紅耀を見守り、少しでもその支えになりたいというのがファイの願いだ。ダグウッドが安泰であることは、マグノリアの平穏にもつながる。

「少し休むか」

　水場の傍で馬を降り、紅耀は倒木に腰を下ろした。近衛兵たちが馬に水を与えてくれている。ファイは紅耀に水筒から汲くんだ茶を差し出した。枯れ始めた葉が時折はらはらと舞い降りて、季節の移り変わりを感じる。

「ファイも座れ」

「はい」

　こちらにと示された隣に腰を下ろそうとしたところで、ファイの身体は横に引っ張られた。とさりと尻しりが着地したのは、紅耀の膝ひざの上だ。

「紅耀さま！」

　慌てて立ち上がろうとするが、紅耀の手がそうさせない。

「久々に馬を走らせて、尻も痛くなっただろう」

「そんな……これくらい平気です」

　紅耀の膝の上で横抱きにされ、従者のファイがゆっくり休憩できるはずがない。それなのに紅耀は茶のお代わりを頼んでくる。言い出したらきかない紅耀に折れる形で茶を注ぐと、紅耀は自分でそれを飲まずに器をファイの口元へと添えてきた。

「ん、っ……ん……」

　傾けられた器の茶が零れ落ちぬよう、ファイは口を開く。器が空くまでゆっくり傾けられ、とうとうファイは中の茶を全て飲み干した。やわらかく紅耀の目じりが下がっているのが間近に見えて、ファイの腹のあたりにじんと痺しびれが走る。

　紅耀がファイを弟のようにかわいがる理由は、おそらく母親を亡くし、父親とも弟王子たちとも気安く接せられないことが原因だろう。だがファイは弟ではない。紅耀はダグウッドの第一王子なのだ。属国から人質のように預けられたファイが、兄と慕うにはあまりにも恐れ多い存在だった。

　紅耀は母親の違う弟たちに確執を感じてなどいないのだが、王妃のほうで李来と貞宇が紅耀の傍に寄ることを禁じていると聞く。

　王妃が自分の産んだ子を──特に李来を──王座に座らせたいと望んでいることは、世事に疎いファイの耳にも入ってきている。それが本当ならば、いずれ紅耀は弟王子と王座を争わなければならなくなるのだ。

　兄弟や家族の存在が一番身近だったファイの境遇と、あまりに違っている。哀かなしいとも淋しいとも紅耀は漏らさない。それがいっそう物悲しく、ファイは恐れ多く思いつつも、紅耀が弟のように扱ってくれることを、無下にはできなかった。

「気持ちがいいな」

　ファイが逃げぬよう、紅耀の手は腰に回ったままだ。これほど優しく思いやりのある人なのに、家族との縁が薄く、身代わりのようにファイを構うことが淋しい。

「あと少し……あの先まで行けば景色がいい。行けるか？」

「はい」

　久しぶりの騎乗で余計な力が入ったのか、筋肉に張りを感じた。けれどせっかくの遠乗りなのだ。もう少し楽しみたいとファイも頷く。

　紅耀はもう一杯茶を楽しむと、ファイを膝から下ろした。馬のところに戻ると、どこかで休息を取っていた近衛兵も戻ってくる。

「さあ、行くぞ」

　眩まぶしい笑みを浮かべた紅耀に続き、ファイも馬を走らせた。










　どこで道を逸れてしまったのか、ファイには分からない。行けども、行けども紅耀の背中に追いつかないことに胸騒ぎを覚えた時、突如森が途切れて崖がけに出た。慌てて手綱を引き、馬の脚を止める。なんとか崖の手前で踏みとどまることができたが、驚いた馬は大きく前足を上げる。

　あっ、と思った時にはもうファイは姫ひめ蔓つる草そうの上へと振り落とされていた。甘い香りを放つ小ぶりで可か憐れんな花たちの下には、小さな棘とげが隠れている。その棘がファイの衣服を突き破り、肌を刺した。

　──痛い……。

　いくつもの鋭い棘がファイの柔肌に刺さっていた。飛び起きてその棘を抜き去りたいと思うのに、逃れることもできぬままファイは眠りに落ちていく。

　姫蔓草はダグウッドでは有名な毒草のひとつだ。その棘に刺されれば、毒の回った身体は眠りに落ち、解毒剤を与えられるまで目覚めることはない。

　意識が真っ暗な場所へと深く沈んでいく。ファイは死をも覚悟したが、深く沈んだ意識はまた戻って来た。どうやらこの眠りは、完全に意識を失ってしまうわけではないようだ。視界が閉ざされ、氷づけになったように身体は固まってしまっているが、意識は時間の経過により深く潜ったり、浮上したりする。

　ファイの身体で押しつぶされた姫蔓草の花の香が強く香るなか、半時ほどの間ファイは意識を浮き沈みさせていた。眠りから覚める寸前のようでありつつも、覚かく醒せいできずにまた眠りに落ちていく。

　そんな状態で横たわっていると、意識が浮上した時、大きな生き物の足音が聞こえてきた。

　もしや森に棲すむ獣だろうか。喰くわれてしまうことを恐れつつも、毒のせいで動くことができない。冷や冷やしながら横たわるファイの頰を、傍らにきた獣の大きな舌がべろんと舐なめた。

　舐められる感触や息遣いは感じられるというのに、指の一本も動かない。このまま喰われてしまうのだ、そう覚悟した。だが獣のほうではその気がないのか、いくら待ってもぺろぺろと顔を舐めるばかりだ。

　よっぽど身体の大きな獣なのだろう。唇ばかりでなく頰や鼻先まで舐められ、くすぐったくてたまらない。毒が回りきっているせいで身を捩よじることも叶かなわないファイは、そのくすぐったさを胸に抱えながら、獣が去るのを待った。

　そしてまた意識を沈ませたファイが次に覚醒に近づいた時、目を開けられないでいるファイの唇を、新しい感触が覆う。

「ファイ……起きろ。ファイ……」

　祈りを込めた声は紅耀のものだ。繰り返し囁ささやかれる言葉のその狭間を縫うように、唇をこじ開けた温かなものが、ファイの口こう腔こうに蜜みつを流し込む。

「ファイ……目を覚ませ。しっかりしろ」

　口のなかに甘い蜜が広がるにつれ、ファイの身体は末端から息を吹き返す。

　姫蔓草の解毒成分はその可憐な花の蜜にある。ファイが流し込まれる蜜に咽むせそうになった時、ようやく身体が動いた。

「ファイ……ファイ……！」

　薄く眸を開けたファイの目に飛び込んできたのは、紅耀の唇だった。大きくて厚みのあるそれがファイの口に重なり、唇をこじ開けては、吸い上げた花の蜜を口腔に流し込んでいる。

「あ……」

　吐息を漏らした唇が紅耀のものに触れた。その濡ぬれた感触に触発され、朧おぼろげに戻っていた意識が突如鮮明になる。

「ファイ！　目覚めたか！」

　空色の光彩がファイを覗き込み、目覚めを確かめようと左右に揺れた。なんて綺き麗れいなのだろう。他に表しようのない澄んだ青色に見惚れていると、紅耀は新たな姫蔓草の花を摘み取り、蜜を吸い上げた唇をファイに重ねる。

「ん……んんっ……」

　甘く良い香りのする花か蜜みつが、紅耀の唾だ液えきと共に口内に流れ込んできた。口いっぱいになったそれをファイはこくりと喉のどを鳴らして飲み下す。空っぽになった口腔で舌がさまよい、紅耀のものに触れた。すると紅耀は自らの舌でファイのものを吸い上げる。

「ん──……ぅん……っ」

　根元からきつく吸われたファイは、抗議の声を上げた。目覚めていることを伝えようと舌を引く。それなのに紅耀は更に追いかけてきて、互いのものを絡め合わせる。ざりざりと舌にある突起部分が擦れると、首のつけ根が甘く痺れた。

「ふぅ……ん、ん……」

　鼻から抜けた声が、自分のものとは思えないほどに蕩とろけていた。ちゅく、と軽く唇を吸い取ったのち、紅耀が離れていく。

「紅耀さま……」

　見上げた先で銀糸がふたりの濡れた唇を繫つないでいた。

　──夢じゃ、ない……。

「良かった……！　目を覚ましたな」

「はい……」

　喜びを浮かべた紅耀に抱き寄せられる。逞しい胸に抱きこまれ、目覚めたばかりだというのに、ファイはどぎまぎとして落ち着きを失なくす。滑らかで力強い筋肉が頰に触れた。

　──肌が頰に？

　寝起きの紅耀はいつも裸体を晒さらしているが、よくよく考えてみれば、ここは王宮の紅耀の部屋ではない。紅耀からそっと顔を離したファイは、自分がいる場所が馬から振り落とされた場所だと確認する。

「気分はどうだ？　状況は分かるか？」

「はい……馬から落ちて…………それより、紅耀さまは……」

　なぜ先ほどまで着ていた服を脱ぎ、全裸でファイを抱いているのか。ファイは紅耀から視線を背けながら聞いた。

「獅し子しの姿になったほうがファイを探しやすかったからだ」

「え……」

　紅耀は事も無げに言うが、それは滅多にない特別なことだった。

　──さっき私の顔を舐めたのは、獅子に姿を変えた紅耀さまだったのだ……！

　自在に変化が可能とはいえ、王族がその力を恣し意い的てきに使うことは殆ほとんどない。本能が危機を感じた時や理性を凌りよう駕がした時などは、当人の意思に関係なく変化することもあると聞く。だが、幸い停戦は続いており、ダグウッドが危機に瀕ひんすることなくこの三年過ごせている。当然、紅耀の獅子姿を見る機会は訪れなかった。

「お身体は……大丈夫ですか？」

「なにを言っている！　大丈夫じゃないのはおまえだろう。人の心配などしている場合か」

　紅耀の身体に障りがないことを確かめ、ファイはほっと息をつく。自分の命より紅耀の無事のほうが大事だった。近い未来に国王となる紅耀の背には、ダグウッド国民ばかりでなく、帰属国の人民の暮らしまでもが預けられているのだから。

　とはいえ、紅耀の無事を確認すると、ファイには別の想いが湧き出てきた。

「……見たかったです」

「ん？　なにか言ったか？」

「いえ……」

　ファイは王宮に飾られた王族たちの獅子姿を思い出す。

　今の姿でこれほど美しい紅耀のことだ。獅子の姿は殊更に美しかっただろう。触れるなどおこがましいが、その機会があったのなら、ひと目くらいは見たかったものだと、ファイは内心で悔しがる。

「王宮へ戻る」

「はい……」

　遠乗りが楽しめなくなったことを、残念に思いながら立ち上がろうとしたファイは、膝を立てる前に紅耀の腕に抱き上げられた。

「紅耀さまっ、わたしのことはいいですから……」

「慈じ瑛えい、馬を」

「はい」

　紅耀の呼びかけで、離れた場所に控えていた騎士が馬を引いてやってくる。それから紅耀の裸の肩に、全身を覆う丈のマントが掛けられた。元々着ていた衣服は変化の際に散り散りに破れてしまったらしい。

「ファイの馬はあとで慈瑛が連れて戻る」

　紅耀の愛馬に抱え上げられ、ファイはその鬣たてがみに手を回す。後ろに乗った紅耀がファイを背中から抱くと、一目散に王宮に向けて馬を走らせた。










　王宮に戻った紅耀は、裸体に薄いマント一枚羽織った姿で進む。「平気ですから」と何度か言ってみたものの、その腕からファイを降ろしてくれなかった。近衛兵を始めとした王宮の使用人たちは皆、驚きに目を瞠みはっている。そのせいで紅耀の肌のぬくもり以上に、ファイの全身は熱を発していた。

　口にまだ紅耀の唇の感触が残っている。ファイの全身に廻めぐった毒を中和するために、身を挺ていして救ってくれただけだと、頭では理解している。それなのに、初めて誰かのくちづけを受けたファイの胸は、ドキドキと落ち着かない。

　ふたりの周りには、姫蔓草の甘い香りが漂っていた。そのせいで、いつまでも夢のなかにいるような気になってしまうのかもしれない。

「風ふ呂ろだ」

　戻るなり紅耀はそう申しつけ、ファイを抱いたまま浴室に入った。マグノリアでは溜ためた湯に浸つかる習慣はない。沸かした湯を浴び、身体を拭ふくだけだったが、ダグウッド王宮には湯の湧く泉があるおかげで、それぞれの宮殿に湯殿があった。ダグウッドの勇壮な騎士が十人入ってもゆとりのある湯場に降ろされる。

「紅耀さま、わたしは後ほど……」

「ひとりになどできるか！　おまえは命を落としかけたんだぞ」

「そんな……」

　確かにそれは間違いではない。棘に刺されたとしても、ただ眠りに落ちるだけとはいえ、解毒剤となる花の蜜が手に入らなければ、身体は徐々に力を失っていき、いずれは本当に死してしまう。けれど花の蜜さえ手に入れば、一時眠りに落ちるだけのことだ。

「一度息を吹き返した者が、翌朝にまた眠りに落ちていたという話も聞く。本当に毒が消え去ったと分かるまでおまえから離れるつもりはない。おまえを失いたくはない……！」

　浴室の床に降ろしたファイの身体を、紅耀が強く抱きしめる。よく鍛えられた身体が力を込めれば、一回り以上も小さいファイの貧弱な身体など、簡単に潰つぶれてしまいそうだった。息苦しく感じながらも、紅耀の真剣にファイを想う気持ちが嬉うれしくてたまらない。

「分かりました」

　ファイが同意すると、拘束するような強い抱擁が解かれ、はふと息が漏れる。紅耀は怖いくらいの強い眼まな差ざしでファイを見ていた。

「さっさと匂いを落とすぞ。この香りを嗅かいでいると、雪のように白い顔で眠るファイの姿が思い出されて苦しい」

　紅耀は前で留めたマントを外し床に落とすと、惜しげもなく裸体を晒した。ダグウッドでは湯浴みの際に薄衣を纏まとうのが慣例だが、紅耀は必要ないと普段から使わない。「早く脱いでしまえ」と急せき立てられるなか、ファイも姫蔓草の香りが染みた衣服を剝はぐ。残ったのは腕に巻いた赤い石の光る腕輪だけだ。

「紅耀さまお待ちを……」

　浴室係の仁じん由ゆが差し出す薄衣を取らぬうち、紅耀の手に引かれて、湯の溜まる場所に連れて行かれる。これでは鍛えられていない身体を、紅耀の目から隠すことができない。種族の違いがあるとはいえ、あまりに貧相で耐えがたかった。

「全身を流すのだ。衣など必要ない」

　綺麗な湯を汲くんだ桶おけが頭上で返され、ファイは頭から清められる。湯がひとしきり身体を濡らすと、耳がぴるぴると動き、濡れた毛から水滴を飛ばした。祖の姿を残す耳と尾だけは、濡れると落ち着かない。

「ファイの髪は艶つやがあって綺麗だな」

「いえ、わたしの髪など……紅耀さまの金糸のような髪のほうが、ずっと美しいです」

「そうか？　おまえの髪は、つるばみの実で染めた布よりもっと深みのある綺麗な色だ。白い肌を引き立てている……」

　内側まで湯を通すように髪を撫なでていた紅耀の手が、ファイの頰に滑る。

「唇が……この口が色を失っているのを見た時、心臓が止まるかと思った。魂が戻るようにと、必死に舐めた」

「あ…………」

　紅耀は親指の腹でファイの唇をなぞる。

　──そうだ。わたしの頰を舐なめたのは、紅耀さまの……獅子姿の紅耀さまの舌だった……。

「慈瑛が姫蔓草の毒だと気づいて手を施すことができた。蜜みつを差し出してもおまえが飲み込まぬから……」

　紅耀の指が唇を割り、内側へと入る。舌を押した指は唇へと戻るが、濡れた指が動けば、唇もまた濡れた。否が応でも紅耀に蜜を注がれていた時のことを思い出し、首の後ろから甘い痺しびれが駆け抜ける。

「本当に……本当に良かった」

　深い安あん堵どが漏らされ、紅耀がファイのことを必死で助けてくれたのだということを、改めて知る。それなのにファイは、紅耀の唇に触れたことにばかり気を向けていた。愛情の交換で触れられたわけではないと分かっていても、それでもファイには特別すぎる出来事だったのだ。

「ありがとうございました。紅耀さま……後ほど慈瑛さまのところにもお礼を伝えに参ります」

　慈瑛は王宮を守る近衛師団の騎士で、特に紅耀の身辺を警護する役を任されている。ゆえにファイと顔を合わせる機会も多いが、他を寄せ付けない空気を纏っているために、これまで親しく口をきくこともなかった。

「行かずともよい」

「……なにゆえでしょう」

「俺から褒美をやる」

「ですがお礼を申し上げるのは……」

「よい。あいつはおまえに気がある。隙を見せるな」

　紅耀に強く言い切られたファイは、それ以上を聞くことをためらった。気があるという言葉の意味も分からないが、紅耀の嫌うことをするわけにはいかない。慈瑛はどちらかといえば他国からきたファイと、距離を取りたがっているように見えていたのだが……。

　紅耀はファイの肌に姫蔓草の棘とげが残っていないか慎重に確かめながら、湖に生える草を煮て作った、とろみのある液を塗り広げた。それを使えば身体の汚れが落ち、肌をしっとりとさせてくれる。けれど稀き少しような品ゆえに、ダグウッドの王族や貴族しか使うことはない品だ。

「勿もつ体たいないですから」

「よい。しっかりと毒を落とす」

　紅耀の大きな手のひらが肩から腕にかけて滑り、液を塗り広げた。鎖骨まで戻った手は身体の前を滑る。人に触れられることに慣れていない肌は、ぴくりと震えた。滑らかに動く手が、途中で胸の粒に引っかかる。

「ここも可か憐れんな色をしているな」

「あっ……も、もう結構でございます。自分でいたします」

　紅耀は淡い桃花色の粒を爪の先で弾いた。肌の何気ない飾りでしかない場所だが、紅耀に見つめられれば、途端に恥ずかしく感じてしまう。

　紅耀に肌を洗わせるなんてとんでもないことだと、慌てて背を向けたファイは、自らの雄が僅わずかに膨らんでいることに啞あ然ぜんとし、そこを隠すように尻しつ尾ぽを巻きつけた。

「遠慮するな」

　とろみのある液を纏まとった紅耀の手は止まることなく、今度は背中を滑るとファイの小ぶりな尻しりまでも撫でる。その手が弾みで尾の付け根を擦さすった。

「……ぅひぁう……」

　何とも言い表しがたい声を漏らしたファイは、膝ひざを折り湯の中にどぷんと身を沈めた。本当に掠かすめる程度に指先で撫でられただけだが、ファイはそこが弱い。自分でもあまり触らぬ場所への刺激は、強くファイの感情を揺さぶる。

「すまない。傷に触れたか？」

　ファイの様子に驚いた紅耀は、ファイを追って湯の中に身を沈めた。背中から追ってくる気配にファイは逃げる。

「大丈夫ですから……あとは自分で…………」

　こそこそと湯の中を逃げ回るファイの雄茎は、尾を握られた刺激で完全に姿を変えてしまっていた。とても紅耀に見せられる姿ではない。けれどそんなことを知らない紅耀は、逃げるファイを追って湯殿の奥までついてくる。

「どうしたというのだ」

　ついに一番奥までたどり着いてしまったファイは、後ろから紅耀に迫られて逃げ場を失った。湯殿の奥にある窓が開かれており、冷えた空気のせいでさかんに湯煙が上がっている。

「ファイ、顔が赤いぞ。湯あたりしたのではないか？」

「いえ、そういうことでは……」

「とにかく一度上がれ」

　後ろから抱きかかえるようにして、紅耀がファイの身体を持ち上げた。体格差のある紅耀にそうされてはファイに逃れる術すべなどない。引き上げられた身体の中心では、形を変えた若い雄に黒い尾が巻き付いたままだ。

「ファイ、おまえ……」

「申し訳ございません……尾は……尾を触られるとどうしても……」

　硬化した茎の薄桃色の先端にぷくりと蜜が湧くのを見て、慌ててファイは手で股こ間かんを覆った。とにかくその情けない姿を隠そうと、湯から上がるために浴槽の縁に足を上げる。

「待て」

　後ろからファイの身体を抱いていた紅耀の手が引き止めた。動けなくなったファイの足の間に紅耀の尾が伸びる。先端だけが長い毛の房になった尾は、片足を上げたままのファイの股間を通り、雄を覆う手の甲を打った。

「手を開け」

「え……あ、」

　紅耀に逆らえないファイの、緩めた手の隙間から忍んだ紅耀の尾がファイの先端を撫でた。
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「もっと手を開くんだ、ファイ……」

　深くやわらかな声がファイの耳元で命令を下す。ためらいつつファイがゆっくり手の力を抜いていくと、その手と入れ替わるように、紅耀の尾がファイの蜜に濡ぬれた雄茎を覆い、撫でた。

「あ、ああ、あ……、ぅ、あ……」

　先端をそわそわと撫でられ、ファイはたまらず声を漏らす。胸を突き上げるように背が引き絞られ、上向いた頭が紅耀の胸を押した。

「ここからも毒を絞ってしまえ」

「ぅあ……あっ、あ……こうき、さま……あ……っ」

　日常的に触れる習慣のない場所を擦られて、ファイはたまらず淫みだらな声を上げる。そのはしたなく甘えた声に煽あおられ、自身の尾が巻きついた雄茎がぐんと力を増すのを感じた。

「あ……汚してしまいます……ん、紅耀さまの……っ」

　いやいやと頭を振るが、紅耀の尾はファイの蜜口を執しつ拗ように撫で、放してはくれない。反らした胸の先端では小さな粒がピンと存在を主張するように尖とがっていた。

　慣れない刺激に否応なくファイの興奮は高められる。きゅっと自らの尾で若茎を絞ったが、それが逆に興奮を煽った。

「ああっ……も、っ……ぅん！　……ん……！」

　びくびくっと震えた身体は、その勢いで締めつけていた尾をはね返すと、蜜茎から白い汚れを吐き出した。そこだけ濃い色をした紅耀の尾を白く濁った液体が濡らしていく。

「奥に残っているものまで全部絞れ」

　脱力した身体を抱きとめた紅耀は、茎の奥の汚れまで絞り出すよう命令を下す。言われた通りにファイの尾が根元から扱しごくように茎を絞ると、また小さく震えて濁った蜜が飛んだ。

「終わりか？」

「はい……」

　答えると紅耀はファイを抱いたまま湯に身体を浸す。身体を洗うためのぬめりも、下肢の汚れも拭ぬぐわれていくうち、じわじわと己のしたことに理解が及ぶ。

　──なんてことを……！

　誰にも見せるべきでない姿をよりによって紅耀に見せてしまった。王の子に淫らな欲望を零す手伝いをさせるなど、していいはずもない。

　畏い怖ふと羞しゆう恥ち心しんとでこのまま湯に沈んで死んでしまいたいとファイは顔を覆う。だがなぜか紅耀の声は朗らかに弾んでいる。

「さあ、熱を上げぬうちに上がるぞ」

　紅耀に手を引かれて湯殿の入り口近くまで戻り、綺き麗れいな湯を被かぶり直す。湯上りの身体に仁由がガウンを着せ掛けた時、この場にふたりきりでなかったことを思い出して、ファイは更なる羞恥に悶もだえた。










　肩が冷えるのに身体が温かい。そんな不思議な状態でファイは目を覚ました。薄暗い室内はよく知った場所だ。けれどその見えかたが違っている。ゆっくりと眸を開いていくうち、見慣れた寝台に降りた天てん蓋がいの内側にいることに気づく。ファイは紅耀の寝台に横たわっていた。

「あ…………」

　昨日、風ふ呂ろから息も絶え絶えに上がったファイは、紅耀から同じ部屋で休むようにと言いつけられた。夜の間にファイが眠りから覚めなくなるのが怖いと言われ、ファイもおとなしく従うことにしたのだ。

　当然紅耀の寝台の下に寝場所を設けようとしたのだが、そんな場所で眠れば熱を出すと、紅耀に寝台の上へと引き上げられてしまい、戸惑いつつも紅耀の隣に身を横たえた。

「ファイ、起きたのか？」

　紅耀の声と共に姫蔓草の甘い蜜の香が漂う。紅耀は眠る前にも、念のためにとファイに姫蔓草の蜜を注いだ。紅耀の口から漂うのはその残り香だ。

「身体は動くか？」

「はい……」

　いつまでも寝台に居座るのはおこがましいと身を起こしかけたファイは、紅耀だけでなく自分までもが裸で眠っていることに気づいた。

「あっ……申し訳ございません」

　どうしてそのようなことになったのか分からぬまま、ファイは寝台の隅に投げられていたガウンを羽織る。確かに眠る前には寝衣代わりのガウンを纏まとっていたはずだ。

　首を傾げながら胸元を合わせようとした時、小さな虫に刺された痕あとを見つけた。

「虫が……紅耀さまは刺されておりませんか？」

「ああ。ファイのほうが美味うまそうだと思ったんだろう……悪い虫がいたものだ」

　ファイの胸元を覗のぞき込んだ紅耀が口元に笑みを湛たたえる。虫に刺された痕を見て笑う、その意味が分からずにファイは頭を捻ひねると、寝台から降りた。

「部屋に戻り支度をしてまいります。紅耀さまはもう少しお待ちになってください」

「分かった」

　横臥したまま艶めいた笑みを見せる紅耀に安心し、ファイは自分の部屋へと急ぎ戻る。冷えた部屋でガウンを脱ぎ、衣服を身に着けていく。左の胸元に残る虫刺されは気になったが、ゆっくりと眺めている場合ではない。下した穿ばきを穿き、シャツとズボンを身に着ける。それから上衣を羽織りベルトを結ぶと、ファイは紅耀の朝あさ餉げの用意を整えるため、部屋を出た。
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　早春になり、紅耀は帰属する周辺国を周遊することが決まった。白王からの命で行われるその周遊には、紅耀を次期国王として披露する意味合いもある。そして同時に、紅耀の婚姻に関する噂うわさも囁ささやかれていた。

　諸国の姫がダグウッドに来て四年以上が過ぎた。だがファイが知る限り、紅耀はどの姫君とも懇意になることはなかった。ダグウッドの貴族の娘とも儀礼的な付き合いのみだ。

　白王は紅耀が国王として立つ前に妃を持って欲しいと考えており、それを紅耀も理解していた。だが今はまだ為なすべきことがあると、紅耀は女性と積極的な関わりを持たないままだ。とかく理想が高いのだろうと憶測する者も多かった。そういった事情もあり、周遊中の出会いで紅耀が気を変えることを、誰もが期待していた。

「属国を回るなら李来も連れて行くべきです」

　王妃は自分の子である李来も共にと進言したが、白王はそれに頷うなずくことはなかった。以前から囁かれる通り、王妃には第一王子の紅耀を差し置き、李来を次期国王に据えたいという思惑があるようだ。けれど賢明な白王が、そんな兄弟不和となるような目論見を許すはずもない。

「それぞれに礼節を持って接するように」

「はい。ダグウッドの名を汚すことのないよう努めてまいります」

　クルハの上に緋ひ色いろのマントを纏った騎士姿の紅耀は、最敬礼の形を取り、国王に出立の挨あい拶さつをした。紅耀が馬に跨またがれば、威勢のいいラッパの音色がその出立を祝福する。

　あちこちで花がほころび始める季節だ。王宮を出れば、多くの民が紅耀の姿を見に、沿道に集まって来る。

　有翼騎士団の中ほどに紅耀の姿はあったが、埋もれることなく輝いて見えた。ダグウッドの紋章を背負ったマントが、洋々と輝く紅耀の精せい悍かんな顔立ちによく似合っている。

　ファイは紅耀の少し後ろで馬車に揺られながら、その背中を誇らしく見上げていた。ファイも馬に乗れることは乗れるのだが、遠乗りの際の落馬以降、ひとりで馬に乗ることを紅耀に禁じられ、馬車に乗せられている。

　ダグウッドの王都は冬の間、雪が深く外出もままならない。春になり、ようやく出かけられると喜んだのだが、紅耀はファイを自分の馬に乗せて走った。心配を掛けたことは事実であるため、ファイは逆らわなかったが、淋さびしい気持ちが大きい。

　──周遊から戻ったら、馬に乗る練習をしよう。また紅耀さまと馬を駆けて遠乗りに行きたい。

　紅耀たちの一団は、まずマグノリアを目指した。ファイの故郷であり、四年ほど前に出てから一度も戻ることのなかった場所だ。

「マグノリアはどんなところだ？」

　王都を出ると、紅耀はファイの乗る馬車へと移った。騎士の装備を解いた紅耀は、絨じゆう毯たんの敷かれた馬車に寛くつろぎ、ファイに訊たずねる。

「ご存じのように山の奥……深い森の更に奥にあります。小さな国ですが、花々がそこら中に咲き、作物もよく育ちます。民はみな温厚で、ゆったりと暮らしています」

「そうか……楽しみだな」

　紅耀が笑うのを見て、ファイも顔をほころばせた。ファイはこの周辺国廻めぐりでマグノリアに帰れるということも楽しみだったが、紅耀に祖国を見せられるというのもまた楽しみだった。

　紅耀が少しでもマグノリアを気に入ってくれたら嬉うれしい。いずれ王となる紅耀がマグノリアを気に入るということは、その分だけマグノリアの平穏が約束されることにもなる。

「ファイのように小柄なものたちばかりだろうから、屈強な騎士団が国に入れば驚かせてしまうだろうな」

「そうですね……初めて使者がいらした時も、少し恐ろしかった……とても大きくて」

　違う国から来たという使者の一回り以上も大きな体たい軀くに、隆々とした筋肉。危害を加えるつもりはないと自ら武器を手放してくれたが、その体格差があれば武器など必要がないように思えたのだ。

「そうだったのか……あれが慈瑛だったと知っているか？」

「え…………ええっ？」

　ファイが素直な驚きを見せたのを確認し、紅耀は満足げに笑う。あの時の使者が慈瑛だったとは気づきもしなかった。ダグウッドの民はみな身体が大きく立派で、初め見分けがつかないほどだったのだ。言われてみればそんな気もしてくるが、確信はない。

「言ってやるなよ。おまえが慈瑛のことをまるで覚えていなかったと知れば、おまえに気のある慈瑛が気に病むからな」

　紅耀は格好の良い鼻の頭に皺しわを寄せながら言う。自ら言い出したのに紅耀は苛立たしげな様子を見せた。

「あの……どうしてそんなことをおっしゃるんですか？」

「なにがだ？」

「その…………わたしに気があるとか……」

　ファイには全く思い当たるところがない。それなのに紅耀はそれが真実であるかのように言う。「気がある」という言葉の意味が、「好き」というのとほぼ同じ意味だと最近になって知った。

「気づいていないのか？　慈瑛のいるところでファイをからかえば、必ず後から『ほどほどになされたほうがいいでしょう』と注意してくる。困り顔のおまえはかわいいのに、分からない奴だ」

　その言葉のどこを取れば、ファイに気があるという解釈になるのだろう。紅耀は優しく頼もしいが、ファイをからかって楽しむ困ったところもある。からかわれるのも甘えられるのも、気を許されているようでファイには嬉しいが、その応対に戸惑うのも確かだ。

　──わたしの困り顔を、かわいいと思っていらっしゃるのは知らなかったけど……。

　四年が過ぎても、紅耀のなかでファイは幼き頃のままなのだろうか。情けなく思うファイは、どういう顔をしていたらいいのか分からずに、寛ぐ紅耀を見上げた。

「ほら、そういう顔だ」

　頰に触れた紅耀はしばらくその手触りを楽しんだ後、親指の腹で唇に触れる。姫蔓草の毒に倒れて以降、紅耀はそんな風に唇に触れてくるようになった。そうされる度にファイは、紅耀と唇を触れ合わせた時のことを、鮮明に思い出してしまう。

　口のなかまで舐なめられたことを思い出し、かっと頰を火照らせると、紅耀が笑った。ファイが唇を撫なでられると必ずそんな反応を見せると知っていて、紅耀はからかっている。そういった経験のないファイにすれば、唇を触れ合わせるというのは神聖なものだという意識があるのに、紅耀には違うようだ。

「国に帰れば婚約者が待っているのか？」

「いえ……そのようなことはございませんが」

「そうなのか？　貴族の姫が列をなしておまえを待っているのかと思ったんだが……」

「まさか。それに……マグノリアの民が結婚を決めるのは、発情期を迎えてからです」

「発情期？」

　ファイは国を出てから初めて知ったのだが、他の種族は発情期を持たないらしい。大人になり結婚相手を探すのに、マグノリアでは発情期が重大な意味を持つ。そういえば発情期について紅耀に話をするのは初めてのことだった。

「はい。春と秋になると発情期が訪れます……大抵は十七歳くらいには。そうして引き合う香りのする者同士で番つがい、結婚します」

　マグノリアではそのようにして結ばれたふたりのことを香こう久きゆうの番つがいと呼ぶ。香りで引き合った相手とは、悠久に結びつくという言い伝えからきた言葉だ。

「ファイは今確か……」

「もうすぐ十八歳になります」

　秋に発情期を迎えなかったファイは、今春が最も可能性が高いと思われる。人によっては二十歳を過ぎても発情期を迎えない場合があるというから、必ずそうなるとは言えないが、可能性は高いと言えよう。

「なるほど……香りか」

　身を起こした紅耀がファイを引き寄せ、その首筋に顔を寄せた。すんすんと匂いを嗅かがれて、ファイは身体を硬直させる。自分の身体の香りが、他の人にどのように香るのか確かめようもないため、そうされるのはたまらなく恥ずかしい。

「いつもファイは甘い香りをさせているが、これではないのか？　この匂いを嗅ぐと首を舐めしゃぶりたくなるんだが」

「ち、違います……そんな…………紅耀さまが……」

「だが、俺はおまえの匂いが好きだ」

　甘い匂いと言われても、ファイにその自覚はなかった。紅耀のように特別な香を焚たきしめているわけでもない。ただ身ぎれいにすることだけは心がけていた。

「ならば、この時期にマグノリアを訪れるのは失敗だったな」

「え……？」

「おまえの香りに引き寄せられた者たちが集まってくるんだろう？」

　もっとよく匂いを確かめようと、紅耀はファイの髪を指に絡め、首の後ろに留めた。

「それは分かりませんが……」

　マグノリアの種族の特徴と言えば、繫殖能力に優れていることだ。狭い領地に少ない民で国を維持してきた理由はそこにある。発情期は男女ともに訪れ、発情期を迎えた者は、男でも女でも子を生なすことができた。極端に女性が少なくなった時代に、身体のつくりが変化したのだと言われている。

　とはいえ、引き合う相手は基本的に男女の組み合わせだ。発情期に引き合う同士が番い、結婚する。例外的に男同士で番う場合には、体格の大きいものが雄の役割を果たす。

　発情期について説明するなか、ファイは匂いに引き寄せられるのが女性に限らないことを、どうしてか紅耀に言えずにいた。

「匂いに引き寄せられるものが現れても、おまえは渡さないからな」

「はい。分かっております」

　紅耀に仕えると決めたうえ、まだまだその助けとなれるほどの存在になれていない。そんな身でありながら、妻を持つのは時期尚早だろう。

　──紅耀さまのほうは近々王妃となられるかたを迎えられるのだろうけど。

　そのことを思えばファイの胸は重苦しくなる。

　いくら親しみを持って接してもらっているとはいえ、紅耀とファイとの関係は主人と従者だ。そのことは十分に理解しているつもりでいるのに、他の誰とも代えがたい関係でありたいと願ってしまう。

　──結婚したらきっとそれも変わってしまう。今はこんな風になんでも語ってくださるけれど、わたしのことより妻となった人を傍に置かれるのだろうな。

　当たり前のことなのに、その時のことを考えるとファイは胸が苦しい。もやもやとした感情が胸に広がるのは、そのことが淋しいせいだ。自分ではどうしようもできない子どもっぽい独占欲が、ファイを苦しめていた。

「……本当に分かっているのか？」

「はい」

　大きく頷いたファイを見ても、紅耀は疑うたぐるような眼差しを緩めることはなかった。










　マグノリアに一番近い村に馬車を停とめ、半分ほどの兵と共に馬で山道を進む。やはりファイは紅耀の馬に相乗りすることとなった。四年前にダグウッドに向けて山道を降りてくる時にも大変な思いをしたが、登りとなると更なる難関となって立ちはだかる。

　道のりの険しさゆえに、マグノリアが他国と殆ほとんど交流を持たずに暮らしてきたというのも頷ける。

　途中で野営しながら進み、二日目の夕暮れ間近にようやくマグノリアに入った。

「ファイさま……ファイさまだ！」

　野原で遊んでいた子どもが、有翼騎士の姿に驚いたのち、紅耀の馬に乗るファイに気づいて声を上げた。かくれんぼを止めた子どもたちが、次々とファイの乗る馬の周りに集まってくる。

「ファイさまはお嫁さまになったの？」

　紅耀の腕に抱かれるようにして馬に乗るファイを見て、子どものひとりが勘違いをしたようだ。男同士でも体格差があれば番うこともあると、マグノリアの民ならば子どもでも知っている。

　紅耀の相手に間違われるなんておこがましい。そう思うのに、周りから夫婦のように見えていると言われて、ファイは面おも映はゆさを感じていた。

「そうじゃないんだ……ダグウッドの王子さまに道案内をしているだけだよ」

「王子さまのお嫁さま！」

「すごい！」

　違うというファイの言葉も聞かずに、子どもたちは走り出す。どうして子どもたちがそのような勘違いをすることになったのか。それを説明するのは大変だ。ファイがまごついていると、背後の紅耀が笑い出した。

　あっはっはと高らかに笑うのを聞いて、騎士たちも振り返る。

「ファイが俺の嫁か。それはいい。マグノリア王にそう挨あい拶さつをしたら、どんな顔をなさるだろうか」

「紅耀さま！」

　ファイが困るのを見て楽しんでいるのだろう。紅耀が子どもたちの言うことを真に受けていないことに、ファイはほっと安あん堵どの息をつく。

「おまえだって噂話を聞いているだろう？　今回の俺の周遊が花嫁探しでもあると」

「……はい」

　やはりそうなのだと、ファイの胸にまたあの重苦しさが圧し掛かる。いつか現実になることだが、相手を周遊中に探すということになれば、自ずとファイもその場に立ち会うことになるのだ。

「馬鹿らしい」

「え？」

「道端に咲く花を手折るのとは違う。その時ばかりいい顔をしていても、長く慈しみ合える相手かどうかなど、滞在中の短い時間で判断できるものか。何度か顔を合わせた程度の者を、妃に迎えるつもりなどない」

　紅耀がはっきりと宣言するのを聞き、騎士たちにどよめきが走る。ダグウッドの国民にとって、次期国王となる紅耀の妃に誰が選ばれるのかというのは、最大の関心事だ。この周遊で妃となる人物と出会い、婚約することは民にとって大きな喜びとなる。

　それを紅耀本人がその気はないと言ってしまったことで、騎士たちから落胆の声が上がった。

「そんなこと分かりませんよ……運命的に出で逢あうことだってあります」

「マグノリアの民のように、香りで引き合う相手と巡り合うこともあると？」

「それも…………ないとは限りません」

　なぜ心にもないことを言い、騎士たちの落胆を慰めなければならないのだろうか。ファイは苦く悶もんしながらも、紅耀に仕える者として場に相応しい進言をする。

　太陽のように民に愛される王子は、国民を裏切るようなことをしてはいけない。すぐとはいかずとも、ダグウッド国王にふさわしい妃を娶めとることは、当然の責務だった。

「まあよい……遅くならぬうちに王宮へ入ろう」

　有翼騎士団は止めていた馬たちをゆっくりと走らせる。マグノリアの民が恐れつつ見守るなか、ファイたちは王宮へと向かった。

　国に入ってから王宮まではそう遠くない。遠くに見える建物や山並みを見て、ファイは懐かしい気持ちでいっぱいだった。景色のどこを見ても思い出がある。

「みなファイと同じで小柄だが……大きい男もいるな」

「はい……わたしは種族の中で、あまり大きいほうではありませんので」

　やがて王宮にたどり着くと、門扉の向こうで王族が居並ぶのが見えた。マグノリア王のムスカリ、王妃のサラ、兄のディー、それから妹のローズだ。

　王宮前の広場で騎士団が左右に開いたその間を、ファイを乗せた紅耀の馬が進む。誰も言葉を発することなく、森に帰る鳥の声だけが響いた。紅耀が先に馬を降りると、ファイを隣に降ろす。

「ダグウッド王、白王の令によりマグノリアの視察に参られた、第一王子の紅耀さまにございます」

　騎士団の団長がマグノリア王に紅耀の到着を告げる。その勇ましい声に、王のムスカリ以外の顔が硬く引き結ばれた。他国の人間が王宮に足を踏み入れるのは、大戦を知らせにきた時以来だ。しかも半数ほどに抑えたとはいえ、紅耀の後ろには、ダグウッドの中でも最強を誇る有翼騎士たちが控えているのだ。恐れないはずもない。

「お出迎えありがとうございます。どうか緊張を解いてください。わたしたちは共に大戦を戦った仲間です。この旅も他国からの侵入がないか、確認して回るためのもの。特にマグノリアには親しみを感じているのです。日ごろからファイ王子に世話になっていますので」

　紅耀の朗らかな声が王宮に響く。おそらく周囲で見守っている民にも届いただろう。紅耀はムスカリの元まで進み出ると、その手を取った。

「先ほどは同じ馬に乗っているところを見た子どもたちに、わたしとファイ王子が結婚している夫婦のようだと言われたのですが」

「まあ……」

　紅耀が場を和ませるためか、先ほどのやり取りを持ち出すと、驚いたように声を上げたのはローズだった。

「ああ……ファイ王子の妹君ですね」

　声に気づいた紅耀がローズに向き直ると、恥ずかしがり屋のローズは王妃の陰に隠れてしまう。肩を竦すくめた紅耀は王妃の前に膝ひざをつくと、手を取り甲に唇を落とした。

「姫も」

　紅耀が恭しく手を差し出せば、王妃の服に半分隠れながら、ローズが手を差し伸べる。同じく紅耀がくちづければ、ファイから見ても気恥ずかしくなるほど、あっけなくローズの警戒が解けた。バラ色に染まった頰でぼうっと紅耀を見上げる。

「それではどうぞ、中へ……心ばかりの品ですが、晩ばん餐さんの用意を整えてあります」

　ダグウッドのような大国からすれば、マグノリアは本当に小さな国だ。けれど作物が豊富に実る土壌は自慢だったし、そこで採れた野菜や果物はとても美味おいしい。馬を繫つないで広間に入ってきた騎士たちも、テーブルに並んだ料理を見て、感嘆の声を上げた。

「マグノリア国との友好を祝して」

　紅耀の合図で酒宴が始まる。険しい山道を越えてきた騎士たちは料理を味わい、マグノリアで作った葡ぶ萄どうの酒を愉たのしんだ。騎士たちが料理と酒とで表情を緩めていくと、もてなしをしている使用人たちの緊張も解けていく。

　ファイはムスカリとディーにもてなしを受けている紅耀の元を離れ、サラとローズの待つ部屋へ向かった。










「お兄さま！」

　部屋に入るなりローズが飛びついてくる。四年の間に大きくなったとはいえ、まだまだ仕草が幼い。こみ上げた愛しさをそのままに、ファイは思いきりローズを抱きしめた。

「すっごく、会いたかった！」

　素直な気持ちをぶつけてくるローズと抱擁を続けていると、サラがファイの頰に手を添えた。

「元気そうで安心しました……あちらではどうしているのですか？」

「はい。ダグウッドの王宮に入り間もないうちから、紅耀さまのお傍に仕えさせていただいています。ご覧になった通り、快活で優しいかたですから、何不自由なく過ごしております」

「そうですか」

　ファイの言葉を聞き、サラがほっと顔を和ませる。マグノリアを背負い、ダグウッドに赴いたファイのことが、心配でないわけがない。けれど、あまりに遠すぎて互いに便りを送ることすらできずに四年が過ぎていた。

「紅耀さまが……お兄さまのお相手なの？」

「え……っ？」

「だってさっき紅耀さまがおっしゃっていたじゃない」

　幼いローズは紅耀の戯れを、本気に受け取ってしまったようだ。男同士で番うこともあるのは、マグノリアだけだと、ローズは知らない。

「あれは同じ馬に乗っていたのを見た子どもたちが、勘違いしたという話だから」

「でも、でも、お似合いだったもの」

　勘違いだと諭されてもローズは聞き分けない。少女らしい恋物語への憧あこがれが強い時期なのだろう。ローズを取りなすファイに、サラが心配そうな顔を向けた。

「ファイ。あなた、発情期は……？」

「まだ、です」

「そう…………でも、そろそろ来るかもしれないのだから、注意なさい。ここにいる間に発情期を迎えて、いい人と番になれたらいいのだけど」

　サラの心配はもっともだ。もしかしたらファイは、また長いことマグノリアに戻らないかもしれない。そうすれば発情期を迎えても、誰とも出会えぬまま過ごすことになる。

　もちろん発情期の香りに左右されず、結婚する相手を見つけることもできるが、香りが合う相手というのは、生涯心が離れないと言われている。言い伝えを信じるファイは、できることなら香りの合う相手と結ばれたいと願っていた。

「発情の香りを感じ取れるのは、マグノリアの一族同士に限られますよね？」

「それは……分からないわ。あなたのことが気になって調べてみたのだけど、他の種族がこの地を訪れた記録は、遥はるか昔のものしか残っていなかった。わたしたちが猫の姿に変わることができた、遠い遠い昔のこと。その人はマグノリアで暮らすことを選んだようだけど、婚姻に関しての記録は見つからなかったわ」

　記録に残さなかったのは、他の種族でも発情期があることが当たり前だったからか、発情に関して記述するほどのことがない──つまり、発情を感じないまま一生を終えたからか、どちらとも取れた。

「かつては、わたしたちも猫の姿に変わることができたんですね」

「わたしたちもって？」

　兄と母親の真剣な会話には入れずにいたローズが、無邪気な問いを投げかける。

「紅耀さまは……ダグウッドの王族は、今も獅し子しの姿になれるんだよ」

「獅子！」

　丸い目を更に丸くして、ローズは慄きを露わにする。

「恐ろしくはないの？」

「大丈夫だよ、ローズ。わたしも実際に目にしたことはないけれど、とても立派で美しいんだ」

　ファイの言葉を聞いてもローズは信じられないようだった。その様子を見ていると、やはりローズではなくファイがダグウッドに行ったことは正解だったのだろう。

「マグノリア以外の種族であっても、香りで引き合う相手ならきっと大丈夫。心を通わせることはできるでしょう」

　サラはマグノリア一族が生まれ持ち、これまでその礎としてきた力を信じるようファイに言った。

　もちろんファイもその力を信じている。信じているからこそ、時が来れば自然と誰かを求めるようになり、相手もまた自分を求めてくれるものと思っていた。

　そしてその相手は、当然マグノリアの者だと漠然と思っていたのだが……。

　──紅耀さまがわたしの匂いが甘いとおっしゃるのも、あながち勘違いでないのかもしれない。

　もしかしたらという期待に、ファイの胸が揺れる。それを国外で発情期を迎えることに対する不安と受け取ったのか、サラが痛ましげにファイを見て言った。

「きっと大丈夫。わたしたちはずっとそうしてきたのだから」

　はい……と答えながらもファイの気持ちは別のところにあった。

「少し宴の様子を見てきます」

　ファイはそう言って、サラとローズのいる部屋から出た。廊下の向こうからは祝宴の楽しそうな雰囲気が伝わってくるが、ファイはそちらへは向かわずに、王宮の裏手にあるパティオへと向かった。ローズとよくお茶会ごっこをした場所だ。ファイはそこで夜風にあたりながら、熱ほてった肌を覚ます。

　どうしてか紅耀が、ファイの発情の香りを嗅かぎ取れるのかもしれないと考えた途端、胸が苦しく、全身が熱を持ったように熱くなった。それを知られたくなくて、ふたりのいる部屋から抜け出してきたのだ。

　夜になると冷たくなる風が心地いい。庭木はまだ蕾つぼみばかりに見えるのに、どこからか花の香りが漂ってくる。ファイは、大きく息を吸ってその香りをたっぷりと吸い込んだ。

　咲き始めたばかりの花たちは、甘いというよりはまだどこか青々しい香りがする。紅耀の言うファイの甘い香りというのは、これよりもう少しくらいは甘いのだろうか。

　──もし、本当に紅耀さまが……。

　そんなことは起こらないと思いつつも、ファイはそんなもしもを考えてしまう。

　香りを感じ取ることができるのは相性のいい相手ということ。相性が悪い場合や、発情期を迎えていない者同士では、強く香りを放っていても、その香りに気づくことはない。

「ファイさま、いかがなさいましたか？」

　物思いにふけっていたところで突然声を掛けられ、驚いてファイは振り返る。声の主は慈瑛だった。月明りがその屈強な身体を浮かび上がらせていた。

「少し風にあたりたくて休んでいました」

「そうでしたか。お気分でも悪いのかと思いました」

「いえ……あと、懐かしんでいたんです。昔よく妹とここで遊びました。わたしがお呼ばれする客人で、妹がもてなす役で……」

　咄とつ嗟さに取り繕ったファイに対し、慈瑛は「お邪魔しました」と詫わびる。

「少し休憩したら紅耀さまにご挨あい拶さつに伺います」

　そう伝えると慈瑛は一礼し、宴が行われている広間へと戻っていった。

　もしかしたら、暗がりにひとりでいたファイが不用心に見えたのかもしれない。慈瑛のその律義さに心の中で感謝する。

　紅耀も驚いていたが、マグノリアには兵もいなければ、警備にあたる人もいない。王宮で働く者たちもいるが、夜になれば自分たちの家へと帰っていく。愛する人のいる家へと。

　ダグウッドに行くまでは、そんな暮らしがファイにとっての当たり前だった。だが今はどうだろう。

「紅耀さまと一緒がいいな」

　それがファイの偽らざる本音であり、ファイにとっての当たり前になっている。故郷は大好きだ。だが今は、紅耀のために身の回りを整え、紅耀のために働いていく。そんな暮らしがずっと続けばいいと思っていた。

「俺がどうした？」

「紅耀さま！」

　慈瑛が去って行ったほうから、今度は紅耀が姿を現した。酒が入っているせいか、少し足取りがあやしい。立ち上がろうとするファイを手で留とどめると、紅耀はゆっくりと歩いてきてファイの隣に腰を下ろした。

「大丈夫ですか？　水をお持ちしましょうか」

「構わぬ。マグノリアの酒が美味くて、少々飲み過ぎてしまった。だが、とても気分がいいぞ」

「そうですか」

　民たちが栽培し、作り上げた酒を褒められて、ファイは笑顔になる。すると横目でファイを見ていた紅耀が身体の向きを変えた。

「ここに戻りたいか？」

「いえ……」

「慈瑛が、おまえがここで故郷を懐かしんでいると教えてくれた。里心がついたのではないか？　周遊はやめてマグノリアに残りたいと言うつもりなのか？」

　紅耀の左手が伸びて、ファイの頰に添えられる。そして親指がいつものように唇を撫なでた。

「いえ、わたしはこれからも紅耀さまの傍にお仕えしたいと……そう思っていました」

　ゆっくりと動く指先をうっかりと唇で挟んでしまった。そのせいでようやく熱の落ち着いた頰に赤みが差す。紅耀の視線は指の動きに合わせてファイの唇を辿たどった。

「約束だ」

　毅き然ぜんとした態度でありつつも、紅耀の言葉は哀願しているように響いた。自分だけじゃなく、紅耀にも望まれていることが、ファイにはたまらなく嬉うれしい。それは親愛でしかないのかもしれないが、それでも嬉しかった。

　──頼りにされているなんて、勘違いだろうけど……少なくとも傍にいることを、心地よいと思ってもらえているならいい。

　紅耀がファイの発情の香りに気づいたとして、必ずしも香久の番であるとは限らない。

　それに、大きくて強い者に心酔するのは、マグノリアの種族では当たり前のことだが、ダグウッドでは違う。結婚は男女間で行われるものと決まっている。いくらファイが子を産める身体だったとしても、紅耀がファイを選ぶはずもないのだ。

　さらに言えば、ファイが妃となることを、ダグウッドの民が受け入れるのは難しいだろう。紅耀が王子である以上、民の感情を無視した行いはできない。

　──それでも引き合ったとしたら……わたしはどうしたらいいのだろう。

　一方的な想いを抱えたまま、紅耀の傍に居続けることができるか、自信が持てない。

　紅耀の手がファイの髪をひと撫でして離れていく。触れられることに困惑していたはずなのに、離れていく手が寂しくて、ファイは紅耀の指先を目で追いかけた。










　三日滞在する間、ファイは紅耀を国内のあちこちに案内した。ここではファイも、自分で馬を操ることができる。思い切り駆けさせて遠くまで花見に行ったり、ファイの気に入りだった美しい泉に連れて行ったりした。どこに行っても民たちは紅耀に恐れながらも、その凛り々りしい姿に感動しているのが分かる。

　紅耀は山々が連なる景色をいたく気に入ってくれ、ファイは湧き上がる喜びを嚙かみしめた。マグノリアの王族のほうでも、紅耀をいい青年であり、王を継ぐにふさわしい人物だと感じたようだ。それぞれが親しみを持ってくれたことが、ファイは何よりも嬉しい。

　また帰ってこられるだろうか。そんなことを考えながら、ファイはマグノリア国を後にした。

「発情しなかったな……」

　マグノリアを発たったファイたちは、ふたつ目の訪問国となるサーバルに来ていた。ひとしきりもてなしを受けたあと、紅耀のために貸し切りとなった建物の、一番奥の間で就寝の用意をしていた。

　寝台を整えて出て行こうとするファイを紅耀の腕が引き止めて、その首筋に鼻先を押し当てた。背筋をぴんと伸ばした姿勢で、ファイはじっと息を殺す。

　発情の影響が他種族に及ぶか及ばぬか分からないとサラから聞いたせいで、前よりもっとその行為に緊張するようになった。

「紅耀さまにはお分かりにならないと思いますが……」

「そんなことはない。ん？　匂いは少し強くなってきているようだが……」

「……本当にお分かりになるのですか？」

　まさか本当にマグノリアの種族以外でも、発情の香りを嗅ぎとることがあるのだろうか。祖先が近いとはいえ、獅子族は発情期を持たない種族だというのに。

「分かる。といってもおそらくファイだけだ。マグノリアにいる間、特に匂いを感じることはなかった。花の香りをたくさん嗅いだから、その中に紛れていたのかもしれないが……」

「引き合わない相手の匂いは、香っていても印象に残らないと言います」

　言いながらファイは頰を熱ほてらせる。それではまるで、紅耀とファイは引き合っていると言っているようなものだった。

「ならばファイと俺とは、相性がいいということになる」

　紅耀は満足げにそう言い、ファイの首筋から顔を離した。

　マグノリアから離れて暮らすファイが、発情期を迎えればどうなるのか、ずっと不安だった。発情して香りを纏まとっても誰にも気づかれぬのなら、ファイは祖国に帰らぬ限り誰とも番うことがない。それは仕方ないと諦あきらめるようにしていたが、他種族にも発情の香りが届くなら話は変わってくる。

　──しかもその相手が紅耀さまだとしたら……。

「おまえ、段々香りが強くなっているぞ」

「そんなこと……」

　本当にそうなのだろうか。今朝から身体が熱い気がしていたが、それは旅の疲れが出ているからだと思っていた。

　明日、紅耀は有翼騎士団を引き連れてサーバルの騎兵隊の訓練場に行くことになっており、ファイは王宮に残る予定だ。だからその間に身体を休めていれば、落ち着くだろうと思っていた。

「明日は面会謝絶だ。部屋から一歩も出るな」

「そんな……どうして」

「俺の居ない間に発情したらどうする。匂いを嗅ぎつけた者に襲われないとも限らないだろう」

「で、ですが……」

「俺が嗅いでもこれだけ甘いのだ……番を見つけるために匂いを発する発情中のおまえは、自分では気づかぬほどに相手に影響を与えてしまう可能性がある。とにかく、誰に影響するか分からないのだろう？　おまえが俺の知らぬところで、誰かと交わりを持つことは許さん」

　はっきりと言葉にされ、ファイは首肯することもできずに俯うつむいた。マグノリア国では発情期に番うことは当たり前のことだった。だが、発情期を持たない紅耀たち他種族の人間からしたら、本能のままに種付けをすることがあまりに原始的な行為に見えるだろう。本能のまま、ただ種を付けるために起こる発情が、突然恥ずかしくなった。

　種族を繫つなぐために大切な行為だが、紅耀を意識しすぎたためだろう。あまりに生々しく感じられ、ファイは自らの本能を恥じた。

「命令だ。誰にも会うな」

「……はい」

　ファイは納得いかないまでも、紅耀の言いつけに頷うなずいた。どうせ元から部屋で休むつもりだったのだ。紅耀が戻るまでの間、言われた通り部屋に居ることをファイは約束した。










　朝食後に王宮を発たった紅耀たちは、夕暮れ前に戻ってきた。言いつけ通り部屋に籠こもっていたファイが、稽けい古このせいで汗だくになった紅耀の装備を解く。

「お疲れになったでしょう。湯の用意をしていただいていますので、どうぞこのまま……」

「そうだな。こう自分の汗の香りが強くては、ファイの香りも嗅げぬ」

　冗談めかして言う紅耀を浴室に送り出し、ファイはそっと息をつく。寝ていれば熱っぽい感じが治まるかと思ったが、むしろ後から後から熱が湧き出てくるような心地だった。どうしようもなく息苦しく気だるい。ファイは発情期を迎えたことを確信していた。

　発情期とはその名の通り、身体が発情して子を生なす準備を行う期間だ。妊娠の確率が上がるため、番を求める香りが立ち上る。だが発情期を迎えていない者、繁殖期を過ぎた者にはその香りを嗅ぎ取ることができない。

　じっとしていても下半身がむずむずとして、無意識に熱い吐息を零している。なんとか紅耀の前では平静を装うことができたが、居なくなった途端に身体が淫みだらに濡ぬれていくのが分かった。

　──どうしよう……。

　正直に発情期を迎えたことを伝えたとして、十日ほど続く発情期の間、籠こもりきりというわけにはいかない。また数日後にはここを発ち、次の国へと行かなければならないのだ。

　ファイは紅耀が脱ぎ捨てた服を抱えたまま立ち尽くす。立ち上る強い汗の匂いが頭をぼんやりとさせた。




「ファイ……」

　気づけば紅耀の腕の中だった。横抱きに抱え上げられたかと思えば、そのまま寝台へと押し倒される。湯上りの水気を含んだ肌がファイを包んだ。

「これが発情の香りか？　頭が焼けて蕩とろけてしまいそうだ……」

「紅耀……さま……」

「今すぐにおまえが欲しいと身体が飢えている……なあ、そうなんだろう？　これが発情の香りだというなら、俺がおまえの相手だ……！　おまえは何も感じないか？」

　覆いかぶさる紅耀の身体が、すっぽりとファイを包んでいる。匂いを嗅かぎ取ろうと近づいて来た紅耀は、湯上りのそのままの姿でファイを篭ろう絡らくしようとする。

　騎士服を着た凛々しい紅耀もいいが、鍛え上げられた肌を惜しげもなく晒さらす紅耀も素晴らしい。いつもは恥ずかしくなって目を逸らしてしまうのだが、ファイはうっとりとその姿態を隅々まで眺めた。

「……分かりません。頭がぼんやりとして……紅耀さまの汗の香りが強くて……」

「俺の香りは好きか？」

「ええ……たぶん……もっと嗅ぎたいけれど、嗅いでいたらおかしくなりそうで」

「俺もそうだ。苦しいのに嗅ぎたい。息が詰まりそうで、喉のどが渇いて……それでも欲しい。ほら……」

　ぐり、と腰のものが押し付けられる。何度かそうやって戯れを受けたことがあるが、比べ物にならないほど熱く猛っていた。そうして押し当てられた先にあるファイのものもまた勃たちあがり、紅耀のものに押されてびくびくっと震える。

「俺では駄目か……ファイ、おまえが欲しい……！」

　額を合わせるようにして空色の眸が覗のぞき込む。鼻先をすり合わせ、切なげな吐息が唇に触れた。互いに熱を孕はらんだ身体を持て余し、欲しいという欲望に埋め尽くされそうになっている。それでも紅耀は強引なことはせずに、ファイの答えを待っている。

「わたしも……わたしも紅耀さまが……」

　欲しいと、言葉にならぬ囁ささやきを紅耀の唇が包み込み、震えるファイの口を吸った。ただ唇が打ち合わされただけで全身が蕩ける。発情した身体は確かに紅耀を求めていた。

「ファイ……ファイ……」

　何度も唇を触れ合わせるその間に、忙せわしない手つきでファイの着衣が解かれていく。広げられた胸元から紅耀の手が滑れば、その些さ細さいな刺激だけで全身が跳ねた。

「あ…………んっ……」

「ああ……たまらない。こんなに欲情したのは初めてだ」

　唇が首筋や鎖骨周りの薄い皮膚を吸いながら、ファイの胸元に降りる。蕩けた身体は微かすかに肌を吸われる度に震え、喉から甘い声が漏れた。ファイはまるで自分のものとは思えない身体の変化に戸惑いつつも、紅耀に触れられる悦よろこびに胸を熱くする。

「かわいい身体だ……どこを吸っても甘い」

「あ、は……あ、あ…………っ」

　胸の先端を舌が突いた。そんな風に触れられるのは初めてなのに、ジンと疼うずいてそこが気持ちよくなれる場所だということを知っている。サリサリと尖とがった部分を舐なめられると、ずんと腰の奥が痺しびれた。離れた場所なのに確かに繫がっていて、舌が這はう度に先端から蜜みつが零れ落ちるのが分かってしまう。

「かわいい実だ……このまま齧かじり取ってしまいたくなる」

「やああ……っ、や……、やぁ……」

　舐めて凝らせた場所を紅耀が強く吸う。歯を立てられていると、本当に齧り取られそうな気がしてきて、ファイは激しく悶もだえた。

「本当にするわけがない……ただおまえを愛しみ、かわいがりたい……」

　手は下肢に伸び、蜜を纏わせた雄芯しんを包み込む。前に湯殿で触れたのは尾の先だけだった。愉悦の証を紅耀の手が上下に擦りあげれば、ファイの未熟な若茎は堪こらえる間もなく飛ひ沫まつを飛ばす。

「あ……あっ、あああ──……っ……」

　これまで感じたことのない高揚の中でファイは達した。頭からつま先まで一筋の閃せん光こうが走り、甘やかな痺れを残す。

　紅耀の香りに、熱に、感触に包まれているせいか、甘い痺れは新たな欲情に結びついた。絡みついたままの服を丁寧に脱がした紅耀は、力の抜けたファイの両足を割る。何もかもがさらけ出された下肢を抱えると、果実を啜すするようにファイの若茎を含んだ。

「や、あ……紅耀さま……ああ、……っふ……ぅう……っ」

　残ざん滓しを吸い上げ口の輪で扱かれると、果てたばかりの茎がまた頭をもたげる。じゅぷと濡れた音を立てながら、紅耀は執しつ拗ように茎を扱いた。

「ここも……それからこちらも匂いが濃い。ここに来いと誘っているようだ……」

　つぷんと後孔を探っていた指が埋まる。身体と同じように蕩けたその場所は、抵抗なく紅耀の指を飲んだ。発情の蜜が後孔に満ちている。

「あ、あ……んん、そこ……あっ、ああ…………」

「嫌か？」

「ちが……あ、っふ…………う、きもちい……っ」

　神経の尖りをそのまま撫なでられているような強い性感が突き抜け、身体を丸めたままファイは小さく震える。確かにその場所が発情し、強い雄を受け入れたいと願っている。素直な本能の導きから逃れることはできそうにない。

　ファイの甘えた声に紅耀は突き入れる指を増やし、身み悶もだえする一番弱い場所を立て続けに捏こねた。

　──欲しくて、たまらない……。

　震えるばかりだったファイは黒い尾をするりと動かし、紅耀の怒張を撫でる。これが欲しいと弾けそうに膨張した雄茎を巻いた。

「ん……、く、はぁ……、おまえ煽あおっているのか？」

「あ……これが……紅耀さまが欲しい……」

「ファイっ……！」

　腕を引かれ紅耀の胸に飛び込めば、きつく抱かれたまま唇を塞ふさがれる。姫蔓草の蜜を流し込まれた時のような深いくちづけに暫しばし酔った。いくら吸っても足りない。もっと、もっと欲しい。飢えた喉に互いの蜜を流し入れてもなお、渇き、身体が疼く。

「ファイ……俺の子を孕むか？」

「え…………？」

「マグノリアで発情期について聞いたのだ。発情すれば……匂いの引き合う相手であれば、男でも子を孕むのだろう？　俺の子を孕みたいか？」

「……はい。…………はい！」

　抱き合ったまま腰を浮かしたファイの後口に、紅耀の雄が触れる。ぱくりと自ら口を開いた熱襞ひだが滾たぎりをゆっくりと含み、奥へと導いた。ぞくりぞくりと背を撫でる快楽に仰のけ反れば、紅耀が宥なだめるように優しく唇を食はむ。

「あ、あ、ああ……っ、おおきい……」

　猛々しいものに小さな身体を抉えぐられて、苦しくないはずもないのに、ファイが感じるのは愉悦だけだった。発情について一通りの教育は受けたが、その時を迎えれば自ずと分かると言われてきた意味を理解した。ファイの身体はどうすれば喜び、番をどうして受け入れたら良いか、考えるまでもなく知っていて、欲望のまま勝手に動いた。

　濡れた後孔は、そこに見合わぬ大きさの猛りを受け入れることに抵抗を持たない。紅耀の雄を終わりまで含みきると、幸福感が全身に満ちた。

「ああ……最高だ…………」

「紅耀さま……！」

　いつの間にか潤んでいた眸から涙が零れた。幸せでたまらない。ファイの頰に伝う涙を、紅耀は舌の先端で優しく舐めた。

「苦しくはないか？　おまえの腰は細い。壊れてしまいそうで怖い……だが、深く刺しておまえの全てを俺のものにしてしまいたくもある」

「構いません……もっと深く、紅耀さまの全てをくださいませ」

「ファイ……」

　一度動き出せば、紅耀の腰が止まることはなかった。小さな動きがやがて大きな波となり、深く、浅く、ファイを穿うがつ。そのたびにファイは甘く喘あえぎ、初めての至幸に酔った。紅耀が求めてくれることが嬉うれしい。後から後から溢あふれる涙は涸かれることがなかった。

　ぐちぐちと中を混ぜる音が大きくなる。何がどうなっているのか分からないほどに、ファイは蕩けていた。

「ああもう限界だ……我慢できぬ」

「んっ、んっ……、ぁ……ふぅう……ん」

「出すぞ、ファイ……奥に、お前の奥に注ぐぞ」

「はい……んっ、はい……どうか紅耀さまの種をくださいませ……」

　ずんと突き破られそうなほど深く強く紅耀が突き上げると、全身に小さな痺れが走る。同時に律動を止めた紅耀が、奥に子種を含んだ熱い飛沫を飛ばすのが分かった。

　それを飲み込むようにファイの身体の奥がゆらめく。

　──ああ、本当に紅耀さまの子種が……。

　たっぷりと奥に白濁した液が注がれているのを感じながら、ファイはすっと目を閉じた。










　目を覚ましたファイは、窓の戸を透かして入る光を見ようと寝台を降りる。戸を薄く開けば遠くの山が白く光るさまがよく見えた。もう少しすれば朝日が昇るのだろう。夜露の香る空気を吸い込んだファイは、小さなくしゃみを漏らした。
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「ファイ……なにをしている？」

「紅耀さま……」

　早く戻れと促され、ファイは再び寝台へと上がった。いつものように裸で眠る紅耀の胸に抱き寄せられ、上掛けに包まれる。

「気分はどうだ？　まだ苦しいか？」

「いえ……」

　ゆったりと打つ心臓の音に耳を当て、夢ではなかったのだとじんわり胸を温める。昨日までの熱っぽさは少しましになっていた。その代わりに腰の奥に新たな倦けん怠たいが生まれている。

「発情期のことを詳しく教えてくれるか……事と次第によっては周遊を取りやめる。ダグウッドに戻ろう」

「そんな……いけません。他の国でも紅耀さまがいらっしゃるのを、心待ちにされているのですから」

「だが、ファイの身体が優先だ。おまえはいずれ王妃となるのだから」

「……紅耀さま…………」

「不満か？　俺が匂いにあてられ、欲に負けておまえを抱いたと思っているのか」

　紅耀はすっとその空色の眸を細めた後、ファイにしっかりと視線を絡めた。眸の奥にこそ真実があるというように、じっとファイの目を覗き込む。

「ずっとファイだけが心を許せる相手だった。初めこそ兄弟のようだと言っていたし、自分でもそう思っていた。それがそのうちにそれだけでは収まらない気持ちに変わっていった……だが我らは王族。互いに守るべき民のいる立場で、濫みだりにその想いを告げるわけにはいかぬと…………これでも我慢してきたんだ」

　遠い日々。まだファイが自分で思うよりも子供だった頃、一人前のつもりでその実、紅耀に守られていた。風習の違いに戸惑い、失敗を繰り返しても紅耀は笑って許してくれ、ファイを補い助けてくれた。

　弟王子たちとしたくとも叶かなわなかったことを、ファイにしてくれたのだと思っていた。紅耀が見せてくれる親しみはそういった意味だと、勘違いしないように過ごしてきたつもりだ。けれどファイと同様に、成長した紅耀の気持ちもまた、変わりつつあったことを打ち明けられる。

「俺が心を許せるのはおまえだけだ。そして俺が生涯をかけて愛せるのもおまえだけだ……おまえが俺との子を生せるなら、この気持ちを抑える必要などない。それを知ってどれほど嬉しかったか……！　ファイ、俺と結婚し、共にダグウッドを守る伴はん侶りよとして、傍に居て欲しい」

「紅耀さま……」

「ずっとこんな日を夢見てきた……そして同じだけ諦あきらめてきた。冗談で抱きしめる以外なかったというのに、本当にファイをこの手に抱ける日が来るとは……」

　感極まった様子の紅耀に、ファイの胸も熱くなる。甘いくちづけを交わしていると、ガウンがファイの肩から滑り落ちた。

「紅耀さま……」

　求められるままに身体を寄せかけたファイの頭に、ふと以前見た光景が過よぎる。

「以前…………部屋に踊り子をお呼びになっていらっしゃいました……」

「おまえ……！　知っていたのか……」

　愕がく然ぜんとした顔をした紅耀を見て、やはりあれは見間違いでも夢でもなかったのだと知る。ふいに、温かかったファイの胸に冷たい風が吹き込んだ。

「そんな顔をするな…………諦めていたのだ。おまえを手に入れる日は来ぬと。それでいて他の誰かを妃に迎える気にもなれずにいた……おまえをこの手に抱けたのだ。もう二度とせぬ！　ファイに触れ、湧いた欲を散らすためだけに抱いたと言えば軽けい蔑べつするか？」

「いえ……！」

　ファイの肩を摑つかみ必死に言い募る紅耀を見て、ファイの心は再び温かなもので満たされる。ファイに向ける想いを持て余していたせいだと告白されれば、ファイの胸に吹きすさぶ風も春風へと変わった。

「もう一度おまえを抱きたい。夢じゃないと教えてくれ」

　明るみ始めた空が、ファイの肌を白く浮かび上がらせる。きめ細かい肌には赤い痕あとがいくつも散っていた。夜の闇の中で気づかぬうちに、ファイの肌は虫に刺されていたようだ。

「あ……虫が……寝台にいたのでしょうか」

「それは虫ではない。こうして俺が肌を吸った痕だ。おまえのことが愛しくて、俺のものだと確かめたくて残した」

「あ……」

　紅耀がファイの柔肌を吸う。ちくりとした刺激の後で唇が離れると、その場所に緋ひ紋が増えていた。以前虫刺されだと思ったあの痕に似ている。

「もしかして以前の虫も……？」

「堪えなければと思ったのだが、俺の褥しとねですやすや眠るおまえを見ているうちに、我慢がきかなくなった」

　紅耀は過去の悪戯いたずらを悪びれもせずに明かし、抗議しようとしたファイの抵抗を削そぐように、胸の粒に唇を寄せる。

「あ……あ、そこ……」

「俺も好きだが、おまえも好きだろう？　小さく震えるのがたまらなくかわいい」

　昨晩、強く吸われたせいで、赤い実は息を吹きかけられるだけでもひりひりと痛む。けれどそれすらも愛あい撫ぶとなり、ファイの身体は愛欲を高めていくのだった。

「後ろからしてもいいか？」

「はい……」

　紅耀の提案に頷うなずいたファイだが、その意味は分からずに首を傾げる。

「背中から肌を重ねたい。四つ這ばいになって胸を褥につけて……そうだ。力を抜いておけ」

　言われるがまま四つ這いになったファイだったが、上半身を寝台に押し付けることで腰が高く上がり、紅耀を求めるその場所が露わになると気づいた。

「あ……見ないでください……」

　腰を掲げたことで、昨夜の余韻が漏れて腿ももに伝う。情交の証とはいえ、粗相をしているようなその姿を、紅耀に見られることは耐え難い。ファイは必死に願い出たが、紅耀は双丘を割り開くようにして窄すぼまりを露わにした。

「尾を上げろ」

「や…………」

　ファイが動けずにいると、尾の付け根を撫なでられた。紅耀はファイがそうされるのが弱いと知っている。慌てて尾を上げると手が離れた。

「もっとたくさん注げば孕はらむか？」

「わ、わかりません…………発情期でも女性より孕みにくいとは聞いていますが」

　紅耀の指が蕾つぼみを割って入れば、ぐちゅりと音が立つ。長い時間紅耀を受け入れていた場所は、ひと眠りしたというのに、些さ細さいな刺激で記憶を戻したかのように蠢うごめき始める。差し込まれた紅耀の指にきゅうきゅうと吸い付いているのが、ファイ自身にも分かった。

「ならば毎日注ごう……発情期の間、サーバルに留まる」

「あ……ふか、い…………ぅ、ん」

　指が抜かれると同時に、紅耀の猛りが後孔に沈む。紅耀の身体がファイに覆いかぶさるように倒れ、唇が首筋を食んだ。他の格好で抱き合っているのとは違う場所を、紅耀の先端が抉る。

「気持ちいいか？」

「ん……んっ……あ、いい……です。きもちい……」

「かわいいな……本当におまえは……」

　あまり抜き差しはせずに、奥へ奥へと腰を擦り付けるように動く。これ以上ないという最奥を突かれると、ぴりぴりと痺しびれるような刺激に腰の熱が高まる。

「もっと感じろ……感じて俺の子を孕め」

「あ……ああ……う、……ん……んん、ふ……あ、」

　密着した肌が気持ちいい。触れられるだけでひとりでに声が漏れる。発情期だからということでなく、紅耀だからだ。ずっとずっと紅耀に求められたいと思ってきた。誰にも……妃となる人にも負けたくないと思うほどに。

「満たしてやる……お前の身体の奥を全て俺の子種で……しっかりと受け止めろ」

「は、い……あ、あふ、う……あ、あ、……あ」

　ぐじゅぐじゅと濁った音を立てていた紅耀の腰が止まり、腹の奥に熱い飛ひ沫まつが迸ほとばしった。それと同時にファイもまた達する。一晩のうちに何度も求められた身体からは殆ほとんど蜜みつは飛ばなかったが、確かにファイも絶頂の中にいた。
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「ファイさま……お加減はよろしいのですか？」

　紅耀の姿が見えず、ファイはふらふらと覚おぼ束つかない足取りながら、部屋を出て中庭を歩いていた。王族の住まう建物から出てきた男に声を掛けられ、ファイは足を止める。あれは確かサーバルの第一王子、レベリオンだ。

　マグノリアの祖が小型の猫だとすれば、サーバルの祖は中型の猫だ。祖先が近いこともありダグウッド国の民と比べれば、双方の体格差は少ない。全体に暗い髪色もマグノリア国の民と似ている。特徴的なのは、サーバルの種族がみな褐色の肌をしていることだろう。

　小麦色の肌は、レベリオンの柔和で美麗な容よう貌ぼうを神秘的に見せた。少し長めに伸ばした襟足の髪を、宝玉を散らした紐ひもでひとつに結んでいるのがよく似合う。

　紅耀と比べると小柄だが、ファイよりも拳こぶしひとつぶんくらい背が高い。ファイに向けられた琥こ珀はくのようなイエローゴールドの虹こう彩さいが、眩まぶしく輝いた。

「紅耀さまのお姿が見えないものですから」

「それでしたら王宮のバラ園で、貴族の姫君やわたしの従妹いとこたちに捕まっていますよ……あれほどの美丈夫だ。花嫁を探していると噂を聞きつけ、みな話しかける隙を窺っていたようです」

「そうでしたか……」

　ならば探しに行くのも無粋だろう。ファイはちくりと胸に痛みを感じたものの、「教えていただきありがとうございます」と、レベリオンに笑顔を向けた。

「いかがでしょう。わたしたちはわたしたちで話をしませんか？　話しかける隙を窺っていたのは私も同じです」

「え……？」

「どうぞこちらへ……茶の用意をさせますので」

　戸惑うものの、王族からの誘いを無下に断ることもできない。

　レベリオンが導いた先は、宮殿の庭にある東屋だった。アーチの美しい建物の中では、細かな刺し繡しゆうを施された布張りの長椅子が、八角形をした大きなテーブルを囲んでいる。

　ファイたちがそこに腰を落ち着けると、従者が爽さわやかな香りを放つ茶を運んできた。

「どうぞ。蜂はち蜜みつ漬けのリンゴを乾燥させて茶葉に混ぜていると聞いているのですが、いかがでしょう。先日手に入れたばかりの茶になります」

「ああ……それで甘いのに爽やかな……」

　ひと口含めば、蜂蜜とリンゴの風味が鼻を抜けていった。多くの国と国境を接するサーバルは、人の出入りが多い。その分、様々な国から珍しいものが集まると聞いていた。

「とても美味しいです」

「お口に合って良かった。ファイさまはダグウッドに行って四年目になられるところですね。王宮での生活はいかがですか？　やはり他国の者には暮らし辛いところでしょうか」

「いえ……そんなことは」

「実はわたしも近々ダグウッドに行き、白王に仕えることが決まったのです」

「え？　レベリオンさまが？」

　ファイと違いレベリオンは次期国王の第一候補だ。同じ王子とはいえ、ファイとレベリオンとでは立場が違う。まだサーバル王は健在であるが、他国に仕えるなど許されるのだろうか。

「今は姉が、ダグウッドに赴いているのですが、戻りたいと父に泣きついたのです。行った当時は紅耀さまの妃になることを期待していたようですが、紅耀さまは姉だけでなく、他国の姫君の誰にも興味を持たれないのですね。本当はもう意中のかたがいらっしゃるのでしょうか……？」

　ちらりと窺うような視線に、ファイはドキリとした。まるでレベリオンが、ファイと紅耀とのことを知っているかのように思われたからだ。

　もちろんそんなはずはないのだが、始まったばかりの番の関係を気恥ずかしく思うせいで、ファイは眸に動揺を浮かべてしまう。

「え、あ……どうでしょうか。紅耀さまは国のために為すべきことがあると、一生懸命でいらっしゃるので……」

「それはそうでしょうが、女性を求めるのは本能的なものだと思います……紅耀さまはそういった欲の少ないかたなのでしょうね。ともかく、姉はこのままでは嫁ぎ遅れてしまうと焦り、国に戻りたいと言い出しました」

「それで……代わりに？」

「ええ。今後また大戦が再開しないとも限りません。サーバルの民から犠牲を出さぬよう、ダグウッドの騎兵隊と連携をしていくことが大切です。まずはわたしがダグウッドの一騎士として働き、騎兵隊について学ばせていただけないかと白王さまに願い出て、許されました」

　サーバルの隣に位置する国は、虎を祖とするシニフに帰属した。つまり、すぐ隣に敵国があるということだ。マグノリアのように、遠くで起こった戦の火を見ぬうちに終戦を迎えた国とは違う。戦の再開を重く受け止めるのは当然だった。

「同じ他国出身の者同士、どうぞ仲良くしてください」

「もちろんです……わたしなどお役に立てるか分かりませんが、サーバルとは風習の違うこともあると思いますので、なんでもお聞きください」

「はい。ありがとうございます」

　見た目に違たがわず、レベリオンの言葉遣いや物腰はやわらかい。騎士として荒々しく剣を扱う姿は想像もつかなかった。だが、いずれ国を率いる立場となるのだ。いざ戦場に立てば、荒事もこなさなければならぬ時も来るのだろう。

　神秘的で美しいレベリオンに対して、初めこそ腰が引けていたが、こうして話をしたことによりファイは親しみを感じるようになっていた。

「ところで……紅耀さまは猫をお連れですか？」

「へ…………っ？」

「夜に警護についている者から報告がありました。紅耀さまのお休みになっている建物の外を回っておりました際に、盛りのついた猫の声を聞いたと」

「え……あ、…………っ、それは……」

「気のせいであれば良いのですが、いまは発情の季節。あまりに鳴くようなら、こちらでお預かりさせていただいたほうが良いかと思いまして。発情期の猫の鳴き声は苦しげに響きますから、眠りの妨げになるのではないかと…………おや？」

　警護の兵が聞いたという声は、紛れもなく発情したファイの閨ねやでの声だった。本能に揺さぶられるままに上げる声は、甲高く甘えていて、ちょうど猫の声に似ている。

　やはりレベリオンは、紅耀とファイの秘めた関係を知っているのではないか。そんな思いがこみ上げ、羞しゆう恥ちに悶もだえていると、レベリオンが視線を遠くへ投げた。

「ファイ！　どこだ」

「はい！　こちらにおります」

　レベリオンが向いたほうから紅耀の声が聞こえてきた。大きく名を呼ばれたファイは、反射的に席を立ち、東屋を出る。ファイに気づいた紅耀は、大おお股またで中庭に踏み入った。

「部屋に居ないから探したぞ……レベリオンと一緒だったのか？」

「はい。紅耀さまが、姫たちとお話し中とお聞きしたので……」

「わたしがお引き止めしておりました。これから仲良くしていただきたいと、ファイさまにご挨あい拶さつ申し上げるために」

「ああ。レベリオンは、近々ダグウッドに参るのだったな。だがファイは騎士ではない。挨拶したところで持ち場が違うぞ」

「分かっております。ですが他国出身の王子同士、ご相談させていただくことがあるかもしれないと」

「そうか。ファイ、部屋に戻れ。あまり出歩くな」

「あ、はい……」

　儀礼的な挨拶を交わしていただけというならそれでいいと、紅耀はさっと身を翻し、居室として借りている建物に向けて歩く。ファイはレベリオンに一礼すると、大股で歩き去る紅耀を小走りで追いかけた。

　居室へ入るなり、ファイは紅耀の腕に捕えられる。ファイを見下ろす空色の眸に、睫毛の陰が差していた。

「なにを話していた？」

「ですから……ご挨拶を」

「それだけか？　レベリオンから口説かれたのでは？」

「ま……まさか。そのようなこと」

　慈瑛のことを持ち出された時には、からかわれていると思うだけだったが、愛を告げられた後に聞くそれは、甘い毒を含んだ棘とげだった。紅耀の棘にちくりと刺されたファイは、必死で弁解しつつも胸を甘く痺れさせる。

「赤い頰をしていたではないか。あのように優しげな顔をした男がおまえの好みか？」

　眉まゆを寄せて苦い顔を見せられると、更にファイは胸が痺れた。紅耀は途方もない勘違いでファイを責める。それほどにファイを強く思ってくれているのだと思えば、嬉うれしさがこみ上げた。

　サーバルでは王妃は五人まで許されるらしい。そのため、王宮には多くの娘たちが出入りしていた。レベリオンはまだ妃を迎えていないようだが、綺き麗れいな女性が周りに多くいるというのに、ファイに興味を示すはずなどないと分かりそうなのだが。

「わたしはそんな浮気者に見えますか？」

　発情期だからといって誰も彼も誘うわけではない。香りは放つが、引き合う相手はひとりだ……ただひとり、紅耀だけなのだ。

「そうじゃない……だが、発情期になっておまえは艶つやを増した。最初からかわいらしい顔をしていたが、今は見る者を虜とりこにする色香が漂っている。惑わされるものが出てもおかしくない……本当は誰にも見せたくない」

　引き寄せられた腕に力が籠こもる。ふたりの間にあった空気がぺしゃりと潰つぶれ、紅耀から太陽のような香りが漂う。ふっと体温を上げた身体から、ファイの発情の香りも立ち上った。

「みっともないと笑うか？　溺れている自覚はある。だがようやく想いが叶かなったのだ。許せ」

　自じ嘲ちよう気味に漏らした言葉にファイは更に熱を上げた。上唇の先端だけを触れ合わせたかたちで、舌を舐なめ合う。甘い蜜が湧き、滴り落ちぬよう交互に舐め合っていると、くちづけは次第に深くなった。

　どうか溺れていて欲しい。発情したファイだけが溺れているのでは、この身体に溜たまる熱の行き場がなくなってしまう。マグノリアの者は番を何人も持ったりしない。

　──ただひとり。これからも、紅耀さまだけ……。

　ファイは生涯でたったひとりの番の愛あい撫ぶに、今日もまた猫のような甲高い鳴き声を上げ続けた。










　十日間の発情期が終わるまで、ファイは籠かごの中の鳥だった。紅耀に用意された建物の一番奥にある居室の、寝台の蚊帳の内側に閉じ込められて過ごした。

　外向きにはファイが病にかかり動けずにいることになっていたが、真実は違う。時間の許す限り、ファイの元に留まった紅耀の腕に抱かれて過ごした。触れられていない場所などないほどに細やかな愛撫を受け、様々な形に身体を絡み合わせて睦むつみ合った。

　この交わりで紅耀の子を宿したかどうかは分からない。けれどこれほどに愛されてできぬはずがないと思うほど、ファイは紅耀と深いところで繫つながった。

「離れたくない……だが、もしものことがあっても困る。おまえは先にダグウッドに戻れ。俺も予定を切り上げて早めに戻る」

　皆の前で大っぴらに抱き合うことのできないふたりは、居室で静かに抱擁し別れる。これが最後だと何度くちづけを交わしても、もう一度だけ……となかなか離れることができなかった。

　ファイの心中は寂しさと不安とでいっぱいだったが、大事な役目を任されている紅耀に、わがままなど言えない。

「無事にお戻りください」

　弱々しく聞こえぬよう腹に力を入れ、ファイは気丈に言った。本来なら最後まで同行するはずだったファイが紅耀のためにできるのは、笑顔で見送ることくらいだ。

「必ず戻る。だからファイも元気でいてくれよ」

　ファイはダグウッドに向かうというレベリオンに同行し、先にダグウッドの王宮へと戻ることになっていた。

「ファイを頼む」

「どうぞお任せください」

　頰に穏やかな微笑みを湛たたえて答えるレベリオンを、紅耀は軽く睨にらみつけた。

「体調を戻したばかりだ。無理をさせぬよう……ひとりで静かに過ごせるよう計らえよ」

「はい」

　レベリオンがしっかりと頷うなずいてもなお、しばらく視線を外さずにいたが、出発の時間が過ぎ騎士長に急かされるようにして出て行った。

　青い空に緋ひ色いろのマントが眩まぶしい。有翼騎士に囲まれて勇ましく馬を進める紅耀を、ファイは「ご無事でお帰りください」と祈り見送った。

「本当に紅耀さまはファイさまが大切なのですね」

「そんなことは……紅耀さまがお優しいだけです」

　もしかして主従関係を越えた甘い空気が漏れ出てしまっていたのだろうかと、ファイは慌てて否定する。けれど関係を疑るようなことを言われた気恥ずかしさは、素直に顔色に表れてしまう。昨夜も長い間抱かれていたせいで、ファイの身体にはその余韻があちこちに残っていた。

「おふたりの信頼関係が羨うらやましい。きっとマグノリアはこれからも安泰でしょう」

「そう、願っています」

　紅耀たちの姿が完全に見えなくなった頃、ファイたちもダグウッドに向けて出発する。いつの間にか花の盛りは過ぎ、季節は夏へと移り始めていた。










　紅耀が不在にしているこの機会に部屋の片づけを決める。書庫に向かうファイが中庭に出ると、庭を囲むように巡らされた水路の向こうから、レベリオンの声が聞こえてきた。その声を追ってファイが水路をぐるりと回り込めば、その先に二つの人影が現れる。背中を向けて立つレベリオンの陰にいる人物が、剣を振っているのが見えた。

「そうです。もっと足を踏み込み、鋭く……なかなか良くなってきました」

「本当か……！」

　すぐ近くまで寄ってから、ファイはその人物が紅耀の弟、李来だということに気づく。騎士服に身を包んだふたりは、剣術の稽けい古こをしていた。会話から推測するに、レベリオンが李来に指導しているようだ。

　ファイは思いがけぬ組み合わせのふたりに驚いて足を止めた。ファイがそこに佇たたずんでいることに気づかず、ふたりは稽古を続ける。

　甲かつ冑ちゆうを身に着けたまま動くのは大変なのだろう。李来が動く度に汗が散った。レベリオンが叱しつ咤た激励し、李来がそれに応えるように剣を振る。

　レベリオンに褒められた李来が笑顔を見せているのを見ていると、まるでふたりが兄弟のようにも見える。体つきは李来のほうが大きいのだが、レベリオンのもつ風格がその存在を大きく見せていた。

「李来兄さんは紅耀兄さんに憧あこがれているのに、母さんが近づかせてくれないからさ。なんか拗こじらせているんだろうな。ここのところレベリオンのことを兄のように慕ってべったりなんだ」

「……えっ？」

　突然背後から話しかけられ、ファイはびくりと肩を弾ませて振り返る。そこに居たのは李来の弟、貞宇だった。

「ああいう男は支配するほうが面白いのに」

　それだけを言うと、貞宇は住まいにしている月の宮殿の方角へと行ってしまう。

　久しぶりに顔を合わせたが、随分と大人びて見えた。貞宇はいくつも年下とはいえ、獅し子し王の子。とっくにファイよりも背丈は大きかったのだが、その表情に凛り々りしさが増しているように感じる。

　昔から李来のほうがおとなしく、貞宇のほうが活発だった。李来はいつも王妃に従順だったが、貞宇は違う。表面上逆らうことはしないものの、黙したその奥に強い意思を秘めているように感じられた。

　李来が紅耀に憧れているという話も間違いないだろう。ファイや李来のように我の強くない人間は、太陽のような輝きを持つ紅耀に強く惹ひきつけられるものだ。

「ファイ殿！」

　貞宇の後ろ姿を見送っていると、ファイに気づいてレベリオンのほうから寄ってきた。

「お加減はいかがですか？」

「もう平気です。レベリオンさまは稽古ですか？」

「はい。恐れ多くも李来さまがお相手にお選びくださったので、こうしてご一緒に稽古を」

「そうでしたか」

　レベリオンの肩越しに李来がファイを見ている。ファイは左に歩み出て、李来に挨拶をした。

「李来さま、剣術の稽古お疲れさまでございます」

「ああ……」

「李来さまももうすぐ十七歳。成人の暁には近衛騎士団の騎士たちを率いる立場になられるとのことで、これまで以上に励んでいらっしゃるのです」

「そうでしたか！」

　それならば、近衛騎士団に配されたレベリオンが相手をしているのも頷ける。現在の近衛騎士団は白王の直轄だが、成人を機にその任を李来に任せるのだろう。

　レベリオンはダグウッドの騎士に比べれば体つきは小さいが、剣の腕はなかなかのものだと噂に聞いていた。指南役に選ばれるとは大抜ばつ擢てきだ。

「お邪魔してすみません。どうぞ、お続けください」

「ではまた」

　稽古に戻ったふたりをしばらく見ていたファイは、来た道を戻ると書庫へ向かった。










　王宮の東に広がる丘には、桃色の花が濃淡をつけながら一面に咲き乱れていた。

　紅耀たち一行が今日戻るとの報告を受け、ファイに限らず王宮の者たちは今か、今かと待ちわびている。ファイも紅耀が寛げるように部屋を整え、王宮前の広場が見える場所まで出ていた。

　遠くに騎士たちの乗る馬を見つけた者が、王宮内にその到着を知らせる。紅耀を迎えるために王や王妃も姿を現し、広場は熱気に包まれていた。

「紅耀さまのお帰りだ！」

「お帰りなさいませ！」

「ご無事で何よりでした！」

　あちこちからその帰還を喜ぶ声や、無事を称たたえる声が響く。先を行く騎士たちの列が止まると、その中央を紅耀の黒馬がゆっくりと進み出た。

　──紅耀さま……！

　久しぶりに見る紅耀の姿は、太陽のように眩しい。いっそう凛々しさを増したように見えるその姿に、ファイは胸を熱くした。すぐさま傍に行きたいところだが、まずは王に帰還の報告を行うことになっている。

　紅耀が王の前に膝ひざをつくと、ざわめいていた広場がしんと静まった。

「ただいま戻りました」

「ご苦労であった。子細は晩ばん餐さんの席で聞こう。それまでゆっくりいたせ」

「はい」

　白王が広場を後にすれば、また喧けん騒そうが戻る。ぐるりと視線を巡らせた紅耀は、ファイの姿を見つけるなり破顔した。

「ファイ！」

　挨あい拶さつをしたがっている貴族や騎士の間を抜け、紅耀は真っすぐにファイに向かってくる。顔を見るのはサーバルで別れて以来だ。唇の作る三日月のような形や、ゆるやかに下がった眦まなじりを見ているだけで、ファイの胸の奥からこみ上げるものがあった。

「お帰り……なさいませ」

「帰ったぞ。元気にしていたか？」

「はい。紅耀さまも……お元気そうで安心いたしました」

　掠かすれた声でようやく返すと、紅耀は輝く眸を眩しそうに細める。凛々しい顔に優しさが溢あふれるその表情が、ファイは大好きだった。

「挨拶を済ませたらすぐ部屋に戻る。先に戻って待っていてくれ」

「はい」

　人の輪に戻ると、紅耀たち一行のために集まってきた人々に挨拶をして回る。誰もが紅耀の帰還を喜び、話をしたがっていた。

　部屋に戻るのはかなり時間がかかりそうだと思いつつ、ファイは紅耀の私室へと向かった。

　そわそわと落ち着かない気分で待つファイは、部屋の中を行ったり来たりする。鏡を覗のぞけば、頰や唇は化粧を施したように赤く色づいていた。それはファイの恋と欲の証だ。

　──早く紅耀さまの腕に抱かれたいなんて、はしたないだろうか。

　ファイが自問していると、夕暮れも近くなって、ようやく紅耀の足音が近づいてくる。力強く規則正しいその足音を、ファイが聞き違えるはずもない。

　扉を開けると、飛び込むようにして紅耀が入ってきた。騎士の装備は既に解かれており、体の逞しさがよく分かるシャツ一枚になっている。

「ファイ！」

　挨拶は一度済ませたというのに、紅耀はファイの両頰を手のひらでしっかりと包み、「帰ったぞ」と言う。愛しげに見つめられ、改めてファイは紅耀が目の前にいる幸せを嚙かみしめた。

　押し付けるようにして触れ合わされた唇は、その温かさを確認するように二度三度触れたのち、深く合わされる。互いの存在を舌先で確認するように絡め合った。

「元気だったか？　身体に辛いところはないか？」

「はい。紅耀さまも、お変わりはございませんか？」

「ああ。サーバルの後に訪れた国々も歓迎してくれていたし、種族により風習が違うことを知ることができて興味深かった。どの国も平和を望む気持ちは同じだ。再び戦を起こさぬように、気を引き締めて行かねばな」

「はい」

　充実した周遊だったことが分かり、ファイまでもが嬉うれしくなった。きっと紅耀はダグウッド王を継いだとしても、民の気持ちの分かる良い王として君臨するだろう。

　うっとり見つめていると、紅耀の手がファイの平らな腹を撫なでる。

「折を見てファイのことを王に話そうと思っている。おまえを妃として皆の前で披露したい」

「紅耀さま……」

　──離れていても紅耀さまのお心は変わることがなかったのだ……！

　紅耀の姿を見てからずっと胸の奥に湧き上がっていたものが、とうとう堰せきを切ったようにファイの眸から零れ落ちる。サーバルでの約束は本当だったのだ。

　頰を濡ぬらすものは、紅耀と離れて過ごす間に積もったファイの不安を押し流してくれる。

「よもや嫌がって泣いているのではないだろうな？」

「まさかそのような……！」

　冗談めかして言う紅耀に反論するが、それ以上言葉が続かない。胸につかえていたものがどんどん溢れてくるせいだ。泣き止む気配のないファイを紅耀は胸に引き寄せ、大事に腕に囲い込む。

「晩餐の前におまえを抱こうと思っていたが、時間がなくなった。夜にゆっくりと再会を楽しもう」

　ファイが紅耀の胸に顔を押し当てたまま頷くと、紅耀はファイの顎あごを摑つかみ、唇を寄せた。
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　晩餐へは他国から来ている王族たちも招かれていた。ファイも正装に着替え、王族の連なるテーブルの末席に着く。隣にはサーバル国の王子、レベリオンが座った。襟元の刺し繡しゆうが見事な碧みどり色の上衣は、レベリオンの整った顔立ちをいっそう華やかに見せている。

「無事に紅耀さまが戻られて安心されたでしょう」

「はい……長い旅でお疲れのようでしたが、ご病気などなく安心いたしました」

　王宮内の警護を行う近衛師団の騎士となったレベリオンは、新しい環境に慣れるのに忙しいようだ。王宮内で見かけることもあるが、任務中と分かれば声を掛け辛い。結局話をしたのは李来と剣の稽古をしているところに行き合った時だけだ。同じ王宮に住まっていても、なかなかゆっくり話をする機会は取れていなかった。

「ダグウッドは何もかも規模が違いますね。体格が違うので建物などの大きさもそうですが……」

「それに国土もマグノリアとは比較にならぬほど広いのです。マグノリアはダグウッドのひとつの村ほどの大きさしかありません。この広大な土地を治められている白王の偉大さに感服いたします」

　レベリオンとたわいもない会話を交わしていると、王族が上座に揃そろう。普段より更に着飾った王族はそれぞれが輝きに満ちて美しい。

「紅耀が周遊より戻り、それぞれの国の様子を聞くことができた。どこも平和が保たれており、他国からの脅威も迫っていないようだ。これからも民の平穏な生活が守られるよう、力を合わせて臨もう」

　白王の発言に、大臣や貴族、重職に就く騎士たちが頷うなずく。大戦が終わった後、ダグウッドに来たファイは、一度も他国の脅威を感じることはなかったが、白王は今の安寧が一時的なものだと考えているようだ。

　騎士たちは訓練を怠らないし、有翼騎士団を率いる紅耀も戦闘に備えている。もし本当に戦が再開されれば、紅耀が戦闘の第一線に立つことになるかもしれないのだ。そうなれば、ファイは生きた心地がしないだろう。

「それからひとつ報告しておくことがある。真意のほどは測りかねるが、先日マートル国より婚姻の申し入れがあった」

　白王の言葉に場がざわめいた。マートル国は熊を祖とする種族で、先の大戦で敵国として戦った相手だ。戦闘態勢に入ったマートル国の男たちは、体を巨大化させ強大な力を振るうという。巨大化した男たちとの戦闘は、体つきのいいダグウッドの騎士たちでも苦戦したそうだ。

「ダグウッドと友好な関係を築くための礎としたいとのことだが、他の思惑がないか調べる必要がある。だがもし本当にマートル国と和平を結ぶことができると判断されたなら、申し出を受けようと思っている」

「婚姻とおっしゃいますと……王族と？」

　声を上げたのは王の側近である大臣のひとりだった。驚いているところをみると、大臣にさえ婚姻の申し入れは明かされていなかったのだろう。

「もちろんだ。年齢を考えれば相手は紅耀がふさわしいだろう。以前より、紅耀が身を固め、国政が安定すれば王位を譲るつもりでいた。マートルと確固たる関係を築くことは、紅耀自身のためにもなる」

「え…………？」

　ファイの戸惑いは、晩餐に招かれた人々の歓声に飲み込まれる。第一王子である紅耀が妃を迎え、王座に就く用意を整えることは、国民の願いだった。その上、婚姻により脅威のひとつであるマートル国との友好関係が築かれるとなれば、願ってもないことだ。沸き返る人々に反して、ファイの心はしんと冷えていく。

「白王それは……」

　白王の隣で紅耀は戸惑いを顔に浮かべている。けれどどんな会話を交わしているのか、離れた席に座るファイのところまでは届いてこない。

「実現すれば凄すごいことですね」

「あ…………はい」

　レベリオンは素直な驚きをファイと共有しようと語り掛けたのだろう。けれどファイは、その言葉にまともな返答をすることはできなかった。

　──紅耀さまがマートルの姫と……？　まさかそんな……さきほどは何もおっしゃっていなかったのに……。

　乾杯ののち、広間には楽しげな空気が満ちる。紅耀と有翼騎士団が無事に帰還したことに加え、新たな国の幕開けとなるだろう紅耀の婚約話について、誰もが興奮気味に言葉を交わしている。

　それから晩餐が終わるまで、ファイは自分がどんな顔で過ごしたのか、誰と会話を交わしたのかも覚えていない。紅耀の従者として一番に喜ぶべきだと分かっているのに、取り繕うことすらできていなかったかもしれない。

　気づけばファイは自室に戻っており、寝台の上でぼんやりと座り込んでいた。










「ファイ……いるか？」

　扉を叩たたく音にはっと我に返る。紅耀の声が聞こえた気がしたが、確信を持てずに扉を眺めていると、「入るぞ」という声と共に紅耀が入ってきた。

「明かりも無しに……」

　暗がりに座り込むファイに気づいた紅耀が明かりを灯そうとしたが、ファイは慌ててそれを止めた。

「暗いままで…………どうか」

　まだ紅耀の顔を見る勇気はなかった。王族が国民のために尽くすのは当然のことだ。白王がダグウッドのために、マートル国からの婚姻の申し入れの受諾を考えるのも無理はない。白王が決めてしまえば、紅耀が逆らうことなどできないだろう。

　紅耀はファイを妃にと言ってくれたが、帰属しているマグノリアのファイを、妃に迎える利点はない。条件を比べた時、どちらが紅耀の妃に相応しいかは考えるまでもなかった。

「ダメだ。身体を冷やしてどうする……おまえの腹に俺たちの子がいるかもしれないんだぞ」

　子どもを抱くように紅耀はファイの身体を真っすぐに抱え、腿ももの裏を支えた。身体が揺れて驚いたファイは紅耀の首に腕を回して縋すがりつく。

　ファイを抱き上げたまま部屋を出た紅耀は、自らの部屋に入ると真っすぐに寝台に向かった。身体を降ろされた天てん蓋がいの内側には、ファイが紅耀のために飾った花の香りが満ちている。

「白王の言葉を聞き、俺のことを疑っていたのだろう？　不安な思いをさせて悪かった……だが、俺もあの時初めて聞かされたのだ」

　向き合った身体を紅耀が力いっぱい抱きしめる。香を焚たきしめた衣服から立ち上る香りに、ファイは顔を埋うずめた。紅耀から森を駆け抜ける風の香りがする。木や緑や砂、それから太陽の香りだ。

「まだファイのことを話していないせいだ……先に言っておけば王もあのようなことを言わなかったはずだ。案ずるな……俺はおまえを愛している」

　紅耀の言葉にファイの眸から涙が零れ落ちた。晩ばん餐さんの席で白王の言葉を聞いてから、ずっと心に溜ためていた思いが溢れるように、次から次へと涙となって頰を滑り落ちていく。

　愛しているという言葉が、ファイのささくれ立っていた心を優しく撫でた。

「ようやく帰ってこられたというのに、おまえの泣き顔しか見られないのは辛い。許せないという気持ちがあるなら全部俺にぶつけてくれ……決してファイを裏切るようなことはしない」

「紅耀さま……」

　優しい手が頭から背中をゆっくりと撫で、その真心を伝える。軋きしんでいた胸がすこしだけ安らいで、ファイは顔を上げた。紅耀は苦しげに顔を歪ゆがめている。本当にファイを裏切るつもりはないのだと信じてしまいたい。

「明日にでも、白王に話す。そもそもマートル国の申し出を受けるかどうかも決まったわけじゃない。大丈夫だ」

　濡れた頰を拭ぬぐう手にファイは顔を摺すり寄せた。もっと触っていて欲しい。もっとしっかり抱きしめていて欲しい。堪えきれずにファイは自ら紅耀を誘う。

「どうか昼の続きを……」

　ファイの求めに応じた紅耀は衣服を脱いだ。月明りが紅耀の肌に陰影をつけていく。その美しい窪くぼみにファイはそっと唇を寄せる。胸と胸の間の窪くぼ地ちを吸うと、汗の香りが立ち上った。そのまま腹へくちづけを降ろしていくファイを、紅耀が止める。

「おまえの綺き麗れいな肌を愛でたい」

　ベルトが解かれ、胸元で重なっていた布が左右に開く。紅耀はクルハの下のシャツのボタンを外すと、その合わせ目に両手を差し込んだ。両側に開いたシャツの胸元に手のひらが滑る。内から外にたどった手は、親指の腹だけを胸の尖とがりに残した。

　紅耀は捕らえた小さな凝りを指の腹で押し込むようにして弄った。

「あ……っ、や…………」

　ただそれだけでファイの身体は悶もだえだす。紅耀は鼻先を首元に埋めて、ファイの香りを確かめるようにくちづけた。

「まだ薄く香りが残っている……ああ、ようやくファイを抱けるのだな」

　胸の粒を揉もみこんでいた指が離れると、代わりに紅耀の唇が周りの色づきごと口に含んだ。吸い上げるように丸い膨らみをかわいがりながら、ざりざりとした舌の突起で丸みの先を舐なめる。

「やあ……っ、ん……紅耀さま……」

「かわいい声をもっと聞かせろ。なにも案ずるな。どろどろに蕩とろけてしまえ」

「ああ……ぅ、ふ……ん、ん……っ、あっ、そこ……」

　巧みに舐めしゃぶられていると、じりじりと腰の奥が痺しびれだし、ファイは腰を揺らす。下した穿ばきに擦れている陰茎の先端からは透明な蜜みつが溢あふれ、布を湿らせていた。

　ファイがはしたない身体をもぞもぞと揺らしていると、下肢に潜った手が蜜を零す茎を握った。

「ここは変わりなく元気なようだな」

「紅耀さま……！」

「服を脱いで早く確かめさせてくれ」

　紅耀がじっと見守るなか、ファイは中途半端に開かれていたシャツのボタンを外す。あたたかい季節になり、シャツの下は素肌だった。ズボンを降ろして下着ごと引き抜けば、ファイの肌も欲情も全てが露わになる。

「可か憐れんな茎がもう蜜を零しているな……吸って欲しいか？」

「あ…………いや……、だめです……」

「本当にそう思うのか？」

「わたしはいいのです。紅耀さまの無事を確かめさせてください」

「そう言うな」

　紅耀の手が若茎をゆっくり擦りあげ、浮かんでいた露が滴るまで溢れさせた。膝ひざ立ちでゆるい刺激を与えられたファイは、きゅっと尻しりに力を込める。それでも抑えきれない官能が身体を揺らした。素直に甘えないファイを紅耀は焦じらしている。

「俺に吸って欲しいと言え」

「いやです……そんなこと……」

「サーバルでは何度もさせたではないか。もっと、わたしのこれを吸ってくださいと鳴いて、俺にかわいがらせていたぞ」

　それは発情の熱に浮かされていたから言えたことだ。発情の熱が去ったいま、紅耀を求める気持ちにひとつの変わりがなくとも、素直に求める言葉を口にするのは難しい。いやいやとゆるく頭を振っていると、紅耀は新たな手で攻めてくる。

「ではこっちはどうだ？　いじらしい胸の飾りは」

「ああ……っ」

　雄茎を弄るのとは違う手で、ファイの胸の尖りが摘まれる。ぷくんと立ち上がった粒を強く揉みこまれれば、天を向いた雄芯しんはいっそう濡ぬれた。飾りでしかない小さな実は、自分で触れても感じないのに、紅耀の手にかかれば噓のように淫みだらな声を奏でるための道具となる。

「どうして欲しいか言ってみろ」

「あ……あ、だめ……っ、あ、あんっ、出て……出してしまいます」

「ひとりで出すのか？　いやらしいな……俺というものがありながら、目の前で見せつけながら自分だけ気持ち良くなるとは」

「あ、ちが……」

　ひとりで出してしまいたくないから放して欲しいというつもりで言ったのに、後ろから回した尾で紅耀はもう片方の尖りを撫なでる。

「んふ……あっ！　……ン」

　新たな刺激が重なり、抗あらがう間もなくファイは達した。若茎から飛び散った液が、肌や紅耀の服を濡らす。

「出してしまったな……」

　くたりと寝台に座り込んだファイを紅耀が責める。余韻で呆ほうけている前で、紅耀は服を脱ぎ、筋肉が隆々とした裸体を見せつけた。

「意地悪をなさらないでください」

「意地悪か……おまえをゆっくり見て、確かめたかったのだ」

　紅耀はファイを押し倒すと、白濁を飛ばしたばかりの茎を含んだ。発情期を終えたファイの身体は後孔を愛液で潤すことができない。口での愛あい撫ぶをしながら、紅耀は身体を洗う時に使う水草でできた液体を、指で穿せん孔こうに塗り広げていく。

「あ……あ……」

　濡れずとも後孔で得た快感の記憶は消えていない。器用にファイの弱い場所をくすぐる紅耀の手により、身体が淫らに開かれていく。

「紅耀さま……早く…………」

　早くひとつになりたいと呼ぶ声に、紅耀が笑みを広げる。真っ白い膝裏を摑つかむと胸に着くほどにファイの足を折りたたむ。そうして淫らな顔を覗のぞかせた後口に猛りが添えられ、ゆっくりとした動作でファイの腰に太い杭くいが撃ち込まれた。

　紅耀の半分ほどしかないファイの細腰が壊れてしまいそうなほど、紅耀の杭は力強い。けれど紅耀の指によって蕩けた後孔は難なくそれを引き込み、吸い付いた。熱く蕩けつつも放すまいとする内襞ひだの動きに、紅耀は小さく呻うめいた。

「悦よすぎるぞ……」

「ああ……ぅ、紅耀さま……あつい……い、……っ」

　紅耀のものが埋まる場所より、もっと奥が熱く疼うずいていた。深くに紅耀を誘おうとファイは腰を揺らす。

「もっと奥に……もっと……」

「おまえが欲しいだけくれてやる」

　紅耀の抽挿が激しさを増す。発情期の終わったファイを気遣っていた紅耀が、欲をむき出しにしてファイを抉えぐった。小さな痺れが繰り返し襲い、大きな波となりファイを包む。

「んっ、はい……あ、もう……」

　無理と呟つぶやいたファイは摑んでいた紅耀の肩にきゅうと力を込める。爪が食い込みそうなほど強く摑むと同時に全身がぴくぴくと震えた。

「くっ……」

　ファイの締め付けに呼応して、紅耀もまた最奥に白濁を散らした。温かい感触が広がり、ファイはまたぴくりと身体を跳ねさせる。たった一度では逃しきれないほどの熱が、まだ身体の奥に渦巻いていた。

　けれど紅耀はずるりと自らの雄を引き抜くと、ファイの隣に伏した。

「命に代えてもおまえを守る。ダグウッドのためにすべてを捧ささげると決めて生きてきたが、ファイのことも裏切りはしない。俺が愛するのはおまえだけだ……何があっても変わらない。いいな？」

　くたりと横たわるファイに言い聞かせるように告げた後、紅耀はファイの身体を胸の上に抱き上げた。頰に響く胸の音に耳を傾けていると、紅耀がファイの髪をゆるゆると撫でる。

　しばらくそうしていると、紅耀は滑り込むように眠りに落ちていった。長旅の疲れが出ているのだ。交合により鼓動を速めていた胸も、しだいにゆっくりと落ち着いていく。ファイはずっと抱かれていたい気持ちを振り払い、紅耀の胸から降りた。

　月明りを届ける窓にカーテンを引き、闇の深くなった部屋でまたファイは紅耀の褥しとねへと戻る。

　紅耀に抱かれている間は、ふたりの心が離れるなど考えられなかった。けれどこうして肌の熱が引いていくと同時に、また不安な気持ちが沸き起こる。

　どれだけ紅耀が願ったとて、叶かなわぬ願いもあるだろう。ファイのことを守ると言ったが、引き換えにダグウッドの民を蔑ないがしろにするような紅耀ではない。

　どちらかを天てん秤びんにかける事態になれば、紅耀はダグウッドの民を選ぶだろう。王族に生まれたファイには、それが正しい選択だと理解できる。民を最優先にすることこそが王族の務めであり、矜きよう持じだ。紅耀を愛するがこそ、そこを見誤るようなことをしてはいけない。

　ファイは眠る紅耀に肌を寄せ手足を絡め合った。だがそうしていても、心の奥に巣食う不安を拭い去さることはどうしてもできなかった。










　膿うんだ心を月明りが浄化するという言い伝えは本当だろうか。紅耀が周遊から戻り十日が経った今も、ファイの胸は大きな石が詰まったかのように重く沈んだままだ。

　ファイは、月明りをたっぷりとその身に浴びた後、赤の宮殿を出て太陽の宮殿の内廊下を歩いた。左手に行けば、ひと月前に晩餐会の行われた広間がある。

　だがそちらへは進まずに真っすぐ廊下を進むと、突きあたりには大きな絵が掲げてあった。有翼の獅し子しが五頭描かれたものだ。

　ファイは紅耀に伴われて初めて目にした時から、その絵が大好きだった。

　太陽の宮殿の王座に集まる五頭の獅子は、誰も彼もが気高く美しい姿をしている。背に広がる大きな翼が今にも躍動し、飛び立っていきそうに見えた。

　唯一ダグウッドの王族のみが持つ姿を描いた、この威厳に満ちた肖像は何度見てもファイをうっとりとさせる。

　そうして同時に、やはり他種族のファイが王族の妃になるなどおこがましいことだと、思うのだった。紅耀を愛するからこそ、紅耀に一点の曇りも生んではいけない。

　ひとしきり絵を眺めたファイは、王宮の裏手にある厩うまやに向かって歩く。

　紅耀は不安を全て打ち明けるよう言うが、どうしてもこの卑屈とも思える胸の内を吐露することはできなかった。

　愛しているという気持ちだけでファイに紅耀を縛ることなどできない。ダグウッドと比べるにも値しない小国とはいえ、王族として生まれたファイは、王族の婚姻が当人同士の感情だけですんなりといかないことを知っている。

　紅耀の立場を思えば、白王の勧める相手と結婚することが望ましい。ファイが身を引くべきなのだ。

　──分かっている、だけど……。

　理解していても気持ちが伴わず、ファイは紅耀にその覚悟を告げられずにいる。

　有翼の獅子が居並ぶ絵画の前から離れたファイは、宮殿を出るとウミとハナのいる厩を目指す。間もなく成人を迎える李来は、最近になってウミより大きな馬に乗り換えた。森の手前にある牧草地では、役割を終えたウミが草を食みながら、自由に駆けまわっている姿をよく見かける。

「ウミ……ハナ」

　馬たちの世話係を解かれ、紅耀の元に行ってからもファイは頻繁に厩を訪れていた。ファイに毛繕いされるのが好きな二頭は、ファイが訪れると尾を揺らして喜ぶ。

「毛を梳すいてあげるね……順番だ」

　毛並みを整えるように丁寧にブラシを動かすと、ウミは鼻を伸ばして満足げな様子を見せた。無心になってブラシを動かしていると、悩みを忘れ気持ちを安らげることができる。今夜もそうなることを期待して厩に来たが、訪れるはずの安らぎが訪れない。ウミとハナを前にしても紅耀のことが頭から離れていってくれなかった。

　惑いのなかにいるファイとは違い、紅耀の決意は固い。一週間前の朝、いつものように白王と朝あさ餉げを共にした紅耀は、胸の内を打ち明けるため、白王との懇談の場にファイを招いた。

　庭園に面したサンルームは、冬場でも光が満ちるよう計算して建てられている。日差しの多いこの時期は日よけが張ってあり、窓から通り抜ける爽さわやかな風を感じられる、気持ちのいい空間だった。

　人払いをすませたサンルームに入ると、ふたりは丸いテーブルを向かい合わせに囲んでいる。調度品は金の装飾が抑えられ、王の過ごす部屋にしては小ぢんまりと設しつらえてあった。

　そのせいか、白王も執務中より寛いだ様子に見える。それでもファイの緊張はいや増していた。大それたことを申し出ようとしていることを、十分すぎるほど理解しているせいだ。

「白王、話というのはわたしとファイのことです」

　紅耀はファイを隣に迎えると立ち上がり、白王へと申し出る。紅耀の声も緊張からか僅わずかに硬くなっていたが、食後の茶を飲んでいた白王は構えることなく視線だけを上げた。

「先般のマートル国からの婚姻の申し出、お受けするわけにはまいりません。わたしは既にファイを伴はん侶りよとして迎えることを決めているからです。マグノリアの一族には発情期が年に二度訪れる。わたしとファイは、春先の発情期の際に契りを交わしました。ですから、どうかマートル国の姫との婚姻については考え直して欲しいのです」

　婚姻を回避するための欺ぎ瞞まんではないと示すためか、紅耀はふたりの関係について赤裸々に告白した。ファイは緊張が高まりすぎたせいで眩暈めまいに襲われる。だが、白王は冷静だった。

「種族を越えた婚姻、マートル国の申し出を検討すると言った我が、頭から否定するわけにはいかぬ。だが王族の血脈についてはどう考える。それを疎おろそかにするというのであれば、おまえに王位を譲ることはできぬ」

「その点については、わたしも長い間憂慮してきました。心はずっとファイにありながらも、立場を思えばそれを告げることもできずにいた。ですが発情期を迎えたマグノリアの一族は、番となった相手の子を孕はらむことができるのです。男であってもそれは変わりません」

「なんと……」

　さすがにそのことを知らなかった白王は、驚きをみせた。だが一呼吸置いた後に告げる。

「おまえの気持ちは分かった。とはいえこの場で返答できるような些さ末まつな問題ではない。時が来るまで誰にも明かさずにいよ」

「……承知いたしました」

　明確な否定ではなかったが、肯定でもない。白王の賢明さが、紅耀の願いを一刀両断にすることを拒んだだけだろう。共に辞した紅耀は、「大丈夫だ」と頷うなずいて見せたが、ファイには白王の返答を前向きに捉とらえることはできなかった。

　──時が来れば紅耀さまはマートル国の姫君と婚姻を結び、わたしは王宮を去ることになるだろう。

　香久の番がマグノリアの一族にとってどれほど特別な関係か、他族である白王に理解してもらえるはずもない。たとえ理解を示してくれたとして、王族の婚姻は気持ちや運命に左右されるものではないと言われればそれまでだった。

「どうしたらいいのかな……」

　今のところファイに懐妊の兆候はない。三か月ほどは体調も見た目も変わらないと聞いているが、どうしてもファイには自分の身体に新しい命が宿っているとは考えられなかった。

　もちろん子どもができたからといって、マグノリアのように紅耀と結婚できると考えているわけではない。心配しているのは別のことだった。

　発情期に営みを持って命を宿さないということは、紅耀は香久の番ではない可能性が出てくる。あの時は熱情に促されるままに紅耀を求めたが、それが紅耀を慕う気持ちに影響されたせいなのかもしれない。

　時が経った今では、間違いなく紅耀こそが唯一無二の相手だったのか、ファイは自信が持てずにいた。もし勘違いだとすれば、おのずとファイの取るべき道は決まる。

「やはりファイ殿でしたか……」

「え……？」

　靴音と共に響いてきた声に振り返ると、レベリオンが厩に入ってくるところだった。騎士服を纏まとっているところから、近衛騎士団の職務中だということが窺うかがえる。

「人影が見えたので念のために確認に来ました。こんな時間にどうされたのですか？」

「申し訳ありません。夜分に勝手に出歩いて……」

「いえ、戒めるつもりはないのです。ですがここは王宮の一番奥。裏の森から獣が迷い出ぬとも限りません。念のため御用が済むまで警護させていただきますね」

「そんな……」

　申し訳ないとファイは断るが、レベリオンは仕事のうちだと取り合わない。ファイは毛繕いに戻るが、レベリオンを待たせていると思うと、落ち着かなくなる。いつもより手早く毛繕いを済ませると、もっとしてくれとウミが甘えた。

「ごめん……また来るから」

　今日は終わりだと鬣たてがみを撫なで、ファイは厩を出る。

「もうよろしいのですか？」

「はい」

　王宮に戻るファイに付き添うように、レベリオンが隣を歩く。月に照らされた影がふたつ、淡く長く伸びた。

「実はわたしと入れ替わりで、サーバルに戻った姉が結婚することになりました」

「あ……そう、なのですね。おめでとうございます」

「まだ戻ってふた月も経たないというのにと、驚きましたか？　父は姉が戻ると決めた時から相手を見定めていたようです」

　ファイを見つめるレベリオンのアンバーの眸が、月明りで煌きらめく。唐突に切り出されたことで驚きはしたが、その結婚の経緯は納得できた。

　王族の婚姻とは本来そういうものなのだろうと思う。猫族は少し事情が違っているが、他国ではそうして血は受け継がれてきたのだと、ダグウッドに来て学んだ。結婚は愛によって成されるものではなく、その立場に見合う相手が選ばれ決められていく。

　ファイの祖国マグノリアでも、王族に限っては子どもが生まれてからでなければ、結婚ができないという決まりがある。血を繫つないでいくため、子を産めない者は王族の伴侶として認められないのだ。その結果、匂いで引き合った相手とは別の相手と番った王族は幾人かいた。

　事情は違えども王族に生まれたからには課せられた責務がある。紅耀とマートル国の姫との婚姻の話が出て以降、ファイはそのことを痛切に感じていた。

「結婚といえば……紅耀さまの婚約の件、どうなるのでしょう」

　紅耀のことを持ち出され、とうとうファイはバラ園の端で足を止めた。今は花もなく蜜みつを求めて舞う蝶ちよう々ちようの姿も見えない。

「どう……とは？」

「マートル国が本当に和平を望んでいるのか……」

　レベリオンの声は重々しい。マートル国が、確固たる和平を築きたいという理由で婚姻を申し込んだことを、疑っているようだ。

「どうしてそう……思われるのでしょうか」

「根拠があるわけではありません。ただ……元より裏切りを予定しているなら、内部に手引きする者を入れるのは策として有効です。妃となれば権力もあり、ダグウッドの様々な情報を得ることができる。その上紅耀さまの気持ちを掌握すれば……」

　レベリオンの意見を聞き、ファイは鳥肌を立てた。本当にそうなればダグウッドは多大な被害を受けるだろう。紅耀が気を許したあとで無防備なところを狙えば、その命すら奪える。

「そんな…………」

　恐ろしい想像ばかりが頭の中に広がっていく。

「すみません、怖がらせてしまいましたね。大丈夫ですか？」

　レベリオンがファイの腕を撫でた。月明りでもファイが暗い顔をしているのが見えているのだろう。レベリオンはファイの肩を抱くようにして距離を近くすると、ごく小さな声でファイに囁ささやいた。

「異変に気づいたら真っ先にファイさまにお伝えします。その時はファイさまが紅耀さまをお守りください…………サーバルの王族が持つ力をご存じですか？」

「いえ……知りません」

「紅耀さまや白王さまが特別な姿に変わることができるように、サーバルの王族もまた特別な力を持っています。強く念じれば、遠く離れている人間に想いを飛ばすことができるのです」

「想いを……飛ばす？」

　言われたことの意味が分からず、ファイはレベリオンの言葉を繰り返した。

「ええ。頭の中に直接語り掛けることができるのです」

　聞けば、レベリオンたちサーバルの王族の特別な力というのはこういうものだった。相手の顔を思い浮かべて頭の中で語り掛けると、その声を相手に届けることができるというのだ。声はまるで向かい合っているかのように鮮明に届くらしい。

　手紙のように届くまでに時間を要することもない。いま思い浮かべたそのままが、相手の頭の中に届くという。

　相手もサーバルの王族であれば、互いに声を届け合うことで、離れていても会話することができるというのだ。

「姿が見えないほど遠くにいても可能です。それでわたしたちは、ダグウッドの王宮にいた姉と連絡を取り合うことができたのですから」

　にわかには信じがたいが、レベリオンの目は真剣だ。声にしなくとも想いを伝えることができるというのは凄すごいことだった。使者を送る必要はなく、いつでも自らの言葉を相手に伝えられるのだ。

「ですから、何か不穏な動きに気づいた時には、ファイさまに直接語り掛けます。ただし…………この力のことは誰にも教えないと約束してください。紅耀さまにも」

　本来は王族以外には教えない秘密なのだという。秘密を明かしたことを知られればレベリオンが罰せられると聞き、ファイは誰にも教えないと約束した。

「でもどうしてそんなに親切にしてくださるのですか？」

「国を離れ、祖国のために頑張る仲間だからです……仲良くしてくださいと言ったでしょう？」

　肩に回していた手を離したレベリオンは、ファイの頭に手を伸ばすと、髪から白い花びらを摘まみ取る。いつの間にか髪に絡めていたらしい。小さな花びらだが、鼻先を掠かすめて通ると良い香りがした。

「なにをしている？」

　レベリオンが摘み取った花びらをファイの手のひらに置いていると、紅耀の鋭い声が響いた。

「紅耀さま……」

「夜半にどのような用件だ？」

「あの……厩うまやにひとりで居たものですから、レベリオンさまが心配してここまで付き添ってくださったのです」

　友好的とは言えない紅耀の声を聞き、ファイはレベリオンを庇かばった。サーバルで出会った時から紅耀はレベリオンに良い顔をしない。それはレベリオンがファイに、好意を抱いているのではないかと疑っているせいだが、レベリオンにそんな気がないことは、ファイが一番分かっている。それゆえに庇うのだが、それすらも気に入らないようだ。

　ファイの説明を聞いた紅耀の表情がますます剣けん吞のんなものに変わり、慌ててレベリオンの傍を離れる。

「もう戻るところでしたから」

「わたしも仕事に戻ります」

「レベリオンさま……送っていただきありがとうございました」

　礼を言ったファイが紅耀の隣まで行けば、強引ともいえる強さで肩を抱かれた。その上きつい口調で咎とがめられる。

「王宮内とはいえ、夜中に勝手に出歩くな」

「……はい」

　肩を抱かれたままレベリオンに背を向けると、赤の宮殿に向かって歩き出す。紅耀が眠ったのを確認して寝台から抜けてきたが、ファイの不在に気づいて探しに来てくれたのだろう。

『おやすみなさい』

「え……？」

　紅耀の足取りに合わせて歩いていると、レベリオンの声がした。慌てて振り返るが、別れた場所にレベリオンはいなかった。とても近いところから聞こえた気がしたが勘違いだったようだ。
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　──これが想いを飛ばすということなのだろうか……。

　首を傾げていると紅耀が訝しげにファイを見た。慌ててなんでもないと誤魔化すと、紅耀の眸は疑いを深くする。

「逢あい引びきしていたのではないな？」

「違います」

「あいつはおまえに馴なれ馴れしい……」

　妬と心しんを覗のぞかせる紅耀を見て、ファイは申し訳なさと同時に嬉うれしさも感じる。まだマートル国の姫君との婚姻の話は動き出してもいない。だが、今回の申し入れが纏まらずに終わったとしても、ファイがすんなりと紅耀の妃となるはずもなかった。

　──きっといつか紅耀さまと離れなければならない。

　離れたくはない。けれど、ファイは日に日に諦あきらめの気持ちが強く胸を占めるようになっていた。

　──できるなら、その別れの日まで少しでも長く紅耀さまに愛されていたい。

　いまはただ、ひっそりと願うのみだ。

「冷えていないか？」

　紅耀は自室近くになりファイの身体を持ち上げる。そんな風に温かい気持ちでファイを想ってくれる紅耀がありがたくて嬉しくて、抱えられたままファイは紅耀のくちづけを受けとめた。










　王宮群の奥、ひと際華やかな装飾を施された月の宮殿に、白王と王妃を始めとした王族の居室がある。紅耀があまり出入りしないため、ファイがこの場所を訪れることは滅多にない。

　ここの廊下を歩けば、ダグウッドに来た翌日、王妃に勘違いを正された時のことを思い出し、胸の辺りが重苦しくなった。

　王妃とはそれ以来、殆ほとんど言葉を交わすこともないが、どこか苦手だという意識がある。初めてふたりで対面した時に、顔を背けられた記憶のせいだろう。

　そんな場所をファイが歩いているのは、王妃に呼び出しを受けたためだった。

　──なんのご用だろう。わたしをお呼びになるなんて。

　呼び出しの理由は聞かされていない。ただひとりで来るようにと言われただけだ。

　侍女からその言こと伝づてを聞いた時も、なにかの間違いではないかと思ったくらいだが、呼び出しを無視するわけにもいかない。半信半疑のままファイは王妃の居室を訪ねた。

「王妃さまをお訪ねいたしました」

　取次ぎの侍女に伝えれば、廊下で待つよう言われる。しばらくして取次ぎを受けたファイは、王妃の私室に続く小部屋に通された。

「お入りください」

　中にはまた別の侍女がいた。侍女の導きで王妃の間に入ることのできたファイは、ご機嫌伺いの挨あい拶さつをする。だが、椅子に座り扇で半分ほど顔を覆った王妃は、それに応えずファイに命令を下した。

「服を脱ぎなさい」

　ファイが顔を上げるなり王妃は、ぴしりとした声で言い放つ。思いもしない言葉を掛けられて、ファイは目を瞬かせた。王妃の命令とあらば、どんなことでもしなければならない。だが、服を脱ぐよう言われるはずがないと、ファイは自分の耳のほうを疑う。

「さっさと服を脱ぎなさい」

「……あの、それはどういうことでしょうか…………」

　二度言われればさすがに聞き間違いではないと分かった。だが、なぜ王妃の御前で服を脱がなければならないのか。ファイには皆目見当もつかず、失礼を承知で聞き返す。

「おまえが紅耀の子を産めるのか確かめる」

「え…………」

　ファイは立ち上がったものの、どうすることもできずに呆然として王妃を見つめる。すると王妃の目くばせで侍女がファイのベルトに手を掛けた。そのまま手際よくベルトを抜くと、クルハの前をはだけさせズボンも緩め始める。

「あの……あの……」

「お早くなさいませ」

　王妃の意に背くのかと冷たい声で言われ、ファイは自ら動かないまでも、侍女を妨げることもできずに立ち尽くした。後ろからまた別の手が伸びる。ファイが小さくおやめくださいと言ったが、まるで聞こえていないかのように侍女たちは手を休めない。

　あれよあれよという間に、ファイは身を覆うものを全て失ってしまった。

「まあ……こんな貧相な身体で。どこをどうしたら子を孕はらんでいるというのです」

「それは……」

　素肌を晒さらしたファイの身体は確かに頼りない。どこもかしこも薄っぺらで、世の母親たちの持つ優美な丸みを持っていなかった。

　見るに堪えないという顔をしているが、王妃は目の端でファイの姿を捉とらえている。ダグウッドの女性はファイより体つきも良く、力も強い。逃げることも叶かなわないファイは、腕を交差させて肌を隠し、ただ早く終わるようにと願うばかりだ。

「おまえの国では男でも子を孕むと聞いた。強い雄に惹ひかれるは道理。だがわたくしたちダグウッド国の者は違うのです。恋のひとつも知らぬ紅耀を誑たぶらかすのは容易であったか知らぬが、わたくしたちを、おまえたちのような卑しい者と同じに扱うのは許しません。正統な手続きのない妃など認めれば、ダグウッド王室の権威は失墜するでしょう」

「王妃さま……」

　ファイと紅耀との関係は白王だけにしか伝えていなかった。時が来るまで口外せぬよう言われていることもあり、王妃も知らないことだと思っていた。だが王妃はふたりの関係を掌握したうえで激げき昂こうしている。

「もうよい。腹に子がいるとしても流してしまえば済むこと。その者を水場へ」

　王妃が顔を背けると、侍女たちは左右からファイの腕をしっかり摑むと、宮殿の奥へ引きずるようにして連れていく。そして、隠し扉から入った先にある石段を下りた。石段の周りは装飾など一切ない岩場で、夏が近いというのにひやりと冷たい空気を纏まとっている。

　転げ落ちぬよう必死で足を動かし石段を下りると、一番下に水の溜たまる場所があった。侍女たちはファイを連れたまま、ざぶざぶとその水に入る。

「冷たい……」

　まるで雪解けの水のように冷えている。身体を包む布もないファイが震えているというのに、侍女たちは情け容赦もない。水場の真ん中に立たせると、ファイの頭に汲くんだ水を浴びせた。

「ああ……っ、冷たいです…………どうか、お赦ゆるしを……」

　ファイがいくら願おうとも侍女たちは水みず桶おけを持つ手を止めない。三度掛けられただけで、ファイの身体はカタカタと震え始めた。上から掛けられるのも辛いが、水に浸かった足はもっと辛い。キンと凍えていた指先が次第に感覚を失い、しまいには痺しびれだした。

　足元から湧き上がる震えは身体全体に広がり、大きく揺れる。

「おゆるし……くださ……い、お……ゆるし……」

　歯の根が嚙み合わず、不明めい瞭りような発音で繰り返す。けれど侍女たちはたゆまず手を動かし続け、ファイに水を浴びせた。

　──どうして……。

　腹に子がいるかどうか、ファイにも分からない。けれどこのような扱いを受ければ、孕んでいる命も露と消えてしまうだろう。

　もし本当にここに子がいるならばとファイは腰を折り、薄い腹に直接水が掛からぬようにと身体を丸めた。すっかり冷えた手では、腹を覆っても温かくならない。ファイは腹を撫なで擦さすろうとするが、カタカタと震える手は思うように動いてくれなかった。

　疎まれる理由などいくらでもあるのかもしれない。けれど、ファイは王妃に対する敵意など持っていないのだ。恐れる気持ちは抱きつつも、白王と共にダグウッドの民を導く王妃のことは、尊敬していた。

　──ただ生まれが違うというだけで、このような扱いまで受けなければならないなんて……紅耀さま……助けて……助けてください……。

　声も出せないファイは心の内で愛する人の名を呼んだ。けれどいくら呼んだところで、心の声が紅耀に届くことなどあろうはずもない。弱り切ったファイを囲むように、ざぷ、ざぷと水の跳ねる音だけが岩場にこだましていた。










　ファイが水場から出されたのは、全身から熱が全て奪い去られたと錯覚するほど冷え切ってからだった。王妃の私室横の小部屋で衣服を返されたファイは、どうにかシャツを一枚羽織って、逃げるようにそこから飛び出した。

　けれど長い間冷えた水に浸けられていた足に力が入らない。二歩三歩進んだところで蹲うずくまるように床に倒れこんだ。

「どうなさいましたか？　……っ！　ファイ殿！」

　蹲るファイに声を掛けたのはレベリオンだった。真っ青な唇で震えるファイを問答無用に抱き上げると、大きな歩幅で風を切って歩く。

「しっかりしてください……」

　なにか言わなければとファイは口を開くが、わななく唇では言葉にならない。当然身体を動かすこともできず、ファイは冷えた身体をぶるぶると震わせた。

　どれくらい歩いたか分からない。気づけばファイは見知らぬ部屋にいた。天井近くから垂れ下がった紺こん碧ぺきの美しい織物が印象的だ。

「失礼」

　震えるファイの身体からレベリオンは羽織っただけの上衣をはぎ取ると、自らも服を脱ぎ捨てていく。ファイより少し大きいくらいの背丈だが、体つきは全く違っている。

　隆々とした筋肉の褐色の肌は、静かにファイに重なった。肌と肌の触れ合う感触に、ファイはほっと息をついた。

　──温かい……。

　重なったふたりの身体を包むように、幾重にも上掛けが掛けられる。それでもまだ体温を戻すことができないファイの身体を、レベリオンはしっかりと胸に抱く。

「しっかりなさってください……しっかり」

　触れ合った場所から本当に緩やかに体温が沁しみてくる。ファイは少しずつ呼吸が楽になるのを感じた。そうしていつしか疲弊した身体はまどろみ始める。

「ファイ殿……」

　時折語り掛ける声がファイの意識を揺らすが、意識を戻すことはできない。いつしかファイは、父王の腕で昼寝をしてしまった幼き頃の夢を見ていた。

　うっとりと心地よい午睡を思い出し、ファイの身体は強ばりを解いていった。その時。

　ドンドンドンと、物を叩たたく音が響いた。

「ああ……いらしたか」

「レベリオン！　入るぞ」

　レベリオンが小さくぼやくのと同時に紅耀の声が響き、扉が開いた。レベリオンがファイから離れ寝台を降りる。突然温かい肌が離れ、悪寒が戻った。レベリオンの背中の先に、仁王立ちした紅耀の姿がある。

「何をしている」

「失礼いたしました」

　語気を荒らげる紅耀の前でレベリオンは脱いだ衣服を拾い、慌てる様子もなく身繕いをしていく。そうして露わになっていたファイの肩を覆うように、上掛けを掛けた。

「正直に答えよ。おまえたちは何をしている？」

「ファイ殿が体温を失って倒れておられましたので、温めておりました」

「なに？」

　紅耀の怒気が和らぎ、驚きの声が上がる。そのままレベリオンの隣を通り抜けると、寝台に横たわったままのファイの額に手を触れた。

「倒れていたとはどういうことだ？」

「事情は訊きける状態にありませんでしたので、わたしも存じ上げません。ただ……王妃さまの私室の扉の前に倒れておられたのをここまで運び、温かくするために裸で──……」

「よい。分かった」

　紅耀はレベリオンの説明を遮ると、まだひんやりとした頰を両手で包む。その眸は痛ましげにファイを捉えていた。

「部屋に戻り風ふ呂ろに入れる……レベリオン、礼を言う」

「わたしはファイ殿が心配だっただけです。紅耀さまにそのようなお言葉をいただくようなことはしておりません」

　レベリオンにしては柔らかさのない声が聞こえてくる。このままでは不穏な空気が流れ始めるのではないかと思ったが、紅耀がそれをかき消した。

「……それでもだ。レベリオン、ファイを救ってくれたこと、礼を言う」

　紅耀はファイを包んでいる上掛けごと抱き上げると、レベリオンの部屋を出て赤の宮殿へ向けて歩き出す。紅耀の腕に抱かれていると、それだけでファイは身体が、そして王妃の悋りん気きに冷え切っていた心が温まっていくのを感じた。

「ファイ……心配した」

　自室に戻った紅耀は、ファイを連れたまま浴室に入る。着衣のままで湯の中に入り、力の入らないファイの身体を抱き寄せた。

「継母が……したのか？」

　紅耀の声は震えていた。それが怒りなのか哀しみなのか、紅耀の肩に頰をつけたファイには分からない。

　何と告げていいのか分からず、ファイは黙って紅耀の腕に身体を預けた。










　湯でしっかりと身体を温め、紅耀の篤あつい手当を受けたものの、ファイは翌朝から体調を崩してしまった。風呂上りに紅耀の寝台に連れて行かれたまま、紅耀の部屋に居座っている。

「少し……食べられるか？」

　紅耀は手ずから食べ物をファイに与える。紅耀がそこまでしてくれているというのに、ファイは柔らかく煮た野菜も、瑞みず々みずしい果物も、ひと口ずつしか食べることができない。

「しっかりしろ……おまえがそんなことでは子どもはどうなる？」

　そのことはファイも心配していた。命を落とすのではないかと思うほど長い時間冷たい水に浸けられ、子どもはどうなっただろう。ファイの身体は熱っぽいばかりで、腹の辺りに異変を感じることはなかった。

「……子はできていないのかもしれません……」

　これだけのことが起こっても、腹はチクとも痛まない。ということは、そもそも孕んでいないと考えるほうが自然だ。しくりと痛むのは胸のなかほどだった。

「なにか感じるのか？」

「……いえ、なにも」

　なにも感じられないから空しい。紅耀が今、いくら想いを寄せてくれていたとて、ファイが子を産めぬなら、妃に迎えるという選択はできなくなるだろう。マグノリア国であれば必然的にそうなる。

　紅耀がファイとの婚姻を申し出たのも、ファイが子を産める身体だと知ったからだ。そうでなければ気持ちを打ち明けることもできなかったと、紅耀は言った。それほどに王族の血を繫つなぐという責務は重い。

　今は紅耀もファイとの婚姻を望み、白王の勧める話を撤回して欲しいと申し出ている。だが子どもを産めないと分かれば、紅耀も白王の勧める相手を拒めなくなるだろう。

　黙り込んだファイを見て、紅耀は謝罪を口にする。

「悪かった……子どものことなど持ち出して。今はファイが元気になることが大事だ。ゆっくり眠り、少しでも食べるのだ」

「……はい」

　心配をしてくれる紅耀だが、いつまでもファイに付き添っているわけにはいかない。ファイの世話を子し杏あんに頼み、白王を含めた会議の場に出かけていく。

　残された部屋仕えの子杏が、ファイを気遣い言葉を掛けた。

「ファイさま、お茶をお飲みになりますか？」

「いえ……少し眠ります」

　紅耀の姿が見えなくなると、ファイは現実から逃れようと眸を閉じた。案じても仕方がない。子ができるかできないか。そればかりは定めに身を任せるしかない。そう繰り返しながら、ファイは熱っぽい身体を休める。

　せめて離別が決定的となるまで、紅耀の侍従として傍にいたい。そのためにもファイは、じっと身体を休めることしかできなかった。










「誰か……来ていたのか？」

　ファイの熱も三日ほどで下がり、ようやく食事をする気持ちも湧いてきた。ファイが羽根枕を背に座っていると、戻ってきた紅耀が枕元の花を見て訊いた。

「はい。レベリオンさまが」

　ファイが良くなってきていると聞いたレベリオンが、身体の空いた時間に訊たずねてきた。厩うまやの近くで見つけたという紫色の可か憐れんな花を持ってきてくれたのだ。それを子杏が薄玻は璃りの器に活いけてくれた。

「そうか」

「あっ……」

　紅耀が寝台へと寝転がり、ファイの膝ひざに頭を乗せてきた。その表情にいら立ちが見て取れる。

「なにか……あったのですか？」

　おこがましいと思いつつファイは紅耀の頭に手を伸ばし、耳のつけ根辺りを撫でた。本当はこの辺りを撫でられるのが好きなのはファイのほうだ。

「やたらとレベリオンがおまえと仲良くしたがるのが気に入らない」

「そんなこと……」

「この間も裸で抱き合う必要はなかっただろう……せめて薄衣の一枚くらい……いや、そもそも俺のところに連れてくるべきだ。そうすれば風ふ呂ろだって使えたのだ。それを自分の部屋に連れ込んで閨ねやで裸にするなど……」

「紅耀さま……」

　仕方のないことだ。ファイを助けてくれて感謝すると言っていた紅耀だったが、本音ではファイと裸で抱き合ったことが納得できないという。過ぎ去りし日のことを蒸し返し、憤ふん懣まんを漏らす。

　裸で抱き合ったことはよくないことだったと、ファイも今では思うが、あの時は本当に凍えていて、レベリオンが体温を分けてくれることに感謝しかなかった。

「分かっている……子どものようだと。だが、おまえのこととなると理性を超えた感情が湧く。それは許してくれるか？」

「はい」

　互いにやましいところがないとしても、逆の立場ならファイだって面白くない。紅耀が妬と心しんを見せることを笑ったりできなかった。

「しかし……継母がレベリオンを気に入るとは思わなかったな」

　機嫌を直した紅耀は、ファイの手を取りくちづける。紅耀の戸惑いはファイにもよく分かる。とにかくこれまで他国からきた者を、王妃は一切受け入れなかった。

　王妃に冷たくあしらわれ、心を病んでしまった姫もいる。その人となりを知る前に種族が違うというだけで王妃は壁を作るのだ。それは洗礼を受けたファイもよく知っている。

　レベリオンは近衛騎士団に入ったが、先日、王妃の住まう月の宮殿を護衛する役に就いた。王妃が他国出身の者を傍に置くことはなく、誰もかもを驚かせたが、レベリオンは「光栄なことです」と答えただけだ。

「レベリオンは頭も働くし、腕も立つと慈瑛が言っていた。その上人付き合いも上手うまいらしい。サーバル国を継ぐ者だというのに気さくだそうだ」

　確かにレベリオンとの付き合いは短いが、ファイも不思議と気を許してしまっている。それは窮地を救ってくれたことだけが理由ではない。親しみやすい雰囲気や、心を許したような言動のせいだろう。

「お嫌い……ですか？」

　ファイは天井を向いた紅耀の眸をそっと覗のぞき込む。レベリオンはファイと同じく、国を代表してダグウッドに来た。国のため国民のためと、賢明に職務に励む同志が嫌われているのだとしたら、胸が痛い。

　風習から何から違う国に来て馴な染じもうと頑張っているのに、他種族だからと嫌われ弾かれるのは寂しかった。

「そうじゃない……俺が狭量なだけだ。ファイの目がひと時たりとも他の男を映すのを耐えられず、騒いでいる……レベリオンを嫌っているわけではない」

　紅耀の眸はきらきらと煌きらめいていて、取り繕うために噓を言ったとは思えなかった。ただの嫉しつ妬とだと言った紅耀は、摑つかんでいたファイの手のひらにくちづける。

「早くよくなれ」

「はい……」

　紅耀は同じ場所に幾度もくちづけを落とす。触れているのが紅耀の唇だと思えば、うっかりと身体が反応しそうになりファイは手を引いた。咎とがめるように紅耀はファイを見上げたが、何も言わぬままファイの胴に手を回す。

　甘えたようなその態度にファイは微笑み、さらさらと流れる髪を手ですくった。
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　ファイの体調が回復し、日常に戻り始めたころ、李来の誕生日を祝う宴が開かれた。音楽が奏でられ、踊り子たちが美しい舞を披露する。王族や貴族といった身分の高い者たち、騎士長や大臣などの地位を持つ者たちが広間に集まっていた。

　ファイやレベリオンといった他国の者も招かれている。毎年紅耀の誕生日の祝いよりずっと華やかなのは、王妃が会を主催しているからだろう。

　今夜の晩ばん餐さんは誰もが自由な場所で自由に楽しめるようになっていた。王族だけが少し高い位置に用意された席に着き、宴に招かれた人々が順に挨あい拶さつに訪れている。

「わたしたちもご挨拶に伺いましょう」

　レベリオンに誘われ、ファイたちは王族の座る席まで行った。左奥から紅耀、白王、その隣に王妃と李来が並び、右手の端に貞宇が並び立つ。李来のクルハは襟からつま先まで金糸で細やかな刺し繡しゆうがほどこされている。その特別な装いを見れば、まるで李来こそが次期国王のような扱いだ。

「王妃さま、李来さま。本日は誠におめでとうございます。こうしてお祝いの席にお招きいただき、嬉うれしく思っております」

「レベリオン、ありがとう。いただいた贈り物もとても素敵でした。あの色の織物はサーバルでしか作れないのでしょう？」

「ええ。あれを織る職人たちはサーバルの宝です。王妃のお気に召して安心いたしました」

　レベリオンの挨拶に王妃が優美な笑みを返す。ファイには一度たりとも向けられたことのないものだった。

　あからさまに違う扱いを受けているのを感じると、ファイの胸は細い蔓つるに巻かれたように苦しく、重くなっていく。

　レベリオンが李来の祝いに贈ったサーバルの伝統的な織物の話が続くなか、王妃は相変わらずファイを視界にも入れない。ファイのほうでも先日の辱めの記憶が鮮明で、早くこの場を立ち去りたいと願っていた。

「ファイ、こちらに」

　俯うつむいて所在なく立つファイを紅耀が呼んだ。紅耀の右横には白王もいる。やはりその場にいるだけで周りの空気を凛りんとさせる独特の雰囲気があった。

「マグノリアの王子、体調を崩していたと聞いた」

「はい……ですがもう本復しております」

「それは何より」

　ファイが白王と向き合うのは久しぶりのことだ。そのうえ、紅耀がファイを妃に迎えたいという話をしてからは初となる。どのような顔をしていたらいいか分からずに、王妃の前とは違った緊張に包まれ立ち竦すくむ。

「白王……我らの」

　紅耀が何かを言いかけた時だ。リリリンと高らかな鈴の音が響き、広間の喧けん騒そうがぴたりと止んだ。音のほうに顔を向ければ、王妃が立ち上がって鈴を振り笑顔で広間に集まった人々を見下ろしている。

「皆さんにご報告があります。二重の祝いとなることですから、この場でお伝えするといたしましょう」

　そう言うと王妃は李来を呼び、背中に手を当てて半歩前に出るよう勧めた。

「李来が成人を迎えた喜びの日に、婚約をいたしました」

　おお……というどよめきが広間を満たす。誰もが寝耳に水といった様子で、王妃の言葉の続きを待った。広間中の視線が王妃に向いている。

「相手は宣せん陽よう侯の娘、央おう雪せつです。代々ダグウッドの要職を務めてきた確かな家柄の娘を娶めとり、李来はこれからこの国のために尽くすでしょう」

　王妃の紹介を受けて宣陽侯と央雪が壇上に上がり、李来と並んだ。李来よりずっと年上の央雪がはにかんで李来を見上げるが、李来は落ち着かない様子で自分に注目する人々を見回していた。

「祝杯を」

　王妃の言葉を聞き、心得たように侍従たちが黄金色の酒の満ちたグラスを配り歩く。

「グラスを」という侍従の声を聞き、ファイは振り返った。白王の前にグラスが並ぶ盆が掲げられている。紅耀は椅子から立ち上がると、盆からふたつのグラスを取り上げた。それから王に向き直り、右手のグラスを白王へと渡す。

　ファイもまた、侍従の差し出した盆の上に並んだグラスから、ひとつを選び取った。

「李来と央雪に祝福を」

　王妃がグラスを掲げ、人々もそれに倣う。おめでとうございますという声が徐々に広まると、人々は争うようにふたりに祝福を告げた。

　歓喜の声が上がるなか、紅耀を振り返った時だ。ガシャという音と共に白王の取り落としたグラスが絨じゆう毯たんの上で割れる。なにが起こったのかを理解できずにいるファイの目の前で、白王はゆっくりとその大きな身体を傾かしがせた。

　椅子から崩れ落ちるように倒れこんでいく白王に、手を伸ばすが届かない。床に顔を打ちつけられる寸前、横から手を差し出した紅耀が白王を抱きとめた。

「は、はく……白王さま……」

　グラスの割れた音すら祝福の重なり合う広間では、誰にも届いていなかった。もちろん白王が倒れたことにも誰も気づかない。

「白王！　しっかり！」

　紅耀の張り上げる声が響くと、その非常な事態を目にした人々から順に、歓喜の声を悲鳴へと変えていった。広間から祝福の華やぎは消え、驚きと慄きが広がっていく。

「白王さま！　あなた……どうして……」

　ファイを押しのけるようにして歩み寄った王妃が、白王の横に膝をついた。口元を震わせ白王を呼ぶその顔は、雪のように白い。

「医師を！　それから水を……白王、しっかりしてください！」

　紅耀の張りつめた声が、その深刻さを裏付けていた。広間は静まり返り、みな一様に息を吞む。李来と貞宇は王妃を支えるように両側に座り、心配そうに白王を見つめている。

　医師が白王の様子を見ている間も、ファイの胸は早鐘を打ち、そのせいで呼吸が乱れた。間近で白王が倒れこむ様子を見たせいだ。倒れこんだ白王からは、先ほどまでの畏い敬けいを抱かせる強い光が消えている。そのことが恐ろしくてたまらなかった。

　紅耀が呼びかけてもなにをしても白王はぴくりとも動かない。ほんの少し前、温かい言葉をファイに掛けてくれたというのに……！

「どうやら毒をお召しになったようです」

　白王の身体を調べていた医師が言った。

「それは……助かるのか？」

「……分かりませぬ。おそらくこれは姫蔓草の毒。白王さまは眠っておられます」

　医師の言葉を聞き、広間におお……というどよめきが広がった。姫蔓草の毒はファイも経験がある。だがあれは棘とげに刺されて身体に入るものではないのか。

「この独特の香りは間違いないでしょう。ですが……棘に刺されたのでなく、口から毒を飲まれたとすれば、どれほどの量かも分からぬうえ、今は夏。解毒剤となる花が咲いておりません」

　医師の言う通り、姫蔓草は春と秋に花をつける。この時期はまだ、どこにも花は咲いていないはずだ。

　白王が眠っているだけだと分かり、幾分安あん堵どした雰囲気だった広間に緊張が走る。このまま解毒剤が手に入らないとなれば、静かに死に近づいていくのを見守ることしかできないということだ。

「花が咲く時期まで命はもつのか？」

「白王は立派なお身体でいらっしゃるので、体力はお有りになるかもしれませぬが、花が咲くまではかなり有りますゆえ……」

　医師は一週間ほどが限度ではないかと、難しい顔で小さく首を振る。

「白王さま……白王さま……」

　王妃は眠る白王の胸に縋すがりつくようにして涙を流す。取り乱す王妃の肩に紅耀が触れた。非常な事態に寄り添う王族の美しい姿に、誰もが感嘆を漏らしたその時。

「放しなさい！」

　パシンと王妃が紅耀の手を振り払う音が響いた。顔を起こした王妃は涙に濡ぬれた眸を吊つり上あげ、紅耀を睨にらみつける。

「あなたがやったのね？」

「王妃……」

　慌てて李来が王妃を窘たしなめるが、王妃の怒りの炎はますます燃えあがった。猛然と立ち上がると、膝ひざをついたままの紅耀を見下ろして言う。

「あなたが白王さまに毒を飲ませたのでしょう？　結婚が認められず焦ったのね。このままでは先に結婚を決めた李来に王座を奪われると。そうでしょう？　だから白王さまのグラスに毒を忍ばせたのです」

「王妃、それは誤解だ。わたしは……」

「いいえ！　あなたの他に誰がそれをするというのです！　王が倒れた時に傍にいたのはあなたと……それから、そこの汚らわしい子だったのですから！」

　王妃の真っすぐに伸ばされた指がファイを指示し、広間中の視線がファイに注がれる。正面から見る王妃の眸は赤く血色に染まっていた。

「お……王妃さま……」

　誤解ですと言う声すら掠かすれて言葉にならない。ファイは震えながら小さく首を振るが、王妃の眼差しは強くなるばかりだ。広間に集まる人々も、段々とその表情を険しくする。

「待て！　そもそも我々の手元で毒を入れたという証拠はない。グラスは祝杯に合わせて運ばれたものだ。その時にどこかで混ぜられた可能性もある」

　紅耀の言う通り、運ばれた時にはすでに毒が混ぜられていた可能性だってあった。人々がざわめくなか、ひとりの侍従が人込みから押し出される。そしてよろめくように歩み出ると、そのまま床に伏した。

「わ、わたしは何もしておりません！　用意された盆を手に持ち、皆さまに差し出しただけにございます。わたしの盆から紅耀さまがふたつグラスを選び取られ、そのうちのひとつを白王さまに渡されました。そしてそのすぐ後にそちらの王子が」

　侍従がファイを見るのにつられて、広間にいる人々の視線が再びファイに集まった。それはまるで罪人を見るように刺々しく、ファイは口を開くが言葉にならない。

　──違うと言っても信じてもらえるはずがない。王妃はわたしが嫌いなのだから。それに、この国の人が紅耀さまを疑ったりするはずがない。どちらかが毒を忍ばせたとなれば、誰もがそれはわたしだと言うだろう。

「違う。グラスは俺と白王が先に受け取った。ファイではない」

　紅耀が庇かばい、一いつ旦たんは人々の嫌疑がファイから離れた。だが侍従たちの話を合わせてみても、毒入りのグラスが白王のところへ行くことを、予測できた者などいないことが分かると、また疑念はファイと紅耀に向かう。

　というのも、毒は白王が飲んだそのグラスにしか注がれていなかったためだ。

「あの者が盆に毒入りのグラスを載せていたとして、それを恣し意い的てきに白王に渡すことはできません。それをできたのは紅耀、もしくはグラスに手を伸ばすことのできたおまえだけだ！」

「王妃、いくらなんでもそれは乱暴な決めつけだ。祝杯の用意があることなど、わたしたちは知らなかった。それなのに都合よく毒を白王に与えるなどできるはずがない！　ファイとて同じこと。ファイがなにかすればわたしが必ず気づく」

　紅耀が猛然と訴えるが、王妃にその声が届いているかも分からない。王妃は血走った目でファイを睨み、口の中でぶつぶつと何かを呟つぶやいている。
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「王妃……？」

　李来に声を掛けられると、王妃ははっとしたように表情を戻し、紅耀を振り返る。

「その者でないとすればやはり犯人はあなたです！　白王に毒を飲ませ王座を手にしようなど、恐ろしい……近衛兵！　反逆罪で紅耀を捕らえよ！」

「な…………」

　あまりに独善的な王妃の態度に、紅耀も言葉を失う。王妃に呼びつけられた近衛兵が王座を囲むが、誰ひとり紅耀を捕らえるために手を出そうとはしない。苦々しい顔で口を引き結びながら、王妃が言葉を撤回するのを待っている。

「紅耀さまはそのようなこと、なさいません！」

　このまま何の主張もせずに、紅耀が捕らえられるのを見てはいられない。その思いでファイが王妃に進言すると、王妃はまたあの恐ろしい顔でファイを振り返った。

「それならおまえがやったのか？」

「まさか！　ですが……」

「よい。双方とも捕らえよ！　それぞれに取り調べ、どちらが毒を注いだのか聞き出すまでのこと。近衛兵、さっさとせぬか！」

　乱暴に裁きを下すと、王妃は近衛兵を急き立てる。たいていの者は白王が倒れてから広間に入って来た兵だ。怒りを露わに叫ぶ王妃の言葉に従うべきか、それとも第一王子の紅耀の言葉を待つか、逡しゆん巡じゆんしているのが手に取るように分かった。

「王妃、恐れながら王に解毒剤を探すことが先決ではありませんか？」

　王妃の元に進み出たのは老臣のひとりだった。かっと目を見開いたまま、王妃は老臣に顔を向ける。確かに犯人を探し出すことも大切だが、白王を目覚めさせるため、姫蔓草の花か蜜みつを探し出すことも重要だった。

　そこで、今まで後ろに控えていたレベリオンが、王妃の傍に歩み寄る。

「サーバルには様々な国の者が出入りしており、特別な薬を扱う店もいくつかございます。その中で姫蔓草の蜜みつを集めて作った薬を売っている者が居たはず。取り急ぎ国の者に探させますので、どうか気持ちを落ち着かせてくださいませ」

　膝をついて意見を述べるレベリオンの言葉を聞いていた王妃は、吊り上げていた眦まなじりを少しずつ下げていく。

「そう……そうでした。なんとしても王を眠りから覚まさなければなりません。他の者たちも心当たりを探し、花を摘んでくるのです！」

「はい！」

　王妃の命を聞き、レベリオンを先頭に広間に居た人々が、先を争うようにして扉から出ていく。

　本来の花期ではないため、見つけるのは困難だろう。だが咲いているかいないかは探してみなければ分からない。ファイも馬を走らせ、自らが棘に刺されたあの場所から探しに行くつもりだった。ところが。

「待ちなさい！」

　王妃のひと声で、ファイの行く手は近衛兵によって塞ふさがれる。振り返れば紅耀の周りもまた、慈瑛を始めとした近衛兵が輪を作り取り囲んでいた。

「おまえたちを逃がすわけにはいきません！　どちらが毒を盛ったのか白状するまで、牢ろうに繫つないでおくのです！」

「王妃……！」

　近衛兵に指示を下すと、王妃は眠る白王に付き添い広間を出ていく。その後ろに李来と貞宇が続いた。あれほどの人が居たのに、今はファイと紅耀、それから十名ほどの近衛騎兵だけが広間に残るのみだ。

「紅耀さま、ここは一度落ち着き、事態の掌握に努められたほうが良いかと存じます」

「慈瑛……だが、俺もファイも白王に毒を盛るなど」

「分かっています。紅耀さまもファイさまも、そのようなことをなさるはずがありません。ですが、事を荒立てられては、その潔白を証明する猶予ももらえなくなる可能性があります。紅耀さまはダグウッドの王族ですから、王妃さまといえども簡単に罰したりはできません。ですがファイさまは……」

　慈瑛は年長者らしく冷静に紅耀に語り掛ける。ここに残った近衛兵も、王妃の言い分を素直に信じているわけではないのだろう。特に紅耀に対する疑念に関しては。

「ファイ……案ずるな。必ず俺が、おまえの分まで潔白を証明してみせる！」

「紅耀さま……」

　その言葉に込められた想いを信じることはできる。だが、互いに汚名を着せられた状態で、何ができるだろう。紅耀を信じているが、そうすんなりと解決を見るとは思えなかった。

「紅耀さまは、ご自身の部屋でお過ごしいただきますようお願いいたします。部屋の周りに近衛兵を置かせていただきますので、御用がありましたらお声掛けください」

　慈瑛の言葉に紅耀は頷うなずく。今の紅耀にできることは王妃の感情を逆立てないことに尽きた。

「それからファイさまは……王宮の外れにある見張り台にある塔が良いかと」

　慈瑛が言う場所は、かつて王宮の城壁近くにあった、外部からの侵入者を見張るための塔になる。今は見張り台として使われておらず、王宮の中にあっても人の近寄らない場所だった。

「もう少し良い場所はないのか？」

「申し訳ございません……ですが、王妃がお許しになるのはその辺りが限度かと」

　王宮内に牢ろう屋やは存在しない。罪人を繫ぐための場所は王宮から遠く離れた場所にある。そんなところに行かせるよりはと、紅耀は渋々頷いた。石造りの古びた塔だが、まだ目の届くところにある。吹ふき曝さらしの場所であっても、夏場なら過ごせないこともないだろう。

「紅耀さま、わたしはそこへ参ります。どうか一刻も早く白王さまが目覚められますように……そして、紅耀さまへの嫌疑が晴れますように」

　別々の方角へ別れる前にファイは紅耀にそう伝える。眸をかすかに揺らした紅耀は、「大丈夫だ」と短く告げた。

　段々と離れていく足音を聞き、ファイは振り返る。けれど紅耀はしっかりと胸を張って歩き、振り返ることはなかった。










　塔の階段に敷かれた石の間には雑草が生い茂り、しばらく訪れる人もなかったことを伝えてくる。先を行く近衛騎兵の掲げたランタンの明かりが、壁に映る影をゆらゆらと揺らした。

　ぐるぐると小さな渦を巻く螺ら旋せん階段を上がって行くと、突き当たりに小部屋があった。見張りの兵士が二人か三人なら過ごせる造りとなっているため、小柄なファイには窮屈さを感じないほどの広さがある。

「どうぞこちらでお休みください」

　簡易的な設えではあったが、ファイのための寝台が用意されている。近衛兵はランタンをひとつ寝台脇のテーブルに置いた。そして部屋を出ると、小部屋と階段を繫ぐ扉を閉め、施錠する。

　筒抜けの窓が四方に開いた部屋からは、王宮内も町の様子もよく見えている。石壁に摑つかまりながら外を覗のぞくと、地面までは遥はるかに離れているのが分かった。ここから落ちれば命はないと容易に想像がつく。

　ぶるりと寒くもないのに震えたファイは、用意された形ばかりの寝台へと腰かける。そして遠く隔たれた紅耀のことを考えた。

　──紅耀さまはどうなさっているだろう。白王さまのため、姫蔓草の花を探しに出たいと思っているはずだ。お心を痛めていらっしゃるだろう……。

　紅耀は白王に畏い怖ふを感じると共に敬愛していた。白王に認められるよう文武の双方で努力するだけでなく、民に愛される王子であろうと自身を律してきた。それは傍にいたファイが一番よく分かっている。

　その紅耀が犯人であるはずがない。もちろんファイにも身に覚えのないことだ。

　──だとすれば誰が……。

　あの時、近くに居たのは王妃と李来と貞宇……それからレベリオンだが、その誰も白王に毒を盛るなど考えられない。となると、グラスを盆で差し出す前に何らかの仕掛けをされたかだ。だが、その瞬間を見ていないファイがどれだけ考えても、その謎は解けそうになかった。

　夜だというのに、王宮に出入りする明かりがいくつも見える。そこに目を凝らしていると、ふいに名を呼ばれた。

『ファイ殿……』

「あ」

『聞こえていますか？』

　間違いなくそれはレベリオンの声だ。頭の後ろからはっきりと届く声は、想いを飛ばしているものなのだろう。

『大丈夫でいらっしゃいますか？　まさか手荒なことはされていないかと思いますが、ご無事であることを願っています』

　ひとりきりで不安ばかりが募るなか、思いがけず優しい言葉を掛けられ、胸が詰まりそうになる。

「ありがとうございます」

　聞こえないと知りつつファイは震える声で感謝を伝えた。

『わたしはファイ殿が白王さまのお命を狙うなど、なさるはずがないと信じています。これはきっと誰かの企たくらみ。その罠わなにファイ殿はかけられたのです』

　レベリオンの声がいつもと違い、熱を帯びている。ファイのことを心配し、毒を盛った犯人に憤っているようだ。まるで自分のことのように親身になってくれている。

『ファイ殿……わたしは犯人だけでなく、ダグウッド王室に対しても怒りを覚えました』

「え……？」

『いくらなんでもこのやりかたは非情ではありませんか。紅耀さまは自由な出入りができないとはいえ、ご自身の部屋で不自由なく過ごされているというのに、ファイ殿だけそのような場所に閉じ込めて……これではまるで、ファイ殿を犯人に仕立てようとしているとしか思えません』

　紅耀に不自由がないとは言えないだろうが、ファイと状況が違うのはその通りだった。

　本当はダグウッドの誰もがファイが犯人だと思っている。もしくは、犯人であればいいと思っている。そうでなければ紅耀が白王の毒殺を企んだことになり、ダグウッド王室の威信が失墜しかねないからだ。

　だが、ファイは毒を盛ってなどいない。

『わたしは、なんとしてもファイ殿を救い出すために力を尽くします。ですからどうかお気を落とさずに、耐えてください』

「はい」

　じんと胸に痺しびれを感じそこを押さえると、同じくしてほろりとファイの目から涙が落ちる。張りつめていた気持ちが解けた印だった。

　唯一ファイが頼ることのできる紅耀と引き離され、白王の窮状を救うために動くこともできない。そんなままならぬ状況に落ち込むファイを、レベリオンは信じてくれている。

　そのことが何よりかけがえのないものだと、ファイには感じられた。

「ありがとうございます。ですが、わたしのことよりも紅耀さま、白王さまのことをお願いします」

　ファイの言葉はレベリオンには届かない。だが塔の小部屋に入れられ一歩も動けぬファイは、無為だと分かっていても、レベリオンに向けて祈るしかなかった。










　ファイが自らのくしゃみで目を覚ますと、遠くから朝が広がっていく様子が見えた。闇に差すほのかな明かりは次第にその明度を上げて、夜を覆いつくしていく。太陽がすっかり姿を現す頃になれば、少し前まで夜だったことを忘れたように一日が始まる。

　その太陽の光がかなり高い位置まで上がった頃、ファイの元に李来と貞宇が近衛兵を連れてやってきた。

「裏切りを告白するなら今だ。紅耀兄さまが王に毒を飲ませるなどあり得ない。ならばその罪を犯したのはおまえしかいないのだ！」

　李来はやってくるなり、ファイを床に座らせ糾弾する。母親である王妃が紅耀を疎んじていても、李来は紅耀のことを慕っているのだろう。まるで疑うような響きは感じられなかった。

「……わたしも紅耀さまがそのようなことをなさるはずがないと思っております。ですがわたしも同様に、白王さまに危害を加えたいと思ったことはありません。この広大な土地を治めていらっしゃること、マグノリアを大戦の火花から匿かくまってくださったこと、どちらも尊敬しております」

「黙れ！　おまえは、本当は王を恨んでいたのだな？　ダグウッドに来たくもなかったのだろう。マグノリアが属国となったことが許せずに、白王に一矢報いる機会を待っていたのだ！」

「いえ……そんなことはございません」

　まるで昨日の王妃が乗り移ったかのように、李来は激しくファイを責め立てた。普段穏やかな李来からは考えられない語気の強さに、ファイも一瞬怯ひるむ。

「だが、どちらかがやったのだ。おまえでないとすれば……信じたくはないが紅耀兄さまが……」

「それだけは絶対にありえません！　そのことは李来さまもよくお分かりでしょう？」

　ダグウッドの誰もが紅耀を信じている。紅耀のような気高き人が、謀略など卑劣なことをするはずがないと。

　ファイの言葉を聞いた李来は瞼まぶたを閉じると、大きく息を吐く。張りつめていた空気が揺らいだ。

「どうして紅耀兄さまもおまえも互いを庇かばい合うのだ。紅耀兄さまもおまえは絶対に王を裏切らないと言っていた……他国から来たおまえのことを……」

　紅耀もまたファイを信じてくれている。そのことがファイを勇気づけた。このまま潔白を訴え続けていれば、本当の犯人を見つけてもらえるのではないだろうか。ファイは喜びかける。だが。

「おまえが犯人でないと主張し続ける限り、紅耀兄さまは自由に動くことができない。このまま自室に幽閉されたまま過ごすことになる。白王が眠りから目覚めることができればいい。だが、目覚めぬまま……ということになれば、犯人が見つからない限り王妃は、紅耀兄さまを解放することはないだろう」

「そんな……」

　──誰よりも民を想う紅耀さまが、その使命を全うできぬまま、部屋に閉じ込められて生きるしかないなんて……！

「よくよく考えよ」

　最後に力を込めた眼差しで睨にらみつけると、李来は背を向け小部屋から出ていく。その姿が見えなくなると、それまで黙って見ていた貞宇がファイに肩を竦すくめてみせた。

「事実はどうあれ、おまえは紅耀兄さまの運命を握っているってことだね」

　貞宇は静かに言う。敵意をむき出しにしていた李来とは違い、その声には冷淡さもなければ、棘とげもない。貞宇の静かすぎるその物言いに、ファイは事の重大さを教えられた。

　貞宇も部屋を出ていくと、近衛兵により再び扉が閉ざされる。ファイは座り込んだまま床に手をつき、項うな垂だれた。

　──わたし次第で紅耀さまの進退が変わると……？

　もちろん双方ともに心当たりがないから、掛けられた嫌疑について否定しているだけだ。だが王妃はふたりのどちらかが犯人と決めつけている。このままファイが犯人でないと主張し続ける限り、紅耀が解放されることはない。

　どこかに毒をグラスに注いだ本当の犯人が居る。その者こそを探すべきだが、李来や貞宇の口ぶりからすれば、誰も探してはいないようだ。このままでは本当に、ファイか紅耀のどちらかが犯人に仕立てあげられてしまう。

　事態は悪いほうへと転がるばかりだ。せめて白王が眠りから覚めれば、何か分かることがあるかもしれない。だがそれには姫蔓草の花が必要だった。

　──どうか早く花か解毒剤が見つかりますように。そして白王さまが無事に目を覚まされますように……。

　ファイは紅耀に授けられた腕輪を手に、ただそれだけを祈り続けた。










　夜になり慈瑛が塔の小部屋を訪れた。ランタンの蠟ろう燭そくを取り換えるという名目だったが、こっそりと食べ物を差し入れてくれた。

「ありがとうございます……」

「訪れが遅くなり申し訳ございません。紅耀さまも随分ファイさまのことを心配していらっしゃいます。必ず助けてみせるから、どうか体調を崩さぬようにとのことです」

　慈瑛の伝えてくれた紅耀の言葉は、食べ物を差し入れられるよりずっとファイに力を与えてくれた。紅耀は元気にしているのだろうか。

「紅耀さまはどうされていますか？」

「紅耀さまは……今できる精一杯のことをされています。それから騎士団の面々も、姫蔓草の花を探して他国まで足を運んでいます。ですからファイさまも心を強くしていらしてください」

「はい……」

　慈瑛を見送ると、ファイは差し入れられた食料を口にした。一日ぶりの食事はファイの活力を取り戻す手伝いをする。干した葡ぶ萄どうの甘みが口に広がると、曇っていた気持ちもわずかに明るく戻った。

　──しばらくの辛抱だ。きっと、なんとかなる。

　ファイは自分自身にそう言い聞かせ、食料のひとつひとつを大切に咀そ嚼しやくした。

　だが、それから二日が過ぎても、良い知らせが入ってきた気配は感じられない。夜に訪れる慈瑛がくれる食事で糊こ口こうをしのいでいたが、ほんの僅わずかずつファイの気力は削がれていく。

　満足に食事ができないこともあるが、誰とも言葉を交わさず気を揉もみ続けて過ごす一日は長く、酷く苦しい。ファイが言葉を投げかければ慈瑛は答えてくれるが、短く「変わりなくお過ごしです」と返すばかりで、詳しいところは教えてくれない。

　──こうしていて姫蔓草を見つけることができるのか。

　幽閉されているとはいえ、塔の窓からは王宮を見下ろすことができた。人の出入りはあるがその様子は慌ただしく、進展が見られないのだろうと思われた。良い知らせが入れば、自ずとその歓喜はファイにも伝わってくるはずだ。

　本来なら姫蔓草の花を探すのにいくらでも手が欲しいところだが、停戦中とはいえ情勢は危うい。白王が臥ふせっていることを好機と捉とらえ、攻め入ろうとする国があってもおかしくはなかった。そのため、国民には当面伏せておくことが決まったようだ。

　レベリオンからも良い報告が聞こえぬまま、白王が倒れて丸四日が過ぎた。

　カツカツカツと、いつも聞くものとは違う足音が階段を登ってくる。咄とつ嗟さに寝台から降りたファイは、身繕いをして床に膝ひざをついた。

　扉が開いて現れたのはやはり王妃だった。確信があったわけではないが、足音の鋭さから連想した通りの相手が小部屋に入ってくる。その後ろには従者の姿もなく、王妃ただひとり。顔は青ざめ、心なしかやつれて見えた。そして悲鳴にも聞こえる声でファイを糾弾した。

「白王さまのお身体が弱ってきています！　このままではどうなってしまうことか……その前にきちんと白王さまに対する罪を告白させなければなりません！　おまえがやったのでしょう？」

「いいえ、王妃さま……それだけはありえません」

「なら紅耀がやったと言うんですね？　そうでしょう？」

「いえ！　それはなおさらありえないことにございます。紅耀さまに限って……」

「うるさい！　そのような戯たわ言ごとは結構！　このまま罪を告白しないというのならおまえは一生ここに閉じ込められるだけのこと。今はいいでしょう。ですが秋がきて冬になれば雪が舞うこの場所でどうやって生き延びる？　南へ帰りそこねた鳥のように、寒さに凍えて死ぬのでしょうね。そうなれば代わりの姫をマグノリアから呼び寄せて、またここに閉じ込めましょう。おまえと同じ運命を辿たどることになる姫を」

「王妃さま！　それは……！」

　ファイひとりのことならばまだいい。けれど、ファイのせいで紅耀だけでなくローズまでが苦しめられることになると聞き、ファイは思わず腰を上げかける。それを王妃は一喝した。

「さあ、よく考えるのです！　紅耀に頼まれておまえが白王に毒を飲ませたと言うなら、おまえを国へ返すだけで済ませましょう。だが聞かぬなら、おまえとおまえの兄妹はこの場所で死ぬのです！」

「王妃さま……」

「おまえは紅耀に頼まれて、グラスに毒を入れた。そうですね？」

　ファイは小さく首を振る。ローズやディーを巻き込むようなことになってはいけない。だが、引き換えに紅耀を犯人と名指しすることは、どうしてもファイにはできなかった。

「なんと強情な。ですがわたくしは本気です。もう時間がない。猶予は一日。よくよく考えなさい」

「王妃さま！　本当にわたしは……わたしも紅耀さまも、毒など……！」

　背を向けた王妃に向け必死で訴えるが、王妃は振り返ることなく無言で去っていった。










　ファイは李来の言葉、貞宇の言葉、そして王妃の持ちかけた話について考えている。どうすれば紅耀の疑いを晴らし、白王の命を救うため翔かけ出せるのか。考えるほどに、その命運がファイに懸かっているというのが分かってきた。

　やってもいない罪を認める。それもまた罪だ。

　ファイが罪を被かぶったばかりに、本当の犯人がこのダグウッドでのうのうと暮らし続ける。しかもその人間が王族に近づくこともできる人物となれば、軽々しく罪を引き受けてすむ問題とは思えなかった。

　──また、王族が狙われるかもしれない。それが紅耀さまになるかもしれないのだ。

　だがこのまま解毒剤が見つかることなく時が過ぎ、白王にもしものことが起こったとしたら、紅耀はどれだけ悔やむだろう。

　なんとか紅耀だけでも疑いを晴らし、白王の代わりに騎士団や民を動かすことができれば、解毒剤を見つけることも、本当に毒を差し向けた人物を見つけることも、叶かなうかもしれないというのに。

　紅耀のために尽くすと決め生きてきたが、こんな一大事にファイは紅耀のためになにもできないままだ。そんな自分を情けなく思い、明かりもつけずにぼんやりと窓の外を見ていた。

「失礼いたします」

　鍵かぎの回る音と共に扉が開き、慈瑛が小部屋の中に入ってくる。暗がりにいたファイは慈瑛の掲げた明かりが眩まぶしくて、きゅっと目を閉じた。

「明かりが切れておりましたか。お届けが遅くなり申し訳ございません」

「いえ……灯すのを忘れていただけです」

　慈瑛が動くと影がゆらゆらと揺れる。慈瑛は持って来た明かりを塔の壁に吊つるすと、ファイの足元に膝をつく。

「どうぞこちらを」

　殆ほとんど口の動きだけでそう伝えた慈瑛は、懐から小袋を取り出すとファイの身体の影になる場所へ置いた。ファイの見張りをしている者が王妃の息の掛かった者であるため、慈瑛といえども表立ってファイを支援するような動きはできない。慈瑛のすまなそうな顔を見るのも何度目だろう。

「紅耀さまは……いかがされていますか？」

　ファイが決まって聞くのはそのことだった。慈瑛も心得ているのだろう。明かりと食料を置いてもすぐには部屋から出て行かない。

「……変わりなくお過ごしです」

　見張りを気にしてか慈瑛の返事はいつも同じだ。だが、聞くたびに「変わりない」と伝える前の逡しゆん巡じゆんが長くなってきているように思える。

「体調を崩されているのですか？」

「いえ」

「本当は……どうされていますか？」

　たまらずに尋ねると、慈瑛は苦い顔をしてファイの耳元に顔を寄せ、早口で打ち明けた。それによると紅耀は日に何度も王妃の問責を受けているという。もちろんそれを全て不当な嫌疑だとはね返しているというが、王妃もまた紅耀の言い分を認めずに話は平行線を辿っているようだ。

「ですがそれ以上にご自身が指揮を執ることができないことを、心苦しく思っていらっしゃいます」

　──やっぱり……。

　白王が倒れたいま、第一王子の紅耀がその代わりを務めるのが本当だ。次期王となるため、幼い頃から紅耀はその身を律し、立派な王となるために研けん鑽さんを積んできたのだ。この一大事に動くことも叶わずいることが、どれほどの苦痛か考えるまでもない。

　白王の容態、なにも知らずにいる民のこと、必死で解毒剤の捜索にあたる兵や貴族たちのこと、それから囚とらわれたファイのこと。紅耀がそれらを考えぬはずもなく、ファイ以上に己の無力さを嘆いているはずだ。

「どうか、紅耀さまをお助けください」

　ファイが願うと、慈瑛は深く頭を垂れてから小部屋を出て行った。

　すぐさま扉が閉じられ、施錠される音が響く。










『ファイ殿……聞こえますか？』

　慈瑛が去って一時ほど後のこと。ファイの頭の中にレベリオンの声が響いた。そして同時に扉がコンコンと弾かれる。

『扉のところまで来ております。お近くまで来ていただければ、お話ができるはずです』

　先日のように王宮のどこかにいると思っていたレベリオンが、すぐそこまできている。ファイは突然のことに驚きながら扉に歩み寄り、「レベリオンさま？」と声を掛ける。

『良かった。ずっと直接お話する機会を窺うかがっていたのです。今日は親しくしている近衛兵が見張りでしたので、少しだけ融通してもらいました』

「そうでしたか」

『わたしは夜明けと共にサーバルへと向かいます。国にいる部下に、姫蔓草の解毒剤を扱う薬屋を探させているのですが、あてにしていた薬屋が、店を閉めてしばらく他国へ仕入れに行っているとのこと……追いかけさせてはいますが、もしかすると直すぐには手に入れられないかもしれません』

　レベリオンは近衛兵まで声が響くことを警戒してか、想いを飛ばす力を使ってファイに話しかけてくる。けれどその内容はあまり喜ばしいものではなかった。しばらくと言うのがどれくらいのことなのか分からない。もしかしたら数日のことかもしれないし、もっと長いのかもしれない。

　今日で白王が倒れてから四日が経つ。もし長くなるのなら、苦労の末に解毒剤を扱う薬屋を見つけたとしても、手遅れになってしまう。

　──ああ、どうしよう……。

　それなら薬屋を頼らずに今すぐにでも姫蔓草の花を探しに行きたい。無駄に駆けずることになったとしても、ここでじっと閉じ込められているよりずっと良かった。だが、それを訴えたとしても、王妃はファイが逃亡を図ろうとしているとしか考えないだろう。どうにかして疑念が晴れるといいのだが、ファイにはその手立てがない。

『ファイ殿……これを言うのはためらわれるのですが、状況は非常に悪い』

「まさか、白王さまのお身体のことですか？」

『そのこともですが、ファイ殿のお立場が非常に悪くなっています』

　それは覚悟していたことだ。この塔に閉じ込められた時にレベリオンに言われた通り、ファイを罪人として罰してしまいたいという、ダグウッドの人々の思惑はよく分かる。

「仕方のないことです……」

　文武に優れ人柄も良い第一王子と、属国から預けられた王子。罪人がこのどちらかだと言われれば、人々は紅耀を信じたくもなるだろう。

『なにをおっしゃるのです！　ファイ殿は潔白なのでしょう？　自国の者を罪人にしたくないからと、ファイ殿に罪を押しつけてしまおうなんて、卑劣です。やっていないことは、やっていないとはっきり言うべきだ』

　レベリオンは怒りを滲にじませながら、強く訴えた。ファイのことを心から信じ、その立場が危うくなっていることを心配してくれている。同じ他国からきた者という立場の弱さを、憂えてくれている。

　ファイ自身はレベリオンの助けとなるようなことはなにもできていないというのに、レベリオンはいつもファイに親切にしてくれる。

「ですが……わたしが潔白を訴えることにより、紅耀さまへの疑いが深くなるのが心配です」

『そのことなのですが……本当に紅耀さまでないと言いきれるのでしょうか』

「どういう……ことでしょうか？」

『あくまでも状況から鑑みて申し上げています。わたしに紅耀さまを糾弾したいという気持ちはないのですが……この件、ファイ殿でなければ犯人は紅耀さま以外にないと思うのです。白王さまのグラスに触れたのは白王さまと紅耀さまだけ』

　──あ……。

　それまでレベリオンのくれる言葉と思いは、ファイの胸を優しく温めてくれていた。だが、紅耀を責める言葉を聞いた途端にカツと、ファイの心は閉じる。

　本当に噓のように突然、レベリオンの言葉が胸に響かなくなった。

　レベリオンが、ファイのことを心配して言ってくれているのは間違いない。だが、ファイを信じるがゆえに、紅耀が犯人だと決めつけて言ったことが、ファイにはどうしても受け入れられなかった。

　あれほど嬉うれしかった言葉が届かなくなり、急速にレベリオンとの心の距離が開いていくのを感じる。

「それは……他に、誰かが……目を盗んで…………」

『もちろんわたしも全てを見ていたわけではないので、間違いないとは言えません。ですが、全てが紅耀さまの策略で、ファイ殿に罪を着せることまでが計画だったとしたら……』

　──そんなこと、あるはずがない……。

　幽閉され、心が弱っているとはいえ、紅耀を疑う気持ちは微み塵じんも湧いてこない。紅耀がファイに罪を着せることなど、あるはずがなかった。ファイと紅耀は運命的に引き合い、香久の番となった。

　そしてそれより何年も前から傍で仕え、心を交わしてきた。身体が結ばれるよりずっと前から、紅耀とは心が繫つながっていた。そんなふうに過ごしてきた。

　その日々をファイが疑うことはない。

　ファイは左腕にいつもある、赤い石のついた腕輪を右手で握る。

『紅耀さまには婚姻の話も出ていました。もし秘密裏にマートル国と繫がりを持ったうえで、白王を排除し、二国で周辺国を支配しようとしていたらどうです？　白王さまは争いを避けたいというお気持ちで停戦協定を結ばれた。ですが紅耀さまにもっと広大な国を持ちたいという野望があれば、ない話ではありません。そのうえで側近だったファイ殿がそのことに気づいたのではと疑り、共に排除しようとして……』

「レベリオンさま！」

　それはいくらでも憶測がすぎる。そんなことを考えるような紅耀ではないことを、ファイは誰よりも知っていた。紅耀もまた白王に倣い、この平安を保っていきたいと望んでいる。

　そして何よりファイのことを伴はん侶りよにしたいと、そう言ってくれたのだ。

『申し訳ありません。ファイ殿の窮状を思うと、どうしても紅耀さまに疑いの目を向けてしまうのです。このままファイ殿が罪を被り、紅耀さまが自由の身となったとしたら……王位に就くのは紅耀さまで間違いないでしょう。そしてマートルの姫を娶めとられる。それではあまりに……ファイ殿が報われないではありませんか』

「あの……」

『ファイ殿は紅耀さまに好意を抱いていらっしゃる。そうですよね？』

　ふいに探るようなことを言われ、ファイは口を噤つぐむ。ファイの抱いている好意というものをどこまでのものと思っているか測りかねたためだ。だがその沈黙を紅耀は肯定とみなしたらしい。

『それを逆手に取って利用されているのだとしたら許せない。紅耀さまを妄信するのは一度止めて、真実を語られるのがいいかと思ったのです。そうすれば本当は誰が罰せられるべきか、はっきりするでしょう』

　その提案がファイを思ってのものだということは十分に分かった。他国から来ているというだけで立場の弱いファイのことを真剣に心配してくれているのだ。決してレベリオンも、紅耀が憎くて言っているわけではない。だが。

「分かりました」

『では、ファイ殿』

「わたしの気持ちを、明日王妃さまに申し上げます」

　ファイが決断を告げると、レベリオンは『それがいいと思います』と、同意してくれた。

『必ず解毒剤を探して戻ります。ファイ殿も大変でしょうが、気を強くお持ちになってください』

「はい。レベリオンさまは、どうか一刻も早く薬を手に入れてお帰りください。白王さまをお救いするために……」

『必ずや、そうしてみせます』

　扉に耳をつけていると、レベリオンが螺ら旋せん階段を下っていくのが聞こえた。

　ファイは窓辺まで行き、赤の宮殿の明かりを探した。けれどどうしても紅耀の部屋の明かりは見つけられない。

　──わたしにも想いを飛ばす力があればよかった……。

　そうすれば少しは状況が違っただろうか。ファイはいつまでも見えない紅耀の姿を探し続けていた。










「みなさまにお伝えしたいことがあります」

　伝言を受け取った王妃は、ファイを白王の眠る寝室へ呼んだ。近衛兵に両側から挟まれ、注目を集めながらファイは王の寝室へと向かう。ファイに送られる視線には侮ぶ蔑べつが含まれていた。誰もがファイのことを、罪を告白する犯人だという目で見ている。

　寝室の前で慈瑛が控えていた。ファイの姿をその場に留めると、王の寝室を叩たたく。

「王妃さま、連れてまいりました」

「入りなさい」

　扉が開かれれば、そこには王族が顔を揃えている。それから白王が政まつりごとを行う会議の場に集う大臣たち。その中には紅耀の姿もあった。

　──紅耀さま……。

　苦しげに眉まゆを寄せた紅耀は、幾分やつれたように見える。食事は十分摂っていたのだろうかと、つい聞いてしまいそうになった。

「そこに跪ひざまずきなさい……おまえは告白することがあるのですね？」

「はい……」

「お眠りになっているといえ、白王さまの御前です。噓偽りのない言葉を述べなさい」

　はっきりと、部屋中に響き渡る声で王妃は言うと、扇を広げて口元を隠した。ファイは白王の眠る寝台の足元に跪き、懺ざん悔げの言葉を述べる。

「わたしは……わたしは、白王さまのグラスに、姫蔓草から絞った毒を忍ばせました……」

「ファイ、どうしてそんな噓を言う！」

　ファイの言葉に一番に反応を返したのは紅耀だった。血相を変えファイの元に駆け寄ろうとしたところを、屈強な近衛兵に阻まれる。大臣たちの低いどよめきが広がる部屋で、ファイを見下ろしていた王妃の眦まなじりが怪しく歪ゆがんだ。

「おお…………なんということを。それは誰かに頼まれたのですか？」

　ひと際大きな声で驚きを示した王妃は、ファイに告白の続きを促す。だが。

「いいえ。わたしは自分の意思でそれを行いました。白王さまが……恐れ多くも白王さまのことが憎いと思ったからです」

「なにを！」

　ファイの言葉を聞いた王妃の眸がかっと見開かれ、目じりがこれ以上ないほどに吊つり上がる。王妃の求める言葉をファイが言わなかったからだ。だがどのような脅迫めいた言葉を告げられたとしても、紅耀を貶おとしめることなどできない。

　ファイが、レベリオンと話をして決断したのは、ひとりで罪を被ることだった。身の潔白を訴えたほうがいいという、レベリオンの勧めとは真逆のことをしている。

　誤解だとどれほど言ったところで、誰もがファイか紅耀、もしくはふたりが共謀して、白王を毒殺しようとしたのだと考えている。塔に入ってから訪れた人々の言葉で、そのことがよく分かった。そしてどちらかが犯人だと決まるまで、事態は収束しない。

　何より、王妃は紅耀こそが罪人だということにしたがっている。そのことがファイの決断を後押しした。このままでは無理矢理にでも紅耀が罪人に仕立て上げられてしまう。

　──絶対に、そんな誤った結末に導かれるわけにはいかない。

　だからファイは、自分が罪を被ることを決めた。そうすれば疑いが晴れ、紅耀は自由に動けるようになる。本当の罪人を探すことも、白王のために力を尽くすこともできるのだ。

　証拠がないいま、ファイが罪を告白することが、紅耀を自由にする一番確かな方法だった。

「わたしは……紅耀さまとわたしの関係を裂こうとした白王さまのことが許せず、白王さまがいなくなれば紅耀さまと結ばれると、浅はかな計略を巡らせたのです」

「ファイ、いい加減なことを言うんじゃない。おまえが白王のグラスに触れもしなかったのは、俺がよく知っている。誤魔化せるようなことではないのだ！」

　──ああ、紅耀さまは本当にわたしのことを信用してくださっている。

　そのことが嬉しくてファイは胸を熱くした。だがファイには、紅耀への疑念が微み塵じんも残らぬよう、罪を告白する必要があった。ファイはいま一度強く唇を引き締めて言う。

「浅慮でした。多くの人が交わる場所なら気づかれないと考えたのですが」

　ファイはなんとか罪人の顔をして通すが、本当の想いではないと言わんばかりに、胸はズキズキと鈍い痛みを訴えてくる。そこに紅耀の「噓を言うな！」という叫びが重なった。

　近衛兵の拘束を振りほどこうとするが、ふたりがかりでそれを押しとどめている。

「今おまえが述べたことは本当なのだな？」

　王族が言葉を失ったように立ち竦すくむなか、大臣の中でも一番年とし嵩かさの男が口を開いた。

「はい……わたしがひとりで行いました」

　しっかりと大臣に向け、ファイは告白を返した。

　これで紅耀への嫌疑は晴れるはずだ。ファイのために紅耀が王座を失うようなことになってはいけない。国のため、国民のため、紅耀は皆の希望の光であって欲しかった。

　そしてたとえ……ファイが紅耀と結ばれることなく、マートルの姫を娶ることになったとしても、紅耀が幸せでいてくれるほうがいい。

「王妃、これで今回のあらましが分かりました。紅耀さまは無関係のようですから、王代理として任務に戻っていただきましょう。姫蔓草の花を探す者たちも、紅耀さまの指揮があれば、更に頑張ってくれるはずです」

　大臣たちの進言を聞いても、王妃は険しい顔をゆるめない。だがはっきりファイの口からその罪を認める言葉が語られた以上、大臣の進言を覆すこともできず、しぶしぶといった様子で頷うなずいた。

　ファイに噓の証言をさせようとした、自らの策が失敗に終わったことを認めざるを得ないのだろう。思い切り寄せられた眉の間に深い皺しわが刻まれ、美しい顔立ちが酷く歪んでいる。

「俺は認めぬぞ！」

　紅耀は言い募るが、それを近衛兵により抑え込まれている。このままファイの証言を真とすれば、事態が好転すると分かってのことだ。

「どうか堪えてください」

　慈瑛に言われて紅耀が抵抗を止めた。それを見た王妃は手にしていた扇を閉じると、ファイの顔に突きつけるように向ける。

「ならば、その罪人を処刑台へ」

「ばかなことを！」

　王妃の無慈悲な宣告に、それだけは認許できぬと紅耀が声を張り上げた。慈瑛も加わり、三人の近衛兵に抱きかかえられてなお、紅耀は王妃に摑つかみかからんばかりに暴れる。

「王妃、今はその時ではない。今は白王の命を救うことが大事。他のことは白王が息を吹き返されてからでも遅くないはず」

　これで紅耀が王代理へ復権できると安あん堵どしていた大臣たちが、慌てて進言した。それを王妃が無言で許すと、近衛兵によりファイの身柄は部屋から連れ出される。廊下に出たファイが最後に振り返った先には、近衛兵の抑止を振りきろうと身を捩よじる紅耀の姿が見えた。

「ファイ！　俺は絶対に信じぬからな！」

　背中から響いてきた声を受け止めると、ファイの眸から堰せきを切ったように涙が溢あふれ出た。

　──これでいい。

　ファイはまた塔へと戻された。付き添う近衛兵は無言であったが、王の寝室に向かう時以上にファイを包む空気は重い。ファイが犯人だと聞いても感情を露わにしないところは、さすが訓練されたダグウッドの騎士だった。

　また戻ってきた塔の上の小部屋で、ファイは扉が静かに閉まりゆくのを見送った。
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　その日からますます王宮を出入りする者たちが増え、白王を救うために紅耀が必死に策を講じていることが見て取れた。

　遠くその姿を眺めながらファイは喜びを嚙かみしめた。だが不安がないわけではない。自らが選んだ道とはいえ、あまりにも苦しい選択だった。

　紅耀が立場を取り戻したことは素直に嬉うれしい。だが、もし犯人も解毒剤も見つからず、白王が身み罷まかられるようなことになれば、ファイは二度と紅耀の元へは戻れないだろう。

　ファイの閉じ込められた塔からは、紅耀と初めて遠乗りに出た森も見えている。その先に広がる死の森で語ってくれたことを、ファイは今でも全て覚えていた。

　紅耀は死の森が広がりゆくことに怯おびえ奪い合う者たちから、国を、民を守りたいと言った。紅耀もまた、ファイの言葉を覚えているだろうか。マグノリアの民のため、ダグウッド王に感謝を捧ささげる。その恩に報いるように努めると言ったファイの言葉を。

　ファイの気持ちはあの時から何ら変わっていない。今でもダグウッド王のため、次期王となる紅耀のために仕えているのだ。

　──また、紅耀さまの元へ戻りたい……無理かもしれないけど。

　照りつける日差しが山々を乾かしていく。夕刻が迫り、風が吹き始めると、死の森から砂が巻き上げられ、ダグウッドの王宮にも舞い落ちる。その独特の香りが広がるなか、王宮前の広場でどよめきが走った。

　そしてその声は段々と大きくなり、ファイのいる塔へと向かってくる。何事だろうか。ファイの胸に不安が広がっていく。

　するとカツカツカツと特徴的な足音が階段を上がってきた。その靴音が王妃のものであると悟ったファイは、慌てて床に膝ひざをつく。

　塔の下には大勢の人が集まってきていて、何事かを叫ぶ声が途切れることなく響いてきていた。そのことと王妃の来訪とがどう関連するのか。ファイには見当もつかない。

　やがて開かれた扉の向こうには王妃が立っていた。

「藁わらを部屋中に積みなさい」

　驚くファイに目もくれず、近衛兵たちは持ってきた藁の束を小部屋の床に敷き詰めていく。元から広くない部屋は、近衛兵たちの堅実な働きにより、あっという間に藁に覆われてしまった。

　びっしりと藁の積み上げられたその中央に、ファイは座るように言われる。

「おまえが噓をついたばっかりに、紅耀が王となってしまうではないか！」

　目を血の色に染めた王妃は、激しい苛立ちと怒りをファイにぶつけた。

　王妃が紅耀を罪人にしたがっていたのは、やはりそういう理由だったのだ。現状では紅耀が王位継承権を失わない限り、李来が王になる日は来ない。

　それを覆そうとして、王妃は焦っていたのだ。

「ですが……王妃さま……」

「ええい、うるさい！　おまえがひとりで罪を被ったばっかりに、紅耀は王代理に復権した！　王がこのままお隠れになられても、助かられたとしても、李来は王になれぬではないか！」

　王妃は目論見が果たされなかった恨み事をファイにぶつける。だが、そのことはファイの願い通りであり、誹そしられたところで痛くも痒かゆくもない。王妃が自分の産んだ李来を贔屓ひいきする気持ちは分かるが、そのために紅耀がしてもいない罪を被らされていいはずがなかった。

「わたしは紅耀さまのためならなんでもいたします。これまでも、これからもその気持ちは変わりません」

「うるさいと言っているであろう！　余計なことをしたおまえなど、今すぐにでも焼き殺してやりたい。だがそんなことをしても事態は変わらぬ」

　王妃が用意させた藁は、ファイを焼き殺すためのものであった。窓はあるが、その外は遥はるか遠い場所に地面が広がるばかりで逃げ場所などない。扉を閉められてしまえば、ファイはこの場で火に焼かれる以外なかった。

「王妃さま……」

「最後の機会を与えよう。処刑を免れたいという気持ちがあるならば、いまここで皆に聞こえるよう、紅耀の罪を告白するのです。紅耀に言われるままおまえが毒を盛ったのだという真実を！」

「それはできません！　あれはわたしが……」

「うるさい！　ならばこのまま焼かれるというのか！」

　王妃の持つランタンがゆらりゆらりと揺れる。どちらを選ぶこともできないファイは、じっとそれを見つめるしかできない。

　その時、塔の上の小部屋にたくさんの足音が駆けこんできた。藁を敷き終えて出て行った近衛兵が戻ってきたのだと思ったが、それは違っていた。

「王妃！」

　現れたのは紅耀、それから李来、貞宇だった。部屋の外には慈瑛や騎士団の姿も見える。

「お待ちください！　これはどういうことですか。王代理として、ファイを処刑することを許した覚えはない！」

　鋭い声で王妃を糾弾したのは紅耀だ。その勇ましい姿にファイはほろりと涙を零した。

　──良かった。以前の紅耀さまに戻られたようだ。目元に疲れは見えるが、お元気そうだ……。

「処刑は時期尚早だと、決まったはず」

「罪人を処罰してなにが悪い。それともこの者は犯人ではないというのか？　それなら紅耀、やはりおまえが犯人なのですね？」

「それは違う！」

「ならば自ら罪を認めたこの者を処刑することに何の問題もないはず。それとも自分が罪を認めぬせいで、この者が代わりに火あぶりになるのは心が痛むか？　それならさっさと罪を認めることです。言えぬというなら、この者を見殺しにすればいい！」

　王妃は奇妙な笑みを浮かべながら、紅耀に詰め寄る。紅耀は抵抗らしい抵抗もせずに、王妃の動きに合わせて後じさりした。

「いまそれをする必要はないと言っているのです。間もなく解毒剤が届くという知らせもきた」

「そうです、母さま！　もうすぐサーバル国から薬が届くのです。王は助かります！」

　紅耀の後ろから李来が語り掛ける。白王の容態が思わしくないため、王妃が錯乱状態にあると考えたようだ。その横で貞宇は、何も言わぬままじっと王妃を見つめている。

　薬が届くのだと、ファイがほっとしたのも束つかの間ま。王妃は身を翻して部屋の中央へ戻ると、キリキリと引き絞ったような声を張り上げた。

「そうしてうやむやにしてしまうつもりなのでしょう！　さあ、紅耀。選びなさい。この場でこの者を焼き殺すのか。それとも罪を認めるのか！」

「なぜだ。どうしてそう決断を急ぐ……」

　紅耀たちの戸惑いは大きい。だが、王妃の目は血走っていて、決意が揺らがないことは見て取れた。

　──紅耀が罪を被るわけにはいかない。そんな誤った選択をすれば、この国の安寧はいずれ塵ちりと化す。

　遠く離れた祖国の民の日常も、危うくなる日が来るかもしれない。ファイもマグノリア王族のひとり。そんなことを許すわけにはいかなかった。

「さあ、選びなさい！　この者の命はおまえ次第だ！」

　王妃は手にしたランタンを、今にも藁に投げ入れようと掲げる。

「紅耀さま、わたしが」

「待て！」

　慈瑛が進み出ようとするが、それを紅耀が止めた。慈瑛が力では負けるはずはないと分かっていても、万に一つ、火が燃え広がったらファイは無傷ではすまない。

「ファイ……俺はおまえの献身を疑ったことはない。その身を投げうって噓の告白をしたことなど百も承知だ。いずれ救い出すまでと、おまえに甘え、白王を眠りから覚まさせることを優先していた。不自由な思いをさせたことは謝る。だがおまえを見殺しにするつもりなどない。俺はずっと変わらずファイを愛している」

「紅耀さま……」

　──良かった。

　ファイの胸に去来したのはそれだけだった。ファイの噓の告白を聞いても、紅耀は一片たりともその愛情を疑うことはなかったのだ。そうしてまだ愛していると言ってくれる。これ以上の幸甚があるだろうか。

　伝えたかった想いが既に紅耀に伝わっていたことを知ったファイは、ゆっくりとその場から立ち上がる。

　王妃の思惑通りに事を運ぶわけにはいかない。

　紅耀は王位を投げ出すこと、ファイを見殺しにすること、そのどちらも選べない。どちらを選んでも後悔する。

　ファイはひとつの決断をした。

　紅耀のせいで死ぬのではない。紅耀のために死ぬのだ。

「犯人はわたしです。わたしは白王さまを殺あやめるため、毒をグラスに入れました。そのことをこの身をもって償います！」

「ファイ！」

　ファイは誰に止められるより早く塔の窓へと飛びついた。石の縁へと足を掛けた時、王妃が紅耀の弱みを逃すまいとファイに手を伸ばす。そのすぐ後ろまで紅耀が駆け寄っているのも見えた。

「ファイ、行くな！」

　紅耀に向け僅わずかに微笑んだファイは、足に掛けられた王妃の手を振り払い、星の瞬き始めた夜空にその身を投げた。

　──わたしと引き換えに、紅耀さまから王位を奪ってはいけない。愛していると言ってもらえて幸せでした。

　王妃の求めに応じ、どちらかを紅耀に選択させるわけにはいかないと、ファイは自らで死を選んだ。

　一瞬でも躊ちゆう躇ちよすれば恐怖が勝り、とてもそこから飛ぶことなどできなかっただろう。遥か遠くまで見渡せる塔だが、太陽の殆ほとんどが稜りよう線せんに飲まれているせいで、暗闇に落ちていく感覚だった。

　ぐんぐんと速度を増しながら身体は地面に引き寄せられていく。宮殿の屋根が近くなりもうあと少しで地面に落下すると思われたその時、ファイの身体は何者かによって救い上げられるように宙に浮いた。

「え…………？」

　ファイの身体を受け止めているのは、金色の毛に覆われた獅し子しだった。獅子はファイを背中に乗せたまま、両翼を羽ばたかせ天を翔かける。バサバサと翼が風を切った。速く駆ける馬に跨またがった時の何倍もの速さで飛ひ翔しようする。見張り台と同じ高さまで上がると、大きく翼を広げ風に乗った。

　獅子はゴオオォォと地鳴りのような咆ほう哮こうを響かせ、ぐるりと王宮の上を一周する。王宮にいる人々がその存在に気づき、見上げるなか、獅子は王宮前の広場へと降り立った。

「おお……王族が本来の姿を現された……！」

　王族近くに仕える者たちでさえ、獅子の姿を見る機会など殆ほとんどない。金色の翼を羽ばたかせる獅子を目にした人々は、全てを投げ出し、その場にひれ伏していく。

「紅耀……さま？」

　ファイが恐る恐る声を掛ければ、またゴウと咆哮が響いた。ファイは腰の砕けた身体をなんとか獅子の背から降ろすと、石畳の上にへたり込む。見上げた先には絵でしか見たことのなかった、有翼の獅子の姿があった。

　──紅耀さまだ。眸の色が間違いない。なんて綺き麗れいで、崇高な姿なんだろう……。

　広場に掲げられた松たい明まつに、その黄金の毛や翼がキラキラと光を返す。自分がその背に乗り空を翔けたなど、とても信じられない。

　ファイばかりでなく、誰もが紅耀のその姿に見み惚とれていると、慈瑛が駆けつけて獅子の身体にマントを着せかける。

「全員頭を下げよ！」

　慈瑛の声に密かに顔を上げていた者たちも頭を下げ、地面に額を擦り付けるように伏した。何十の人がいると思えぬほど広場は静まり返っている。その静寂を駆け込む馬の蹄ひづめの音が裂いた。

「白王さまにお薬を！」

　声を張り上げ碧みどり色のマントをたなびかせているのは、レベリオンだった。李来が言っていた通り、解毒剤が手に入ったのだ。人々が道を空けるなか、レベリオンは紅耀の元へと駆け寄る。

　いつの間にか姿を戻した紅耀は、マントに身を包み、レベリオンを待ち受けていた。

「こちらが解毒剤にございます。姫蔓草の花を蜜みつごとすり潰つぶして乾燥させたもの。水で溶いて少しずつ白王さまへ差し上げてくださいませ」

「分かった。ついてこい」

「はい」

　解毒剤の入った瓶をしかと受け取った紅耀は、王の眠る寝室へ足を向ける。その途中振り返ると、地面に伏したままのファイを見た。

「ファイも来い！」

「……はい！」

[image: ]

　唇を引き結んだ紅耀に呼ばれ、一も二もなくファイは立ち上がり走った。そのまま太陽の宮殿を通り過ぎ、王の寝室を目指す。だが、部屋に入る手前で紅耀は足を止めた。

「レベリオンはそこに控えておけ」

「はい」

　ついに解毒剤が間に合った。きっとレベリオンはその功績を称えられることだろう。言葉はなかったが、ファイと目を合わせ、しっかりと頷うなずく。

「レベリオン……ああ…………薬が……」

　そこに李来と貞宇に抱えられるようにして王妃がやってくる。足腰が立たないなか、無理に歩いてきたようだ。

「紅耀兄さま、それが解毒剤なのですね？」

「ああ、そうだ」

「ならば早く、早く白王さまに！」

　紅耀はひとつ頷くと王の寝室の扉を開けた。王族のほかはファイだけが部屋に入ることを許され、レベリオンと慈瑛を残し扉が閉められる。

　寝室では数日前と変わらず白王が眠りについていた。だが心なしか頰が瘦やせたように見える。美しい黄金の髪にも艶つやがない。紅耀は解毒剤の粉末を少量グラスに入れ、そこに水差しの水を注いだ。

「香りは確かに姫蔓草の蜜と同じだが……」

「毒見役を呼びましょうか、紅耀兄さん」

　貞宇が提案する。解毒剤を手に入れたつもりで、新たな毒を白王に飲ませるようなことになれば、今度こそ取り返しのつかないことになる。だが紅耀は貞宇の提案に及び腰だった。

「いや、そんな悠長なことを言っている場合では……」

「わたしが！　わたしにその役をさせてください」

「ファイ……そんなつもりでおまえを連れてきたわけじゃない」

「ですが、王族のかたがたにお任せするわけにはいきません。一度紅耀さまに捧ささげた命。万が一のことがありましても、最後に白王のために働ければ幸いです」

「馬鹿なことを言うな！」

　紅耀は反対したが、ファイは紅耀の手からグラスを奪うようにして飲んだ。確かに以前口にした姫蔓草の蜜と同じで、甘く香しい。

「ファイ、大丈夫か？」

「はい……」

　しばらく様子を見てみたが、ファイは胸を苦しくすることもなければ、眠りに落ちることもなかった。

　決意した紅耀が改めて解毒剤を溶かした水を王の口に注ぐ。背を起こす紅耀をファイも手伝い、白く乾いていた唇が水に濡ぬれていく様子を見守った。

　ゆっくりと白王の口こう腔こうに解毒剤が注がれる。長い時間かけてひと口分ほどが飲み下された時、白王の瞼まぶたが震えた。

「白王！」

　その変化に気づき、紅耀がグラスを置いた。離れて見守っていた王妃や李来、貞宇も寝台の脇に駆け寄ってくる。

　信じられない思いでそれを見ていた。何度か震えた後で白王の瞼が持ち上がる。固かた唾ずを飲のんで見守っていると、「あぁ……」と小さく声が漏れた。

「白王！」

「白王さま！」

　──目覚められた！

　白王は長いこと天井を見つめたあと、ゆっくりと紅耀や王族に顔を向けた。

「白王……お加減はいかがですか？　ずっと……眠っていらっしゃったのです。姫蔓草の毒を飲まされて」

「ああ……」

「どうかもう少し解毒剤をお飲みください」

「うむ」

　白王は差し出されたグラスを手に取る。まだ力の入らないその手を紅耀が支え、残りの薬を干すのを手伝った。

「もう良い……すっかり目が覚めた」

　声にも力強さが戻っている。

「心配を掛けたな」

「はい。心配いたしました。ですがこうしてお目覚めになり、安心いたしました」

「おまえが国を守ってくれたのだな……」

「白王さま、それは違います！　紅耀とその者は、白王さまを眠りにつかせた罪人です！」

　それまで憔しよう悴すいしきっていた王妃が突然身を乗り出し、訴える。その姿は白王が眠りについている間、気を揉もみ続けた妃そのものに見える。だがそれは違うと、ファイが口を開いた時だ。

「なにを言う！」

　王妃を一喝したのは白王だった。

「白王……さま？」

「罪人はおまえたちだ！　我がなにも知らないと思っているようだが、おまえがレベリオンと企みを持ったこと、聞いておったぞ！」

「なにを……おっしゃいます……」

　驚いた王妃が言葉を失うなか、その場にいる誰もが状況を理解できずに、白王の言葉を待つ。長い眠りの中にいた白王が犯人を知っていたなどと、誰が思っただろうか。しかも白王はそれが、王妃とレベリオンの企みだったと言う。

「高良、おまえがこの部屋でレベリオンと話していたではないか。我は確かに四肢が強ばり、声も出せぬ状態ではあった。だが、耳だけはしっかり音を拾ってくれたのだ。おかげでおまえたちの企み、しかと聞こえていたぞ」

「まさか……まさか」

　王妃がよろめいたところを李来が支えた。

　姫蔓草の毒で眠る者は、完全に意識を失くすと思われているようだが、それは違う。同じ毒で眠りについたことのあるファイは、そのことをよく知っていた。意識が完全になくなっている時間もあれば、微睡まどろみの淵ふちにいる時のように周りの声がはっきりと聞き取れる時間もある。白王もそうした意識の浮き沈みのなかで、ふたりの声を聞くことになったのだろう。

「白王……それはどういうことなのでしょう」

　話が見えないと、紅耀が問う。

「毒を持ち込んだのはレベリオン。その毒をグラスに入れ、運ばせたのは高良だ。紅耀、おまえを王位に就かせぬために計略を巡らせたあげく、誤ってわたしにそのグラスが回ってきた」

「なんと…………！」

「噓ですよね、母上」

　それぞれが、それぞれに絶句する。それもそのはず。犯人は紅耀とファイであると名指しし、糾弾し続けてきたのは王妃だ。それがまさか、企みを持った側の人間だったなどと、誰が思うだろうか。

　しかも、その企てには解毒剤を持ってきた功労者、レベリオンも加担しているという。

「あの男の甘言に乗せられたことを恥じよ！　前々から言っているように、王座は紅耀に譲る。これはどちらの息子がかわいいとかそういった話ではないのだ。この国を率い、周りの国々との調和を保つことがどれほど大変なことか分かるか？　民のことを一番に考え、自分を律することができる人間でなければ務まらぬ。王は王族のためにいるのではない。民のためにいるのだ！」

　憤慨した顔つきで咆哮を上げるように叫んだ白王に、言い返せる者などいなかった。そこには国を思う白王の確固たる信念が込められている。

　広い寝室に響いていた白王の声の余韻が完全に消え去るまで、誰もが沈黙を守った。

「明日また話をする。ひと晩休ませよ」

「分かりました」

　まだ目覚めて間もない白王の身体を気遣い、全員が部屋を出た。代わりに侍女が温めた布と着替えを持って入っていく。紅耀は王妃に自室から出て行かぬようにと言い、見張りをつける指示を慈瑛に出した。それからレベリオンを縄で繫つないだうえで幽閉することを命じる。

「ファイは俺の部屋で待て……いや、先に湯を使っておれ」

　紅耀より先に湯を使うわけにはいかないと遠慮しようと思ったが、長いこと塔に閉じ込められていたファイは、全身が薄汚れている。ありがたく紅耀の提案を受け入れることにし、ファイは久々に赤の宮殿へと足を踏み入れた。










「お帰りなさいませ」

　普段仕事中に話しかけたりしない浴室係の仁由が、小さく言った。誰もファイのことを信じていないと思ったが、こうして優しい言葉を掛けられ、その考えが間違っていたことを知る。

「ありがとう……」

　思わず声を揺らしたファイに仁由は微笑み、衣服を脱ぐのを手伝ってくれた。代わりに着せかけられた薄布ごと湯に入り、溜たまった汚れを洗い流していく。

　温かな湯にほっと寛いだファイは、ガウンに召し替えて紅耀の部屋へと進む。やはり自室に戻り着替えて来ようと扉に向かった時、紅耀が戻ってきた。

「ファイ……！」

　一目散にファイの元へ駆け寄った紅耀は、まだしっとりと濡れそぼったままのファイの身体を力いっぱい抱きしめた。ファイのほうでも、精一杯手を伸ばしてそれに応じる。

　またこの腕の中に戻ってこられたことが、嬉うれしくてたまらない。ファイは汗の香りを含んだ紅耀の胸に顔を埋め、思いきりその香りを吸った。

「おまえには何度も命を縮められたぞ！　無茶ばかりして……」

「申し訳ございません……」

　紅耀を驚かし、命の縮む思いをさせたことは申し訳ないと思う。だが、紅耀のためを思ってしたことの全てを、ファイは悔いていなかった。

「おまえが、俺のことも白王のことも裏切るはずがない。取って付けたような理屈をこねてみても、絶対に騙だまされてはやらぬぞ」

「……はい」

「俺を愛しているなら、二度と無茶をするな」

「はい……！　もういたしません。ずっと変わらず紅耀さまを愛しております」

　胸の内を素直に告げれば、ファイの身体はいっそう強く抱きしめられた。ファイも紅耀の背に回した腕に力を込め応える。

「俺もファイを愛している。今回のことでそれを思い知った。白王がどう言われようとも、伴はん侶りよはおまえしかいない。どれだけ時間が掛かろうともそれを分かっていただく覚悟を改めてした。だから二度と……自ら命を捨てるようなことをするな……！」

「はい……もういたしません」

　愛しげに髪を撫なでられ、ファイは耳を震わせる。この腕の中にいる幸福を、一度は捨てられると思ったなど信じられない。ファイが自然とほころぶ頰を紅耀に預け喉のどを鳴らしていると、思いきり耳を揉みこまれる。

「ん、に……あぁ……」

「早く、くちづけさせてくれ」

　紅耀はひしと胸に張りついたファイに不満を漏らした。見上げれば蕩とろけそうに優しい目をして、紅耀がファイを見ている。

　鼻を擦り合わせ見つめ合ってから紅耀は顔を傾げた。口と口とがくっつくと、瞬く間に全身に深い歓喜が広がっていく。うっとりとするくちづけの合間に、紅耀の手がファイの尾を撫でた。

「ん、ん……ぅ」

「甘いな……まだ姫蔓草の蜜みつの味がする」

「あぅ、ん……ふぅ……ん……」

　蜜を全て舐なめ取ろうとするかのように、紅耀の舌が口腔を端から端まで動き回る。舌を絡め合い、唾だ液えきを混ぜ合わせていると、段々に姫蔓草特有の香りは薄れていく。けれど変わらず喉を通る蜜は甘い。

　口のなかを搔かき回まわされるのと同時に、尾のつけ根をすりすりと撫でられているせいで、ファイは腰が砕けつつあった。そんなファイを支えるように腿ももの間に紅耀の足が入り込む。

　身を捩よじるたびにガウンの腰こし紐ひもが緩まり、やがて落ちた。襟が大きく開いていたガウンも、するりと華きや奢しやな肩を滑り、ファイの肌は露わになる。紅耀の腿に押された陰いん囊のうはふにゃりと形を変え、透明な露が天を向いた花茎を濡らしていた。

「ここからも蜜が溢あふれているな」

「ああ……ん、やぁ……」

　輪になった指が花茎を根本から扱き上げる。茎に絡みついていた蜜が指の輪に集められ、くちゅりと音を立てた。

「や、ぁ……ん、で……ってしまいます、ん……」

「随分と早いな」

「だって紅耀さま……ん、ん、ほんとに……っ」

　扱き上げる手が止まり、ファイはふっと息を吐く。息が上がり上下する胸を休めていると、ファイの身体は長椅子に降ろされた。背中は柔らかな羽根枕に受け止められるが、尾から下は乗り切れずに宙に浮く。それを支えるのは紅耀の手だった。

「な、なにを……」

「零してしまうのは勿もつ体たいない。蜜を舐め取ってやる」

「あ、あ……！　やぁ、紅耀さま……あ、いけません……っ」

　抵抗しようにも不安定な体勢ではどうにもならない。両りよう膝ひざを抱えたまま紅耀は蜜にまみれたファイの雄茎を余すところなく飲んでしまった。離れてもらおうと手を伸ばすが、柔らかな金色の髪に指を絡めるのが精いっぱいだ。

　紅耀は舌を絡めながらファイの茎に残った蜜を舐め取った。じゅぷじゅぷと音が立ち、恥ずかしくてたまらない。紅耀の髪に絡めた手を開いては閉じ、その官能をなんとか遠くにやろうとファイは努めた。

　それなのに紅耀は歯を包んだ唇でこりこりとくびれの辺りを行き来し、内側では先端の小さな窪くぼみを舌のざらついた場所で舐める。弱い場所を同時に責められたファイの口からは、嬌きよう声せいがひっきりなしに漏れ出た。

「ん、ん、っ……いく、あ……いく、いく……っん！」

　いけないことだと思いつつも、登り詰める感覚に抗うことはできない。ファイは紅耀の口のなかに熱い飛ひ沫まつを迸ほとばしらせ、ぎゅっと紅耀の髪を摑つかんでいた手を握りしめた。

　身体が蕩け落ちそうな悦楽に包まれ、ファイは荒い息を零すとうつろに天井を見上げる。いつもより遠くに天井の飾りが見えているのはなぜだろう。

「やはりな……」

　くたりと横たわるファイに向かい、紅耀は意味ありげに笑みを零した。

「やはり……とはなんでしょう？」

「姫蔓草の花か蜜みつは解毒剤だが、時に特定の人間にとっては媚び薬やくとなるという言い伝えがある。森で蜜を飲ませた後でおまえが過敏になったり、意識をぼんやりとさせていたりしたのはそのせいだったのだ」

「ほんとうですか……？」

　森で解毒剤として姫蔓草の花蜜を与えられたファイは、湯殿ではしたなく若茎に欲情を満たし、紅耀の前で飛沫を飛ばした。それも花蜜のせいだったのだ。

「ああ。その証拠に今、もの凄すごく感じているだろう？」

　紅耀は指先だけを使いファイの身体を辿たどる。手の甲から腕を上ると首元を通り、反対側の甲へ。それから腹や胸元を軽く撫でた。それだけでファイの身体は大きく反応し、じわじわと疼うずくような感覚が下肢に広がっていく。

「あの時も蜜を注ぎすぎたのかもしれないが」

　そう言うと紅耀は口の端を上げて笑う。

「や……怖い…………紅耀さま……わたしはどうなってしまったのでしょう……？」

「案ずるな。おまえが溺おぼれるほど感じさせてやる」

　臍へその窪みも尖とがらせた舌で軽くくじられて、ファイは思わず腰を跳ね上げた。そこを紅耀の腕が救い上げると、ファイの身体は裏向きに返される。腰を掲げた姿勢で尾を握られ、ファイは鳴いた。

「ふ……っ、やあ──……っん」

「尾を上げておけ……ここもかわいがってやる」

「あ、あ……っ」

　膝ひざだけ長椅子に乗り上げた紅耀は、指で開いた穿せん孔こうに舌を差し込んだ。ぐるぐると輪を広げながら侵入する熱い感触が、ファイの過敏になった身体を責せめ苛さいなむ。熱に蕩けた場所がもっと熟れて、瞬く間にそこは解ほぐれていった。

「濡ぬれはしないが、よく蕩けているぞ」

「ぁあ、紅耀さま……」

　肌が長椅子の羽根枕に擦れるだけでも花か芯しんから蜜が垂れ落ちる。紅耀の長い舌でもファイの欲しい場所までは届かない。蕩けた場所に欲しいのは紅耀の立派な雄そのものだ。

「たっぷりと注ぐぞ……もう離さぬことの証として」

「あ、あ……っうん」

　ぐりと、とろとろに蕩けた場所でも抵抗を感じるほど強い雄が、ファイの後孔を突いた。前に倒れこみそうになる身体を、紅耀の手が支えてくれる。ファイは甘苦しい衝撃を、息を吐いて受け止めた。

「ああ……いい。最高だ」

　ゆっくりと沈みゆく雄を、ファイはきゅんと締め上げながらも深いところまで飲み込んでゆく。全体に華奢なファイが受け止めるには大きすぎる杭くいだ。だが、姫蔓草の花蜜が媚薬として効いているファイには、肌が粟あわ立だつほど心地良い。

「はぁあ……あ、ん……」

　左右に小さく揺れる尻しりは、まるで自ら紅耀の雄を誘い込むかのように蠢うごめく。ゆらゆら揺れていた尾が紅耀の腕に絡んだ。

「かわいくていやらしくて最高だ……もう我慢できぬ、動くぞ」

　紅耀は宣言と共に腰を引き、直後にズンと奥を突いた。

「ああっ……あ、あ……っ」

　打ち寄せる波のように繰り返し繰り返し、ファイの最奥が穿うがたれる。雄が引き抜かれる時の高揚と、最奥を突かれた時の悦楽の揺り返しは、まるで嵐のように否応なくファイを翻ほん弄ろうした。鳴きすぎて呼吸がままならないことすらも気持ちがいい。

　床に立つ紅耀は、全身を押し付けるようにファイを襲う。

「あ……あ、紅耀さまっ……」

「気持ちいいか……？　この体勢なら華奢なおまえの腰つきが見え、敏感な尾が揺れる様子が見えていいのだが、顔が見えぬな」

　──ああ、わたしも紅耀さまのお顔が見たい……唇に触れたい……。

　力の入らないファイを、身体を繫げたままで紅耀が引き起こした。背中から抱き寄せた手が顎あごを摑むと、後ろを振り返るよう左へ捻ひねられた。ファイが見上げれば、興奮した顔つきの紅耀がくちづけをくれる。

「──ん……っ、ふ、うぅ……ん」

　口の周りを舐められファイも唇を開くと、互いの舌を突き出すようにして絡め合う。溢れた唾液が顎を伝い胸元に滴り落ちるのも構わずに、ファイは必死に舌を舐めた。

「ファイ……ファイ」

　紅耀の手は胸の小さな尖りを摘んだ。既に芯しんを持つ粒が指先でくにくにと揉もみこまれ、ファイは腰をくねらせて喜ぶ。久しぶりに紅耀に触れられる悦びが、ファイを満たしていた。

「突くぞ」

「あっ、ああ……っ！」

　膝に抱え上げたファイの身体を、紅耀が下から突き上げる。自重で沈んだ身体が浮くほどに激しい突き上げは、最奥だと思っていた場所より更に深くまで到達した。

「あ、ああ！　だめ、だめ……です……そんな深くに……」

「もっと深くに注げば子ができるかもしれぬだろう？　俺の子を抱くおまえを見てみたい」

「あ、あんっ……紅耀さま……っ」

　脇から回った紅耀の尾がファイの若茎に絡み、先端の毛が蜜を零す小さな口を撫でた。

「共にいくぞ……ああ、いい……ファイ。奥に注ぐぞ……！　っ」

　どぷっと聞こえるはずのない音が聞こえそうなほど力強く、紅耀の飛沫がファイの奥まった場所で迸る。その熱い放出にぷるりと震えたファイは、後を追うように先端の窪みから白濁を漏らした。

　きつく締め付けるその奥で、紅耀の雄がまだ確かな形を保ち存在している。白に濡れた尾はその汚れを拭ぬぐうように、ファイの胸の尖りを擦った。

「や、あ……まだ、お待ちください……」

「嫌だ……まだ足りぬ」

　紅耀が首の裏に歯を立てて嚙みついた。痕あとを残すギリギリで離すと、また場所を変えて嚙みなおす。ファイが身じろぐと、繫つながった場所がクンと動いて存在を主張してくる。

　飛沫を飛ばした後だというのに、ファイの身体はいっそう熱量を上げた。媚薬の効果もあるのだろうが、それ以上に紅耀と久々に触れ合えた悦びが抑えきれない。

「なら……せめてお顔が見えるように……ずっと……ずっとお会いしたかった」

　熱に浮かされるように、媚薬の効いたファイの口は紅耀に素直な甘えを零す。抱き合っているひと時以外は不安を感じていることが多かったファイだが、その素直な気持ちを打ち明けたことはない。立場を弁わきまえなければと、そればかり考えてきたからだ。だがファイは今夜、その箍たがを外してしまっている。

「ああ。俺もだ……」

　ファイの身体がゆっくりと長椅子に倒される。改めて向かい合うと、紅耀はファイの太ももの柔らかな場所にくちづけた。

「俺はおまえを失っては生きていけない。いずれ国王となれば、国を守る責務を負うことになるだろう。だが、どんな場合においてもファイを犠牲にすることは考えていない。俺を守ってくれるというなら、死ぬまで傍にいてくれ」

「……はい……！」

　堪えきれず流れ出した涙を紅耀の指がすくい取る。この愛を誰が許すか許さぬか、ファイには分からない。ただひたすらに愛しい。その気持ちだけはどうやっても変えようがなかった。

「目を閉じずにしっかり見ておけ。俺がどれほどにおまえを愛しているのかということを」

　大きく割り開かれた腿の間に紅耀が腰を進める。逞しい胸の筋肉も、ファイの腿を摑む腕も、腹の下の天に向いた剛直も、ファイはしっかりと目を開いて確かめる。

　やがて力強いものはファイの後孔を押すと、ぐぷりと勢いよく侵入を果たした。すっかりと蕩とろけた孔は痛みもなく受け入れ、ファイは「ふぁ……ん」と吐息を零す。

「かわいいな……おまえはずっとかわいくてたまらない。生真面目なところが好ましい。細やかに気遣い、優しく俺を支えてくれた。その上、閨ねやでは熟れたいい顔を見せる。俺がおまえでなければと思うのはそういうところだ。俺が強くあるための力をファイがくれる。ずっとそうしておまえに助けられてきた」

　わずかに引いてはその倍の深さで内襞ひだを抉えぐられる。そのたびにファイは嬌声を上げ、悶もだえた。もどかしい抽挿を繰り返され、せっかく紅耀が胸の内を語ってくれているのに、聞いたそばから抜けていきそうだ。

「あ、あ……紅耀さま……」

「目を瞑つぶるな。俺を見ていろ」

「あ…………っあ、んん……っ！」

　ずんと深く強い突き上げがファイを襲う。大きく反り返った雄がファイを最奥まで挿した。びりびりと痺しびれるような快楽に耐え切れず、ファイは眸をきゅっと結んだ。

「ファイ……俺を見ろ」

　律動を止めた紅耀に言われ、ファイはそろそろと瞼まぶたを開く。さすればまた紅耀は、ひといきに深く挿した。

「ああ……んっ！」

　ぞくぞくと背中を快楽が駆けあがる。けれどどれだけ待っても次がこない。ファイが閉じていた眸を開けば、紅耀は大きく腰を揺らした。

「あ、あ……意地悪なさらないで……ください……」

「おまえが目を瞑るからだ。しっかり見ていろ。おまえの蕩けた顔はかわいいぞ……」

「あ、やあ……そんなこと……」

　必死でファイは紅耀を見上げるが、奥を突かれればたまらず顎が上がり、瞼が下りる。途切れ途切れに与えられる快楽のせいで、ファイの中途に積もる欲情が若茎の先端から糸を引いて垂れた。

「濡れてどろどろだ……いきたくないのか？」

「……い、いきたいです……もう、お赦しください……」

「ならしっかり目を開けておけ」

　紅耀が身体を倒し、ファイに圧し掛かってくる。腿ももは限界まで開かれ、繫がったままの腰が宙に浮いた。ふっと顔を緩ませた紅耀が、しっかりと目を見開いたファイにくちづける。舌を絡め合い深くくちづける間も、互いの目は互いを見つめたままだった。

　ファイが必死に溜たまる愛あい蜜みつを飲んでいると、腰がゆるやかな律動を再開する。舌の絡まる音と、結合部のたてるぐちゅぐちゅと濁った音とが、部屋に響き渡った。求め合う心は、理性も慎みもどこかに追いやってしまう。

「んふ……ふぅ、ん……うぅん……っふ、ぅ……」

　重なりあった肌の間で、紅耀の律動に合わせてファイの雄茎が捏こね回される。感じすぎるほど後ろで感じているというのに、前まで捏ねられては歓喜を堪えきれない。

「ん、ん……ぁ、いく、あ、や。もう……ああ……っ」

「いくのか？　いいぞ……そのまま俺を見ていけ」

「ん、ふ……ぅあ、ああっ……！」

　絶頂に達するその間際まで、ファイは恍こう惚こつの表情を浮かべた紅耀を見つめ続けた。そうして目の裏に瞬きを感じると、ゆっくりと眸を閉じて放ほう埓らつの余韻に落ちる。ぎゅうっと緊張した身体の奥で、引き絞られた紅耀の雄もまた情欲を迸ほとばしらせた。

「……っ、ふ……ぅ」

　弛し緩かんしたファイの身体は、紅耀の放出に合わせて揺れる。紅耀は幾度もファイの身体を揺らしたのち、倒れこむようにファイを抱いた。

「見失うことのないよう、毎日おまえを見つめよう……それが誓いだ」

　紅耀の誓いをファイはしっかりと胸に刻んだ。そうしてファイも改めて誓う。しっかりと紅耀を見つめ、信じ続けることを。
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　翌日、腰が砕けたように立ち上がれなかったファイを、紅耀が抱え上げて湯に入れてくれた。

「痣あざだらけにしてしまったな……」

「見苦しいでしょうか？」

「馬鹿な。俺が愛しく思ってつけた痕だ。花びらが舞っているようで美しいな。今晩また同じ場所にくちづけよう」

　本気とも冗談ともつかない口調で言うと、顔を傾けたファイに唇を押し当てた。淫みだらな気分にならぬよう、唇をやわらかく齧かじる程度に抑えたくちづけは、かえって離れがたい気持ちにする。

　いつまでもくちづけをして戯れていたせいで、ファイはのぼせ上りそうになった。

「お仕度なさいませんと……」

「ああ……そうだな」

　ファイと紅耀に対する疑いが晴れたとはいえ、昨晩の白王の怒りを思い出せば気が重い。

　せめて気持ちを明るく保とうと、ファイは紅耀に深緋ひ色いろのクルハを用意した。足首近くまである長い上衣をベルトで留め、装飾品を飾る。

「婚姻について、今一度俺はありのままの気持ちを白王に伝えるつもりでいる。一度で許していただけるか分からぬ。だが、諦あきらめる気はない」

「はい……」

　部屋の扉を開き、紅耀を見送ろうとしたところでファイの部屋の前に佇たたずむ慈瑛を見つける。

「慈瑛さま……」

「お待ちしておりました。白王さまよりの言付けにございます。紅耀さまと共に、ファイさまにもいらしていただくようにと」

「わたしも……？」

　昨日、白王は姫蔓草の毒を飲ませたのは王妃であると、明言した。それにより、ファイは無実を証明されたと思っていたが、違うのだろうか。不安に眸を揺らし紅耀を仰ぎ見れば、大丈夫だとばかりに頷うなずきが返る。

　紅耀に並び、ファイも急ぎ月の宮殿へと向かった。白王が目を覚ましたからだろうか。重くどんよりとしていた王宮の雰囲気が、明るく清廉なものに変わっているようだ。

「入れ」

　取次ぎを受けた紅耀とファイは、白王の寝室へ入る。昨晩より顔色を戻した白王だったが、床上げには至らなかったようだ。部屋に王妃や他の王族の姿はない。

　身体を起こしたいという白王の求めを聞き、紅耀が手を貸した。よく似たふたりだった。だが、しばらく眠り続けてきたこともあるのだろう。白王の立派な身体が一回り小さくなったように感じ、ファイは心を痛める。

　寝台に立てかけた枕に寄りかかるようにして、白王は座した。紅耀が下がると白王はファイにも視線を巡らせ、それからしっかりとした声で話し始めた。

「まずは我の眠っていた間、国を守っていてくれたことを感謝する」

「いえ……初めのうちは幽閉されておりましたので、十分な働きができず申し訳ありません」

　白王から賛辞を呈されたというのに、紅耀は硬い声で答えて頭を下げる。

「そのようなことはないだろう。腹心を使い見回りを強化していたと聞いている。我が動けないと聞きつけ、機に乗じて攻め込むような国がないとも限らぬからな。完全な眠りでなく、声や気配を感じるほどの意識があったことで、歯は痒がゆい思いをしていた。だがおまえが立派にその役を引き継いでいることを知り、どれほど頼もしく思ったか。身を固め、王職を引き継ぐようにと随分急かすようなことを言ってきたが、おまえは既に王としての資質を身に着けていたのだな」

「……お言葉、ありがたく存じます」

　紅耀は頭を下げたままで白王の言葉を聞いている。身体は動かないのに、声はいつものように聞こえてくるもどかしい状況におかれ、白王は忸じく怩じたる思いをしたことだろう。

「ファイ」

「っ……は、はい！」

　ファイは白王の置かれていた状況に想いを馳はせていた。そこでふいに声を掛けられ、飛び上がらんばかりに驚く。声を上ずらせつつ答えると、こちらへと呼ばれ、紅耀の隣へと進み出る。

「高良や王子たちの非礼を詫わびさせて欲しい。随分とそなたを貶おとしめるような言葉を吐き、酷い扱いをしたようだ……その中でもずっと紅耀のことを守ってくれたのだな」

「いえ……そのような…………わたしが紅耀さまを守るなど……」

　ファイにとっては、力不足を感じることばかりだった。紅耀の傍に仕えさせてもらったその恩を、返すことも叶かなわずに、塔の上から祈ることしかできなかった。そればかりか、ファイの存在が紅耀の枷かせとなろうとしたのだ。

「ファイ。おまえは自分も辛い状況にありながら、いつも俺を気に掛けてくれた。慈瑛からそれを聞く度に、どれほど力づけられたことか。果ては命を投げ出そうとまでした。そんなことは二度と許しはしない。だが、そこまでして俺を守ろうとしてくれたその気持ちは、どれほど感謝してもしきれないものだ」

「真に。そなたの献身がなければ、この国が瓦が解かいすることになったかもしれんな」

　白王は紅耀の言葉に頷き、言った。実際に手足となって働いたのではない。それでもファイが向けた一途な信頼が紅耀を助けたのだと、白王にも認められたのだ。

　喜びがこみ上げ、感慨に打ち震える。言葉にもならない声を上げそうになったファイは、なんとかその衝動を心の内に押しとどめた。

「この度のこと、白王には申し訳ないが、良い指標となりました。誰がわたしのことを心から慕い、誰が最後までわたしのために戦ってくれる者か。戦いの場において背中を預けられる者は誰か。それがはっきりと分かりました。そしてその信頼を預けられる最たる存在が、ファイであると」

　紅耀がファイの手を握り、向き直った。鮮やかな空色の眸が、確しかとファイを見つめる。

「ファイ、おまえがいること、おまえが俺を心から信じてくれていることが、どれほど力になったか。白王、やはりわたしにはファイしかおりません。他の求めならいくらでも叶えてみせましょう。だが、伴はん侶りよとなるのはファイ以外にないと確信しております」

　しっとりと濡ぬれたその手にファイは紅耀の覚悟を読み取り、ぎゅっと握り返す。ファイもまた同じ気持ちであると伝えるために。

　その様子をじっと見ていた白王は、緊張に満ちたふたりに小さく幾度も頷きを返した。

「我も同じ意見だ。おまえをこれほど強くしてくれたのは、ファイの存在があるからだろう。以前ファイを妃に迎えたいと聞かされた時、我には打算的な考えがあった。マートル国との和平が叶うほうがダグウッドにとって有益であると。マグノリア国やその他の国々と友好な関係を築けているように、マートル国と付き合うことができれば、惨むごたらしい大戦が遠のくと考えた。膚浅な我は、愛する者が傍にいることのほうがおまえを勇気づけ、ダグウッドを正しく導くことを理解していなかったのだ」

「白王……では…………？」

　白王から告げられる言葉のひとつ、ひとつ。ファイは飲み込もうとするが、湧き上がる期待に押されて上手く飲み込むことができない。ズキズキと痛いほどに脈が打った。

「紅耀、おまえがファイを妃に迎えることを認める」

「ああ……！　本当ですね？　本当にお赦しいただけるのですね？」

「約束を違えることはない。心よりこの婚姻を祝福する」

　白王は確と頷きを返し、ようやくファイの胸にもその喜びが広がる。

　──白王さまがわたしたちの婚姻をお認めになった……！

「ファイ！　やったぞ！」

「……はい…………はい！」

　興奮しているのはファイだけではなかった。紅耀もまた、その凛り々りしい顔をくしゃりと歪ゆがませてファイを見つめる。いつの間にか握り合う手は両手となり、痛いほどに力が込められていた。

「ファイ、ファイ！」

　摑つかんだままの手を持ち上げると、紅耀はファイの指先にいくつもくちづけを落とす。三日月のような弧を描いた唇が往復するようにしてくちづけを重ね、ファイに思いの丈を伝えた。胸の奥から広がる震えが全身を包んでいる。しっかりと自らの足で立っているのに、まるで空に浮いているように覚束ない。

「さて……これからのことだが」

　白王の重々しい声に、喜びを嚙かみしめていたファイも紅耀も姿勢を正した。










　白王の寝室に李来と貞宇が呼ばれ、その後から王妃とレベリオンが入ってくる。王妃の顔は死人のように青白い。そのうえ寝つけなかったのだろうか、目の下がくすんでいた。美しい顔立ちまでが崩れてしまったように、印象が変わっている。

　だがレベリオンは違っていた。これまでと変わらぬ凛りんとした立ち姿で、罪人として王の前に呼ばれた者とは到底思えない様子だ。

「なにか申し開くことがあるか？」

「は……白王さま…………わたくしは白王さまに毒を盛ったのではございません……わたくしは、わたくしは……」

「では、姫蔓草の毒をグラスに仕込んだことは認めるのだな？」

　よろよろと進み出た王妃は、衣服が乱れるのも気にならない様子で、ぺたりと床に座り込む。今さらファイたちが犯人であると、噓の主張をする気はないようだ。そのことに安あん堵どすると、床に崩れ落ちた王妃の姿があまりにも惨めに思えてきた。

「レベリオン。そなた、言いたいことがあるのならば、何なりと言うがいい」

　王妃の様子を見ても、顔色ひとつ変えずにじっと黙したままのレベリオンに白王が訊きいた。

「いいえ、何も」

　こうしているとまるで王妃ひとりが罪人であるかのように錯覚する。ファイは、未だにレベリオンが悪事を引き起こした張本人だと信じられずにいた。知り合ってそれほどの時が経ったわけではないが、レベリオンは常に礼節のある態度であり、ファイに親切だった。

　共に自国とダグウッドとが友好な関係を築き続けることを願い、白王に仕えると誓ったはずだった。それなのになぜ。

「では、王妃を唆そそのかし、グラスに毒を仕込む蛮行に加担したこと、認めるのだな？」

「いいえ、わたしはそのような恐ろしいことを企んだことなどございません。わたしが毒を注ぐ理由もございません」

「なんと……！」

　王妃がその罪の深さに打ちひしがれているその前で、レベリオンは事実無根であると言い放った。その不ふ遜そんさに誰もが息を吞のむ。

「だが我は聞いておった。我が眠りにつき慄く王妃に、解毒剤は必ず手に入ると言って安心させているのを。それより今は、紅耀を第一王子の座から引きずり下ろす絶好の時であると、王妃を唆していたではないか！」

　これまでの印象から、ファイは王妃がこの企てを主導し、どういった理由からかレベリオンが手助けをしたのだと思っていた。だが白王の話を聞いていれば、レベリオンこそが紅耀とファイを追い詰めていった犯人であるかのように聞こえてくる。

　誰もが混乱のなか、レベリオンを見つめる。だがレベリオンはいっこうに罪を認めないばかりか、翠すい眉びを軽く寄せ、気の毒そうな笑みを作る。

「申し訳ありませぬが、それは……白王さまの夢であったのでは？　姫蔓草の毒で眠りにつかれている間、王妃を始め何人もの人間から声を掛けられたはず。ですが白王さまはぴくりとも反応を返されなかったと聞いております。そんな眠りのなかにいる白王さまが聞かれた話が、現実のものであったかどうか、誰に分かるでしょう。そのようなことを拠より所どころとして疑いを掛けられても、わたしにはどうすることもできません」

　悪びれる様子もなく言い放つレベリオンに、白王も黙り込む。拠り所を求められたとて、眠りのなかにいた白王が示せるものなどないだろう。

　どうしたものかと誰もが膠こう着ちやく状じよう態たいに頭を抱えていた。その時、それまで悄しよう然ぜんとしていた王妃が這はいずるようにしてレベリオンの足に摑つかみかかる。

「よもやわたくし一人に罪を被らせると言うのですか……！　全てはおまえがわたくしに囁ささやいたこと。李来を王にするためには紅耀を殺めるしかないと。そして手違いにより白王さまが眠りにつかれた後では、罪を全て紅耀とその者に押し付ければいいと、おまえが夜ごとわたくしの頭に囁き続けたのではないか！」

　この罪から逃れることはできないと、王妃は覚悟を決めている。それだけに、ひとり罪から逃れようとするレベリオンが赦せないのだろう。自らの罪とレベリオンの罪を、王妃は赤裸々に語った。

「李来を王にという王妃の希望は前々から聞いていた。だがそのために紅耀の命を奪おうなどと考えたことはなかったはずだ。そこまでのことをひとりでできる者ではないと信じている。だが……頭に囁いたとは……」

　王妃が追いつめられ、妄言を口にしていると白王や王子たちは捉えている。頭に響く声に導かれて毒を注いだなど、正気の沙さ汰たとは思えないからだ。思いつめるあまり気を病んでしまったと考えるのが当たり前だった。だが。

「恐れながら……王妃さまのお言葉に噓はございません」

「……ファイ？　どういうことだ」

「はい……」

　ファイはちらりとレベリオンを見た。足に縋すがりつく王妃に気の毒そうな表情を見せていたが、ファイが進み出た途端に、琥こ珀はく色いろの眸が暗く濁る。

「サーバルの王族は、離れたところにいる人の頭の中に、想いを飛ばす力を持っていると聞きました。実際にわたしも、力を使ったレベリオンさまから想いが飛んできたことがあります。頭の中に直接声が響いてきて、本当にすぐ傍にいるかのように、はっきりとお声が聞こえるのです」

「まさか……本当なのか？」

　実際に聞かなければ誰もが信じられないだろう。誰にも言わないと約束をしたが、ファイはそれを守り通すことはできなかった。レベリオンが紅耀に毒を盛るよう王妃に囁いたのだとすれば、とても黙ってはいられない。

「裏切りましたね、ファイ王子。人の好よいあなたなら最後までわたしを信じてくれるものと思っていましたよ」

「約束を違えたことは謝ります。ですが、レベリオンさまが毒を入れる手伝いをしたのだとしたら、わたしは到底許すことはできません。罪は贖あがなうべきです」

　ファイは毅き然ぜんとして言った。レベリオンがファイの眸をじっと見つめる。そのほの暗い光に恐れつつも、ファイは目を逸らすことなく対たい峙じした。

　しばしの睨み合いの末、レベリオンは大きくため息をついて言った。

「あなたにまで裏切られたのでは、逃れる術は残されていないようだ」

　裏切りという剣吞な言葉に反応した紅耀が、ファイを庇かばうように半分背中に隠した。

「どうして……レベリオンさまはそのようなことをなさったのですか？」

　属国とはいえ、ダグウッドがサーバルやレベリオンを不当に扱ったりはしていない。ましてや紅耀個人にどのような恨みがあるというのか。もともと王妃に紅耀を疎ましく思う感情があったとて、レベリオンがそれを手助けする理由とは何なのか。どう考えてみてもファイにはそれが分からなかった。

「わたしは国を取り戻したかった……属国となってしまったサーバルを、独立した国として取り戻したかったのです」

　レベリオンは言い終えると、自虐的な笑みを浮かべた。その表情は淋さびしげで、眸はファイを見つめながらも、どこか遠くを見ているかのようだ。

「白王さまの絶対的な力の元で、それを叶えるのは難しい。かといって他国に……マートルやシニフに力を借りれば、結局そちらの配下に置かれることになる。ですから白王さまの次の代を狙いダグウッドに来た。それぞれを観察し、弱みを探っていましたが、次期国王として最も有望な人物が紅耀さまだということはすぐに分かりました。ですから、今のうちに紅耀さまをどうにかしておきたいと……王妃さまと思惑が一致したというわけです」

　目論見を行うに至った経緯をレベリオンは淡々と話す。目的のためなら手段を選ばぬその考えかたに、空恐ろしいものを感じてファイは震えた。今まで見てきた中のどの姿が、本当のレベリオンなのだろうか。

「ですが……サーバルもマグノリア同様、ダグウッドに隷属させられているというわけではないはず……」

　王族による統治権は継続されており、幾いく何ばくかの金品を納める以外に、大戦前と変わることはないはずだった。

「誇りの問題ですよ。どんな形であれ大国の庇ひ護ごを受けて成り立っているということに、わたしは我慢がならないのです……ずっと、一国の王となるための教育を受けてきた。そうなるはずだった。それが大戦により覆され、ダグウッドの庇護下に置かれることになった。ファイ殿は自国についてそう思っていらっしゃらないようだが、わたしはそれがどうしても受け入れがたい……わたしはサーバルを、大国と渡り合えるだけの力を持った国にしたかった」

　遠くにあった眸を現実に戻したレベリオンが語る。

「今回、手違いで白王さまが眠りにつかれ驚きましたが、これもまた好機。白王さまを毒殺しようとした罪を紅耀さまに着せることができれば、遠からず目的は達せられる。いずれ李来さまが王位に就くことになればわたしには好都合。素直なかたゆえ、御し易い。だが、今はまだ早すぎる。国力が落ちたと思われ、シニフやマートルから攻め込まれるようなことになれば、何の意味もない。ですから、最終的に白王さまを救うことは決めていたのです。あとは紅耀さまを罪人に仕立てるだけ」

　あまりに身勝手な物言いに、誰もが啞あ然ぜんとしたままレベリオンの言葉の続きを聞く。

「寵愛を受けるファイ殿を使えば上手くいくと思ったのですが、思いのほか頑固なかただったようだ。王妃の決死の脅迫さえ、自ら命を捨てることで乗り越えてしまうとは……ファイ殿の存在が誤算だった」

　レベリオンの眸がファイに向いた。だが、意外にも射るような強いものではなく、ただじっと見つめられただけだった。それから紅耀に向き直り、ふっと口元に笑みを浮かべる。

「どちらにしろ、紅耀さまが王になられるのなら恩を売っておこうと、解毒剤を持って来たのですが、失敗でした。企てを聞かれていたと知っていれば、ただでは渡さなかった。いくらでも取引に使えたものを。王妃にもお伝えはしていませんでしたが、あれはサーバルの王宮では昔から催淫剤として用いられてきたもので、常に備えられている。いつでも手に入るものだったのですよ」

　どこまでも自己の都合のため動いてきたと告白され、呆あつ気けにとられるしかない。それほどまでに国を取り返したいというレベリオンの思いは一途だったのかもしれないが、あまりに人の命や思いをないがしろにしている。

『姫蔓草の蜜みつを飲んだおかげで、昨晩はお楽しみになったのではないですか？　よろしければあの解毒剤、特別にファイ殿にお分けいたしましょうか……わたしを助けるために少しお口添えいただければ、ですが』

「なっ……！」

　突然声を上げたファイを、皆が不思議そうに振り返る。無駄だと知りつつ耳を押さえるファイに、レベリオンはなおも語り掛ける。

『このままでは白王がサーバルの王政を奪い、完全にダグウッドの一領土として支配されてしまうかもしれません。体格に不利のあるサーバルの民が、ダグウッドの支配下で苦しむ様子を見たくないのです』

「それは……それは、レベリオンさまの招いたこと。罪を認め、ご自身で謝罪されるべきです……！」

『ファイ殿が、そんなに冷たいかただとは思っておりませんでした』

　聞きたくないと思ってもレベリオンは次々とファイの頭の中に囁いてくる。王妃もまたこのようにしてレベリオンに操られていったのだろうか。

「レベリオンか！　ファイになにをしている」

　ファイが頭を抱えているのを見かね、紅耀がレベリオンに摑つかみかかる、胸のあたりを摑まれ、身体の大きな紅耀に睨にらまれてもレベリオンは平気な顔をしていた。

「お、お止めください、紅耀さま！」

「ファイ、なぜレベリオンを庇う」

「庇っているのではございません……ですが、ひとつだけ。レベリオンさま、このことはサーバル国民の願いですか？　それともレベリオンさまおひとりの……？」

　確かにファイがレベリオンを助ける必要などない。卑劣な手段で白王を、紅耀を葬り去ろうとしたのだ。だが、この問題がサーバル国を巻き込んでのものになれば、レベリオンの言うように白王はサーバル国を赦しはしない。王族の咎とがにより、民が苦しむことになるのを、同じ王族としてファイは見たくなかった。

「わたしひとりの願いです。王も姉妹たちも今の暮らしに満足している。だがわたしはサーバルをひとつの国として守りたかった……それだけです」

　あくまでもレベリオンひとりの考えで行われた謀略だと答えが返る。紅耀は握っていた手を放し、レベリオンから距離を取った。

「分かった。今回のことはレベリオンの独断により行われたこと。サーバル国の謀反とは見なさぬ。だが、レベリオン。そなたを自由の身にするわけにはいかぬ。この王宮に留め、サーバルへは帰さぬ。分かったか」

「はい……」

　白王の沙汰に殆ほとんど表情を変えることはなかったが、レベリオンがその処遇に落胆したことは見て取れた。もちろん、サーバルに白王の怒りが向かなかったことは喜んでいるはずだ。だが、独立した国として取り戻したいと願うほど愛する祖国に帰れなくなったことは、レベリオンにいかほどの苦しみを与えているだろう。

「あの……母さまは…………」

　殆ど動かぬ人形のようだった李来が母親を案じ、白王に訊きく。王妃は未だ床の上に這い、ぶつぶつと独り言を繰り返していた。

「王妃は湖畔の離宮に移り、そこで暮らしてもらう。王妃がこの大事件を引き起こしたと知られれば、国家の恥。国民の気持ちも不安定なものとなろう。離宮で療養しながら静かに暮らしていただく」

　紅耀が李来と貞宇に向け、きっぱりと言い放った。これは白王と紅耀とで話し合い決めたことだ。白王の口から伝えさせるのが忍びなく、紅耀が代弁した。

「離宮で…………そう、ですか」

　これまで王妃から期待を一身に受けてきた李来だ。企てた事の大きさに比べれば寛容な処罰といえども、華やかな王宮を追われる王妃の身を案じているのだろう。あまりに消沈した様子を見た紅耀が、更に声を掛ける。

「おまえと貞宇はここで暮らすのだぞ？　おまえも成人したのだ。近衛騎士を率い、共にこの国を守っていくのだ」

「分かりました……！」

　紅耀に求められていると知り、暗く沈んでいた李来の眸が輝く。やはり貞宇の言っていたように、李来は紅耀に近づきたいと常々思ってきたのだろう。喜びを見せる李来の横を見れば、貞宇はいつもと変わらぬ様子をしていた。ただ、その顔はずっとレベリオンを向いている。

「貞宇も協力してくれるな？」

「はい、紅耀兄さま」

　ようやく視線を戻した貞宇がにっこりと頰に笑みを浮かべて答えた。久しぶりに見せたその笑顔には幼き頃の面影がほんの僅わずか滲にじむ。

　近衛兵が部屋に呼ばれた。王妃とレベリオン、それぞれに付き添って王の寝室を出ていく。残された者はみな、疲れの中に安あん堵どを覗のぞかせていた。

「広大な国と帰属国を守るために、王族が諍いさかいを起こしている場合ではない。前々から話しているように、いずれ王の座は紅耀に譲るつもりである。ふたりはそれについて異存があるか？」

「いえ、ありません」

「わたしもです」

　ふたりが揃そろって答え、白王は大きく頷うなずいた。

「それではこれからはこの五人で力を合わせてゆくぞ」

「五人……」

　白王の言葉に三人の王子たちが振り返る。この場には白王と三人の王子のほか、ファイしかいないからだ。突然注目を集めたファイがあたふたとしていると、紅耀がファイの肩を抱き寄せる。

「おまえは妃となり、ダグウッド王家に入るのだ。力を合わせてもらわなければ困る」

「は、はい……微力ながら力を尽くさせていただきます」

「頼んだぞ」

「……はい！」

　それはダグウッドに来た時からのファイの誓いであり、これからも変わることはない。だが王族の輪に加えられ、ファイは身の引き締まる思いだった。これからも紅耀のために働ける。そしてそのことを喜んでくれる人たちがいるのだ。どれほど心強く、ありがたいことだろう。

　高揚で頰を染めたファイは、隣に立つ紅耀と微笑み合った。










　白王が国民の前に立てるようになったのは、それから十日ほど過ぎてからのこと。詳細は伏せられたままだったが、白王が病から回復したという知らせを聞いた民たちは、喜びと共にその日が訪れるのを心待ちにしていた。

　王宮前の広場に大勢の民が集まり、白王が姿を見せるのを待っていた。やがてラッパの合図と共に、白王が広場から見える王宮のテラスに立った。石造りのテラスに白王の姿が見えた途端に、民たちからは万歳の声が上がる。どれほどに白王が信頼され、愛されてきたのかが分かる光景だった。

　紅耀とファイ、李来と貞宇も白王に続きテラスに立った。白王が片手を上げれば、歓喜に沸いていた民たちが一斉に声を出すのを止め、広場が静まり返った。

「皆のもの、心配を掛け申し訳ないことをした。この通り以前と変わらぬ姿で戻ってくることができた。だが、我にもしものことが起きようとも、この国の平穏は変わらない。二年の後、我は国王の座を第一王子の紅耀に譲ることを決めた。李来は近衛騎士団の団長に、貞宇は成人後に宰相見習いの任に就く。それから……紅耀が婚約を決めた」

　白王に促され、紅耀とファイは白王のすぐ隣に立つ。紅耀の婚約を聞き喜びの声が掛けられるなか、皆が紅耀に並び立つファイを不思議そうに見ている。

「婚約の相手はマグノリアの王子、ファイだ」

　花嫁衣い裳しようを意識した白いクルハを身に着けたファイに、無数の視線が注がれる。黙りこくった国民にどのような言葉を告げればいいのかファイが迷っていると、どこからともなく拍手の波が起こる。一度始まってしまえば、さざ波のように広場中に広まり、やがて喝かつ采さいとなった。

「ファイ」

　呼ばれて顔を上げれば、その身体を持ち上げられ、肩に担ぎあげられる。クルハの裾すそが風でたなびいた。

「俺にくちづけをしろ。俺のものだと全員に示せ」

「そんなことできませぬ……白王の御前です」

「きっとお赦しいただける」

　強引に引き寄せられたファイは、鼻先の触れ合う距離までくると自ら唇を寄せた。厚みのある唇にファイの唇が乗ると、さらに喝采は大きくなった。嬉うれしくなって眸を開ければ、笑顔の紅耀がファイの虹こう彩さいを覗き込んでいる。

「紅耀さま……ん」

　幸せですと言いかけたファイの口こう腔こうにするりと紅耀の舌が入り込む。大勢の国民の前だというのに、深くまで探られ、ファイまで大きく口を開く羽目になった。舌根を吸われてファイが小さく呻うめくと、派手な音を立てて唇が離れていく。

「もう……紅耀さま、やりすぎです」

「本当だ。化粧を掃いたように白い頰に赤みが差している。これでは他の男たちの欲望を煽あおってしまうな」

「そういうことではありません……もう」

　ぷうっと膨れた頰を紅耀はいとおしげに撫なでる。

「懐かしいな……初めて会った日もファイはこんな風に頰を膨らませて怒った。それがなんともかわいらしくて、たまらなかったんだ」










　顔を寄せ合い睦むつましく語り合うふたりを見て、国民の間に温かな感情が広がっていく。拍手を送りながらもファイが他種族であること、男でありながら妃となることに不安を覚えていた者たちにも、素直な祝福の気持ちが沸き上がった。

　それほどに似合いのふたりがそこに居る。

　ダグウッド王国は永遠なり──そんな言葉があちこちで叫ばれ始めた。

　誰の顔にも笑顔がある、良き日。

　紅耀の眸のような曇りのない空が広がっていた。
















有翼の獅子は嫉妬する







　婚約を国民に告げた翌日には、婚礼の日取りが決められた。秋の収穫が落ち着いた晩秋。冬が訪れる前にファイは花嫁となる。

　喜びだけではいられぬファイを気遣った紅耀に、マグノリア国から兄のディーと妹のローズを招いてはどうかと提案を受けた。

「良いのですか？」

「ああ、もちろん。これは俺とファイとの誓いであり、ダグウッドとマグノリアの親愛の証でもある。お招きするのが当たり前だ。長旅をしていただくことになるが、騎士団がつつがなくふたりをおまえの元へ送り届けると誓おう」

　紅耀の力強い言葉に、ファイは一も二もなく頷うなずいた。さっそく招待状を書きあげると使者に託す。

　──本当に、わたしが紅耀さまの妃になるのだ……！

　不安がないと言えば噓になるが、ファイがどれだけの心配事を抱えたとしても、紅耀がそれをさっと持ち上げてどこかへやってくれる。そのことが素直に信じられた。これまで通り紅耀のために尽くしていればそれでいい。そうファイは心を決める。

　だが、浮きたつ気持ちはすぐさま消し飛んだ。王族の婚儀となれば細々とした決め事が多く、そのための支度はかなり大変なことだった。

　まずはダグウッドの王族が守ってきた決め事を聞き、その上でファイの希望を盛り込みながら準備を進めていくのだが、マグノリアから王宮に来て数年。晩ばん餐さんの席では客人でしかなかったファイには、知らぬことが多すぎた。

　本来であれば王子の婚礼は王妃が手助けをするのだが、王妃は離宮へ移りここには居ない。もちろんここに居たとして、王妃がファイを手伝うはずはないのだから同じことだ。

　今日のところは白王の婚儀の準備も手伝ったという古参の侍女頭に教えを請い、ファイはこれから始まる一連の段取りについて聞くだけに終わった。

　重いため息が知らず知らずに漏れる。ファイは紅耀の私室の長椅子に座り、婚儀を執り行うために用意しなければならないことの多さに憂えていた。

「ファイ……どうした？」

「紅耀さま。申し訳ございません……考え事をしていたら、うとうととしてしまったようです」

　ほんの少し休憩のつもりで座っているうち、眠ってしまったようだ。頰を撫なでる手に気づいて目を開けば、目前に心配顔の紅耀がいる。

「婚礼のことか」

「はい」

「苦労を掛けるが、これから王宮内のことを取り仕切る役を、ファイが担うことになる。許せ」

「もちろんです」

　紅耀が王座を譲り受けるまで二年。国のあらゆることに気を配らなければならない王に代わり、王妃が王宮を統制していくのは当たり前のことだ。それはマグノリアの王子であるファイもよく知っている。

　だがマグノリアの王族はダグウッドの王族ほど豪ごう奢しやな暮らしはしていない。集まりに相応しい食器や飾り、クロスに花。そこにあるのが当たり前と思い、気を配ったことのないような備品まで、いくつもの種類の中から場を整えるための品を誰かが選び、用意されていたことを今日まで知らずにいた。

　それもまた花嫁修業と思ったものの、ファイにはあまり得意な作業ではなかった。出迎えられなかったことを謝れば、紅耀は構わぬと言いファイの隣に腰を下ろす。

「まだ時間はあるだろう？　ゆっくりと決めればいい」

「そうなのですが……ゆっくりと決めたところで、それが正解か分かりかねるのが不安なのです」

　まだぼんやりとしているファイを紅耀は膝ひざに抱き上げ、疲れを解すように耳のつけ根を揉もんだ。くたりと倒れこんだ身体は、逞しい胸に引き取られる。耳を揉みながら髪にくちづけを落とされ、ファイはあまりの心地よさに目を細める。

「疲れたのなら風ふ呂ろに入って身体を揉んでやろう。嫌か？」

「嫌というわけではございませんが……仁由がいるというのに紅耀さまがすぐ悪戯をなさるので困ってしまうのです……」

「気にするな。仁由も心得ているだろう？」

「それは……そうなのですが」

　紅耀がファイを伴って風呂に入れば、仁由は薄衣を手渡した後、そっと扉の向こうに出ていく。そして湯を上がる頃合いになれば戻ってくる。その絶妙なタイミングを見ていると、ふたりのやり取りを聞いていたとしか思えないのだ。

「そういうことは寝室で行えば良いのです……なにも湯殿でなくても」

「それならファイが悪い。雪のような白い肌をところどころ淡く染めて誘うから、こちらもたまらなくなるのだ。湯殿ではかわいい声もよく響いていい……少し上ずった声が響くあの音色がたまらない」

　どれだけファイが恥ずかしい思いをしているのか訴えても、紅耀に反省の色はない。しまいにはファイが悪いとまで言ってしまう。

「誘ってなどいません」

「本当か？　確かめてやろう」

　よし、と紅耀は膝に抱いていたファイを抱えて立つと、湯殿に連れていく。慌てて出てきた仁由が紅耀の脱ぎ捨てた衣服を拾い集めた。今さら戻るなどと言って仁由の前で争うのも恥ずかしい。ファイもまた衣服を脱ぐと、差し出された薄衣を纏まとった。

「疲れが取れるように揉んでやろう」

　紅耀が手にとろりとした液を掬すくい取り、薄衣の下に伸ばしていく。大きくて力強い手が軽く揉みこみながら両腕を順に行き来する。とても気持ちが良くてファイはうっとりとなった。それから手は肩へと滑る。緊張の疲れが溜たまる首元から肩を揉まれるのは、本当に心地よかった。湯の温かさと紅耀の手の刺激で身体は寛いでいった。

「足もしてやるからこちらへ来い」

　胡坐あぐらをかいた紅耀に近寄ると、背中を向ける格好で膝に乗せられた。紅耀の手にぐっと足を持ち上げられ、ファイは後ろに倒れこむ。紅耀の胸に背をつけてもたれると、紅耀が腕同様に足にもとろりとした液を流した。足首からつけ根に向けて手のひらが往復する。ちゃぷちゃぷと揺れる湯の下で、つけ根を揉んだ手がファイの若茎に軽く触れた。

「んっ……」

　ファイが思わず声を上げれば、紅耀は反対の足を揉み始める。そうして、またつけ根にたどり着いた手が茎の根元に触れた。

「も、もう……足は大丈夫でございます」

「そう言うな。足は一日おまえを支えていたのだ。ゆっくりといたわってやらなければ」

　今度は両手でぐにぐにと揉みしだかれる。腿ももの内側の柔らかいところを揉まれると、ファイに淫みだらな気持ちが湧いた。

「ふ、う……ん」

　堪えようと思っても声が漏れる。両足を何度も揉みこまれるうち、ファイの身体はすっかり斜めになって紅耀にもたれかかっていた。身悶えたせいでまくれ上がった薄衣の下から、白く細い茎がにょっきりと水面近くまで顔を見せる。

「誘っているのか？」

　透明な湯のすぐ下で、薄桃色の口がぱくぱくと口を開いている様子を見た紅耀が、耳元で問うその声には笑いが滲んでいた。

「ち、ちがいます……」

　下から回った紅耀の尾が悪戯をしているのだ。双丘の間を尾っぽの先がくすぐり、そのせいでファイの腰が浮いてしまう。自ら盛りがついた陰茎の先端を突き出すような格好をしてしまうのだが、くすぐったさにはかなわない。

「紅耀さま……も、あ……あ」

「ん？　どうした。そんなにかわいい姿を見せられれば、誘われているとしか思えぬのだが」

「違います……早く、あ、もう……閨ねやに…………っ」

　悶もだえるファイを逃さぬよう、紅耀の腕が胸元に回る。そうして交差させた先で胸の尖とがりを摘んだ。触れられる前から尖っていたそれは、紅耀にきゅうと絞られるとその色を濃く淫いん靡びに変えた。

「やはり誘っているではないか」

「それは紅耀さまが……っ、悪戯をなさるから……ん」

　結局はこうして触れられているうちにファイがたまらなくなり、嬌きよう声せいをあげることになる。紅耀の言ったように湯殿は声が響きやすい。いつもより甲高い声が甘く響いて聞こえるのが耐えられないのだ。

「このままおまえの声を聴いていたいのだが……」

「あ、だめです……っ、……ん、んっ……」

　足の間を尾でまさぐられ、敏感な胸の粒を摘まれれば、ファイはいくらも耐えられない。毎晩のように紅耀にかわいがられているせいで、発情期でもないのに簡単に尾を上げてしまうのだ。

「どうしても嫌か？」

「…………できれば、おやめいただきたいです」

「分かった。ならばファイに従うとしよう。その代わりにひとつ、質問に答えてもらう」

「質問、ですか？」

　ざぶと音を立てて立ち上がった紅耀に、仁由が手際よくガウンを着せかける。こうしてちょうどよい時に出てこられるということは、会話まで全て聞かれているということだ。仁由がふたりの会話をよそで漏らすとは思っていないが、毎日のように顔を合わせる、自分より年若い男に知られているというだけでも、恥ずかしくてたまらない。

　紅耀の姿が私室に向かったのを確認し、ファイは湯から上がる。濡ぬれた薄衣を脱ぐのを手伝ってもらい、裸になったところでガウンを着せかけられた。顔は合わせられないが、「ありがとう」と礼を言い、ファイも紅耀の後を追う。

　紅耀は既に寝台を覆う天てん蓋がいの奥に消えていた。部屋はランタンの明かりをひとつ残すだけだ。ファイが寝台に上がると、紅耀はすかさずその身体を組み敷いた。

　首筋に唇が沈み、肌の薄い部分を辿たどるようにして降りていく。骨の窪くぼみに舌を這はわせながら、割り開かれた足の奥に指が伸びた。ぬるりとしたものを纏った指が、小さな窪くぼ地ちを探る。襞ひだの寄り集まった場所の機嫌を取るように何度か撫でた後、指が沈んだ。

「あ──……、ん…………」

　確かめるように指を往復させると、紅耀のための道が開き始める。すっかりとファイの身体は紅耀を覚えた。指に吸い付きながら、雄を受け入れるための支度をする。浅い場所にある敏感なしこりを何度か撫でられれば、ファイの腰がゆらゆら揺らめいた。

「あ、あ……紅耀さま……いい……」

「ああ。ここが悦よいのだな……」

　言いながら紅耀はファイの胸飾りを嚙かんだ。ぐんと腰が跳ね、なかを擦る指を締めあげる。快感が駆け上るなか、紅耀の手がファイの雄茎の根本をぐっと摑つかんだ。

「ああっ……なにをなさるのです……！」

　あと少し内を擦られれば達する。そんな境地まで追い上げたのは紅耀なのに、すげない。

「質問があると言っただろう？」

「……はい、聞いております」

　本当は身体の奥を探られる感覚に酔い、忘れていた。質問などいつでも答えるのに、どうしてファイが切羽詰まった時に訊きくのか。

「白王の寝室でレベリオンと王妃の罪を問うていた時、レベリオンはおまえになんと話しかけたのだ」

「あ……」

　紅耀はそのことをずっと気にしていたのか。あの時はレベリオンがファイの頭の中に直接語り掛けていたせいで、その場にいた紅耀でさえその内容を知らない。

「教えてくれ……あれから幾度となく思い出しては忘れようとしたが、どうしても忘れることができぬ。終わったことだと言い聞かせてみてもずっと気がかりで仕方ないのだ」

　あまりに深刻な紅耀の表情を見て、ファイは打ち明けることを決める。

「あれは……助言を求められたのです。白王さまの怒りを鎮め、サーバルの王政を取り上げられぬように頼んで欲しいと」

「それは分かった。おまえが自分で謝るようにと言ったのを聞いて、そんなところだろうと思った。だが初めに言われたのは違っていたのではないか？　おまえは恥じ入るように顔を染めた。その顔がずっと気にかかっているのだ……」

「紅耀さま……」

　なんのことを言っているのか、ファイにも分かった。姫蔓草が媚び薬やくとなり、紅耀と睦むつまじい夜を過ごしたのだろうと、レベリオンがからかってきた時のことだ。そしてその媚薬と引き換えにして、自身を救う助言をファイに求めた。

　姫蔓草の花か蜜みつにあてられて媚び態たいを見せたことを、見てきたようにレベリオンに語られ、羞しゆう恥ちで顔色を変えてしまった。以前から、レベリオンに口説かれているのではないかと疑っていた紅耀にとって、そんな秘密めいたやり取りが面白いはずがない。だが……。

「なにもやましいところはないのです。レベリオンさまがわたしをからかうようなことをおっしゃるものですから……」

　なんとなく今さら蒸し返すことが恥ずかしく、ファイは言葉を濁す。だがそれで許す紅耀ではなかった。

「なんでもないのなら話せ」

「あ、あ……っ、ん」

　指を引き抜いた狭間に紅耀の滾たぎりが差し込まれる。ほんの先端だけがぐりっと入り込み、ファイの肉輪を大きく広げた。

「花嫁が他の男と秘密を持っていると知って、愉快な男などいない」

「あ、ですが……はぁ──、っん……」

　限りなくゆっくりと紅耀の剛直が隘あい路ろを進む。そのもどかしさと、内腑ふを押し上げられるような息苦しさに、ファイは悶える。未だに紅耀の手はファイの若茎の根本を握りしめ、達することのできないようにされていた。

「あ、あ……っ、恥ずかしいのです…………ですからっ、ん！」

　ゆっくりと進んでいた雄茎は、ファイの弱い部分に差し掛かると、ずんと強く突き上げる。そうしてまた後退すると、息を吐くタイミングで突き上げてきた。

「や、ああ……っ、は、っ、あ……っ、おかしく……おかしくなります」

「構わぬ。好きなだけ乱れるがいい」

「あ、やあ……や、っふ、う……んっ、紅耀さま…………あ、苦し、い……」

　ずうんずうんと突き上げられる痺しびれと、ずずっと引かれる刺激とでファイは悶え苦しむ。けれどどんなに嘆願しても、紅耀は蜜の滴る茎から手を放してくれない。ファイの心臓は強く速く跳ねている。頭の奥に白い光の瞬きがあり、その向こう側へと行きたいのに、戒められているせいで行かせてはもらえなかった。

「秘密はなしだ……ファイ」

「あ、あ……っ、姫……っ」

「ん？」

「姫蔓草の……媚薬の効果はどうだったかと……んっ、ふ……」

　このままでは全身がばらばらになりそうだと、ファイは羞恥をかなぐり捨て、隠していたことを話す。腰の奥が重く疼うずき、雄茎は痛いほどに腫はれていた。

「そう、からかわれて……ん、ああ……っ、助言するなら、お分けしましょうと……そう……ん、言われて……」

「そうであったか。だがちゃんと媚薬など無用だと答えたか？　おまえはそんなものなくともかわいく鳴く。俺が丁寧にひとつひとつ暴いていくのだから、そんなものは必要ないと言ったか？」

「あ、っ！　いえ……っ」

「そうか。なら十分必要ないことを分からせてやろう」

　ゆるりと浅い場所を抜き差ししていた雄が、勢いよく奥を突いた。いつのまにか紅耀の手を離れていた蜜芯は、その突きで簡単に弾けた。紅耀の腹とファイの胸元に、白い飛ひ沫まつを飛び散らせる。だがファイが絶頂に達していている最中でも律動を止めない。むしろファイの放出を手伝うかのように雄茎の裏をがんがんと突かれ、ファイは過敏になった身体を粟あわ立だてながら頭を振る。

「ああっ、あ、お待ちください……あ、っ、と少しだけ……ああっ、んんう」

　だが、どれだけ乞こうても紅耀は抽挿を止めなかった。精を吐き切った若茎がぶるんぶるん揺れるほど激しく揺さぶられ、ファイの愉悦は高まるばかりだ。

「あ、や、だめ……あ、いや……っ」

「ああ……いい。ぐちゅぐちゅと蕩とろけて絡みついてくる……最高に気持ちがいい……ファイ、出すぞ」

「あ、あ、やあ、んっ…………！」

　達したのはファイが先だった。ふわりと腰が浮き、つま先を丸めた足が真っすぐに伸びる。ファイは達したばかりだというのに、ぎゅうんと全身に力が入り、一瞬身体を浮き上がらせた。

　そんなファイの最奥で紅耀もまた解放を味わっている。浮いた腰は寝台に降りているというのに、ファイの身体はまるでふわふわと宙に浮いているように心許ない。触れられれば淡雪のように崩れてしまいそうだった。

「ファイ……」

「ああ……っ」

　くちづけようと紅耀が身じろぎしただけで、またファイは絶頂を迎える。若茎からはぷくと浮き出る程度しか白いものが零れないのに、深く長い絶頂がファイを襲った。

「感じ入っているのだな……？」

「はい……あ、あ……や、動かないで……」

　どうかなってしまったのではないかと思うほどに悶え苦しむファイを、紅耀はじっと見下ろしていたが、やがてたまらないというように突き上げを再開した。先ほど中で放たれたものがかき混ぜられて、あられもない音を響かせる。紅耀の律動により搔かき出されたものが肉を伝い、寝台へと流れ落ちた。

「あ、あ……ふやん、あ、ああ……はっ……っは……は……ああ」

　びくびくと内壁が震え、紅耀の雄にまとわりついているのがファイにも分かる。ファイの意思など関係ないというように、身体は紅耀の猛々しい雄茎を喜んでいた。

「ああ……よすぎる」

　いくらもしないうちに紅耀は腰を止め、一番深い場所で二度目となる放埓を行う。ファイもまた四肢を震わせながら、深く長く続く法悦に酔った。










　後始末をしてガウンを纏まとったファイが寝台に戻ると、紅耀がその身体を引き寄せてくる。しっかりと腕に抱きこまれて横になったファイに、紅耀が訊いた。

「レベリオンに与えた処遇を厳しすぎると思うか……？」

「いえ……白王さまに……元を正せば紅耀さまに毒を注ぐ手伝いをしたこと、到底許されることではございません。ご無事だったから良かったとはいえ、もし本当にどちらかが命を落とされていたらと思うと、今でも震えが走ります」

「そうだな……属国と不和になれば、またそこを火種として他国が攻め込んでこないとも限らない。できるならばこのまま争いなく済ませたいのだ。だが、なんの処罰もなくサーバルに帰す気にもなれぬ…………！」

　レベリオンはいま、王宮の端にある物置部屋のようなところに幽閉されているが、いずれ格子をつけた王宮内のひと部屋に移り住むことになっていた。これまでのような豪ごう奢しやな部屋に住みながらも、自由に出入りできぬ牢ろうに閉じ込められることになる。

　これからの長い人生を、自分の意思で動けぬ状態で過ごすのは、考えるよりもずっと辛いことだろう。それほどの大罪を犯した者だとはいえ、紅耀がその判断に迷うのも頷うなずけた。

「もう少し世の中が変われば……属国としてサーバルを守る必要がない時が来れば、レベリオンさまをサーバルに返す日も来るかもしれませんね」

　だからそんなに心を痛めないで欲しいとファイは願う。ダグウッドを取り巻く状況はこれからいくらだって変わっていくだろう。その時々で最善を選んでいくしかない。

「そうだな…………どうしても俺は、人の心に直接語り掛けるというその力が怖いのだ」

「そうでしたか」

「ああ。誰も知らぬところで人を操っているのかもしれぬと思うと、周りの者を全て疑ってしまう。そんなことはしたくないのだ」

　それゆえに紅耀はファイが聞いた声を余さず知りたかったのだ。ただの妬と心しんだけではなかったと聞き、ファイは申し訳ない気持ちでいっぱいになる。紅耀の不安をちゃんとくみ取ることができていなかった。

「本当にお伝えした通りでございます。媚薬のことを言われたことが恥ずかしく、言えなかっただけですから……紅耀さまに秘密にしなければならないことなど、聞いておりません。あれから声が聞こえることもありませんし……もし、聞こえてきた時には全て紅耀さまにお伝えします」

　一番身近にいるファイが、紅耀を裏切るようなことをしてはいけない。そんなことをすれば紅耀は人を信じられなくなり、王として間違った道に進んでしまうことも考えられる。

「俺はファイを信じている」

「紅耀さま……」

　重ねられた唇にファイも応える。優しく啄み合うくちづけを繰り返し、欲情を煽あおるのとは違う触れ合いを楽しんだ。こうしていれば言葉を交わし合うよりもっと愛情を伝えられる気がする。

　何があったとしても、これからも紅耀を裏切るようなことはしない。それが妃となることを受け入れたファイの決意だ。

「いつの日も俺の味方でいてくれ」

「はい」

　どれだけ日々が過ぎようともファイはその決意を、その約束を忘れないだろう。笑顔で頷いたファイを紅耀はしっかりと胸に抱きしめた。
















その夜に







　ダグウッド王国の秋は瞬く間に過ぎていく。紅耀は冬の清らかな空気が嫌いではないが、小柄なファイには堪えるようだ。毎年十一月に入ると、朝に夕に、黒い毛に覆われた耳や頼りない肩を、ぷるぷると震わせて耐えている。

　婚礼の日が小春日和となるよう願うが、こればかりは紅耀とてどうしてやることもできない。

　今日ようやくファイの婚礼衣装が整った。針子たちの手により着つけられていくさまを眺めているだけで、自然と笑みが零れる。

　発情期という特異な体質を知るまでは、決して手に入れることは許されぬ存在だと思っていた。互いに王子という立場で、恋しさだけで結ばれてはいけないと思ってきた。だが、その恋は叶かない、紅耀とファイは身も心も結ばれたのだ。

　あと数日とはいえ、積年の思いが結実する婚礼の日が、待ち遠しくて仕方がない。

　──出会った時はほんの子どもだったのにな。

　たった十四歳だったファイはひとり、知る者のない異国を訪おとない、マグノリアのためにその身を捧ささげることを選んだ。礼儀正しくありつつも、幼く頼りなく見られることには敏感で、むきになった顔がかわいらしくてたまらなかった。それを愛らしく思ったのは本心からで、年長者としての当たり前の感情だったはずだ。

「紅耀さま……これでは歩きにくいのですが、本当に良いのでしょうか？」

　金糸で細かな刺し繡しゆうを施した生地をふんだんに使った白の衣装が、華きや奢しやなファイの身体を包んでいる。妃の婚礼衣装とはいえど、女性風の衣装は似合わないとファイは固辞した。折衷案としてクルハの丈を、長靴を隠すほど長いものに変えることにする。腰を飾るベルトも特別な織物を使い、宝石をいくつも下げた。華やかでありつつも、ファイの王子としての気品が感じられて美しい。

「似合っている、問題ない。歩けぬようなら俺が抱えてやるから心配するな」

「またそのようなことをおっしゃって。わたしをいつまでも子ども扱いなさらないでください」

「子ども扱いではない。おまえが俺の伴はん侶りよだと皆にみせつけるためだ。抱えられるのが不満なら、練習にここまで歩いて来い」

　膨れていた頰を赤く染め、困り顔になったファイに手を差し伸べると、衣装を汚さぬよう気遣いながら歩いてくる。その真剣さがまた愛らしく、紅耀の胸はじんと痺しびれる。

　ファイのことは弟のようだと、王族であることに誇りを持った高潔な王子だと、そう思っていたはずだった。だが、ファイが婚礼衣装のように無む垢くな、真っさらな気持ちで紅耀へ忠心を捧げてくれることに、言いようのない安らぎを感じるようになった。

　紅耀は第一王子としての生まれに誇りを持っていた。周囲からの期待に応えよう、心身ともに健やかであろうと努力することは決して嫌ではなかった。幼いうちに亡くなった母に、抱かれた記憶もないまま育ったことを淋さびしく思うこともあったが、孤独ではなかった。

　特別な血を引く紅耀の周りにはたくさんの人がいた。誰もが好意的で、親愛を示してくれた。それが幸福だとずっと思ってきた。けれどファイと出会い、紅耀は新しい感情を知ることとなる。

「あっ……」

　裾すそにばかり気を取られていたのだろう。つま先を絨じゆう毯たんに引っかけたファイが倒れこんでくる。それを紅耀はしっかりと抱きとめた。

「やはり俺が抱き上げて歩くべきだな」

「それは困ります。もう少し練習すればなんとかなりますので」

　慌てて身体を起こそうとするファイを引き止めて、耳のつけ根あたりにくちづけを落とす。

「ひぁっ」

「片時も離れたくないのは俺だけか？」

　耳や尾が弱いと知っていて囁ささやくと、ファイの頰がかっと赤く染まる。

「それとこれとは別の問題です。たくさんのかたがたに列席いただくのですから、立派に務めなくては……」

「ではファイも離れたくないという想いは同じだと？」

　揚げ足取りのように言うと、ファイは一層顔を赤らめながらも「はい」と小さく答える。本当にこの健気さと素直さが、かわいくてたまらない。

　紅耀はファイと出会い、甘えることを覚えた。

　甘えさせてくれたというより、甘やかされてくれたというほうが正しいかもしれない。弟のように構う紅耀を、ファイは許してくれた。度が過ぎれば「わたしは従者です」と逃げ出すが、こちらが弁えれば耐えて甘やかされてくれた。紅耀の誰にも見せない情けない姿を、そのままに受け止めてくれる。そのことが何より紅耀を変えた。

　正しく、健やかに。強く、勇ましく。自分自身に課してきた責務に雁がん字じ搦がらめとなり、紅耀は誰にも甘えることのできない身になっていた。そんな紅耀を、ファイだけが甘えさせてくれた。

　互いに気持ちを許し合うこと。つまりは紅耀に愛というものを教えてくれたのが、ファイだったのだ。

「衣装が……皺しわになってしまいます」

　頰から髪にかけて繰り返し撫なでていると、おずおずとファイが申し出る。胸に落ち着いたぬくもりを離すのは不満だったが、確かにこのままファイを放さずにいれば、折角の衣装が皺になる。

「手伝いを頼む」

　後ろで気配を消して控えていた針子たちに声を掛ける。ファイは衣装をすっかり脱ぎ終え、ガウン姿になるとほっと顔を緩めた。

「着替えてまいります」

「いや。そのままでいい」

　紅耀が立ち上がりファイの身体を抱き上げるうちには、針子たちは部屋を辞していく。完全に扉が閉まったのを確認し、ファイを寝台の上に運びこんだ。

　──この腕に閉じ込めてしまいたいと思ったのは、俺の裸を見て顔を真っ赤にしたのを見た日からだったか。

　愛おしいと思う気持ちに肉欲が混じるのは、生きとし生けるものの性さがだろう。いつからか感じ始めていたそれを、逃れようのないものだと自覚したのがその時だった。

　ファイがあまりに初心な反応を返すのを見て、胸の奥で火か焰えんが灯った。沸き立つ欲望をファイに押し付けたい、突き入れたいという本能を自覚した日から、忍耐の日々が始まったのだ。

「紅耀さま、いけません……」

　喉のどに食らいつこうとしたところをファイが止める。ファイの甘い匂いが鼻先に香っているというのに諫いさめられ、紅耀はため息と共に身を起こす。

「あんなもの守る必要はない」

「ですが……司祭さまが婚礼の日まではその……処女でいるようにと」

　正しくは「処女のように」だが、どちらにしろファイは司祭に言われてから二週間、それを守り続けている。

「ファイは俺にしか抱かれていないのだから、問題はない」

　婚礼は婚約を結んでから三か月以上先に行われるのが慣例だ。そしてその間、妃となる人は「処女のように」過ごすことを求められる。その理由は単純だ。王族以外の子種から生まれた王子や王女を王室に入れぬためだった。

　ファイが婚礼より先に孕はらんでいたとして、その相手は紅耀しかいないのだから問題ないと言っても、ファイは聞き入れなかった。

「ならば眠っておれ」

　紅耀はファイの腰こし紐ひもを解くと、軽く目元に巻き付けた。そうしてファイに逃げ道を与え、紅耀は滑らかな肌に指を辷すべらせる。

「ん……」

　ふに、という感触と共に指先が桃色の箇所を擦れば、堪えきれない喘あえぎが零れた。それに気づかぬふりをして暴かれた肌にくちづけを散らす。

　処女には不似合いのくちづけの痕こん跡せきは残さずに、肌をくまなく舐なめることで欲望の高まりを擦りつけていく。どこに触れても大きく身体が揺れるほど舐め尽くすうちには、唯一触れずにおいたファイの花茎から、だらだらと蜜みつが溢あふれ出ていた。

　そこにくちづけるため膝ひざ裏を抱えれば「あ」とあえかな声が漏れる。それにも気づかぬふりをして紅耀は蜜に濡ぬれた処女地に唇を落とした。

「あ……っ」

　蜜を吸い上げるように口を動かす。すると声と共にファイの背中が浮き上がった。そして跳ねた腰により、紅耀の口こう腔こうに深くファイの花か芯しんが潜る。発情期は終わったというのに、まだまだ甘美な余韻が残ったそこを紅耀は啜すすり取った。

「たまらぬな……」

「や……っ、ん……！」

　じゅっと音を立てて啜れば、蜜は白濁へと変わり、紅耀のくちに溢れた。

「もう少し眠っているんだぞ」

　重く腫はれた雄を、紅耀はファイの腿ももの間に挟みこむ。肉付きの薄い身体ではあるが、内うち腿ももは柔らかく滑らかだ。紅耀が下から突き上げるように腰を揺すると、ファイの陰いん囊のうがもみくちゃにされる。そのせいでファイの腹に残ざん滓しが散った。そのいやらしさにまた紅耀の興奮は高まっていく。

「婚礼の夜が待ち遠しい」

　ファイは声と息を殺しているが、上気した頰や、硬く凝った胸の先端がその興奮を確かに伝えてくる。

「もう一度おまえの処女をもらうからな……！」

　ずんと深く突き上げ、紅耀はその興奮をファイの腹に零した。そうしてファイの花芯と合わせて握り、絞るように擦りあげれば、ファイも二度目の絶頂を迎える。互いの荒れた呼吸が落ち着くまで、ふたりは互いの零したものにまみれながら抱き合った。










　朝から落ち着かぬ様子で広場近くまで出歩いていたファイの顔に、ぱっと喜色が灯る。その視線の先、まだまだ遠いところに慈瑛を始めとした騎士団の姿が見えた。

　駆けだしたい。そんな思いが手に取るように伝わってきたが、妃となる身。無作法なことはできないと、ファイはぐっとその気持ちを抑え込んでいるようだった。

　やがて広場の手前で一行が止まる。慈瑛は馬を降りると、馬車の扉を開き、中にいた人を広場まで連れてくる。

「ローズ！　兄さん！」

　紅耀が迎え出るためにファイの背を押すと、たまらず兄妹の元へ駆け出し、ふたりと抱擁を交わした。

　ふたりは婚礼のために招いたマグノリアからの賓客だ。険しい山道を行き来するには時間も体力もいる。王と王妃の代わりにファイの兄妹が祝福に駆けつけてくれたのだった。

　追いついた紅耀が手を差し伸べると、ファイの兄、ディーがそれに応えて手を取った。

「遠いところ、ようこそいらっしゃいました」

「お招きいただきありがとうございます。マグノリア王に成り代わり、お礼と祝福を申し上げます」

　こう言ってはなんだが、ファイとディーは兄弟とはいえ、かなり印象が違う。ディーはダグウッドの者からすれば小柄ではあるが、鍛えられた立派な体たい軀くをしている。それでいて理知的な風ふう貌ぼうを備えていて、前回会った時に賢者だということがすぐに分かった。

　隣でファイと抱き合う姫は、ファイより更に小柄で幼い子どもに見える。丸く大きな眸が出で逢あった頃のファイにそっくりだった。大きく違うのは耳の色か。ファイは黒で姫は白だった。

「姫もお疲れでしょう。どうぞ中へ」

　紅耀が伸べた手を見て、ローズは兄ふたりを交互に見ながら戸惑いを見せた。そしてディーが軽く頷うなずくと、おずおずと紅耀の手を取る。

　マグノリアと比べてダグウッドの気候は寒冷だ。身体を冷やさぬうちにと王宮に向かえば、その入り口で李来と貞宇が待っていた。

「はじ、初めまして……」

　寒さで口が回らないのか、李来が頼りない様子で挨あい拶さつをした。それにディーが応え、それから貞宇とも握手を交わす。改めて王宮内へふたりを導こうとするが、そこに李来が口を挟んだ。

「案内は、わ、わたしが致します」

　言うが早いか紅耀の手からローズの手を取り上げ、強引に案内役を代わってしまう。歩く姿もぎこちない様子で、紅耀は首を傾げた。

「あーあ。かわいそうに」

「どうした、貞宇」

　李来とローズの後ろをファイとディーが話を弾ませながら歩いていく。最近めっきり大人びてきた貞宇が隣に来て、訳知り顔で言う。

「まさか兄さんがまだほんの子どもって相手を気に入るとはね」

「まさか。ローズ姫はまだ十三か……四、だろう？」

　しかも見た目でダグウッドの年齢に合わせれば八つくらいのものだ。

「李来兄さんだって、そのくらいの齢としで出会った相手と結婚しようって人には、言われたくないと思うけど」

「う……」

　言われてみれば確かにそうだ。「気に入る」の意味合いは違っているのか、同じなのか分からないが、ファイと出会ったのはまさに同じ頃。

「いや、しかし……婚約が破棄されたばかりだぞ。そう簡単に気持ちを移すなどあるか？」

「央雪のこと？　あれは母さんが勝手に決めた人だ。初めから李来兄さんは乗り気じゃなかったし」

　肩をすくめると貞宇は歩調を速める。慌てて追いかけると、ふたりをもてなすために整えておいた客間に入った。










　暖められた部屋の長椅子に、ファイたち三人が並んで座る。ディーだけが父王のムスカリ似だが、三人は雰囲気が似通っていた。だからだろうか。付き合いは浅いのに、紅耀はディーにもローズにも親しみを感じている。

　温かな茶と共に用意された菓子に、ローズが白い頰を緩ませた。

「しかし、知らせをもらい、みんな驚いたぞ。半年前にマグノリアへ戻った時は、発情の気配はないと聞いていたのに、よもや紅耀さまと契りを結ぶことになるとは」

「あら。わたしは気づいていたわ。兄さまが紅耀さまを見る顔は、番を持つ人たちの相手を見る顔と同じだったもの」

「ローズ……」

　きまり悪げに頰を染めるファイを見て、紅耀は思わず笑みを零す。発情を迎えるまでの日々、自分だけがファイに対してままならぬ思いを抱えていたのだと思っていた。そして、ファイが紅耀に向ける情は親愛だけだと、どこか諦あきらめてもいた。

「それならば、俺の顔も同じだっただろうな」

「紅耀さま」

　ファイがいっそう眉まゆを落とした困り顔を見せる。運命の導きなどなくとも、初めからファイを愛していた。幾度そう告げても、ファイはどこか疑っているようなところがある。

　だが紅耀に焦りはなかった。明日には正式に認められた伴はん侶りよとなる。死がふたりを別わかつまで、生涯をかけて愛を告げればいいのだから。

「兄さま。わたしもご挨拶させてください」

　椅子には座らず、後ろに控えていた李来が横に立つ。緊張で硬くなった面持ちを見ていると、貞宇の言ったことが真実味を帯びた。

「ディー殿、ローズ姫。これは俺の弟。第二王子の李来です。この秋から近衛騎士団を率いております」

「勉強中ではありますが、お見知りおきください。ち、ちなみに妻はまだ居りませぬ」

　ディーは立ち上がり、李来と握手を交わした。李来がその手をローズに向けようかという時、横に貞宇が立ち、さっとローズの指を摑つかみ上げると、甲に唇を押し当てる。

「僕は貞宇と言います。どうぞよろしく」

　ローズに対して笑顔を見せた貞宇は、あっさりとその身を引いた。横では李来が目を見開いて驚いている。だが今さらローズの手を取るわけにもいかず、眉まゆ根ねを寄せると、貞宇と共に下がった。

「兄弟で積もる話もあるでしょう。晩ばん餐さんには白王もおみえになります。どうぞそれまでゆっくりとお過ごしください」

　楽しみにしていたファイの気持ちを汲くみ、紅耀は弟たちに退出を促した。婚礼に向け準備を進める間、ファイはずっと緊張していたのだ。頭ではこの婚姻が認められたものだと理解していても、最後まで不安を抱えていたことを知っている。

　それでも弱音も吐かずに頑張ったのは、紅耀を愛してくれているからだ。紅耀はその気持ちに応えるべく、言葉でも行動でも伝えてきたつもりでいる。だが、ディーとローズに会ってファイが心から寛いでいるのが分かった。

　廊下に出ると、さっさとどこかへ行ってしまおうとする貞宇を李来が止める。

「貞宇、まさかおまえ……ろ、ローズ姫のことを」

「なんのこと？」

「その、」

「僕は挨拶しただけだよ」

　李来はまだ聞きたいことがあるようだったが、どんな言葉で聞き出せばいいか分からないらしく、引き止めることができなかった。ローズのことで李来がなにか悩んでいることは分かったが、紅耀もまた掛ける言葉を思いつかない。

　ふたりの到着を告げるため、紅耀は李来を残し、白王の居室がある月の宮殿へと足を向けた。










　晩餐が終わり、全員が居室へと引き上げる。ファイはローズたちに付き添って行ってしまった。紅耀は部屋へ戻らずに、ひとり太陽の宮殿を歩く。

「紅耀さま、お呼びですか？」

「ああ。待っていた」

　半時ほどが過ぎて、慈瑛に伴われたファイがやってきた。ファイを無事紅耀の元へ送り届けると、慈瑛は下がる。

　婚礼にあたり、紅耀はファイへの贈り物をいくつも用意した。ファイの身を飾る美しい品々、伴侶として暮らしていくための部屋の設えなど。だがもうひとつ、ファイに知られぬよう用意していたものがある。

　紅耀は太陽の宮殿にある謁見の間の奥、王族が内々に集うために作られた部屋にファイを誘う。今夜の晩餐にそこを使わなかったのには理由があった。

「あの……」

　普段立ち入らない場所に、ファイは戸惑っていた。そんなファイの手を取り、紅耀は部屋の奥へと向かう。

「──っ、紅耀さま…………！」

　紅耀の飾った絵に目を留めた途端、ファイは大きく目を開き、驚きで開かれた唇を手で押さえた。

「どうだ。この国の新しい王族を描いてもらったんだが」

「こんな……身に余ります」

　描かれたのはファイを囲むように侍る王族の──羽根を広げた獅し子しの姿だった。獅子の姿になった白王、紅耀、李来、貞宇が、ファイを守るように王座の周りに集っている。

「これがこれからの王族の姿だ。ファイもその自覚を持っていて欲しい」

「はい……！　必ず、紅耀さまの恥とならぬよういたします」

　喜びをにじませながらも真面目な顔つきでファイが答える。そんなファイに紅耀は「違う」と言った。

「そういう意味ではない。俺たちがもう家族だということを覚えていて欲しいんだ」

「紅耀さま」

　同じように嬉うれしいと思ってくれた。それが伝わってきて、紅耀は堪えきれずにファイを腕に抱きしめる。

「俺たちは伴侶となり、家族となるのだ。最愛のおまえと」

「はい」

　小さく頷いたファイは首筋まで赤く染めていたが、紅耀は欲を抑えることができない。

「ファイも言葉をくれないか？」

「あ……」

　紅耀を見上げた眸は、迷うように二度三度左右に揺れた。けれど次に紅耀を見上げた時にはしっかりと紅耀を見据えてくる。

「わたしも、紅耀さまを愛しています。番う相手は生涯にただひとり。命の尽きるまで紅耀さまを愛しています」

　途方もない約束だ。だが紅耀とファイを別つ日がどれほど先であったとしても、その言葉が本当のものだと紅耀は頷く。くちづけたいと衝動が湧くが、触れればそれどころで済みそうにない。代わりに紅耀はファイと額を合わせた。

「決して、俺を置いて逝くな」

「……はい」

　ファイは本当の気持ちで答えたわけではなさそうだった。紅耀のどうしようもないわがままを笑って受け入れてくれたに過ぎない。唇がきゅっと結ばれた、くすぐったそうな笑顔が覗のぞいた。

「部屋に戻るぞ」

　言うが早いか紅耀はファイの身体を持ち上げる。

「ど、どうなさったのですか？」

「決まっている。おまえがかわいい顔で誘うのが悪い」

「誘ってなど……っ」

　ファイに甘やかされると抑えが効かなくなる。もっとふたりだけの甘やかな時に浸りたくなって、紅耀は足を速めた。

「どうかなさいましたか？」

　ファイを抱えた紅耀に気づき慈瑛が声を掛けてきたが、なんでもないと振りきる。紅耀は赤の宮の最奥に、足取り軽く踏み入った。
















その朝に







　厚みのある布が窓を覆い、さらに寝台を天てん蓋がいが囲っている。それなのに朝の気配というものはその隙間を縫うようにしてやってくる。

　目を覚ましたファイは、その朝が特別なものだということをすぐに思い出した。後ろからファイを囲むようにしている紅耀の腕からそっと逃れる。小さく震えた瞼まぶたが開かなかったことに、ほっと息をついた。

　紅耀の体温がファイよりずっと高いおかげで、共に眠るようになってから寒い思いをしたことがない。寝台から降りる前に紅耀に触れたいという欲が湧いたが、それをぐっと我慢して天蓋から出る。

　いよいよ婚礼の日を迎えたのだ。

　朝の清々しい空気のなか式を行うため、自ずと支度の時間も早くなる。部屋を抜け出したファイを、白み始めたばかりの空が迎えた。

　──本当に、紅耀さまの伴はん侶りよになるんだ。

　こんな日が来るなんてと、昨日ディーに何度も言われたが、ファイもその思いは同じだった。信じきれないというのではなく、信じられぬほどに嬉うれしいのだ。

　だがいつまでもそんな心持ちではいられない。昨晩紅耀が示してくれたように、ダグウッド王族としての自覚を持って生きること、その重責を抱えていく覚悟をしたのだ。

　ファイが支度をするための部屋に入ると、早くから働き始めていた侍従たちがさっと頭を下げ、祝いの言葉を述べる。

「みなさん、今日も一日どうぞよろしくお願いいたします」

　ファイが言うと、侍従たちは一礼し、それぞれの持ち場へと戻っていった。ファイはまず浴場へ向かう。全身を清めるとその肌に香りの良い油を伸ばした。それから白湯を一杯飲むと、婚礼衣装を身にまとっていく。

　女性の婚礼衣装と比べたら華やかさでは劣るかもしれないが、細やかな刺し繡しゆうと鏤ちりばめられた宝石が見事だった。厚みのある生地を贅ぜい沢たくに使っているせいで、重量もかなりある。けれどファイは背筋を伸ばしてその重みを受け止めた。髪にも宝石を飾り、最後に薄いベールを被る。

「これは見違えた」

　ディーがおどけて言うと、ファイは照れ臭さで頰を染める。ローズは隣室でダグウッド風のドレスに着つけてもらっていて居ない。もしローズが居れば、ファイはもっと照れくさい思いをしたことだろう。

「さて、時がきたようだ」

　婚礼の日は、式場に入るまで相手と顔を合わせないのが決まりだった。支度がすっかり整ったファイは、ディーに手を引かれて誓いの場へと向かう。

　誓いの場には親族のみが集っていた。白王の姿も、ローズの姿もある。白い石柱が並ぶ場所は、屋根もない。ずっと昔から王族の婚姻はこの場で承認されてきたという。緑の森に囲まれた庭の中ほどだけが白く輝いて見えた。

　司祭が中央に立っている。ファイはディーに導かれてその前に進み出ると、先に待っていた紅耀の隣に並んだ。

「美しいな」

　天からの光で輝くのは紅耀の衣装も同じだった。白い衣装に金色の髪が揺れ、まばゆい光を纏まとっている。笑みを浮かべる紅耀が美しいことは言うまでもない。

「ダグウッド広しといえども、俺ほどの果報者が居るだろうか」

　紅を差す必要もなく、唇は元より紅い。紅耀に褒めそやされたことで、ファイの頰は恥じらいに赤く染まった。ファイも言葉を返そうとするが、胸にこみ上げるものが、それを阻む。

「誓いは難しいことではありません。けれど易やすいことでもない」

　司祭の言葉に、ファイも紅耀も耳を傾ける。

「この国を永遠たらしめるため、心を砕きなさい。道に迷うことがなきよう、互いを支えなさい。王族の誇りと愛で国を満たしなさい」

「はい、わたしはそれを誓う」

「わたしも、誓います」

　確かにそれは難しくもあり易くもあった。ただ、紅耀となら誓いを守り、ダグウッドのため、そしてふたりのために愛を永遠とすることができる気がしている。

「では祝福を」

　司祭の許しを得て、紅耀とファイは伴侶として認められた。手を握り合うと参列者から祝福の拍手が送られる。緑の庭に広がる温かな響き。それだけでファイの眸は潤んだ。

　王族の婚姻はふたりだけの問題ではない。それをまずは親族が認めてくれたことに感謝する。

「さあ、行こう」

　言うが早いか、紅耀はファイを抱き上げた。横抱きにされたそのままで、紅耀は王宮を進み、広場を見渡すことのできるバルコニーへと向かう。そこはかつて婚約を告げた場でもあった。たどり着くずっと前から、広場に民衆が多く詰めかけているのが分かる。ざわざわと聞こえるその声は一様に明るく弾んでいた。

「おお……いらっしゃったぞ」

　バルコニーに立ち、紅耀がファイを腕から降ろすと、ぴたりと民衆の声が止んだ。誰もが固かた唾ずを飲のみ紅耀の声を待つ。

「先ほど、無事誓いの儀式を終えた。これにより我らは伴侶となった！」

　朗々とした声で紅耀が告げると、今度こそ民衆の声は収拾のつけられないほどに大きくなった。見れば広場の外まで人々が集まってきている。これらの人々を紅耀は守り、人々もまた紅耀を守る。そのためにファイも愛と誇りで紅耀を支えていくのだ。

「ファイ、愛している」

　何度聞いたとしても、落ち着かない気持ちになるのは生涯変わらないだろう。嬉しくて、照れくさくて、勿もつ体たいなくて、それでいて幸せでたまらなくなる。

　大したことはできないかもしれない。けれどファイはこれからも紅耀を信じ、愛する。そのことだけは間違いないと誓えるのだった。










　祝宴には、大臣や貴族、重職に就く騎士たち、それから帰属国の王族を招いた。盛大な祝宴となり、準備にかかった時間が報われた気がする。

　長い、長い一日だった。

　全てが滞りなく終わり、ファイは部屋に戻ると、長椅子で身体を休める。朝からずっと着ていた婚礼衣装を脱いだだけでも、随分身軽になった気がする。茶の用意をしてくれた子杏に礼を言い、今日はもう休むよう伝えた。

「ファイ」

　一足遅れて紅耀が戻って来る。祝宴でたくさん酒を飲んでいたせいか、凛り々りしい顔が陽気にほころんでいた。

「お疲れになったでしょう。湯に入られますか？　それとも休まれますか？」

「おまえはどうする？」

「少し休んで元気が出ましたら湯に入ろうかと……」

　疲労は大きいが、一日動き回った身体でそのまま眠るのはためらわれた。

「ならばそのまま休んでいるといい」

「え、あの……」

　紅耀はそのままでいいと言いつつも、ファイの身体を抱き上げて湯場に向かう。出てきた仁由に、先ほどのファイと同じよう「今日はもう休んでいい」と言いつけ、紅耀は浴槽の縁に降ろしたファイの衣服を解いた。

「紅耀さま、自分でいたします」

「疲れているのだろう？　俺に任せろ。支えあうのが伴侶だ」

　今さらと言えば今さらだが、あちこちに置かれたランタンの明かりが素肌を照らすと、身を隠してしまいたくなる。紅耀は尻しりの半分ほどが浸かる浅い場所にファイを置き、つま先から順に洗った。

　あまり人に触れられることのない足の先は、くすぐったくてたまらない。

「逃げるな」

「ですが、くすぐったいです」

　指の間まで紅耀は丁寧に洗う。ファイは洗われていないほうの指先をきゅっと丸めて、なんとか耐えた。つま先を洗い終えた紅耀は、踵かかとを持ち上げたまま、ふくらはぎから内うち腿ももにかけて丁寧に揉もんだ。

　重厚な剣を自在に操る紅耀の手は、厚みがあり力強い。疲れた肉を優しく揉みほぐされていくと、「ほ」とファイの口から吐息が漏れる。

「気持ちいいか」

「はい」

　それはいいと、もう片方を同じく揉むと、今度は腕を取り、同様にして洗う。緊張で凝り固まっていた身体から力が抜けていくのが、心地よかった。

「少し瘦やせたのではないか？」

「そうでしょうか」

「明日からはゆっくりするといい。ディー殿とローズ姫がマグノリアに戻られるまでまだある。のんびりといたせ」

「ありがとうございます」

　紅耀は背中に回ると、肩から順に撫なでた。指先を通り腕の付け根へと戻ると、前にも手を伸ばし、肌を辿たどる途中で胸の先も軽く擦って通る。

「ん……」

　それだけでファイの花芽は簡単に膨れて色を変えてしまうが、紅耀は執しつ拗ように触れることはなかった。あっさりとまた背中に戻った手に、物足りなさを感じてしまう。

「あとは自分で……」

「遠慮するな」

「あっ」

　遠慮ではないと言う間もなく、ファイは紅耀の手により四つ這ばいにさせられる。まだ洗われていない場所といえば、下肢の中心ばかりだ。紅耀は丸く双丘を撫でると、尻しつ尾ぽの根元を握り、露わになった窄すぼまりを洗う。

「おやめください、恥ずかしいですから」

「洗うだけだ」

　紅耀は言葉通り、掲げさせたファイの秘所を丸く撫でるようにして洗った。尾の付け根を握られているせいで、襞ひだを撫でられるだけでもぞくり、淫みだらな快感が背筋を駆けあがる。

「あ……」

　ランタンの明かりはファイの身体を隅々まで照らしていた。それを分かっているのに、ファイの足が段々に開いていく。すらりとした股またの間で熟したふたつの果実が揺れた。

　──もっと、奥へ……。

　制止など形ばかりのものだった。紅耀に触れられていると、理性が溶けてしまう。もっともっと触れて欲しいと、他では到底口にできないような欲望が湧くのだ。

　だが紅耀の指先は周辺を辿るばかりで前へと流れる。芯しんを持ち始めた茎を軽く揉むようにされると、先端から露が漏れた。

「のぼせてしまう前に出よう」

　その気でいるファイを躱かわすように言い、紅耀は綺き麗れいな湯を汲くんでファイの肌を流してしまった。

　露に濡ぬれた花茎も、膨らんだ花芽も、最奥の蕾つぼみも、期待に満ちているというのに。

　湯気と羞しゆう恥ちとでのぼせてしまいそうになっていると、ガウンに包んで寝台へと連れて行かれる。

　力の抜けたファイの身体を、紅耀が膝ひざに抱えた。

「寒くないか？」

「熱いくらいです……」

　今晩はこのままで終わってしまうのか。長い間表面的な触れ合いに終始していたせいで、余裕のある紅耀の態度は、焦らされているようでたまらない。

　その不満が表れ、僅わずかに尖とがった唇を紅耀は啄ついばむようにくちづけた。そして水気を吸ったガウンを絨じゆう毯たんの上に投げ落とすと、触れるだけのくちづけを頰や髪、耳元へといくつも落とす。

「愛おしい……この色づいた頰も、紅い唇も、艶つややかな髪も、耳も尾も……全てが愛おしい」

　触れる先から熱量を増すような、艶なまめいた声がファイを口説く。そのまま黙って聞いているのが気恥ずかしくて、ファイは紅耀の首元へと腕を伸ばした。

　しっかりと張った筋肉の弾力に縋すがると、紅耀が笑う。見つめられるだけで蕩とろけてしまいそうなほど視線が甘い。ファイから唇を寄せれば、軽く吸われるが、深くは探られなかった。

「いつでも触れていたい」

「ああ……紅耀さま」

　指が頰を撫でる。すぐそこにあるのに、触れられない唇が寂しい。どうして今宵はこれほどまでにファイを焦らすのか。

「もう、意地悪なさらないでください」

「意地悪ではない。伴はん侶りよとなったおまえを初めて抱くのだ。ゆっくり心に刻みたい」

　顎あごの下を掬すくわれ、顔を上げた。

　初めてではない。司祭に教えられるまで、婚約中だというのに、ファイと紅耀は何度も抱き合った。発情の間は特に激しく。

　発情で我慢のきかなくなった時のことを思い出し、恥ずかしくなって目を伏せる。そこへ顔を傾けた紅耀がくちづけた。ゆっくりと吸われ、ちゅぷと音が立つ。は、と息を吐いたところで、紅耀がファイの口こう腔こうへと忍び入る。

　──熱い。

　驚きでファイは舌を引っ込めた。それを咎とがめるように紅耀の舌は追いかけ、追いつくときつく絡んだ。頭を包んだ両手は、くにくにとファイの耳を揉む。弱いところを遠慮なく責められたせいで、花芽が膨らんでいく。

　口を大きく開け、薄く小さな舌を差し出したファイに、紅耀は情熱を注ぐようにくちづけた。

「ん……」

　舐なめ転がされ、吸われて、欲望がかき立てられる。少しの隙間も耐え難くなり、ファイは身体を紅耀に寄せた。熱情に濡れた肌が重なり合う。ぐっと押し付けた花か芯しんは、紅耀の立派な雄に擦れた。

　洗い清められた身体は、すでに互いの汗の香りになっている。爽さわやかで力強い、慣れ親しんだその香りが、否が応でも欲望を高めた。

「まだ、待て」

　腰を擦りつけるように揺らしていると、紅耀はファイの身体を腿ももの上から浮かせ、膝立ちにさせた。へたりこみそうになる身体を支えるため、筋肉の張った肩に縋りつく。

　紅耀は首筋に軽く嚙かみつき、鎖骨の窪くぼみにゆっくりと舌を這わせる。そして、ふるふると揺れる背中をしっかり抱えると、胸の先の尖りを含んだ。

「あ……あああ……ん！」

　焦れていた身体は、その直接的な刺激に誘発されてあっさりと果てた。花芯を紅耀の腹に押し付けると、飛ひ沫まつを飛ばす。それは花芽を含んでいた紅耀の顎にも飛んだ。

「待てと言っただろう」

「申し訳ございません……」

　我慢のきかないことを責められ、ファイは己のはしたなさに顔を覆った。

「俺の妃は感じやすすぎるな」










「や、あ……」

　この二週間。紅耀を受け入れることのなかった場所は、硬く閉ざしている。処女のように過ごせという司祭の言いつけを守ったのは、紅耀も同じだ。幾度もファイをかき口説きながらも、ファイの意思を尊重してくれた。

「あ、あ、あ……紅耀さま……」

　窄まりを指ではない感触が突く。四つ這いで背を反らせたファイは、振り返らずともそれが紅耀の舌だと分かった。ファイがどれほど恥ずかしがり断っても、紅耀はそこを舐めてファイを蕩けさせる。拒絶の言葉とは裏腹に、快楽を感じていることが知られているせいだ。

　紅耀は襞をひとつひとつ開くように舐め、柔らかくなったところで内側へと入りこむ。攪拌するような動きも、奥を突く動きも、どちらもファイの淫らな気持ちをかき立てた。

「腰が揺れてきた」

　処女なら恥ずかしがるだけだろうが、ファイは散々そこを弄られる喜びを知っている。もっと、もっとと湧き上がる猥みだりがましさを気取られぬよう、いやいやと小さく首を振った。

「これでは恥ずかしがる顔が見られぬな。おまえは困ったような顔が一番かわいいというのに」

　くるりと返された身体は、どこもかしこもが発情に濡れそぼっていた。紅耀はファイの潤んだ眸を間近に覗のぞき込み、その目じりに口づけた。

「やはり、今宵の紅耀さまは意地悪です」

　一度果てた身体は敏感で、紅耀の髪が肌を滑るのすら拷問のようだ。欲しくてたまらない奥には触れられていないというのに。

「そろそろ俺のものを受け入れてくれるか？」

　紅耀の大きな身体に膝を割られると、ファイは自然と足を大きく開く格好になる。淫らな蕾が開く場所に、至大な雄芯が押し当てられた。

「愛うい蕾だな……これからは二度と処女のように過ごさせてやれぬぞ。いいか？」

「はい……」

「死ぬまでおまえだけを愛す」

　ファイが真しん摯しな誓いに「わたしも」と言い添えて頷うなずけば、滾たぎった熱塊が穿せん孔こうを押し開いた。熱く逞しいものがファイを犯す。終わりがないと思うほどに大きなそれを飲みきった時、ファイの身体がびくんと大きく揺れた。

「あ、ああっ」

　幸福感のなかでファイは達した。けれど蜜みつを放った気配がない。そっと下肢に目をやれば、そこはまだ透明な液に濡れるばかりだった。

「どうした、ファイ」

「あ、んっ」

　心配そうに覗のぞき込んだ紅耀が頰に触れた。それだけでまたファイはびくりと震える。

「おか、おかしいのです……紅耀さまに触れられただけで、何度も……」

　ファイの伸ばした手を紅耀が取り、交互に指を絡ませた。

「いいのだな？　感じ入っているのだろう？」

「はい……あ、あ、まだ……っ、やっ」

　両手を繫つないだままで紅耀が腰を揺らした。大きく腰をくねらせ、ファイに馴な染じませようという動きだが、そんな動きでもファイには過ぎた快感だった。小さな波が船の縁を叩たたくように、幾度も幾度も快楽が押し寄せる。

　果てがないのがいけない。快楽が続くのが怖いという気持ちを、強い愉悦が凌りよう駕がする。

「あ、あああ、ああ……っ、は、こう、きさま……っ」

　ファイの様子を注意深く眺めていた紅耀だったが、ファイが悦んでいるのを感じ取ると、その動きを大きなものに変えていく。手を繫いだまま、前のめりとなり、深く、強く、ファイを穿うがった。

「愛している……ファイ、永遠に変わらぬ」

「紅耀さま……愛しています」

　誓いはくちづけと共に永久にふたりの胸へと刻まれた。

　これからも変わりなくファイは紅耀を愛すだろう。香久の番を。
















有翼の獅子は息子に嫉妬する







　ファイは王宮の中庭で色づき始めた銀杏いちようの木を見上げ、途方に暮れていた。

「黄おう冠かん、降りておいで」

　大きく枝葉を広げた木の上で膠こう着ちやく状じよう態たいにある息子に声を掛けるが、黄冠はふるふると大きく首を振って拒む。その視線の先にはもうひとりの息子、黒こつ華かの姿があった。

「黒華が降りられないから、先に戻っておいで」

　ファイは先ほどから弟の黄冠を説得するが、頑かたくなに断られどうすることもできない。ファイも猫族であるから木登りは得意だ。だが、黄冠に追い詰められて枝の先に行ってしまった黒華が、いつ落ちるともしれないため、追いかけて木を登ることもできずに困り切っている。

「黒華、もう少しだけ幹のほうに戻ってごらん。それ以上行くと枝が折れてしまうから」

　黒い耳に黒い尾をした黒華は、猫族のファイの血を濃く引いている。四歳になるところだが、小柄でおとなしい子だ。

　一方で、黒華を追い詰める格好になっている黄冠の耳は丸く、毛の色は金色をしている。尾の特徴から見ても獅し子し族の血を濃く引いているのは間違いなく、二歳半を過ぎたところだが、既に黒華より体つきも大きい。

　そうして黄冠はとにかく黒華のことが好きだ。常に黒華の後を追いかけ、くっついていようとする。だが、黒華はそんな強引なところのある黄冠から逃げ回っているのが日常で、今日は木の上に登ったところで追い詰められてしまった。

　黄冠が退のくまではと黒華のほうも頑なで、もう長いこと枝の先で頑張っている。こんなことで手を煩わせるのは申し訳ないが、近衛兵に降ろすのを手伝ってもらおうとファイが動きかけた時、ファイの動きにつられて身を乗り出した黒華が、手を滑らせる。

「あ……っ！」

　慌てて駆け寄ったファイよりも早く、黒華の身体を誰かが受け止めた。

「黒華、そんな先まで行ってしまったら危ないだろう？」

　驚きでぴんと耳と尾を立てている黒華に優しく言ったのは、紅耀だった。左手に黒華を抱きなおした紅耀が右手を伸ばせば、そこに枝の上から黄冠が飛び移ってくる。ファイにしたら抱き上げるのにも一苦労するようになった黄冠を、紅耀は難なく受け止めた。

「どうしておまえは、そんなに黒華を追いかけるのだろうな」

　ほどほどにしろといつものように黄冠を諭すが、聞いているのかいないのか、黄冠は左手に抱かれている黒華のほうに近寄ろうと手を伸ばす。

「紅耀さま、ありがとうございます」

　黄冠の伸ばす手から逃れようともがいている黒華を、ファイが引き取った。移るなり黒華はきゅっとファイに抱きついてくる。黒華は小さい頃から、ファイにくっついているのが何よりも幸せという子だった。黄冠が生まれるまでずっと、ファイは黒華を抱いて過ごしたほどだ。

「困ったものだな……おまえの黒華好きにも」

　兄を慕う黄冠の姿に、紅耀は窘めながらもどこか嬉うれしそうだ。子供の頃に李来や貞宇と兄弟らしい交流を持たずに過ごした自分のことと、重ねて見ているのかもしれない。

「そろそろ秋になるな」

　それぞれの腕に息子たちを抱き、ふたりは銀杏の木を眺める。何気ないひと言のようでいて、含まれたものがあった。そのことを知るファイは答えることもできずに、そっと頰を赤らめている。

　紅耀は王座を譲り受けてこの秋で三年になる。すっかりと王としての貫かん禄ろくもつき始め、日々国民のために忙しくしていた。王座を退いた白王は、季節ごとに王妃のいる離宮を見舞い、ゆったりと暮らしている。

　紅耀はこの後に為すべき王の仕事があるのだろうか。ファイが口を開きかけた時、後ろから紅耀を呼ぶ声がした。

「紅耀兄さま……！　こちらにいらしたか」

「李来か……困ったな」

　向こうには聞こえないように紅耀は小さくぼやいた。紅耀を見つけた李来は、騎士服姿のまま駆け寄ってくる。

「紅耀兄さま……いや、紅耀王。どうか聞いてくださいませ」

「ああ、どうした」

「どうしたなどとおっしゃらないでください！　マートルの姫君のことです。わたしはどうしてもあのかたを妻に迎える気にはなれないのです！　わたしが……わたしが希こいねがうのは……」

　李来の眸がちらりとファイを向く。その視線の理由が分かるファイは苦々しい笑みを浮かべた。李来はいま、マートルの姫に結婚を迫られている。だが、李来が切に望んでいる相手は別にいる。

「俺はマートルの姫を妻に迎えろ、などと言ったことはない。その気がないというのなら、はっきりと相手に告げればいいだけのこと。それに……おまえの想いが望む相手に届き、婚姻を受けてもらえるかどうかはおまえ次第だ」

「そんな…………」

　紅耀がファイと婚約したことで、マートル国からの婚姻の申し入れはうやむやになっていた。ところが今年になり、姫君がダグウッド王宮にやってきて、そこで顔を合わせた李来のことをいたく気に入ってしまったのだ。

　ぜひ李来に嫁ぎたいと、姫君は積極的に李来の元を訪れているようだが、李来のほうは姫君のことが好みに合わないらしく、逃げ回っている。かつて婚約した女性がいたが、白王の毒殺未遂事件を間近で見たその相手から、「王族に名を連ねるのが恐ろしくなりました」と言われ、関係を解消している。

「わたしはあのように大きく、強気な女性はもう……懲りているのです。妻となる人は小柄で優しくかわいらしい…………あのかたのような……」

　そこでまた李来はちらりとファイを見た。だが、李来の想い人はファイではない。李来はファイの先に五つ下の妹、ローズを見ている。五年前に紅耀とファイの婚礼のため、マグノリアからダグウッドにやって来たローズに、李来はひと目め惚ぼれしてしまったのだった。

「以前からお話ししておりますが、マグノリアの民は、匂いで引き合う相手を伴はん侶りよに選びます。ローズはまだ発情期を迎えておりませんので、発情期を迎えた時に李来さまの香りに惹ひかれるかどうか、ご確認いただく以外にないのです」

　どうかローズとの仲を取り持って欲しいと頼まれたこともあるが、こればかりは強引に勧めてどうにかなるものではない。この春に発情期を迎えなかったローズだが、十八になりそろそろではないかと、当人もファイたち家族も考えていた。

　季節はちょうど秋。発情の時期が近づいている。

「ならば……！　ならばわたしをマグノリア国へ行かせてくださいませ」

　近衛騎士団を率いる立場の李来が、簡単に王宮を離れることなどできない。そのことを理解した上で李来は紅耀に頼み事をした。それほどにローズを想う気持ちは一途ということだったのだ……と、ファイは密かに感動する。

「よく言った。そういうことならばおまえにひと月の休暇を与える。周りの国々を見て回るのもいいだろう。自由にいたせ」

「紅耀兄さま…………！」

　紅耀のほうでも李来が自らの決意を表すのを待っていたのだろう。その想いを尊重し、恋の旅に出ることを許した。

「マグノリア王によろしく伝えてくれるか」

「はい……！」

　李来は、そうと決まれば一時もじっとしていられないとばかりに、自らの暮らす月の宮殿へと戻っていく。どちらかと言えば自己主張の少なかった弟が、己の意思で走り出す姿を紅耀は目を細めて見送っている。

「マートル国の姫君は……どうなさるおつもりですか？」

「そうだな。もうひとり、我が国には適齢の王子が居るには居るが……」

「僕は結婚しないから。紅耀兄さん」

　いつの間に背後に忍び寄っていたのか、貞宇がファイの背中から覗のぞくようにして紅耀に宣言する。

「マートル国の姫君を選ばぬのはおまえの自由だが……結婚しないとは……」

「いいだろう？　国を継ぐかわいい王子たちはふたりも生まれたんだし、李来兄さんのあの様子ならたくさん子を残してくれそうだ。僕は僕のかわいい人がいるから」

　貞宇が碧みどりの宮殿の奥に建てた小さな宮殿を見て言う。そこには貞宇の私室があると共に、ある人物を幽閉するための牢ろうがある。その中に閉じ込められた人と、ファイはもう何年も顔を合わせていない。頭に直接語り掛ける声も聞こえないままだ。

　だが、皆が寝静まった夜更けに、貞宇と顔を隠したその人物とが散歩に出ているのを見かけたという報告が、近衛兵から届いている。

　──おそらく、元気にされているはずだ。

　どうしたことか、貞宇は成人すると同時にその人物──レベリオンの監視を任せて欲しいと王に申し出て、強引に宮殿まで建てて私室の奥に閉じ込めてしまった。

　かわいい人と言うのは、おそらくレベリオンのことに違いない。ふたりの関係がどうなっているのか、紅耀が口を挟まぬ以上、ファイが貞宇に問うことはできない。

「でも……王子たちはあの宮殿には近づいちゃいけないよ。人の心を惑わす魔人が住んでいるから」

　貞宇が声を潜めて黒華と黄冠に語り掛ける。そのおどろおどろしさに驚いた黒華が、ファイの腕から降りて駆けだすと、黄冠も紅耀の手から逃れてそれを追いかけていく。本当に黄冠は黒華のことが好きでたまらないのだ。

「子どもたちを驚かせないでくれないか」

「ごめんなさい。でも、近づかせないほうがいいのは本当でしょう？」

「……ああ」

　紅耀は苦々しく答えた。誰にも聞こえない声で話しかける能力というのは、力を持たぬ者にしたら恐ろしい。特に素直な子どもたちが、声に惑わされるようなことになれば困る。

「大丈夫。色々な手段で虜にしているから……他に気持ちを向ける暇もないくらいに。だから安心してあの人のことは僕に任せておいて」

　笑うとまだ子どもらしさを残した貞宇は、そう言って立ち去った。すっかり背丈も伸び、美しい青年となった貞宇だが、子どもの頃から感じていた底知れなさは変わらない。

「さて、今日の務めは終えた。夕ゆう餉げの時刻までなにをして過ごそう？」

　艶つややかな微笑みを向けられ、ファイはとくりと胸を揺らす。

「ですが子どもたちが……」

「誰かに託せば良いだろう？」

　紅耀はファイの肩を抱くと、伸びた髪をゆるく結んでいるせいで露わになった首筋に、鼻先を寄せる。

「少しずつ香りが強くなってきているな」

「紅耀さま…………」

「貞宇は十分だと言っていたが、俺はまだ子が欲しい」

　紅耀は耳元に囁ささやくと、小さくやわらかなファイの耳を唇で挟み取る。このまま寝室に籠こもってしまおうという誘いに、ファイは小さく頷うなずいた。

「紅耀さま、王子たちが……」

　肌を淡く染めながら紅耀の企みを聞いていたファイは、慈瑛の声にびくりと身を震わせる。四方から出入りのある中庭であることを、ひと時忘れてしまっていた。

　盛大に心臓を打ち鳴らしながら振り返れば、慈瑛の手に黒華、足元に黄冠の姿がある。慈瑛は黒華が両親以外で珍しくなついている相手だ。

「丁度よい、慈瑛が相手いたせ」

「は……？　なんのお相手でしょうか」

「黒華と黄冠の遊び相手だ。俺とファイは大事な用がある」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰めた慈瑛だったが、王の命令を断れるはずもない。黒華を降ろしてと騒ぐ黄冠を足にじゃれつかせたまま、慈瑛は「仕方ありません。わたくしがお相手いたしましょう」とふたりを連れ、宮殿へと向かっていった。










　足を投げ出して座る紅耀の足元に、ファイは顔を埋めていた。長く大きな雄に小さな舌を絡める。全てを口に含みきれないぶん、根本から先端まで余すことなく舐なめた。特に裏側の筋を舐め上げた時、紅耀はぴくぴくと身体を震わせる。力が漲みなぎるまでの間、ファイは丹念に雄茎を舐め、小さく零れた露を啜すすった。

　青臭く力強い味が口いっぱいに広がる。食事として出されれば顔を顰しかめるようなそれも、紅耀のものだと思って含めば甘い。味が薄くなるまで舐めた後で、ファイは先端のかさ高い部分を口に入れた。

　窪くぼんだ場所以上は含めない代わりに、先端を上あごに擦りつけるようにして吸う。

「もういい……出してしまいそうだ」

　紅耀の手がファイの顎あごを掬すくい上あげ雄から口を放させれば、つうと銀糸が引いた。

「今日は上に来るか？　かわいく踊って見せてくれ」

「……あまり、うまくいきませんが……」

「構わん。それが好きなんだ」

　ファイは請われるままに猛った紅耀の上に股また座ぐらを移す。紅耀の肩に片手を置くと、もう片方を雄茎に沿わせ、そっと腰を落としていく。

　つぷんと解れた後口は猛った雄を飲み込む。何年もの間愛され尽くしたファイの身体は、紅耀の大きすぎる剛直も受け入れかたを覚えていた。

「ふ……ん、ぅ……あ、…………っ」

　自らで紅耀を受け入れると、つい内側にある敏感な部分に先端を擦り付けてしまう。ファイがそこに猛りを押し付けられるのが好きだと知っている紅耀は、ファイが自ら敏感な場所を刺激する様を見て笑う。

「気持ちいいのか？　ファイ……」

「ん……ふ、…………ぅ、気持ちいい……です」

「もう一度やってみろ」

　ようよう含んだというのに、紅耀はファイの身体を引き上げ、雄茎を抜いてしまう。ぬぽんと雄茎が肉輪を抜けきる時、ファイは殊更大きく鳴いた。

「あ、んっ」

「ほら、好きなだけ楽しむといい」

　もう一度ファイが紅耀の雄茎を飲み込むと、何度もファイの弱い部分を突き上げてくる。ガクガクと腰を揺らめかせるファイを、紅耀は口元を引き上げながら見つめた。

「あ、ああ……っ、やぁ、ん…………」

　指先がファイの尖とがった胸の先を摘んだ。ふっくらと盛り上がった乳にゆう暈うんごとくりくりと弄られれば、甘い喘あえぎが零れだす。ファイが好きだと知っていて紅耀は胸の先を舌先で舐め、吸った。

「あ、あっ……は……ああ、あ……っ」

　乱れに乱れるファイを愉しそうに眺め、あまりの愉悦に動けなくなると、紅耀は雄茎を深く挿して目を覚まさせた。

「もう……もう、動けませぬ……」

　ファイの若茎はたっぷりの蜜みつを溢あふれさせ、いやらしい光を纏まとい踊っている。敏感な部分を自重で擦るもどかしさに、ファイが泣き言を漏らした。

「どうして欲しい？　言ってみろ」

「…………紅耀さまに、紅耀さまに奥を突かれたい……いつものようにかわいがっていただきたい……」

「本当におまえはかわいいな……」

　今度はファイの身体が下になる。腰を抱えられると、ずんと深いところまで紅耀の雄茎が挿した。

「ん──……ぅ、ふ」

「苦しいか？」

「いいえ……もっと、もっとくださいませ」

　くっと顔を歪ゆがませた紅耀は、ずんずんと深い抽挿を始める。満たされていなかった奥深くまで穿うがたれて、ファイはきゅっと眸を閉じた。良くて良くてたまらない。太く長いものに蹂じゆう躙りんされる苦しさはあるが、それ以上に心地よく、幸せが洪水のようにファイを満たした。

「発情期になればこんなものではないぞ。慎ましいおまえも好きだが、発情して本能のままに甘えねだるおまえも好きだ。注いだものを零す間もないほどに抱くからな……！」

　激しくなる律動にファイは短い喘ぎを繰り返す。とても返事などできずに、がくがくと揺さぶられるがままだ。

「ああ……たまらぬ。ファイ、出すぞ……いいか？」

「あ、あ……紅耀さま…………っ！」

　紅耀の指先に若茎の先端をくるりと撫なでられたファイは、たまらずに白濁を放った。時を同じくして紅耀もまたファイの奥深い場所に飛ひ沫まつを散らす。心の奥から痺しびれるような悦楽に、ふたりは微笑んだ。










「おやすみ。また明日」

　子ども部屋にあるそれぞれの寝台に黒華と黄冠を寝かしつけ、ファイは紅耀の待つ寝室へと戻った。昼間、慈瑛にたっぷりと遊んでもらったふたりは、すぐに眠るだろう。

　寝台で横になり、昼間の余韻で紅耀がファイの肌に手を伸ばしかけた時、パタンと音がして寝室に黒華が入って来た。その後ろに黄冠が続く。黒華は何も言わず寝台に上がるときゅっとファイに抱きついた。

「どうした？」

　ファイが聞いても首を振るばかりで何も言わない。黄冠も黒華の後を追い、ファイと紅耀の寝台に上がり込む。今夜は仕方ないと、ふたりの間に子どもたちを挟んで眠ることにした。

　ファイの隣に黒華を降ろせば、すかさず黄冠がくっついてくる。

「黄冠、それじゃあ黒華が寝にくいだろう？」

　紅耀に引き離されて一度は黒華から離れた黄華だったが、気づけばまたきゅうっとくっついているという有り様だった。そんな黄冠に諦あきらめたのか、黒華はおとなしく眸を閉じる。

　そんなふたりをほほえましく見つめ、ファイと紅耀も横になった。しんと静かな夜が広がっていく。たまにはこんな風に眠るのもいいなとファイが瞼まぶたを閉じた時だ。

「う……やーっ、おう、それやーなの！」

　黒華の悲痛な声が寝室に響く。慌てて起き上がり明かりを灯すと、怒る黒華にしっかりと抱きついている黄冠の姿が見える。

「黄冠！　いくら黒華が好きでも嫌がることをしてはならぬ。離れるのだ」

　紅耀によって黄冠が抱き上げられると、黒華はファイに抱きついてきた。よしよしとあやしながら何があったのかを聞く。

「おうね……おうね、ねられないときね、こっかのおっぱいをちゅーってするの……でもこっかはそれ、くすぐったくてやーなの」

　あまり話すことの得意じゃない黒華が、必死に訴えてくる。確かに黒華の上衣ははだけていた。おそらく子ども部屋にいる時にもそうされて、ファイたちの寝台に逃げ込んできたのだろう。

「黄冠、眠れないの？」

「ん……」

「だからってね、黒華の嫌がることをしたら駄目だよ。どうして黒華のおっぱいを吸おうと思ったのかな……おっぱいはもういらないと言ったのは黄冠だったのに」

　黄冠は一年ほど前におっぱいをあげようとしてもいやいやして飲まなくなったのだ。それからは食事だけとなったのだが……。

「もう少し甘えたかったのでしょうか」

　あまりに早く黄冠の手を放しすぎたのだろうかと紅耀に問いかける。黄冠が黒華にべったりだったからといって、子ども部屋に移したのが早すぎたのかもしれない。

「こう、あいがすき、ぎゅー。おう、こっかすき、ぎゅー」

　舌ったらずな黄冠が紅耀の腕の中でなにかを訴え始めた。ぎゅーと言う時に紅耀に抱きつく仕草を見せる。

「こう、あいがすき、ちゅー。おう、こっかすき、ちゅー」

　こうというのは紅耀のことで、あいというのはファイと言えない黄冠なりの呼びかただ。

「どういうことだ？　俺がファイを好きでぎゅっとするから黄冠もする。俺がファイにちゅーするから、黄冠も好きな黒華にちゅーするっていうことが言いたいのか？」

　紅耀が黄冠の言葉を理解しようと問いかければ、黄冠はうんうんと頷く。ただ問題はちゅーと言って触れる場所がおっぱいだということだ。

「い……いつ、見られて……」

「参ったな……」

　完全に寝室を分けており、紅耀と夫婦らしい契りを結ぶところなど、見られていないと思っていたのだが。

「黄冠。好きな相手でも、相手がいいと言わないことをしてはいけない。ちゅーしていい相手は乳をくれる母と、結婚した相手だけだ」

　このままではよくないと紅耀は真顔で説明するが、黄冠は首を傾げるばかりだ。

「おう、こっかすき」

「そうだな。兄弟が睦まじいことはいいことだ。だが、兄弟は結婚できない。だから黄冠は黒華にちゅーしたら駄目だ」

　黄冠に紅耀の言うことの意味を理解するのは難しい。だが、黒華にちゅーすることはいけないというところだけは理解したらしい。愕がく然ぜんとした顔をしている。

「今は分からぬかもしれないが、いずれ分かるようになる。黄冠はいずれ黒華ではない相手と結婚するのだ」

　一途に黒華のことを追いかけまわしていた黄冠には酷な話かもしれない。だが、していいことといけないことの区別は、教えなければならないのだ。

　黙り込んでしまった黄冠を紅耀は胸に抱き上げた。そのままあやすように背を撫でていると、いつしか黄冠は眠ってしまった。

「黒華も眠りなさい」

　同じように背を撫でてやると、黒華もあっという間に夢に落ちていく。

「しかし……黄冠には俺たちがそのように映っていたということだな。ひと時も離れたくないほどくっついていると」

　紅耀もファイも困ったなと笑う。獅し子し族は猫族を愛してかわいがる。そんな刷り込みを与えてしまっていたらと思うと頭が痛い。

　それぞれを胸に抱えながら紅耀とファイは子どもと向き合うことの難しさを頷うなずきあった。










　その翌日、事件は起きた。

「黒華、黄冠がどこに行ったか知らない？」

　いつもは黒華にくっついて離れない黄冠の姿がない。てっきり一緒にいるのだろうと思っていたのだが、子ども部屋にいくと黒華はひとりで絵本を眺めていた。

　ファイは黒華を腕に抱き赤の宮殿から出ると、近衛兵に黄冠を見なかったか聞きまわった。だが有益な情報は得られない。ファイが焦りから早足になっていると、向かいから紅耀がやってきた。

「紅耀さま……！」

　黄冠がいないことを伝えようとしたファイより先に、紅耀が口を開いた。

「大変だ。黄冠が李来と共に居る」

「……え……！？」

　昨日、紅耀より休暇をもらった李来はマグノリアへ、ローズに会いに旅立ったところだ。紅耀に挨あい拶さつをしたのち、近衛兵を幾人か連れて出立したと聞いている。その李来と一緒に居るということは、どういうことだろうか。

「馬で出かけるものとばかり思っていたのだが、ローズにする贈り物を積み込んだ馬車を引いて出たらしい。どうやらそこに黄冠が密かに乗り込んでいたのを、王都から出る寸前で近衛兵が気づいた」

　慌てて馬を走らせて戻って来た近衛兵からそのことを聞き、紅耀はファイに教えに来たところだった。

「すぐに迎えに行く。ファイはここで待て」

「……申し訳ございません。わたしが目を離したばっかりに……」

「大丈夫だ。元気にしているというのだから……しかし、とんでもないことをしでかしてくれたもんだ」

　紅耀は呆あきれかえりながらも、どこか楽しそうに言って厩うまやに駆けていった。

「おう、どうしたの？」

「うん……勝手に王宮から出てしまったんだ。大丈夫。これから紅耀さまがお迎えに行くから」

　いくら黒華の嫌がることをせぬように言われたとはいえ、離れた途端にとんでもないことになったものだ。何気なく乗り込んだ馬車が運悪く李来のものだったせいで、大事になっただけだろうが、やはり獅子族の血を強く引いた黄冠は、ファイの考えの及ばぬところがあるのかもしれない。

　これからますます目が離せなくなるのだろうと、ファイは覚悟を決めた。










　しばらくして黄冠は紅耀の馬で戻って来た。共に馬を走らせた近衛兵に馬を預け、紅耀は黄冠を手にファイの元へとやってくる。

「無事でしたか……」

「ああ。贈り物の中にあった菓子を食べていたらしい。ほら、甘い匂いがするだろう？」

　黄冠の顔がファイに近づけられ、甘い香りが鼻び腔こうをくすぐった。ほっと気を緩めたファイは思わず涙を溢れさせる。

「どうした。大丈夫だと言っただろう？」

「はい……はい。ですが、知らないうちに遠くへ行ってしまっていたのだと実感した途端に……」

　今回は事なきを得たが、もしまた次同じようなことが起きた時、無事で済むかどうかは分からない。

「ファイ、黄冠がなにをしていたか分かるか？」

「……どういうことでしょう？」

「黄冠は馬車の行先を知っていて、乗り込んでいたのだ」

「まさか……！」

　確かに昨日、黄冠のいるところで李来はマグノリアへ行くことを話した。だが、黄冠がマグノリアへなにをしに行くつもりだったというのか。

「李来と同じように花嫁を探しに行くつもりでいたらしい」

「それは…………」

　まるで話の繫つながりが分からずに、ファイは目を瞬かせる。溢あふれていた涙もそれですっかりと払い落とされた。

「昨夜俺が、いくら好きでも黒華は兄弟だから結婚できないと言ったことが、頭にあったらしい。マグノリアへ花嫁を求めて旅立つ李来のことを思い出し、ついて行こうと考えたのだな、おまえは」

　紅耀は愛しげに黄冠の頭を撫でる。まだ短いながらもしっかりと紅耀の血を引いた金色の髪がくしゃくしゃと乱れた。

「それほどまでに黄冠は黒華のことが好きだったのだな。確かにマグノリア国へ行けば、ファイのように小柄な者がたくさんいる。引き合う相手がいれば結婚することもあるだろう。だがおまえにはまだ早い」

「？」

「それはおまえがまだ小さいからだ。マグノリア国のものを花嫁に迎えるには、身体が大きくて強く、立派な人間でなければならない。これからたくさんのことを学び、力を蓄え、身体を大きく成長させることが大事だ。そうすればおまえの魅力が香りとなって放たれ、おまえのことを想い慕う者が現れるだろう」

「おおきくなる……！　おう、おおきくなる！」

「そうだな」

　今度こそ黄冠も分かってくれただろうか。急に元気を取り戻した黄冠は、ファイに向かって手を伸ばす。なんだろうと身体を寄せれば、黄冠はファイの首に手を回して抱きつくと、頰にちゅーっとくちづけた。

「おう、あいのおっぱいにする」

「は？　おまえ、それは……っ」

　慌ててファイから黄冠を引き離した紅耀は、自分が昨夜言ったことを思い出して頭を抱える。

「言ったな……確かに。ちゅーしていいのは母か結婚相手だと」

　だがそれは乳をもらっている間のことで……と、紅耀はまた困ったことを言い出した黄冠に説明を始める。

　ファイとしても今さら黄冠にそのようなことを求められても困ってしまう。

「だから、もうおまえには必要ないのだ」

「なんで？」

「だからそれは…………」

　参ったと紅耀がファイに助けを求めてくる。

「黄冠の弟か妹のために、取っておいてあげないといけないからね」

「おとーと？　いもーと？」

　今はまだ存在していないが、この秋か春にはまた次の子がお腹にやってきそうな気がしている。

「そうだ。弟か妹のためにおまえは我慢するのだ」

　兄弟ができると聞いた黄冠は、くりくりとした眸をいっそう丸く輝かせた。黒華が慈瑛に手を引かれてやって来ると、紅耀の手から降りて駆けていく。

「まさか我が子に嫉しつ妬とするとは思わなかったぞ」

　大きく息をついた紅耀はファイの肩を引き寄せる。黒華と黄冠が慈瑛にじゃれついているところを見ながら、ファイは幸福を嚙かみしめた。

　王宮の庭にかわいらしい声が響くと、侍従たちが仕事の手を止めて顔を覗のぞかせる。そのどの顔にも笑みが浮かんでいるのが見えた。

「さて、約束したからには兄弟を作ってやらねばな」

　紅耀はからかうような口調で囁ささやくと、ファイを膝ひざから抱えて肩に抱き上げてしまう。高くに持ち上げられたファイは紅耀の首に摑つかまり、幸せな笑い声を上げた。

　紅耀の眸と同じ青い空が広がっている。何の憂いもないファイの心のようだった。ファイの声に気づいた子どもたちが、紅耀に抱き上げてもらおうと走り寄ってくる。ファイを抱き上げたままの紅耀が右に左に動いてその手を交わすと、いっそう子どもたちの笑い声が甲高く、大きくなった。

　遠くからギチギチ、キーキーと百舌鳥もずの高鳴きが聞こえている。秋の空は高く、皆の笑い声も百舌鳥の声のようにどこまでも遠く響き渡った。







　あとがき




　はじめまして、柑こう子じ花か乃のと申します。このたびは、『有翼の獅し子しは愛に翔かける』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　このお話は、小説投稿サイトのエブリスタさまで行われた、『史上最大級・小説新人賞　天下分け目のＢＬ合戦！　角川ルビー文庫賞』において、大賞の一作に選出いただいたものになります。それだけでも大変な栄誉で、夢をみているようでしたが、素敵なご縁をいただき、ルビー文庫さまより刊行の運びとなりました。

　改稿にあたり、担当さまには大変お世話になりました。たくさんご意見をいただいたぶん、中盤以降大きく手を入れています。修正するたびに読みやすいものになっていく手ごたえがあり、もっと、もっと下さい！　と、ドＭな心境に陥っていたことは……担当さまにはお伝えしておりません。

　力を尽くしたつもりで至らないなか、わたしが胸を張って言えるとしましたら、

「溺でき愛あい保証！」

　これに尽きるかと思います。

　本作の攻めは獅子を先祖に持つ大国の第一王子。スパダリ中のスパダリです。そして受けは猫を祖先に持つ小国の王子。真面目な志を持ち攻めの国へやってきます。攻めはこの受けを可愛がり、からかい、甘えたおし、執着を示すようになります。

　その気持ちは終始変わりませんし、受けも無償の愛を攻めに注ぎます。攻めの溺愛とふたりの甘々を書きたくて綴つづったようなお話なので、そこは絶対保証！　なお話となっています。

　それから、本作で書きたかった場面は、しっぽを使ったイチャイチャ。序盤に出てくるお風ふ呂ろのシーンのあたりもそのひとつです。そして、そんなわたしの気持ちがだだ漏れてしまっていたのか、そのシーンにイラストをいただくことができました。しかも！　イラストは笠かさ井いあゆみ先生です。この喜びをどう表していいのか未だもってわかりません。

　憧あこがれの笠井先生が描かれる、唯一無二の美麗なイラストに本作を彩っていただくことができたこと、本当に、本当にどれほど感謝を申し上げても、申し上げ足りません……！　笠井先生、どうもありがとうございました。

　それから、丁寧にご指導してくださった担当さまはじめ、刊行にお力をお貸しくださったみなさまへも心よりお礼申し上げます。




　最後になりましたが、拙作をお手に取ってくださったかた、読者さま、エブリスタの担当さま、エブリスタで応援してくださったみなさま、共にＢＬ合戦に挑んだみなさま、本当にありがとうございました。そしてかつてＢＬの世界と、小説を書くことを教えてくれた友人にも感謝を！

　少しでもにまにましていただけるものになっていればいいなと、思っています。

　またどこかでお会いできることを祈って。ここまでおつきあいありがとうございました。


柑子花乃









電子特別版特典

書き下ろしショートストーリー「熱砂の国の王子」













　早いところでは、木々が葉の色を赤や黄色に変えはじめた。

　ダグウッドでは過ごしやすい気温となるこの時期、収穫を祝う祭りを催したり、冬支度を進めたりと、誰もが忙しくしている。

　短くなる陽を惜しんで遠乗りに出るのも気分がいいし、子どもたちと木の実を拾って遊ぶのも楽しい。

　だが日差しを遮るもののない死の森は事情が違っている。土壌を覆い尽くす砂はどこまでも熱く、鍛え上げられたダグウッドの馬たちですら、苦難を強いられた。そのうえ、夜になれば昼間と打って変わって気温が下がり、温かなマントが必需品となる。

　ファイと紅耀、それから有翼騎士団は、死の森の縁を辿りながら、シニフ国を目指していた。

　もっと楽な道を行くこともできるが、停戦中とはいえシニフの属国が連なる道を進めば何が起こるかわからない。無用な諍いを避けるため、そして旅程を短くするために、ダグウッドを発った一行は死の森を進んでいた。

　今回シニフ国を訪れる目的は、停戦協定の再締結のためだ。大戦の終了と共に結んだそれは、十二年の有効期間が定められている。ダグウッドは同条件での再締結を希望しているが、それについてシニフとマートルがどのような意向を示すかは分からない。

　あくまでも停戦協定中の訪問であり、危険が及ぶことはないはずだ。だが協定締結して以降、三国の王が直接顔を合わせるのは初めてのことだった。よもやの事態に備え、屈強な騎士団を従えてシニフを目指す。

　紅耀はファイを連れていくことに初めこそ難色を示していたが、ファイの発情期が近いこともあって、渋々同行を決めた。

　これまでの傾向からいけば、協定締結までの期間を十日ほど見積もっても、ダグウッドに戻るまでは発情期を迎えない。だが、協定の条件について揉めるようなことがあれば、当然滞在は延長される。帰路で、もしくはシニフにいる間に発情期が来てしまうことも考えられた。

「ファイ、近くに綺麗な小川がある」

　紅耀は馬車を停めると、ファイの身体を抱きあげて砂地へと降ろす。長靴の甲の部分までが砂に埋まった。

「気分はどうだ？　辛いなら今日はここで野営してもいい」

「いえ、平気です。せっかく順調に来ているのですから、予定のところまで進まれたほうが良いと思います」

　約束の期日にシニフに到着しなければ、協定違反とみなされる。旅程に余裕をみているという紅耀は大丈夫だと言うが、心配性のファイは、一刻も早くシニフ入りしたいと考えていた。

「皆疲れてきている。馬たちもだ。せっかくいい場所なのだから、半日ほど休暇をもって心身を労わってやるのはどうかと思うのだが」

「あ……」

　馬車で寛いでいるのはファイだけで、他の者たちは足元の悪い死の森を、馬を操り進んできたのだ。疲れていないはずがない。そしてそれは馬たちも同じだった。

　騎士たちは小川で顔を洗ったり、絞った手ぬぐいで裸になった身体を拭いたりして、和らいだ表情をしている。精鋭たちの集まる有翼騎士団は、いかなる場面でも弱音を零すことはないが、休息を欲しているのは確かなようだ。

「ここは街にも近いのですか？」

「ああ、案内人の話では馬で半時ほど行くうちに、小さな街があるそうだ。食料の調達も頼めるというから、慈瑛が二、三人を引き連れて行く予定にしている」

　旅団にはシニフから派遣された案内人がついている。ダグウッドの者たちだけでは、途中の町で食料や薬など買いたくとも難儀するだろうと、シニフ王の計らいで三人の兵士が同行してくれていた。おかげでファイたちは、食事や野営地に困ることなく行軍できている。

「でしたら今夜はこちらで憩わせていただいてもよろしいですか？」

「そうしよう。ならばまだ暖かいうちに俺たちも水浴びをするぞ」

「えっ？」

　紅耀は言うが早いかファイの身体を横抱きにする。森から吹く風に白いクルハの裾が煽られた。騎士たちはさっと道を開けると、紅耀がファイを降ろしたその周りに、野営の際に天幕に使う大きな布を張った。

　いくらファイが男だとはいえ、王妃になった以上、その肌を紅耀以外に見せるわけにはいかない。今日ばかりは紅耀もファイが薄布を纏うことを許した。万一にも天幕捲れた時、騎士たちにファイの肌を見せたくないという思惑からだろう。

　日差しのある昼日中とはいえ、流水はひんやりと冷たい。ぶるりと震えたファイを紅耀が裸の胸に抱きしめる。

「冷たいな」

「はい……ですが、さっぱりとします」

　死の森の砂は、閉ざされているはずの馬車の中にも入りこみ、ファイの肌にも髪にもざらりと張り付いた。馬を駈けさせている紅耀たちに比べれば大したことではないのだろうが、常に喉がむずむずとするような状態が続いていたのだ。

　それが川の水により洗い流されていく。

「拭いてやろう」

　布を水に浸すと、硬く絞ってからファイの肌に滑らせる。薄衣を捲りながら腕を拭き、そっと襟をずらして首から背中にかけても拭われた。布が通ったところからすうっと身体が軽くなる。

「ファイ、おまえをもっと景色のいいところへ連れて行きたいと思ってはいるのだが」

　紅耀が反対の手を取ると、すまなそうに言った。

　確かに紅耀は忙しく、幾度となく周遊を兼ね隣国を訪れる話や、南方の村にある七色の湖が広がる森へ行く話が出たが、一度として実現しないままだった。

　その間に子どもたちが生まれ、ばたばたと忙しく過ごすうちに、そんな計画があったこともすっかり忘れていた。

　ファイはそのことを不満に思っていなかったのだが、紅耀は密かに気に病んでいたようだ。

「大事なお役目の旅を、楽しいと言っていいのかわかりませんが、こうして一緒にシニフに行くことができて嬉しいです」

　ファイは素直な心のうちを伝えると、顔を綻ばせて紅耀を仰ぐ。

「初めは不安でしかたありませんでしたけど、ひとり王宮で紅耀さまの戻りを待つよりずっと安心ですし、朝焼けも夕暮れも、王宮から見るのとはまるで違っていて……子どもたちのことは気がかりですが、あちらは安全ですし、子杏や他の者たちがしっかりと面倒をみてくれているでしょうから」

　子どもたちと別れるとき、後ろ髪を引かれる思いがなかったといえば噓になる。だが、何が起こるとも分からぬ場所に行く紅耀の傍にいたいという気持ちも大きかった。

「黒華が泣いていなければいいが」

「大丈夫です、きっと。黒華もあれで兄ですから、黄冠のことを立派に守ってくれていると思います」

「そうか。黄冠は黒華がいれば問題ないだろう」

「はい」

　ふたりは唇を引き結び黄冠に寄り添う黒華と、黒華のことが好きで好きでたまらない黄冠の姿を思い浮かべ、やわらかく微笑む。同じ気持ちで思いを巡らせるとき、ファイは紅耀の伴侶になったのだと実感する。

「紅耀さまと一緒に見られる景色のひとつひとつが、わたしにとって宝物です。王宮での日常も、ここでの景色も」

「俺もだ」

　紅耀の唇がファイの首のつけ根にくちづけを落とす。ふるりと肌が震えたのは、水に冷えたせいではない。

「あ……」

　抱き寄せられ密着した腰に、紅耀の猛りが押し付けられる。

　旅に出てからというもの、紅耀と共に眠りはするが、身体を触れ合わせる機会はなかった。野営の天幕のなかでふたりきりになるとはいえ、有事に備えて周りを有翼騎士団が幾重にも囲んでいる。そんな状況で艶めいた雰囲気になど、なりようがなかった。

　あからさまな紅耀の発情にあてられて、ファイの身体にもぽっと火が灯る。

「ファイ」

　紅耀の手に導かれ、ファイは脈動する雄を握った。片手では回り切れない熱棒が、その欲情をつぶさに訴えてくる。

「ファイ……」

　するりと滑った手が薄衣の袂からうちに入りこみ、肌を撫でた。ファイはそれを慌てて押さえると、小さな声で訴えかける。

「口で……お慰めさせてください」

　いくら布を張っているとはいえ、触れ合えば自然と声も零れる。これからまだ旅路を共にする騎士たちに、甘淫に溺れる声を聞かれるのはいかがなものか。

　愛しい相手に触れ欲望が満ちるのは自然の摂理とはいえ、その点では羞恥が勝った。だが紅耀の発情を受け流してしまうこともできず、代わりにと、紅耀の猛りを交わらずに慰めることをファイは提案する。

「それではおまえが辛いだろう？」

「あ、……っ、ん」

　ファイの手の下で、紅耀の指が胸の尖りを弾いた。不意を突かれ、ファイは思わず高い声を上げる。

「紅耀……さま、皆が聞いて……ぅ、や……」

「大丈夫だ。俺が声を張り上げれば聞こえるぎりぎりまで皆下がっているはずだ。ファイがそれより大きな声を漏らさぬ限り、皆に聞こえることはない」

「あ、あ！」

　膨らんだ果実を潰すように紅耀の指が滑れば、薄く甘い匂いが立つ。黄冠に乳をやらなくなってしばらくたつが、紅耀がそこを執拗に構うのが好きなせいか、絞れば乳が滲んだ。

「そんなに声を上げれば、聞かれてしまうぞ」

　後ろから耳を食まれ、力が抜けた隙にまた乳頭がつままれた。薄衣がはだけて露わになったそこは、紅耀のくれた紅い宝玉のように艶やかで、思わず目を逸らしてしまうほどにいやらしい。

　いつもなら天蓋の内側で、時には居室や浴室でする行為を、頭上に太陽の輝きを感じながらする背徳に、ファイの身体も反応していく。

　本当に皆が距離を置いていてくるのかも分からないのに、ファイも欲情が芽吹いた身体を重ね合わせたくてたまらない。

　背中を逸らして感じ入っていると、自ずと突き出た双丘が紅耀の雄を擦った。さきほどより熱くたくましく育った存在を、紅耀もまた押し付けるように動く。

「肌が光を帯びて、おまえ自身が輝いているようだ」

　たまらぬといった荒々しさで薄衣を剝かれ、触れられていなかったほうの胸も、下肢で育っていた蜜茎も全てが露わになる。流れ落ちて薄い繁みを濡らしていた透明な露を、紅耀が指で掬う。

「うしろを濡らすものがない。もっと蜜を出せ」

「あ、あ……そんな、こと……」

　濡れた指先に、強くつままれたせいで痺れていた胸の先端を撫でられた。くるくると縁を描くように撫でられていると、ぷくりと新しい媚蜜が浮く。

「や……紅耀さま、ん、ん……」

　もどかしさに首を振ると、蜜を掬い取った指が後孔に潜った。たまらず岩場に手をつき腰を突き出すと、紅耀の長い指が奥まった場所を擦る。

「んん！」

「声を殺すな。おまえの歌うように甘い声が聞きたい」

「は……ん、あ……」

　紅耀はファイから掬い取ったたっぷりの蜜を塗り込めながら、穿孔が広がっていくのを待っていた。

　じわりじわりと奥が炙られているように熱くなる。広がりきってもいないのに、ファイの肉襞は紅耀の指をきゅうと締めあげてしまう。

「俺を受け入れられるだけ開け」

「あ、んっ。あ、そこ……ああ、っや……」

　後ろから回った紅耀の尾が、とろとろと蜜を零し続けるファイの雄茎を根元から縛める。そうしておいて、先端の房で蜜口をそわそわと擦った。

　過敏になった身体はびくびくと震える。

「や、紅耀さま……ぁ、だめ……っ」

　今にも達しそうだったそこを縛められただけでも苦しいのに、達せないまま刺激を続けられるのも苦しい。

「引き絞るばかりだった内側が、吸いつくように絡んでくる。指が蕩けそうに熱い。気持ちいいか？」

「あ、あ……、気持ちいいにきまって……っ」

　ずぷり。肉輪に嵌る指が二本に増えた。もどかしく輪を広げるように紅耀は指先を大きく開く。

　引いて、挿して。指先で内側の弱い場所を撫でられる。ほんの小さな胡桃ほどの場所を巧みに捏ねられれば、たちまちファイの隘路は紅耀のための道を開けた。

「もう……下さいませ」

　膨らみきった肉茎が紅耀の尾を押し返している。縛めが解かれれば、その瞬間に達してしまうことは瞭然だった。

「俺も我慢できぬ。だがそのままでは膝を打つな」

　縋るように岩場に摑まっていたファイの身体を、紅耀が持ち上げてひっくり返す。岩場に薄衣一枚を挟んだ背中をつけて横になると、枝葉の間から降り注ぐ陽光の眩しさに、ファイはきゅっと眸を閉じた。

　と同時に、熱塊が後孔に差しこまれる。

「ああ──っ」

　不意を打たれて跳ねた身体を、紅耀が真っすぐになるよう抱きあげた。天を向いた紅耀の剛直がファイの自重で深くまで挿さる。

　強い腕にしかと抱かれ、愛しさや喜びや甘苦しさがないまぜになって、ファイの心に満ちていく。深い愉悦はつま先から駆けあがる震えとなり、白濁となって紅耀の胸や腹に零れた。

「……っ、そんなに締め上げるな。果ててしまうではないか」

　紅耀が胸に抱いたファイの耳を軽く齧る。その刺激でまた震えた身体はしっかりと抱えなおされた。ファイは腕をなんとか紅耀の首に絡ませ、しどけない姿で足を腰に回す。その中心はまだ紅耀の剛直を含んでいた。

「ファイ」

　求められて顎を上げれば、ちゅくと唇が挟み取られる。何度もそうして唇を吸い上げられるうち、口づけは深くなった。ねっとりと舌を絡ませてくる紅耀に、ファイも必死で応える。

「もう我慢できぬ……！」

「あ……」

　最後に一度強く唇を吸うと、紅耀は摑んだファイの腿を持ち上げ、その身体を上下に揺すった。

　小柄な身体が宙に踊っては、剛直に深く沈みこむ。ごりごりと狭窄を擦られ、ファイはすすり泣くように喘いだ。

「ああ、あ……あ、っ、紅耀さま……」

　たまらなく悦いのだと言いたいのに、口を動かせば舌を嚙みそうになる。激しい抽挿に、達したばかりの身体は敏感に反応した。

「ま、た……いってしまいます……」

「何度でもいけ。何度でも溢れさせろ」

「や……まだ、っ……」

　深い。容赦なく最奥を突かれ、芯の通った雄茎がぶるんぶるんと揺れる。それさえも強い刺激となり、いきたくないと思うのに、ファイの眼裏に真っ白い光が溢れた。

　やがてチカチカと光が瞬くと同時にファイは再び悦びの頂点を迎える。ぎゅうと内壁が収縮し、深い場所を突く紅耀の雄を絞めあげた。

「は、ぁ……あ、ああっ」

　ファイの腹の奥を、紅耀の放った飛沫が濡らしていく。熱いそれが広がるのを感じ、ファイの花茎から残滓がこぷりと吹き上げた。










　旅は順調に進んだ。紅耀の判断通り中間地点での休息が、疲弊する一方だった騎士たちの士気を持ちこたえさせた。

　今日にも一行はシニフの王宮入りする。砂が纏わりつく日々が終わると、ファイは期待していた。だが、王都に入ったと聞いても馬の脚が踏み行くのは変わらず熱砂だ。

　石造りの建物が並び立つ間を騎士団は進む。そして眼前に立派な宮殿が見えてきたとき、ようやく状況を理解する。

　シニフの王都はすでに死の森に侵されていた。かつては緑の大地だったと思しき場所も、余さず砂に埋もれている。特定の木がぽつりぽつりと生えるばかりの、砂の海の中心に、シニフの王宮は広がっていた。

　白い石が高く積まれた宮殿に入れば、どこまでも続くような回廊がファイたちを迎えた。ダグウッド王宮の二倍はありそうな高い天井。それを支えるたくさんの石の柱。柱には装飾はなく、代わりに複雑な模様が編み込まれた敷物が華やかだ。

　そしてどこからともなく清涼な風が吹いてくる。おかげでじっとりと濡れていた身体から、すっと汗が引いていく。

　どこからその風が来ているのか。答えは宮殿の裏にあった。王都が砂に埋もれているなか、宮殿の裏手には大きな湖が広がっている。

「遠いところ、よくおいでになった」

　数人の警護を連れた紅耀が、通された広間の長椅子に腰を落ち着けた。ファイがその傍らに立ったとき、扉が開き足首まで隠れる丈の長い布を纏った男が入ってくる。

「これは……ラウゲル王。お会いできて光栄です」

「こちらこそ。白王が退位されたと聞き心配しておりましたが、なかなか立派な王でいらっしゃる。いや、安心いたしました」

　紅耀が立ち上がり挨拶すると、シニフ国の王であるラウゲルは笑顔を返した。紅耀より十は上だろうか。衣装がゆったりしているせいもあるのだろうが、恰幅の良い好人物に見えた。

「王妃もご一緒だと……」

　ラウゲルが辺りに視線を巡らせる。紅耀たちと同じくクルハに身を包んだファイを、王妃と気づかぬのも無理はない。紅耀のほうへ踏み出そうとしたとき、くん、とクルハの裾が引き攣れた。

「え……？」

　振り返れば、ファイの腰を少し越したくらいの丈の子どもがいた。銀色の素直そうな髪が背中の中ほどまで伸びている。利発そうな眉に、意志の強さが窺える碧瑠璃の眸をした子だ。その眸の色は宮殿の裏に広がる湖の色に酷似している。

「あそぼ」

　クルハから手を離した子どもが、するりとファイの手に指を絡ませた。黒華よりいくつか年上だろうか。ファイは手のひらのぬくもりに、しばらく離れている子どもたちを思う。

「ジーラ。勝手に入ってきてはいけないと言っただろう」

　叱りつつも、ラウゲルは脂下がっている。愛しくてたまらないというその顔つきには覚えがあった。

「こちらは？」

「ええ、これはわたしの息子のジーラ。たったひとりの息子です。他は娘ばかりでして」

「そうでしたか。ジーラ王子、初めまして。この人はわたしの妻です。お手をお離しいただけますか？」

　紅耀はジーラの前に片膝をつくと、おどけて言う。

「いや。ジーラはこのことあそぶ」

　ジーラは手を離すどころか、身体全体を使ってファイにしがみついてきた。それを見て紅耀は参ったというように、くしゃりと笑う。

「申し訳ない、王妃どの。他国から妻を娶られたと聞いておりましたが、よもやこんな……可憐なかただったとは」

　戸惑いと共に手を差し出され、ファイもその手を握り返す。可憐と言葉を纏めたが、紅耀の妃が煌びやかな姫でなかったことに、ラウゲルが驚いたのは間違いない。

「テテだめよ。このこはジーラのこうきゅうにいくの」

「こうきゅうで遊ぶの？」

　ジーラが懐いてくるのがあまりにかわいらしくて、ファイは黒華や黄冠にするように話しかけた。

「うん」

　にっこりと笑う笑顔はあどけない。見れば背中では黒色が混じった銀色の尾がぱたぱたと服を叩きながら揺れている。

　虎族には珍しい毛色だ。ここまで案内に立った人物やラウゲルを見ていて思う。聞けば、数十年にひとりほどしか生まれぬ、貴重な存在だという。その希少さも重なって、ラウゲルはジーラを溺愛しているようだ。

「ね、あそぼ」

　手を引かれ、行ってもいいだろうかとファイは紅耀に視線で問いかける。そこに口を挟んだのはラウゲルだった。

「ジーラ。王妃は後宮には入れない。紅耀王の妃だからな」

「それは……失礼いたしました。誰でもが入れるわけではないのですね」

　てっきりこうきゅうとは、ジーラの居室のある場所の名前なのだろうと思っていた。だが、何かしらの制約がある場所のようだ。

「シニフの後宮は、王や王子のための側室が暮らすところ。ジーラは生意気にも王妃を自分の側室にと誘ったのです」

「え……っ」

　どこまで本気でジーラが言ったのか、また本人が自分の言っていることの意味を理解しているのかは分からない。だが、危うく誘いに乗るところだったファイは慌てる。

「そういうことなら、なおさらお手をお放しいただかないといけませんね。ファイはわたしの正妃。たったひとりの妻ですから、王子の後宮に行かせるわけにはいかない」

「や！　だ！　このこはぼくの！」

　ファイのなにを気に入ってくれたのか分からないが、ジーラはぷうと膨れると、足を踏み鳴らした。

「申し訳ない。ひとり息子ゆえについ、この子の言うことは聞いていつうち、我がままになって」

「後宮に行くのは無理だけど、なにかして遊びましょうか」

「うん！」

　ジーラはぱっと笑顔を弾けさせると、慣れた様子で侍従に遊び道具を持ってこさせる。

「これはカード。おなじえがでたらぎんかをあげる」

　三十枚ほどの四角い絵札が石のテーブルに広げられる。カードには様々な絵が描かれていて、同じ絵柄が二枚ずつある。それを対になるようにカードを集めていく遊びだった。

　長椅子に座ったファイの隣にジーラはぴったりとくっついて座る。

「ねえ、どれにする？」

　先に選んでいいと言われ、ファイは右端のカードを示した。それを侍従がめくる。

「らくだ、ね。そこのカードだ」

　ジーラが選んだものを侍従が裏返すと、そこには本当に対になる絵柄が描かれていた。

「すごい」

「やったー！　ぎんかをごまい、あげるね」

　ジーラが言うと、侍従がファイの前に銀貨を五枚積む。確かめてはいないが、本物に違いない。向かいの椅子に腰かけた紅耀はその様子を見て片眉を上げた。

「つぎは？　どのカード？」

「ええとじゃあ……一番奥の」

「ムクナか。じゃあそこのカード！」

　意気揚々とジーラは示して見せたが、今度は対になるカードではなかった。

「あーあ。はずしたからファイはジーラにキスして！」

　キスというのが分からないでいると、侍従がこそっと知らせてくれる。それによれば頰にくちづけることらしい。

「つまりこれも後宮特有の遊びかたなんだな？」

　銀貨もキスも、子どもの遊びらしくないところを紅耀が責めれば、侍従は困った顔で頷く。

「ファイ、はやく！」

　ラウゲルが所用で席を外し、誰もジーラを諫めるものはいない。頰に触れるくらいならとファイは紅耀に許可を求める。だがそれを許す紅耀ではなかった。

「ジーラ王子、失礼する。王妃は旅の疲れが出ているようだ」

　問答無用に抱きあげられる。ジーラは咄嗟に手を伸ばしたが翻ったクルハの裾を摑むことはできなかった。

「ジーラとあそぶの！」

　引き止める声を背中に聞きながら、ファイは紅耀に抱かれたまま用意された部屋へと入る。脚のない寝台はダグウッドのものの二倍は大きい。天蓋は向こうを透かす薄いものが幾重にも重なっていた。

「とんでもない対敵が現れたものだ」

　本気ではないだろうが、ジーラの我がままに振り回されてほとほと疲れたと、その表情が物語る。

「間違っても後宮についていくんじゃないぞ」

「もちろんです」

　ジーラの後宮が本来の役割を果たすのはずっと先になるだろう。あまりに違うシニフの風習に、ファイは馴染めそうにない。

　もし自分のほかに紅耀が側室を持ったら。そう考えるだけで胸が潰れそうになる。シニフの後宮にいる人たちは、どんな気持ちで日々を過ごしているのだろう。

「ファイ」

　顔を曇らせたことを紅耀は覚ったのだろう。寝台の上でファイをしっかりと抱き寄せる。

「俺はおまえひとりがいればいい。おまえもそうだろう？」

「もちろんです」

　大きな手がファイの耳を擦りながら、髪を撫でおろす。それだけで安心し、ファイは紅耀の胸に頭を預ける。

「ジーラ王子もきっと、心から愛する人と出会えば、後宮を持つより幸せなことがあると知るだろう」

「そうですね」

　見つめあい、くちづけた。やはりこの唇以外、誰のものもいらないとファイは思う。

　眸を閉じて、唇だけで互いを探り合った。

　窓から清涼な風が吹き込んでくる。

　幸せがふたりの胸に満ちた。
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